



々お 巧 東亞 硏お 巧け ッ トラ’ 賴 がの 打ぶな をを 『マイ ご 
ンフ」 を完 課し •こ、 にもれ を 刊行す るに 索つ. た。 

•何 か 當硏究 巧が か、 る審に 着手した かと 玄 ふち をれ け 常 巧 
巧 S 巧 別 第一が がを 貝を に 於て か 策 施 巧を 硏究 すろ b に是 ホ 
必 おであるから で 『マ イン •ヵンプ j を諷 りこと なしにな がの ナチ 
ス S 一切の な 巧を 了解す る ことけ 不 W 能で ある 巧め でかる。 

々日を 巧 W に 於ても r マ イン •ヵンプ J のが 讳は 若干 試みられた 
がせ V ' の 記述 中日 本に 閱 する 部分が 今日の 日巧關 係と に 巧む か 
らの點 が ある 巧め にが S を譯は 世上に おかさむ ず. 謂は < 巧 巧 
の 程 おに あぎな かつた •おょむ 日 巧の ながなる 關係 をが 持す 
る爲 めに か 上の 化 意が 必巧 である ことは 云 ふを もな くがつて 


力 



を it をな 巧す る ことは 巧け ねばなら ホい が、 さ 6 とて 此れを を 
香して 巧 巧 上の 資輯 にす る こよは を も 差まない 詳 6 か •さぅ す 
る 事が 日巧兩 W おの ム からの 理が 提携に おってな 立っ が 等が 
有る 可き を 自分は 信ずる ので ある。 

此の 意 ホに がて 當巧 はこ、 に 「マイ ご カンプ』 の完 課を を ザ わ 
れを 非な おの 刊行 かとして 巧 则に附 したみ 巧ス化 i 本 普を 手 
にす る 入の 誤解を からん ことを 切を する ホ 巧で ある。 

昭和 十七 年 八月 
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本 ♦巧 二を 上は 一九 三 九 年み 巧の 巧 四十 四 用を 寒 おしつ、 一九二と 年 獲 巧の 
巧 t 巧に 巧つ て 其の 第一章 巧 まが 八 まを 譯 出した ものである。 巧が と 新 化と を 
比 巧す るに、 巧 二を では、 文章の 構造 にがては 勿論、 巧說 にがて すらが 一を に 
ぶる ほどの 巧 違 もない。 極く 少 巧の 相違の ち 特に 巧き た ホ S ないて は 夫 
夫 其の ま 末にを おして 置いた • 

狂は 巧て 譯 ホの 附 した ものである。 

夕 ちに 使用した 英 、が、 伊、 を譯 書に おいては 巧 一を 上の 凡例に 述べて おい 
た • 

• / 

特別 第一 調査を 请み 

河 合 巧 お 
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( s 】 I 函家は苗家のために^^.^^十るものにもら！^ 5 ) I 商 巧な 文化の 巧 ホ 

の 巧 ホは 巧 巧 ( M ) 困 巧な 會主 巧の 固 家 巧 ■< ) 田家のを 否を 判別す る 巧 

を 【こ" 人 一! み 巧の お果 (さ こ — ド ィブ 田 巧の 化夕 麗八 ) — 困まは生^^ 
爭に巧 用て へき 巧 巧 二 I ) — 化 巧の 歷史を 作る ものは 少 g ネ (さ ) — 巧 巧の 巧 
城 ( C 】 一 自 巧の 行ム E 生 作 巧な ：> — 巧 血の ホ W (た 】 —— 民族 ホを の 因 家 
と ■族の 窒 (ち 】 — 8 な 人種の 植巧 紫ち ^ — S 字る は ドィッの 巧 年 
( # 〕 I プル ジ ■; 無ろ さ ) — 巧 换ま含 まの おち 方れ (< 息) — 巧 巧の 
目的 (た) —— 自信の 晒 示 力 (女 ^ —— 自 « や 巧 巧を も敎 育に 巧 用 甘ょ (な】 — 

學 技 時代と 軍 皮 時代との 中 閒の巧 年の ち g (な い 軍 R は 最終！# 96 の 巧 巧 (た】 

1 あ 巧の W を 免) —— 文 言の 敎育 ( |0こ —— 巧 の巧赛 (一空 } —— 

知を の 方 か ( ls:> 巧め 这 むな (一二 > — 巧學敎 巧の 方 か (二！！： > 歴史 お 巧の 

方 か (ミ 一巧 敎 育と 巧敎ち (二 こ —— 巧# 敎育 (三 0 ) iSt の 愛两敎巧 

( 一 さ ) 賣の 奪の w 妻 ( ー ニ( ^ — 巧赛で 覆 的な 愛团襄 を 巧れ ミは 無 

氣力 でもる たを 呈 〕 人哀 をの 巧董 ( I さ ^ — 田 おは 人； g を a 揮せ ょこき】 

I 加 侍力敎 •の & 力 (豆 ：> — 香の 径 (一田) I 巧 晒の 差 則 (呈一 ^ — 巧 田 
と 現ち ミ〕 


一一 一章 . W を 巧层 ホと 两 ち。 ま 

K 巧と なる 方法 (另 國 ちと 田家 巧 島 ホと 外巧乂 (' U 子】 ■家の ま 人は 巧ち 
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巧 四を 人 か 本位と ち 巧 主 まの 田 ま 巧を 

マ* スト クラ ツ—の 原則 (ー ク； > — 人 货と义 化の 囊 (一ち W ― < 物 の泻三 さ】 
—— S み襄 (一ち：} — マルクス 裹は 人み の餐を 巧め！ K 宝： > — M 巧に お 
て もな 田に 於ても を もちい 函家 ( 一<一 話 0 期と 巧 巧を 負ム U 巧 (ミ __ 因 
巧な 食 ホ 巧 i と a 巧の 因 家 ( 呈) 

巧 五を 世 ホ 巧と 漂 

H 爭と巧 判 (一た、 — 裳 巧は せび ホた ！ K W 1 W — 襄は霍 を 巧を を) — 
巧と 巧巧觀 を 奉ずる 曲拷 一を — 雲と 化 巧 (一を 蓋 助の！！ 巧 018 】 I 两ち 
な會-^^|;と巧巧-}*^の 理を( i ) 

巧 六 章 W 民 社を 主を ドィッ タ 巧黨が 立を 時の 巧 巧と 

•が 巧の 意 寒 

か g なを 傅に 巧す る 田 ミ 云*) 一 ^ JT 法に 逆つ て (二て ^ - I 巧 来の ために！！ Bil せし 


る 


ホ 


巧 
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〇呈 ) —— 演 おの 巧 お (ニ ミ.〕 — JI 巧 に 脚 十る 一一 古) — 舌 ミは ミカ 
に « 亥呈二 —— マルクス ままが 巧 力を 巧た のは 辯 おの わち ごき 〕 — 巧說の 巧み 
はむ 理 上の 巧 ホに 巧る ご 岂< 〕 —— ^1^::の力と^|^?0百11 )‘ — が說 寒と してを たべ I 
ト ブ ン と ロ ィド • ジ ■ , ジご一百〕 — 巧說 巧の 化 巧 ご 15) - 

じを ホ色戟 おに 對 する 閒巧 

ブル ジ ■マな. 巧の 巧說巧 (二 五 云 — 两巧 化み キ藥 ホの が 說巧 (呈か 5 ホ 者の 眼で 
なられた ポスタ— の ホ 色 ご 一 ) —— ブルク ス襄 ホの しどろ もどろ な® 巧 云 ニー 
—— なの 方で 巧 等の ネを 巧を しで <れ さ 二な〕 I 不法な 香を のの 巧 ご 云 — む 
巧を 正しく 巧 巧せ る 司 巧一查 ) — ブル クス ホ ま ホの 巧 巧 巧 (二 ま； > — ブル ジ ■ァ 
の说 說巧遍 ：> ― K ちせ 《ホ 美 ホの 焉 曲〇妄 ) — 典 巧の 囊〇 査)— 巧が 
のち 第き ラ 里 ) — ^ の闭巧 (二た ) I 因民杜みまをド ィ ッ巧働ホの ^^8ご乏 】 
—— 巧 民れ 巧 ホ 巧の# 巧 ごま' 5 —— ッ N ルク 1ス •クロ ー 本の 第ー ホ大 を竞 八】 
—— 巧 夕< 潰巧會 cnw :> — 曲を みの 失 化 (■三】 —— 『巧 巧 巧を* 巧し まナ J —— 
S て】 

八费 强い ホけ 狙り でむる 時が 设も强 い 


完 


孟 


s 


爱の •化 巧き 0) ，. 爭巧 (さ |ll'> — 
ホ義 B 篇か 巧の 巧 因 (ま 二 】 一 n 巧 ( sc 〕 






s# 


章 世界観と 黛 


一個な を 巧 巧した •もして、 これらの 個 化は ホく 滿 おの 柏 


! J J N ノー 

3 jt ： なで Pit !} を 了 四ち 巧が 因 おせを 主義 ドィッ タ化 ミミ ユン ヒナ； 

_ ，^ ゴ^ 笑 巧 間に 於て 喬ミ 契合を 催」、 を 一 丢襄に 巧 

.づ； ^ が^#!^ 立 個な を 巧 巧し ち もして、 これらの 個 化は ホく 滿 巧の 巧 
，'•^^ぶ^^^ホのでわる. 

.- V ' , ホ々 ぶ の 固 柏る をぶ を 打 被し、 マ 八 クタ 主義を や 其の 他の 巧 ホス 
受 むしろ 有害た 企 圃を巧 除す るに ある。 二十 五 個 化の 巧 用は 卽ち この 巧 巧の 
巧が と 方 かとを みめて みを した ものに ほか をらない。 巧 敗 巧を 甘る 因 巧な ゾ八 
ジ ，ァと 巧ち 誇れる マ 八 クス まま まとを かふに 担して、 裝賴の 革 輪を 最後の 巧 
巧に 巧ぎ 止めょぅ とする 新しい 巧 力が かくして 生れた ので ある， 

•かくの かく 我等の 巧 動 ロー 大巧 爭 をを 巧 せんとす る ものである。 おつて 眞而 



でなければ をらず、 巧 力で をければ をら の •をれ には、 言 ふまで もな く 先づ黨 
員の w 中に、 巧 等の 巧 動 口 か 巧に 更に また 一つ 新しい 进畢巧 語を 巧し 資 6 せん 
とする もので なく、 揉めて ま 大な新 世 巧 巧を 雜 なせん とする ものであると いふ 
神聖な お 信を 巧 おする 化 巧が あつた。 

考 へても ぶょ、 巧 成 かおの が 謂 『か 綱』 なる ものは おねい、 化 巧に 巧へ あげ 
たもので あつて、 をの 時の 都合で 修正した 6 變更 したら がキ巧 まる もので けな 
いか。 プ八ジ •ァ のか 黨 では、 爲內に 『な 網を 員 含 J をる ものが あつて、 をれ 
が巧甜 なおを 作る ので あるから、 先づ このを 員を の 巧 おを かつて か、 ら のと 巧 
謂を！！ をる ものの 正 ほは 分らない。 

巧黨 口 巧た にか 綱を 作成した 6、 ホロ 從ホ のか 網を 巧 正した 6 する が、 作ぶ 
や修 あげ か 巧は いつでも ホ 罔の 逐 をのた めで ある。 速 巧の 成 巧き がどぅな るか 
とい ム をの 也 K である •手な がの やぅな 謀み を 治を 口、 人心が なから がれ 去ら 
ん とする お K をぶ て 化る とがち に 巧の 看 巧を を. 〇 かへ る •をれ にはを 巧の 陰 巧 


随 とか、 占 星 曲と か、 言 ひみ へれば 『巧 巧に 當 A でちがで、 腑も 大抵は 年が っ 
てち いぼむ てれる』 巧を S 巧 ひ 詰め ホが 現れて 巧 談に乘 る。 この 速 中に 口 『畳 
宵な お 巧を 稼んだ なが 修業 時代」 に大 ホが 巧慢 しがれ なくなつ で縣ぎ 出したず 
件 じぶつ かつた をぇ が あるから、 どうやら また 同じ 睾 かが おきさう にな ゾてゐ 
る S が々 るので ある。 もこで、 がの ホい 處乂 まを 巧し 出して ホて、 をれ にょつ 
て 「を 員舍 J を 作り、 ホは 化閒 のを 說に 巧を がけ、 新聞 S 論が に 挺して 大 ホの 
.好む とこ スは 何で あるか、 おむ ところは 何で あるか、 祟む ところけ 何でん ソて 
喜ばざる ところは がで あるかを みぎつ ける。 こかが ためには、 鹏乂 のがへ もが 
けば 月が 化の 巧へ も 巧き、 何かと 詳しく 調べて をの 胸底の ホ 祟 ゎ 化 おする •か 
うして 偵 巧した 巧を 某が にして か 網を 巧た に 作成した 6 修正した りする ので あ 
るが、 もんな 巧 合に、 必が とわら ば もれまで 自黨 にと つで たお 極まる も^と 化 
て來た 反が 黨 の 『邪 おを 巧 蘭」 を もや おで 取り入れ、 をれ を带 もがかな もの、 
をの ま、 が 用し がる もの、 巧に な 前から 黨內で 化つ てむ たもので あるかの かく 


巧つ て化ぢ ず、 をの 毎 語を « 明して お 命に 宣 がして 巧た をの 反對黨 をを 驚 仰天 
廿 しめる ことす ら少 くない。 

かくして 、をな 口を 員を を閲 き、 を かおを 『あぶ』 して 巧 もが 满せ する やう 
をな 巧 主義 S 新を おを 作る •を 巧の 諸君は が も 巧 地の おおが をの わいた A 勘 あ 
を 巧ぎ かへ る やうに 無造作に 信を を 化 6 かへ るので ある。 度 おに 載して U を 荣 
の化菱 を、 工業を に 勤して は 巧 おのが 護を、 またが 巧 ホに おしては 巧 巧の 化ぶ 
を をれ どれ 巧 束す る。 お 師のお 巧は あげて やらう、 脊 おの あおは 巧して やらう、 
寡 巧 や 化を は H まの 手で 巧つ て やらう、 续 道は あいて やらう、 運 貧は 下げて み 
らう、 巧を もを 巧とは ゆか ホく とも 巧を に鞋 くして やらう、 などと をべ 立て 
る。 をれ でもを ほ、 どうかす ると ホる 巧 化の ことを おれて むれり、 大 ホー 化の 
•要 ホに W がつ かずに むた とい ふやう を こと も 巧 •生ずる •さう すると、 また、 
大を ぎで をの 巧な に 巧 合の ょい こと や、 お 求を 巧 足させる やうな 文句を を！！ に 
附け 化へ、 これなら るかな 大ホ もを 5 まを も 納得す るで わらう とちを しのつ く 



までかん に 隅から 屏 まで 氣を记 6、 もう 大丈夫、 ホう どの 階級から ホ 巧 る 
ム おはを いとぶ へる やうに をつ たと ころで、 かめて これらのを 網を 提げて 巧 巧 
巧 巧 にがつて 扣 るので ある •運の 神に 信が し •# おすべからざる あが ホのを 巧 
に信掛 して、 所謂 『两 家の ザ 新」 を 目的と して 閒 巧を 開始す るので わる。 

ところが、 法 巧 もおゥ 、候が ホが 脚が 巧 巧の 議員に なつて 政 巧の 巧說 火# を 
# まち あはを 手 ホ づける 化 薄から もつ と 彼等に とつて 商 尙でお 快な 化 ホに 巧 
つで ゆく と、 巧 網を はみ はが 刑して しま ひ、 W 索 のぞ 新を 目的と した 閒 でけ 何 
時 S 問に かを S 日の 巧を お r ため S 阅 ザに をろ •をの 日の 祝の ことを 巧 封は 稱 
してな 巧と いふ。 

识お S 選な は 每巧議 巧へ 的 かける。 ホまでは 巧かなくても、 巧に 巧 的が 巧の 
置いて わるを をまでは 通る。 をして、 两 をの 奴を として 化 巧で 化が 巧に 梁ぶ 
し、 かせがを の 巧 力に おする を然 の 巧 おとして 些かの 報酬を 巧 巧す ろので あ 
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阳 年の 巧 巧が 盡き るか、 まは 巧 巧は 盡 きをくても 何 かを 大な危 巧が ホ じて 講 
みがが S 狀 巧が だんだん 切 あして くると、 巧 民の 巧 良は 何 かしら 不 まに 巧 はれ 
て， 1 つと して むられ なくなる。 審蟲 「ぢ むし」 は 時 巧が 來 ると 同じく 巧吿な 「こ 
がね いし」 になる。 もれと 同じく、 誰 員 S 毛 お 共 も 巧 時 かの 共同 S 奥で ある 巧 
をを 阳 て、 挫に まか 甘て をすべき 巧 おの 許へ が A で 巧く •一度 ホ 貝に々 つた ホ 
のは 巧 貝 巧資が やめられない S でんる •を こで 巧 ぴ立お 補して 選 巧は を 前にが 
說 をし， 円爲 のみ 巧を 巧 おして 他 おを 巧 倒し、 他 巧が 事 ごとに 巧な でな 地の 恶 
かつた ことを がへ る •ところが、 物 S からの 大 ホけ さつぱり 巧が の 拍手を をつ 
て おれない。 をれ どこ スか 、どぅかす ると 化を々 言葉を、 巧、 お 照を さへ がび 
廿 かける S で わる •大 ホが 一向に 巧が して おれない とすると、 巧と してけ これ 
は 化つ てを けない ことで、 何ら かの 對 巧を 謀 じなければ ならの。 とい つても、 
お S 看が S 色 上げ か、 お 6 をへ をす るかに ない ホ 法 S あらぅ 巧は ない。 を こで 
またまた 巧 期のを 正に 化ら か、 る。 またしてもを 期を 員み を 設けて W 民の W 着 



にお りか、 るので ある。 乂 ホは 底の かれの ほど 莫化 であるから、 な黨 がか やう 
な 託 欺に 巧 巧す るの も 別にが しむに 足らな からう •プ 戶ジ ■アの 巧 權ホも プロ 
レ タリアの 巧 樓ホも 共に 新曲に おられ、 新しい 網 御に めら a まれ、 化が くら A 
で またもとの ホ 巧が を 透 暴す る • 

かくして 勸巧巧 かの 人 お 者 や 候 巧 ホロ 巧ぴ 誰を のま 蟲 になり、 巧ま两 民を を 
ひのに して 化た 太り、 巧 年後には またしても きらびやかな 巧に 化けて 两 民の 間 
を琳 び® るので ある。 

おおな 现 巧の 中で こ A をが かや！ S 着が 絕 ぇず 反 化して 巧 はれて むる ので あ 
る。 化で むて これほど がな ことは ない。 

ブ八ジ •ア のをな の內 寡は こんな もので わる •かやうな 巧黨に 巧を 立が なが 
巧を 巧す る マ^ク；^ 主 まの お 力と 戟ひ 得る 力の あらう 答がない。 

まち 萬 員の 諸を にしても、 マ 八 クス ままの お 力を 向 ふに 巧して 巧 口ねば る 
ら のこと などを 其 巧 目に 考 へる 能力は 持ち 合 甘て わない ので わる •彼等は 周 か 


の 巧 6 白人で あるく 甘に ァメリヵ 巧を 人の が 街が のかく » がの 巧が であるか 
ら 、巧ョ I n ， パ 民主主義を なて マ卢 クス 主を と 其な に 致は ねばならの などと 
.はを あだにし てむ ホい ので ある。 一巧、 民 ま 主 まに 甘よ、 これを 基が とした 制 
をに 甘よ、 巧て マ 八 クス 主 まがを 化 株に 用なる、 をの 手段に ほかなら をい。 卽 
ち マ 八 クス ままが 致 手を叩き 伏せて 朦 手な 具 似を する ための キ巧 にあぎ のので 
わる。 功を、 一部の マ 八 クス 主 ままは あ 巧に も マ 八 クス ホを と 民 ま ホ義の 原則‘ 
との 問に 口 不可々 の關 なが ある々 どと 巧して むる が、 これら 5 マ 八 クス 击ま ホ 
がい ざと いふ 時に 西 3 I 口， パ 民主主義 S 主張す る夕 かみの 原則を まるで 見 巧 
きもし なかつ たとい ふこと 口、 ホ も をれ ては ならの 審 をで ある。 一 化 一八が の 
巧 か S 時、 巧 成を 巧の 巧 員は 夕 かを がと いふを おげ た ホを によって W ホの 巧 命 
を教 ひなる かの やぅに 考 へて むた ので あるが、 マ 八 クス 主を ホは をの 閒 にがが 
戶や脫 走 兵 やなな の 載み や ユダャ人の おお 义丈 などと 共謀して、 迂捆 をに ホ ホ 
義 者の 巧つ がをおら 倒し、 極めて 巧單 にを 權 をを 化した ので ある •巧す るに ブ 



グジ- アの反 主 主 ま ホロ アメ 9 々印度人のを 巧が のかく る おでを 人 好し の輕な 
まで あるから、 ペストの 保 苗 ま S かき マ 八 クス 主義 ホの 巧 錶な巧 謀々 どけ 巧 3 
— 口 ，パ講 を 主 まの 咒 文に ょって々 日 明日に もが 巧に お 巧し 巧る かの やうに を 
あを 逞しく してむ たので ある。 

元來 マ八キ シズ ム はを 闻 あなを 巧 巧して W 家を 巧が 甘ん とする 巧 誤を 包が す 
る ものである •もこで、 マ 八 クス 主義 まは こ S 陰な を戍 なする ためじ 閒接 にで 
も 巧 民 やを 巧の 巧 助を 巧け る 望の わる 問は 民主 ままと も 手を 提 ってむ るが、 他 
日 お ま 主義の 巧 貝が 大同 曲 おを 巧っ て 立法が を 巧す るる 半 おを 巧が し、 どうや 
ら本兴 に マ^クス 主義を みがし さう じな つて 巧る と、 忽 ももの 日 かぐ J 诚 みなが 
と 手を切っ てし まひ T ホい 巧 巧 主義の 巧手は 今までの 如く 民主 ホ義 ホのを かに 
訴 へる ことを 化め て プロレタリア 大 ホに 火の やうな がを 巧 ばす でん .b う。 卽 
ち、 マ 八 クス ホを ホの 巧 巧は 巧 臭い 誰み から 一巧に エ 巧へ、 巧 頭へ と 進出し、 
民主 主 まを 怖がに 片付け、 柔 巧々 ま 良が 誰を で 成 巧し 得な かった ことを、 ブ が 


クス 主義に 染まった プ p レ タリァ 大衆の 錢 佑や绒 巧に よって、 恰も 一九 一八が 
の 巧に がける がかく 電光石火に 化 をげ でし まふに 違 ひなから う。 を こで、 巧め 
て フ八ジ 3 ァ S 連中 も巧ョ I P ， パ 民主主義 によっ て ユダャ人の 化 巧 制 斯に巧 
抗 しがるな どと 白 惚れる のは あ W のか 化で ない i いふ ことを はつき 6 と 悟ら ざ 
るを がないで あらう。 

マ 八 クス ホ義 ホから 恩れば、 規則と いふ ものは 對 手を 侃 巧した 6 己の 利を に 
なる 時 だけ 必 嬰で あつて、 己の 巧に をる やうならば 的 も にがてて よい もので あ 
る。 さう いふ 規則を 化 ホ だけ 眞お 目に ホる とい ふのは、 前に も 述べた あり わ 人 
好し の 巧 信を に ほかなら ない。 

とこ ス で、 所謂 ブ^ジ- ァ のを 巧は 热て 眼前 主義の 立 巧を 化っ てを 6、 ホら 
誰が S 巧 おにを 頭して をれ なかに 巧 巧の 目的を からず、 をの 時を の 時の がな に 
よってな 巧 二 S にし •黨是 も ホ かも 都合み 巧で 化ぶ の砂囊 のかく 棄て てし 3 
ふので ある がら •玫 網なる もの も 何ら 雅固 たる 巧ら 巧が なく、 從っ てま-た 何ら 


s お 力 もを い •一巧、 を 窺 s か 綱は 商 あ 邁大を 化 あに 立脚し、 確固 不 がの 信を 
をな てこれ をを 持し、 熟 巧なる 巧ぶ をが てこれ を捷 謹す ぺ きもので ある •かく 
して 巧め てを がには 乂 ホを ひきつがる 力が ホれ る •がるに 巧成攻 みのな 網には 
かくの 如き 力が をい。 

マ少 クス ホを ホは 巧存 のみ 巧を 破 巧 せんとす る もので あつて、 彼等の 世巧觀 
は 兜 お 極まる も S であるが、 あに 巧 彼等は 一つ S 世 ホ觀を 巧て 武 化し、 巧 家が 
巧 S 腹な をぶ r るた めにあら ゆる 手段を 蓋して むる ことは 確かで わる。 巧ら 
ば、 これに 對 がする 方で も々 日なる がかき をは 未な なか おを がて、 政が 上の 巧 
しい 信を に 某いて 勇を おかな 攻 あに 巧で なければ ならの。 例へ ば、 バ ィエ 少ン 
中央み のかき け 巧 訊 巧 反ち をを ま 張す る プ八ジ •ァ 政な であるが、 を S 的み の 
大臣は 巧 等 S 運動を 批難し 『がか」 を かてる ものと いつで 攻 おしてむ ろ •小な 
な 話で、 かやうな 化 儒の かく 化る 化 をら のな あ 尾に 對 しでは、 巧 等は た < 1 こ 
と、 さう だ、々 巧 巧は るかな 卿 等が おつで 巧た ことを 柿め 合 甘ょうと してなる 


ので ある。 卿 等 s を 主義 Kss サら むてを 協を 事と し、 をに 冨を悲 巧の ど 
乂 をへ 陷八 たが、 巧 等は マ； シズ ムを攻 巧す 乏 であろ 馨 はがしい 世み 
巧を 逆？ を S 霸 をが 岡 不動に 護持」、 他日 巧が ドイッ 置が 再ぴ自 ホの 殿 
をに をる ため S 巧 段を 築き あげん とする ので わる、 と 答 へても けで ょい。 

かやう を わけで、 巧 おかみ ホを ドイッ 巧 馈截の お戍に 巧して 巧 等の 先づ 用、 レ 
した ことは、 この 新しい 窩讶な 信を のために 巧ム聞 ± の 集 曲を して 靡み 中む ホ 
を S な 人の 典 曲の かきものに 巧 ホ 甘し めない やうに する ことで あつた。 

かやうな 贿 がを® 止すべき 巧 一の ホ 巧手 巧は、 をの 理 おの 商 あなる、 をの 巧 
閒 S 巧 度 案なる ことにが て々 日 SSS か 巧を お 家 S を ザ ふに 足る や 
うを を 期を 作る ことで あつた。 

運 かを お ザ 巧 上は 巧 綱と して 明が をる 目的を 巧げ てを かねば ならの、 とい ふ 
のが 我等 S 具が であつ ちを ぶ 解が 藉に 正し かつ 《かち •トイ ニ 瓦解を 
巧來 した 不幸な 災禍を ぶれげ 明む で わらう。 



巧 


が 上の かく 巧 祭して 來 ると、 巧に 自〇 一っの 巧し い 田 ま 巧ぶ 新しい 世 ホ 巧 s 
巧 も*- 要な 巧ぶ か 子と して 生れで ホなければ ならの。 

み 

『巧 巧 まを』 とい ふ 言葉に がいて はなに 巧 一を で 一ぶ 6 述べて をいた が、 こ 
の 言葉の 衷す おを はもの 念 寒が 未だ 明 巧で なく、 従って 巧っ た剧ホ W おを お央 
す々 力がない。 がるに 近 巧は、 本 巧を 令く 異にする も S が 等しく 「民 巧 ホぶ』 
とい ム 言葉 S 唐に かくれて 化 巧して むる から、 巧 民せ みお ま ドィッ 巧彻巧 S 化 
みと 目的と を 論ずる 前に、 先づ 「民 巧 主 ま』 とい ムお をを 明かに し、 この おを 
と黨 の 巧 巧との 曲 係を 述べて をきたい。 

『民 巧 主 ま』 とか 『民な 的』 とかい ふ おを は 『糸 お 巧が』 とか r 东お 的』 と 
かいふ 言葉と 同じく をのな ホが 明かで なく、 人に ょっ で 解 巧が 異ク 、また、 が 
巧に 巧手； ぶ 任に 巧 はれて むる •『ぶを 的」 とい ム 巧な でも、 巧に をれ だけで け 



H 


おを 上で もを 用 上で も 一定のは っき 6 した 每 柄を 裘す ことは むつ かしく、 がか 
み 巧 的な 辜 まと 結ぴ っいて かめて •もの 总 ホが はっきりす るので わる。 例へ す、 
人間は 『をの 內を にがて ジ敎 的て ある』 とい ふ。 かう いふ 言 りん も おくけ を 
い。 もり ふれた 言 ひぶでは わるが、 こ パ だけ 巧く と ホ 常に 类 しく 脚ぇ る。 ま 
た、 世 S 中には かやうな 抽を 的を ぶ 巧で 滿 をし、 を こに 『ぶか 的』 とがせら 1 
る 巧 神 巧 おを 多少と も 明.；：： にが 化しが る 人 も あらう。 併し、 火 ホけ 朽巧 ホで も 
ホければ 聖人で もない かぐ J 、 ぶか 觀を にないで かやう に抽を 的々 說 明を 脚いた 
のでは、 をち がが 手に 解 巧し； 3¢ 化に 巧 かする やうに をり、 火 ホが 一致して ちに 
な敎 巧が にが 應 はしき おおを がるには おらを い。 娩粹 にが 怖 上め なが 換 たる お 
を 世 ホから みおめ々 信仰が ホれ て ホて かめて を敎 ぶが の 何たる かが わかり、 ぶ 
か 巧を が 力を 示して か果を 巧す ので ある。 か 論、 このみ 推 的な な 仰 口 目的で な 
く、 目的を 巧の キ 巧に 巧ぎ のが、 巧に々 宗敎 巧を がな 果を 巧す ためにけ 無くて 
るら の必 がな 手 採で ある。 夕果 である からこれ 口 巧 にれ を 的な もので なく、 を 



け 


本に がて 異貨で わ 6、 具み 的な ものである •おじて 祟 巧な 美が をい のは 論理を 
外れず 目的に かを つて わるからで わるが、 もれと 同じく 底ぶな 理 あは 必ず 常に 
サ 生活の 巧 奥を 必 おに 卽 してなる ものである。 これは 一 おにょ くム がて ななけ 
れば をら のこと である。 

人 旧が 巧 物的な 生活から 化が しおる の も 信仰の 巧 物で あり、 人閒 のな 活 がま 
をして か 振 しないの も 信仰の 期 物で ある。々 日の 人間は ぶか お 巧 S を 蔭に ょツ 
V * 宗が上 乃至 信仰 上のを々 を 原則を 奉じ、 これを 實 巧に 移して な 巧 乃が おおと 
なして むる が、 若し 今日 S 世 巧から な敎お 育と いふ ものを 化 6 除いて こ： 等の 
原則を を ひ おり， これらの 原則に 代り 巧べき ものを 巧へ を けれげ、 人が は 必ず 
や 依るべき 巧を 失つて 歸 巧に ホ ふで あらぅ。 卽 ち、 人間は おおな 巧が に 化へ る 
ために 生きて むる とも 言へ るが、 逆に 直 巧な 理 あは 人 巧が 人 問と してが 巧す る 
に必 がな がかで あると も 言へ るので ある。 理 がと 人 問の 存 狂との 問に け かく S 
かき 巧 巧の 閱 なが ある。 



か 論 巧を 的に 「を 敎巧情 J とか 『宗か 的 J か 言へ ば、 をの 中に 巧 こち 巧 
の不 がと か 永递の 生かと か、 ホロが の 巧を々 どと いふ 巧 本 巧を がを まれで ホろ 
に 違 ひない が、 併し、 をう を觀 なは、 個人に とつて 藉に 信ずべき もの、 量 
ずるに 足ろ へさ ミで わ ミち 所が £ ぼろげ な 蠢表蹇 えの f 化 
しない も S で、 これが 進んで 捉 《かき 巧 来 力を 有する 不動の 借 仰にまで 巧 巧す 
るには 時として 化 人の ふ 中に 疑を ホ じ、 時として 設 めを、 時として 巧 けら 
れ ざるを 得ない •宗敎 上の 巧 本 巧を を會 供す るた めには どうして 木不 巧の 昔で 
がなくて はなら のので ある • 

す 助不巧 S 信仰 グ - f ;? け；； 一， ば、 ぶ お、 むが ぁつたと こス で、 をれ C 巧ら に 皮 ホな 
雜を 極めで むる から •人間の 生活に 封して 巧に 立た 《のみならず， をら く 世間 
一 おの お 化を 巧ぶ する くらわの みので あらう。 

『民な 主義」 とい ム槪を も かやうな おにが て 『お敎 度 巧』 とい ふ 首 葉と ょく 
化て わろ 民族 產と 言へ ば、 をの 中に なにを ♦な 巧 塞ち かを まれて ホる こ 



t? 


まひ々 いが、 併し、 かやぅな 度！ ic 活該 として 如何に 立 巧を ホので あつても、 
未だぶ 熟せる ものに あらず、 おがを はずして 其 だ 巧 ホで あるから、 ちれ だけで 
は單に 夕 少慶 むる に 足るな 見に 巧ぎ をい が、 を 巧のを 網と なる に 及んで かめて 
明白々 怠 まを ぁしぉ ミミろ たい 私い 私が いか かいがい 心が かかで がかが 
を将る ことは 出 ホない。 もれと 同じく 世み 巧 上の 理あ や；；/ の齊 が以歡 くかいが 

かがが いぃ W 声 祭ぐ b か教 。'で y 賢 か W かい 賢 かい •か i で 
は足み、 5^^^とい备が磬いが ^，、一いかか苗も誤をいか5^い蕾い 

巧る ので ある。 

齡い|4^;^いれが.^4 當ぃ 一いが でがツ ^い、 かか.|歡心我か抓む. 
もがヴかツ^^ち .^&1^邮かか邮いむかい掌かかか震い！^除いかい'てがが 
かげ|*^かか心にが1-かがか^。 ^た、 かか取款ジ若が、 いいかかがか&が 
かぁ ti を かかぃ い かか かかを いか！！ 备與 |g ぃか^ Iji 歡か 影が か^ 



が 


る もので をければ ならの。 

* 

もこで、 何 か 一巧 的を 巧を をを ね 運 巧の 基 巧と して 用ゐ るには、 先づ この 化 
をの 本 巧、 種 巧、 巧留 などを 十々 に 明かに して か、 ら ねばならの。 さもな く 
ば、 基 巧た るべき 巧を にないてが 巧が 瞎み にな 6、 信を が 人に ょっ て 巧 連し、 
化つ て閣 巧に 必 おを 力 ある 運動を. 展閒 しがない ことじを る。 か 網は 一 お 的な 视 
をを 基に して これを 作るべく、 一 か 的な 世界 おがみ 稚的 なをが 的 信を となる を 
必巧 とする。 肺 もこのを 治 的 信を なる ものは 化の 世に がで 巧 巧 甘ら るべき もの 
でを ければ ならのから 、をぶ はを 期と して 巧 逆な 理 おを 巧 r ろに 北. {^ら ず、 こ 
れ を青现 すべき 手段 方法を も考 へねば ならの。 卽 ち、 を 網を をい るに 當 っては 
を まの 正しい 理論と を あ 家の 赏巧 的か識 とが 必が である。 人閒は 元ホ不 ま々 な 
もの、 み點 の 多い ものであるから、 これに 巧 おしを いでた V 理が ばかり 言って 
ゐて口 かめから ぶ 巧 しないに かってむ る •なぶなる 理 あ^世 巧から 人 巧の 世 巧 
に 度 現し 将る ものを 抽き 曲して これに おを 巧 ふべき で、 もれには 眞理を 巧る ホ 



巧 


と w 民の ム理 をみ るネ とが 手を 巧へ て 巧かねば をら のので ある。 

1 つの 世 巧 巧の 立 巧から ぶた 理お ホは 最 商の 眞 理を现 巧に 巧し でを 網と を 
し これにょ つて 括が も 怠 おもが 一 甘ら れ 、巧 お 的 信を を 同じく して 巧 巧を 典 

にす る 人* 《農義 6 をろ 卽ち證 や 曇を 具 お化して が 制 《ぁるを 巧 

をが 巧す る。 これは 非常に 乂 切な ことで r 理 あはよ 巧 的な か 期に ならなくて は 
力が なく、 結局 巧に 立たない 。世の中には 理 あや 眞理 にがいて 腊げ ながら W の 
ついて むろ も S も あらう し、 どうや イ巧 6 かけて &る もの も あらう が、 火 巧。 
乂閒は 何 かを 摸索し なが.^ をれ を « むこと が 出 巧ないで おぇず 巧 ホして 0 ろ。 
かやう を大 ホの 中から 誰か 一人み を 挺して 立ち、 大衆の 巧 索して むる ものの 何 
たる かを 明かに して 巧 ふ 巧をから しめ、 自ら 率先して 不 巧の 大ぶ〇 た 6 こ稱、 
げ 、大衆は 必ずや 信を を も 息ぶ を も 同じく する お 巧な W 巧と なつで 傘下 こ 化 甘 
夕 ずるに 違 ひない。 ’ 

みを 巧して 大義の ために 巧 ふとい ふことは 是非とも 必- 巫を ことで あっで、 こ 



れを爲 す 能力の わる まなら をの 身分の かがは 問題で をく、 おはぶ 巧を をぐ る や 
巧 やに 懸 つてむ るので わる • • 

み 

さて、 『お 巧 まを』 とい ム 言葉の 本を S を ホは どうい ふこと かとい ム ももれ 
は ホの るりで ある。 

『义 化を をら 上げが る 巧 測の 力は 巧 家に 具 0 てぶ る も S でんる が、 W ホなる 
ものは 人が 閒 おとは をが 曲 係が なく、 畢を お# 上の 必 おから ホれ たもの、 おし 
くは ニー ニ S ホの 權巧 ホの 巧 走に あぎない』 とい ム のが 今日 ドィッ W おの 閱に一 
なに 一れ はれて ねる 再 ま 巧で ある P かやう々 考へ乂 を 推し 進めて ゆく と、 人 巧に 
本來 みつて 0 ると ころの 力を 巧を すると 共に 巧 人の 力を も 巧を する ことにを 
る。 ち S ホは、 义化 をが 造す る 力が 人な にょつ てみ つてむ る ことを 訟 めない や 
うな も S 口、 必ず 同じ 誤を 化して 化 人と しての 人 巧 S 巧 違を も おめ ホくなる か 


ら である •人涅 を 無差别 ホを に 巧 へげ、 民 巧を も 平等に かひ、 化 人を も 無差別 
に 見て をの 巧に 力の 巧 まの ある ことを 設 めなくなる ので ある。 かやぅ に 人插の 
差別を 鼓め ず、 個人を や 等に ぶる 考へ ホは々 に 始ま ツた ことで をく がから わっ 
たので あるが、 これを はつき らした 巧ぶ の お 式に まとめ あげて マ八キ シズぶ と 
いふ w 巧 主義の 世 ホ 巧を 作っ たのが ュダャ 人力— 八 •マ クスで ある •世界が 
ホから 人種 や 等 觀の害 奇に化 3 れ てむな かつた ホら ば、 マ八キ シズ ムも 政が 上 
にあ 5 やぅな 巧くべき 戍 巧を 收 めが々 かつた に 逢 ひない •おかに マ^クスは マ 
八， クス S 巧す る ユダャを 巧の ために 乂 ホの 中から みを 挺して 立 も あがっ た 巧で 
わる。 W 巧 主義 や 民 巧 無差別な は 世 ホを だんだんと 化 沼の かく 巧 化せし めっ、 
あ ツた毒 索で ある。 この 赛 来を ホ 言を の 巧 化を なて ぶつけ 出し、 もれを なみが 
し、 をれ にょ クて マ^クス ままと い ム强烈 な 毒 菜を 作 6、 もれに ょって ぷ かに 
圃 家の 巧 立を 巧 ぼし、 を 巧の 自由を 巧らん と 企てた 巧で ある， 

かくの かく マ V クスの 敎 まは 今日 世 巧 1 巧に 巧 はれて むる 世 ホ 巧のを おこま 



かならない •巧に このままから ぶて ぁ、 所謂 ブ 八ぶ- ァが マ^クス 主義 ホを の 
ふに 巧して 巧 ふを どと いふ ことは を かから 出來 ない 巧 謀で あら、 笑止の 沙 化で 
ぁる。 何 化かと いへ ば：； ジ，； 巧に をち 底を をぅな 蒂 おに f れ 
てを り、 ブ八ジ ■ァの 世界 巧け をの 本 巧に がて マ 八 クス まを の 世巧觀 とお々 ら 
イ た K をの 馈庙の 程度と 巧 導 まとを 異にしで むる におぎ ないから である。 ブ 
八ジ •ァは マ^クス 主義に 犯されて むながら 、而も ブ八ジ ■ァ とい ふ特 巧の 階 
圾 がれみ を ま おしが る ものと 信じて むる が、 マ 八 クス ホ袭 まは 世界を ユダャ人 
の 手に 引き渡さ ぅとして 計 巧を め r らして むる ので ある。 

これに 反して 民 巧 主義の 世界 おでは、 人 巧の ことを 考 ふるに 常つ で 常に 人 巧 
の 差別を 前提と する。 民 巧 主 まの 世み 觀 では、 ち 巧の 生存を 確 化する ことが 目 
めで あ ツて两 まは この 目的を をぶ すべき 手投で わる。 從ク てこの 世 巧觀で 3 巧 
じて 民 巧の 平等を 認めず、 民 巧の 差別 と共にを の 街 劣を 誌め る。 世 ホけ 巧が 劣 
化の 巧 則 S ま？ 5 とこ ス であ K ? から、 @れ 《る もつ 强 き* つか 白ら をして 
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いよいよ 巧 そしむ ると 共に、 劣れる もの、 巧き ものを していよ-い よまへ しめ、 
これを 倭を に 從馬サ しむる は 天理に かを ふ 巧 まの 義 なでな け；^ ばなら の •卽ち 
民 巧 主義の 化 ホ 巧は ホを 大自 がの ァ 9 スト クラシ— に 合を する もりで、 あおぶ 
化の 法則 t! 下等 S 生物 忆ち るまで 適で 得る 交と 確信し、 民 巧に 度ぶ の 差 
ある 如く 個た も 度 劣 SS ある ことを 認める ので あろ 太 ホ ご 人 I 人に を 
れ どれの が 打ちを 旌 める ので ある •卽 ち、 民族 ホ 義の世 ホ 觀は巧 巧 的に 働く マ 
八キ シス ムと 違つ て 化 お 的に 働く •もこで、 また、 この 民 巧 主を の 世ホ觀 では 

人热 S 鬟 S ず や遷寶 雪す る 亥と 考へろ 理想を 貫を がる ホ 萬が 

ミれば 人閒 として 生き甲斐 がな 資で わる •併し、 無 霸に进 f 逍舉 甘ん 
とする ものでは なく、 民族に ホ 劣が あら、 をの】 投 倫理に も 商 下が あ々 から、 
若し 一 S 道 巧 上 《通を グ @秀 民 巧 会を 危く寸 S 言な 墙 に CM をを ナ 
V 差 支へ ない 隹巧お 巧 力 巧 ぴて雜 種の お 族 や黑人 ばかりの 世 ホと なれば、 お 

や蓄 はか 論？ も 人 S 袭 S お蔓 巧態奚 へよぅ にも 考 へられを く 


るるに 違 ひ々 からう。 

3 I P ， ^ 大陸 にがては、 人 巧の 文明が 化は ァ— リァ 人 巧の 存 をと 離る 可 か 
ら ざる 關 係に あろ。 を- れ 化、 ァ —9 ァ人 巧が を ホし ホは がと すれげ 世界け 巧ぴ 
.未明の お黑 時代へ 逆轉 する であらう。 

人が の 义 化を 剣を しまは 享巧 する ホを 巧 ぼして 人文を 破が し 去ろ がかき パ 巧 
族 主義の 世 ホ 巧から おて をに 呢 ふべき 罪 おで ある。 ァ— リァ 人猛は 神の 似 ホい 
中ても を も 毎れ たのを である。 かくの かき 人種に 敢て 危害を かへ 乂 とする ホ 
は、 造物主の 巧を 巧して お 園を 化に 手を 巧 3 ん とする もので わる。 

かくの かく 民な 主 まの 世 巧 巧け 天然 自然の な 求す ると こスと 一を してむ る。 
世 ホは 巧が 劣化の 修巧 巧であって、 巧 も 優れた 人 巧が 他を 巧へ て设 をの お 利を 
占め、 王 ホと して 化 巧に を 化する。 これが 卽ら自 がか 化 5 法則で あツ て、 これ 
を 具現した ものが 民ぶ 主義の 世 巧 巧で わる • 

人 巧の 生 巧に 口早 かかず 巧き お 6 といっ たやう々 狀 態が 生じさう をな がす 


が 


る •もれは 3 だ 巧が のこと か 分らを い •夕 々连 い# ホの ことで わらぅ が、 をの 
時に 巧ら、 巧 も 巧 巧な まな 民 巧と して 世 ホ 中 5 あらゆる ホが 手 巧を 巧 用し つ-、 
この 巧き 詰らの 打 閉に巧 じ拇る ものは ァ I 9 ァ 人種 なかには なから ぅとを はれ 

る • 

♦ 

み 

お 巧 主義 S 世界 觀 はかくの 如き ものであるが、 た < これ だけ S 說 明の みに 此 
めれば、 內 をの 具植的 なが 巧は 言 ふまで もな く 人に ょっ で 商* 別々 である。# 
實 になす るに、 ドィッに 近 巧が ホた を あ 曲 おでこ S 民族 ま義の 世界 巧と 朋 係の 
ない ものは おんど 一 0 もない が、 併し、 これらの をが 曲 巧が 何れも 等しく ち 巧 
ま 裘を爲 巧しながら 互に 他の 曲 おと 巧容れ ず、 巧異 って 別々 S をを ホ A でむる 
のは 民 巧 主義に 閱 する 解 巧が 違って むる 厳が である。 マ^クス 主 まの せ ホ觀口 
か 一な お 巧が 巧に ょっ ‘て 一巧 化れ ず 巧 まに が 制せられて 0 るが、 これに 巧 巧す 
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へき 世 ホ 巧 s * 雜 夕で恰 るを含 ホで ぉ 5 •をで s 《駐 がが 錢壁 のかく 
强 固で あるのに 對 しでを だお遏 ぎる •朦 利と いふ ものは かやぅ をを 躲 なま おで 
ミても 供ら れるも S で ない •マ； シズ ム 《惡 にょ ミ お 導せられ てな 

る農產 S 世界 觀 と、 これ また 囊も拚 が もを 一な 民窒 S 世界 觀 とがみ 
立し ミを み 《て 勝な に々 5 であ ミ、 隹茨寶 力 忆@ ぶがない とすれ 
ば 永： 姐の 羣をむ 含す る 世界 S を 驚に がで お 巧の 巧 利を 度る にを ひ 

ない。 I 

、ー ミ 世 巧觀い 一つ W 讓 とし，^ がか！！ げ；^ に いか か豁 い^か 炒いが 
^ べきで、 かが 驚 祭' つ V ら 、しだ 雾 'にが' るが か i がを い 裳い；/ る妒 V 
化 ホが をが が 化い？ J か獻を 斬，^ た J い" か 網い が. 取い^ ジ. 

两 巧 * M が ぁ^ぅに かを 繁 とが^た か U 六 八^ 繁獻 •かがが 
したから でが' る •がか、 もが も 等 かみ かいい かい 貧い。 衣 かか •に卽 'ふ 
べき 黨を持 でれ げな^が • - 
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巧 民れ を 主を ドィッ 巧 化 巧は かくの かき 巧を なて 自せ する ホので ある • 

巧 巧 主 まの 化を を かくの か <黨 の 立 おから 明贿に 規定して か、 ら ねぶち 族 ま 
まの 世 ホ 觀がお 利を がる ことは 巧 おない •曾て 巧 等のを 巧 化 巧に 反對 し、 巧 こ 
巧 束 力を 巧へ る ことを る 逆した ホ も 昨今は 漸く 問 巧ながら 巧 摩の 主張を 承 度 甘 
^ るを がな く々 つた やうで ある。 世閒 には、 も 巧 主義の 世界 觀 はかして 誰かが 
「永代借地」 としてぶ 有して むる もので なく、 萬 人の 胸 巧に 眠つ てむ る もの、 
巧、 r 生きて々 る J ホので あると いふ ことを 巧. 〇に說 くもの が あるが、 

をれ こを 

民 巧 まま-^ いふ おを が一 お大 ホの 胸裡に ホき てむ ただけ では、 窝 の化锐 やか 巧 
にょつ てぶ 事に 代を せられて むる マ八キ シズ ムの世 ホ觀が あの やうに お 力を み 
める のを 少し ホ 巧 止しが なかつ たま 赏 をが 白す る ものである。 おし さやうな お 
ぶ だけで マ八キ シズ ム にお 杭し 巧る ものと すれば、 ドィッ 闻 民は 今日 旣に 降々 
としてを ぇてむ るに 達 ひなく、 をが にがして むない をで ある。 闲巧 まを の 世 巧 
巧が 一世を を 靡した のは、 マ 八クブ 主義 ホが ぞ 巧の かきを 巧を 化 巧して、 を 5^ 


が 


にょって 巧 巧した からで、 これに おがす ぺ きちな 主を の 世 ホ 巧が 巧は々 いの 
は、々 日まで 民な 主 まを 代ぶ するな 巧が をく、 ホけ 有 っても 分れ かれに をって 
むて 統一が なかっ たからで ある •化に、 世 ホ 巧と いふ ものは を自 勝手の 解 巧 こ 
をすべき も S でな く、 を 巧と いふは つきら と 保つ たおを 化ら々 くて は、 巧 ふこ 
とも 出 ホを ければ 巧つ こと も 出 ホない ので ある。 

一な 的な 世 ホ 巧は なソ たお もない ので どぅじで も 解 巧が っくから、 をの 中 か 
ら 特に 中 巧と なるべき 巧を を 抽き闲 して 巧て、 をれ にが 義 にも 似た 明白々 形 
を 巧へ、 これにょ ツて两 をを が一す る ことが 必巧 である。 こ、 に 我等の 巧 巧が 

ぁろ 言 ひみ へれば、 賢 かか かが •ぃ^^ 你 かか 一難 か襄 か繁 がか 秋 
がが をい &緊 かを がかい 象 4 い、 6^、 4听 .^卽、 趴 & 蘇か户 
が it ぃ ^11 養 6、 备 戸か^ が备が 心が がぃ、 かかいぃ 备だ 

ころをから しろが て かか かがが が ホ 巧に がが^^ がいい か.^ い. いいが でい 

V 、 



巧に 一九二 0 年 乃至 一九二 一年の 巧に、 時化 ちれの ブ八ジ ■ァ 巧 巧は 巧 等 s 
巧 巧 動を なて 反 田 ま 的な りと 批難し や •もこで、 か 巧 S 巧を ともい ふべき 化が 
が これを を 巧と して、 新 世み 巧を 天下に 宜布 せんとす る 巧 等の 巧を 巧を 不 巧な 
ものと なし、 みがを がのを がが 巧へ でな てみ 力 巧 等を 巧 巧すべし といきす くに 
黄つ たが、 を S く 甘 彼等は 两ま のがた るかを 少しも みらず、 两 をと いふ おを に 
ょつ て 何も 巧つ たものを 思 ひ 巧べ る ことが W 來 々いので わる •彼等は わざと 
とぽ けて か 何にも：？！ r かつ かの やぅな がを して 0 るが、 事な、々 日では 巧 家と い 
ふ概 をに 巧いて はつき りした を 菜が 出 ザて むない、 巧、 定まを 巧へ る ことが が 
ホない ので ある。 何故かと い へげ、 ドィ 、ッ のを 立大 をで 两を をを 講ずる ホけ お 
ね國 がを の 化生で あるが、 この 巧 中の 火が々 化 事は 時のを 巧の 御用を 巧め る こ 



夕 


も卽ち 己に 糊口の 道を 巧へ て おれるな 府 にが 合 s よい やうな 說明や 解 巧を. 丄 
夫す る ことに ほ かるらのから である •ち こで W 家が 本 ホの 使命から がれた 巧 態 
に 巧 つてく ると、 闻ま 存立の 目的に 關 する 說明 もい よいよ 巧 かにを り、 作货の 
にを 6、 ますます 譯 の 分らの ものに をる。 例へ ばず か 時代 S ドィッは 巧みと し 
ては 二 お 世紀に がけろ 坡惡の ar おで あつたが、 さやうな 閑の 乂學 をり は两 みの 
目的 やなを を 何とい つて 說明 したら よかつた か。 考 へても 化よ、々 日 S 闲化巧 
ホに とつて は 巧く 巧理を 巧る ことよ 6 も 巧 へられた 目的に かじりついて 0 る こ 
とのみ が 大切を ので わるから、 闲お S 巧の 怠義や 目め を說 明す る S は 官立 火 巧 
の 化生に とつて 口を かな かを みな 仕までは なかつ たに 違 ひ々 からう。 巧 へられ 
た 目的とは 何かとい ふと、 今日 两 家と 呼ばれて むる 代物、 人間が 巧へ あげたが 
關 、このを 物を 是が非でも 保存し 掩護す る ことで ある •をれ 故、 闻 をを 論ずる 
にを つて 大 ホの 化生が 巧る ぺく現 巧の 立 巧を 避け、 努めて 『か 理」 とか 『風化 J 
とか 『おお」 とか、 ホは がの 他の 巧を 上の 忘 まや 巧 か 乃 ま 目的を ごたごたと 並 
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ぺ 立てて ごまかし てし まふの もを がの 話で 巧む に 足りない ので ある。 

今日 の两 お 巧は 化を ホの 一二 巧り になる。 

(ィ) 巧 一 S 見 ヵ ミ かお かかが か 貪 かか 賢 か i がが が 心 如か；； 4 かいか 

で 人間を 集めて を 6 わげ たものと する。 

g ま. にかいて かやうる お ホを する も S は 世間に 非常に 多く、 特に々 日 巧 瓶 あ 
ながに 屬 する ものは を こ节で わる。 W おを ちへ る 上に 於て は人閒 の 总ぶ などは 
閒巧 にならず、 W まがを をして むる とい ふ事赏 だけにょ つで 两夕の 神聖に して 
g すべから ざる 巧な を 誌め な けれげ ならのと いふの が 彼等の 总 ぶで ある •これ 
は 妾 あで わる。 かやうな 妄 おを ま 持す るた めには 所謂 两 ホの 權 巧なる ものを な 
めを クて 犬の かく 叩頭し な けれげ ならを くなる。 つま 6、 かやうな 姑ぶ をす む 
人々 にあつ ては、 元來キ 段で ある も S と 目的と が 筋 巧に 轉 倒して しま ふので あ 
る。 . W 家は もともと 人 問の ために 存せ する も S である S に、 乂閒が W まの ため 
に存 巧し、 H みの 權巧 、言 ひ ホ へれげ、 もこら あたらの 端くれな 人を もを け 巧 
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おを を 巧す るた めに ぞ 粗 する ことになる。 义 、化 等の 考 へに 化れ で、 两 まの 巧 
巧は 何のた めに 存 をす るかと いふと、 をむ は 巧 巧が 何時までもが つてが にむ か 
らを藏 を ザ かし、 何時までも 巧ぎ 出さの やうに、 あ 巧を が 持す るた めに を せす 
る S でんろ。 化ソ て、 W 菜の 巧 巧なる ものけ 目的で もを けれげ 手段で ホな くな 
る。 されば、 W みに 獲 巧が ある 間は がま S が 持に 力を 盡す ことが が ホる が、】 
巧、 がまが が 持 せら かなくな ると W をの# 威は 存立し おない ことになる 。もこ 
で两 民の ホ 巧は おて この 巧 極の 問を は ホして む々 ければ ならない。 

かくの かく W をはを おが 脖 手に 人間を 集めて 造 6 あげた ものと すろ を 化を な 
唱 する S は、 バイ ユ^ンでは 主と し V バイ ょ八ン 中央る 卽 ち巧銷 『バイ ユ八ン 
巧 民 巧」 のを 治屋速 中で、 ォ I スト リァでは 黑ま 二色の 放を 守る 正な おでん 
る。 かやう を W ま 巧を 抱く ホは 巧を ながら ドイッに も 其 だ 多く、 巧 謂 お ホ 波の 
違 中は 巧 これで ある* 

(こ 巧 一一の なぶで 口田 まの 巧が には 夕 かの 化かが 化 •あだと する •かやう々 
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ぶ 方を する ものは 巧 一の ぶ 方を する ものょ らも 人な にがて 少 い。 この 部 ぉり、 
人は 两ま のが 《必須が かとして 巧 巧 《お 一を 孚げ >0 パ，^ を，^ ず、 か觀 がが •一 
を も ホます' を* も两語 S1 は 巧に 巧を 技巧 上から これを ホ 空して ミに あ 
ぎを いが、 田 民を 巧が ホるべく 同一の 两 語を 使用 するとい ふこと を倏 かの 一つ 
として 巧げ ミミで わろ 因 ま 《養 2 が 田 ま S 鳥 5 なくて、 迄 S 
巧 巧 增進も 田家 sg 的で あると いふ パが 彼等 S ぶで あろ 彼等 妻た 人 S 
自由と いふ ことを お ホす るが、 彼等の 田 ま 巧に 謂 ふ 巧の 自由は 誤が 甘ら れみ白 
由で あつて 本を の 自由では るい。 彼等は またを なのかき ももの 存 をと いふ 審巧 
たけに ょつ て巧聖 になら、 侵すべからざる ものに なるとい ム のは 閒連 ひで、 W 
まの 目的と いふ 立 巧から ぶて 必 巧の お 合に 巧更し 得べき ものと すろ。 かがに ぶ 
きがから化はら來つたものでも、 た 1^もれだけでは前聖をものといふをがず、 
現 化の 批 巧を あれがない とする ので ある。 おする にこの 巧 ま 巧 こ b つて ゴ、 W 
まに 巧 待す ると こスロ 畢竟が 人の 巧# 生活の 繁 巧で あつて、 常に ぞ时 上の 立联 
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を がれず、 お# 上の 巧 おとい ム方 巧から 画を に 巧いて ホへ る。 ドィツに かける 
プ 八ジ ■ 户巧中の国^は巧わこの種叛に屬し、 をなで口自由をまを巧巧する 
巧ま黨 がまと して この 田家 段を 代を してむ る。 

(パ) 巧 一二の ぶ 方では、 目 民が 言語を 同じく し、 田 民と して 括 一 せらむ てく 
ると 植 NJ 度 然と— 巧と いふ ことを 考 へ、 これを « 巧 せんとす るに ホる もので あ 
0 て、 田 ホは 画 民の かくの か* 8^ 向， 現す ベを 手段で わると いふ S である' 
この お 方では 困爵の « 一に 重きを 置く •もれは 國家 がかに がして 巧 力を 仰げす 
に 當ク 、一一 巧の 民族が 言語を みに してむ ては 不 化で わるから、 W 前を 巧】 して 
« 巧を 面め ねば をら のと 考へ るからで あるが、 同時に 扉游 をが 一 すれば S 內の 
奚巧 巧を も 巧 化して 國 おのが 一を はか 6 なる かの 化き 妾 巧に 巧 はれて わるから 
である。 

かや クな义 ホを する ものは 人 わからい ふと 一巧 少 い。 

この 巧 巧の 人夺 S 動も卞 ると 『ゲ八 マニ ジ— レン」 Qermanisiere 日 とい ム 
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首 素を 化 ふ。 巧 年 もがから 巧乂 におつて むる •則に 巧 怠から 巧つて ねる のでな 
<槪 ね 著をから であるが、 巧试ホ がら こわを 巧へ る乂 ♦化み のを ホが かゾ てむ 
ホい •ゲ^マ ニジ— レンと ロド イツ 化と いふ ことで ある •がるに こがを 誤解し 
てな ホ も ホい ことを# へる に まつた もの さへ ある •自分 も 若い 時に 同じ お 誤を 
冒した お 巧が ある •化 ドイツが の 聞に も、 才— スト プア W 內の ドイツは 巧け か 
府の巧 力を 供 さへ すれげ 才— スト プア W 巧の 义 ラゲを 族を ドイツ fc しがる に途 
ひを いとい ふ 巧ぶ々 巧 けれて りた。 がち この 人 令は、 ± 地ロ ドイツ 化ず る こと 
力が ホる が、 人閒口 出來る もので をい とい ム ことを さクぱ 6 がらな かつ k ので 
わる •を 時の 化 ドイツ 黨 は、 異民 巧が か 郁から 强が 甘ら れて ドイツ 抓を おす や 
クに ホら さへ すれば もれで ドイツ 化しみ ものと ちへ てむ た。 世の中に こむ ほど 
聞 まつれ ホへは ない •化 何に ょ < ドイツ語を 學ぴ 、巧の るまで ドイツ； 邮をお 
し、々 た ドイツの な 黨に巧 ミす る やぅに タクた からと いつて、 をれ で廉 人が ド 
イツ 人に なれる ホので を < 、まが 人が ドイツ人に をる わけで もを い。 ドイツ 祈 


を强 制して み 民 巧を ドイツ 化せ A とする 巧敢 口、 を $ 巧、 ドイツ 化で々 く 巧 ド 
イツ 化の 運 巧で ある •がるに ブ八ジ ■ア S 巧は 主義 ホには これが 分らな か 0 
た。 今日では 、をぶ によつて 言葉が 違 ひ、 をが によ ソてお 巧の 晤 別が はつさ。 
してむ るが、 若し 言 まの 相違を 除いて 一が に ドイツ 能を 使 巧 せしめる やう じな 
つたら、 お 巧の 區别 もを にえ はれて ドイツ お 族と おお 巧との お 街を ホず る でん 
らう •これは 異 民族の ドイツ 化で をくて ゲ ’ V マン お 族 S が 巧 化に ほかな 〇 な 
い。 ホ ホの ちを になす る も、 化 化は 族が 巧 力を 用ね てが 化 化 お 巧に 化 化 お 巧 $ 
言 辭を强 制した 例は 巧ら も あるが、 を A な 巧な に、 言 前 だけは 千年の 後まで も 
巧つ て 他 民 巧の 間に 巧 はれて むる が、 化 化 民族け がを 沒 してが を 留めず、 お W 
化 化 ホが 事 ま 上 巧 化化ネ に々 る S を 常と する。 

民 巧の 本質 ホは 人 巧の 人稱 たる 特 巧け、 もり 育 前に おする S でを く •民族 5 
化 巧に をる ので あるから、 言 豁の强 制に よ ソて巧 化 化 民 巧の 血 あを ホ 巧 巧せ し 
みる ことが 化來れ ば、 をれ こを 異巧 巧を ドイツ 化した ものと 言 ひ 得る で わらう 
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が これは 出 ホない ことで ある •あ 化を 巧へ ば 民 巧の 血液に 獲 化を 生ずる に 違 
ひを いが、 この 變 化は 涅 巧を お 巧の 退化に ほかなら ない •化 化 民 巧は をの 優 巧 
をせ 巧に ょつ て異お 巧を 征服し がた S であるが、 巧 化 化 民な とお 化する やうに 
れば化 化 お 巧は だ A だんとを の 毎 ホを 性 巧を 失 ふこと になる。 商 等ち 巧と が 
等 お 族との お 巧に ょツて 生じた 雜巧お 巧は な 等 巧 巧の 言葉を 使 ふか も かれの 
が、 かやうな 民族には 商 等は 巧に 巧 ソた义 化 測を の 能 かがを い。 勿論、 が 巧 巧 
巧 じあ つても 巧く は 高等 巧 巧 S 巧 神と 劣等 民族の 巧 神と が 相が つて々 をを おけ 
るに 違 ひなく： ぶに がび 去らん とする に 巧して が もがに 消ぇん とする 瓶 火のを 
.巧の 刹那に がんな 化を 發 する 如くな 外な 文化の 化を おか 甘る こと も あらう。 併 
し、 もれけ 劣等 民 巧の 閒 にあつ てぶ 等 お 巧と 巧 はらな かつた 一部の な 等 巧 巧の 
子 巧 か、 巧ら ざれば 雑 巧で あつても がかから 高等 お 巧の 血 巧が 巧く 混つ てむ て 
爾ホ こむ を 失は の やうに 巧め て來 たもの が、 祖先^ ホの 優秀な お 巧を が 巧して 
おか 甘る 化で あつて、 みして 雜巧民 巧が® 自の 力で 巧 か 甘る 花では をい •が 巧 
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民 巧に あっては 文化は 化ず お 化する 4 ので ある* 

才！ スト リアの 3 セ フニ 世の 考 へられて & たやうる ドイツ 化が 同 W にがて 巧 
.に 巧 はれな かつた ことは、 今日から 見れば を だ ホで わっ たと すは ねげ ならの。 
あ S やうな ドイツ 化が 巧 口れ たと すれげ、 才 I スト リアの W まは 巧續 した かも 
かれのが、 言語を 同一に する お 巧、 ドイツ 民 巧は 巧 民 巧と 結 巧す るに ちり、 民 
巧の あ 化を ホした に 違 ひなから う。 戍る 程、 あの やうな ド イプ 化を, へぶ、 巧 
巧 年 かの 間に 一巧の おお 本能が ホ じて 才— タト リア 田 內の種 ♦々民 巧の 巧に 同 
巧な 讚が 化來 るか も かれの •併し、 巧 民を 巧は 民族と しては 夕等ホ ものに ホ 
る。 一つ まを 造ら 上げる 田 民では あ 6 得ょう が、 文化を が 造す る H 巧では 
わ 6 な ホいで わらう- 

才 I スト* ア にがて かやうな あ 血が 巧 はれずに 濟 A だのは、 パ， プス プググ 
ホに 文化の が 持な どと いふな 尙 をぶ 11^ かあつた ためでは なく、 ♦ス プタプ 
八グ まが 巧 見で 偏み 固拓 であっ たからで わるが、 がれに サょ •ゎくの かき ドイ 
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ブを巧 けれな かつ ド イブを 族に とつて か 巧の 幸で わ クス f をくて 
かやうな お 血が 巧 口れ てむ 力 ならげ、 今日 ド イヴ 民 巧は 文化 W 民と しで 巧 A ど 
言 ふに せらを いものに ホク てむ た忆違 ひを い。 

かるに、 巧に 才— タト リアの みならず ドイツ にがてす^^ 謂國巧 ホを ホは ド 
イツ 化と いふ ことに 巧いて 同 巧の 巧 見を 抱いて むた •現を でも 抱いて ねる •夕 
くの 人々 が 义部ゲ こン化 《含 S 下に 巧へ てむ 2 _ ランド 巧す！！ すると 
ころは ポ— ランドを ドイツ 化せん とする にある が、 巧を を がら これ もやは 6 同 
巧の 讓 ぶから 來 たもので わる •がち •多くの 人々 は、 巧に ポ— ランド 人が をら 
ドイツ 前を 化 用す る やうに ホれ げ もれで 巧ち にポ— ランド 人 ホ ドイツ人に をる 
と ホへ てむ たので わる •併し、 こんなが— ランドを 巧が 巧 はれたら で ホた 
いこと が おきた に 建 ひない •がら* 異巧 巧に 場す る B 巧が ドイツ語 をが つて 巧 
.民 巧の 思が をます やうに なら、 な 等な ドイツ ほ 巧の 品 化が 下等る 異を 巧の た 6 
に 巧され て 化 下 するとい ふこと になつ たで あらう • 
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ユダヤ 說で ドイツ語を 嗓言る ユダヤ人が アメリカに 行く と、 大 をの アメリカ 
人は かし も 事 巧を 巧への から、 これらの ユダヤ人を も 巧ち に ドイツ人に してし 
まふ •かく、 養 巧が ドイツ 請を 使用す るが ために ドイツ 民 巧が 巧を に 巧け る 
巧 害け 今日ても 巧に をた あるべき ものが あるので ある •東 ヨ— 口， パから をと 
一が に 巧 住する 民 巧が おね ドイツ 說を嗓 言る からと いつて、 た < をれ だけの 巧 
柄 力ら これらの 民 巧が ドイツ 系で わ 6、 ドイツ 巧 巧で あると 巧 じられ CJ 、 ホ 
惑す るのは ドイツ 民 巧 だけで あらぅ。 

ド 4- ^ 心 6 'S 掌 い 、 .い 4 ^ $ 黨 か が 繁 繫 か &齊 い ツ 
むが得いかか散ドィッ^^^いががい暮蓉かか。 暫ジいを 
巧が した 炒 i 5 r か龄裹 い齡抓 li かた かに、 み も 繁歡か •い.^^ 襄か がか 心 
ホい家て ドィッ！&驚秦いか繁いい^?いがゾ'た。 •い^-心暮紫か 

ら今 日で を ほ 所諷巧 個人 主を ウ berindividualis 目 U 。 ん の、，^ もに r し，^ か 

るが、 い趴款 金 かいが か {jtSj 繁 豪ぶ 繫 いか；. かか § 心 如；；^。 


两美 にお. いて 巧 s のぶ 乂を すろ 人々 も、 两 まが 手段で あつて 目め でない こと 
をが 甘ず、 田 おは W をのた めに 巧が する も S とを し、！ 一家の 維持 存猜を 人間の 
存 かの 最髙の 巧 かとする。 

こむ を 嬰す るに、 化を 义 化を 御 造し 巧 がをおぶ する 能力は 種 巧の 本 巧に ホ 巧 
する •従つ て闻 家は 人文 巧 達の 巧本條 かたるな 巧の が 持 向上を 最商 S 使命と し 
を けれげ ならの。 然るに 上に 述べ ホつ た 三つの 两家 巧は 何れる かくの 如き 闻家 
存立の 本 表を を 巧して 0 るので わろ。 

S ソの两 を 巧は かくの 如く 何れも 巧 秦の本 巧 や 目的を 見誤つ たん 八 でんる 
が、 ユダャ人々— 八 •マ 八 クス S を說け これら S 證 ぶから 引き 化した 巧 端々 お 
論で ある •がする に、 ブ八ジ ■ァは W 索の 本を をが 甘ず、 M 家に 巧 巧が 存 のを 
がの わる ことを おれ、 而も 两夕 にがいて 誰もが 化する やぅを をを をみ へな かソ 
たから 何時の 閒 にか プ^ジ， ァ白 マ八キ シズ ム のために 道を 開き、 W ホを 巧 
訟 する 學說 の单備 をす る こと 打を ゾ たので ある。 





をれ 化、 w ま 巧の 方 巧 だけで ぶても、 ブ八ジ ■ァ には w 巧マ戶 クス ま 義と巧 
ふ 力は ない •ご ジ ■ァ がご ジ ■ァ の 理あ をが 持 せんと すれげ をの 晏 巧を 
巧め て 巧 巧の 保存と いふ ことに 巧き を 置かねば ならの •巧 巧の 巧存 とい ふこと 
が W みを ちへ る 上に 是非とも 必 巧な 某が である •がるに プ八ジ ■ァ はこの 化 巧 
なお 巧を 巧に 巧に 巧げ まてて しぶつて むた •を こで、 巧 目の ないか 手は ブン 
ジ ■:蠢 を 看 巧し、 ご " y - K が不毋 y も擎に 提供し 《を おを 逆用し、 
卽 A をの W 家 巧を が 巧して 巧 g に 化る にち つたので ある。 

おに、 W 民 ホ 塞の 世 ホ 巧を 奉ずる 巧 巧 巧に あつて は、 目 まの 本 巧と 面 ホ 巧な 
の目的とに閱するぶ解を明確に卞ることが巧ょりも大切でわる， 

妒、，、 かみ£峡い？^か泰心が新？-祭、 累£|151警か、く、て、手'化心か；^, 
ず、 卽 をが § 义 ！& をが か i §1 數を批 ijt か.^ お.^ 載 かいか 取 かで 

がかい、 を篇6£;をい豐ぃ勢裹§娶でが'ろ ：0べふ、こバ心£^ 

る •どの やぅに 立 巧な ■が 化 ホに 幾つ わ つても、 文化を かを し 保を ずる ァ—夕 
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ァ人涵 が じび まつて しまへ ば、 今日ぶ るが かきみ も 巧 巧な 民 巧の 巧 等な 巧 神に 
ふさは しい 文化は 巧ぴ世 ホの 何 巧に も 見られ なくならう •巧、 更に ー ホを 進め 
てい へげ •巧秀 を 才能 や 巧 力を 持つ々 人 巧が 訪ぴ 、おいて かやうな 才能 や 巧 力 
.が 世の中から 巧 t でし ま へげ、 ょしんば W まを 戍し 得ても 人 巧は 何時か 必ずが 
ぴ まるに 違 ひない。 

今、 假 6 に 化が のを® に俩 かなを 上の み 巧に ょつ て變 動を 生じ、 が々 たる 乂 
おの 中から ヒマラャの やうな 山が 新たに 巧 きがたと したら、 人 巧は 無 巧に も 一 
擧 にが た して 文化 も 何も あつ^も のでは をからう •み 論、 もこに け W まも々 け 
.れ ば、 社を S 巧 巧 もを くなら、 巧 千年に おる 人文 毋 をの おみ も ホ 巧く 失 はれて 
がを 巧め ず、 世 ホは ぶが す 限 6 巧を がて 巧 はれ々 巧の 巧と ならう •巧し、 假 6 
に 世 巧が この やうに がれても、 文化 創造の 能力を 有する 人 巧が 僅かで も ホき 巧 
6 さへ すれば、 み變 のな まつた ぶの 世 ホには 巧ぴ 文化の 化が 巧く であらう •巧 
.年のを か 分らない が、 がかは か、 つで も 必ず' 人閒 のが 适力 がかいで 巧を 拥き巧 
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を おぶ に 違 ひない。 文化 創を s 能力を 有する 人種が 最後の 一人に おる まで 巧に 
おぇた 時 こを 世 巧が 永沒 にお 巧す る 時で わる •これに 反して、 たと へ 巧 巧 ホ ま 
の W みを 造っても、 これを が 持すべき ち 巧に 文化 創造 S 天才が なげれば をの 巧 
ホは 必ずが il 甘ざる を 料ない •かやうな 例は 巧に 幾ら も ある。 太 ホの 大きな 動 
物が 他 S 動物に 化は てを にを くじび ホソ たと 巧 じく、 人が ももの 巧 神 力に ホく 
ると ころが あつて 自己が 奋に必 がを 巧 器を 巧 化しがない やうを ものは がぴ ざる 
をかない ので わろ。 

文化を が 造す る ものは 閑み でけ をい。 W 家 S 化かは 义 化を 創を する 巧 巧の 保 
護に 巧ず るに ある。 巧 族の 保 誰に 巧 じなければ、 两ま はもの おこを 元の ま、 で 
なほな 巧 年を 存 おしが るか も かれのが、 闻 民は 雜巧 にょっ で 混血して しま ふか 
•ら 文化 創造の 能力を 失 ひ、 從 って W お 一 化の ホ 巧に 非常な 巧 化を ホ じる であら 
う。 例へ ば、 今日の ドィッの かき も、 形式 上の 巧 まとして は、 今を もな ほ 何年 
かかな を 保 〇て存 巧し がる かも かれ S が、 W 民が 巧に 異民 巧の 毒素に 中て れ 
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てむ るから、 ドィッの •文化は 必ず 巧な する に 逢 ひ々 い •巧、 この 巧を 口 現にな 
に 西れ て 巧 庶すぺ きものが ある S である • 

かく い攀 を藝於 4 豪. 劈を い'!^ をい 豐い 紫：^ 

かか か い. 

文化が 造 S 能力は を 巧に 岡 巧 S ものであるから 、も^お 巧 S がが する 限。 化 
にもの 民な と共に あるので あるが、 能力が な 巧に 巧 勤して 义 化を 創造す ろじけ 
.外部の 條 件が 具合ょ く滿 つてむな ければ なぐ J の。 曲 巧な 闻お ぶは 民 巧に バ义化 
が 造の 能力が ま 巧と して 巧 巧して むる。 外部 S 化かが 恶 いと、 この お 巧が 殖 ぶ- 
して 近を に 顯れて ホない が、 化 件 さへ 整へ ぶ 必ずを S 力を 货併 甘ずに はむな 
い •をれ お* 裳 择敎巧 巧な 前の ゲ^マンち 巧を 『文化の ない』 錢 人で あつたと 
いふのは 巧 だを しからの 妄巧 である。 ゲ^マン 民 巧け 巧 じて さやぅな おなでけ 
なかつ た •た！^ ゲ八 マン 民 巧の 居住して むれ 化な が寒氣 S 肢 しい 化 方に あソた 
ため、 ホ 石の ゲ八 マンち 巧る をの 创造 カピ总 のかく 巧が しがな かつた までで あ 
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る •おらに ホ 化の ザ リシ 卞 "ロー マの 文明 世 ホが この 世に を かつた として、 ゲ 
八 マン お 巧が もつ とお 候のを い 南ぶ に 移住 丄 、み 等 お 巧を 化な としおみ として 
化 巧す る ことが 出 ホた をら、 ゲ户 マン 民 巧と が もを のま 巧を 巧閒 し、 文化 御进 
のが 力を 癸 巧して、 が も 幸 リシ ャお巧 S かく 亩 代に 於て 化 用み る义 化の 化を 埃 
かせた であらう。 併し、 この 文化を 刺を する お カロ 化での おしい W がから 生 パ 
て ホる ものでは ない。 化 ホの 民族 をら ホく これを 備 へて ねる かとい ふと さう で 
‘ けを いので ある •ラプランド 民な 口 同じ くちおの おしい 化 义に住 A でむる が、 
こがを に 巧した ところで ユ スキ モ—お 巧と 同じく かして 文化を 削进 しがな 
いで わらう。 かち、 文化が をのが 力、 この 立 嵌な ま 巧は 赁にァ I リァ 人 巧に 旧 
有の もので あつて、 これを 現 巧に 獲が し 得る とを とは かがの 事 お 5 如何にょ る 
ので わる • 

み 上に 化べ て ホで ことを 巧が すると ホの 巧 6 になる • 
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て ホ间 一の 穩 巧に 扇ず る乂阳 ょりぶ る 共同 » を！！ 持し 巧戍 4；, か^か；：；^ •如い、 

かかい4516か^かい1^{繁かかい5|がぃ、 たいぃか 

力を 自 もに々 巧 サ しめる のか をの 化が で わる。 固有の 化 力には を々 な もがが 

がるが、 い§かむぃ5£!おいぃ；>が|^京かかいか祭いい誤いが、 解ぃ 
&か於&おか繁做36-^^に祭が^>‘ 蘇心ぃ^い、 ががぉか繫か齡 
かい暮&&かぃがが腎繁.心ぃ^^,い影^かが§ か如か。 

ぶ心かか备，？か.&^影がか^>。 資^1だ品，^1;£1歡^かいか>於 
か 其 sii ^， でを く 裳 か か 家 かか。 趴 震； を かかぃ i いか i 
ミ かい ぃム かいか i かが、 かかぃ 掌い ぃ Cj い 震が W でか^^-い L 歡 ぃが 
ミ。 をた：^もかががかか^4&おい。みでか6£!か£ぃ^^&か梦 忘 

人の 是訟 し将る 巧爲で ホい かと 阿 £ j ことで が ジ* 

巧 も— 民を 會 主義 ホた る ものは をく がしい 世 ホ 巧を 奉ずる ものであるから、 
化來の 誤れる 國#觀 に 旧 はれて はならない •お ホの 田 お 巧は 虚 化に 立脚して む 
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る •若し « つて 從 ホの 田を 巧に 囚 は； i るが かき ことがあれば、 をれ こを 巧た な 
る大理 おの ためにな ふこと を 北め てお棋 S かなに をる ものである。 因 まけを 器 
であ 6、 民 巧は をの 內 を. である。 容器と 巧を とけ 明かに 區 別せられ なけ n げな 
ら の。 を おはを の 內 をを 保護す る ことが 化 巧て こもぶ 器の 攸巧 もが あろの でん 
ゾ て、 內 をを 保護し 得ない やぅな を おけ 無用い 長物で ある。 

ぃがい驴？-'る、に、 &雲をいか&^-かか繁が腎糾祭、 か新繁&か 

を货拌 い^ 新斯か 人が か 數ゃ品 化を 作 6 出す 優秀 おな S 人種的 元素 卽も 血液を 
齡斬^^ホいい^かる。 もこで、 巧等ァ—リァ人插からぃへば、 两まなるものは 

{^，ぃ 蓋 & か若がが'で；§'っ 'て、 賢 ^ ぃ 心がが ¥存'を&&^-'る 'に 'ル 

がい^ • 1:^ いい 八人辖 5 凡ゆる 特が的 性 おを を* 向上 巧を せしめて •ァ— リァ 
^ がを い； J あに 無上の 自由を がしめ、 化 上に おがせ しめる もので なければ な .-J 
のので ある J 

これに 反して 今日の 困 家 巧なる も S 口 其し いなぶで あつて、 をの 謂 ふ 巧 の W 



まは 概ね 出來巧 ひで あり、 おつて ぶが すべから ざる 巧 難に なつて むる。 

巧 等 WK 肚 みま ままの 两 まなは 化 巧 の H ま 巧と 巧 をれ ず、 化って 今日 S 世人 
は 巧 等を 巧て ぞ かを 企てる ものと なして 排斥して わるが、 併し、 を 革け 一時の 
- を 巧 巧 おにょ ツて言 巧を 左右に せず、 其 巧と 認 むる ところに かつで 邁進 すべさ 
であろ さすれば、 巧 等の 言動は お々 今日 ホ 人の 辨 斥を 巧く ると ホを 世 必ず 夕 
誦 ある ホが 現れて これを 理 おする の ならず、 正しき 言 巧々 6 としてせ かする 
に 違 ひない ので ある， 

み 

巧 等 W 民社會 まま まの 田 ま槪口 上述の あ 6 である。 化っ てまた、 巧 等 W を か 
會主ま ホは 上述の 田義 を揉举 として SS を 巧を 判別す ろ 固ょり 两 をのが 
化は これを をれ どれに 因 まを お ホして むる 個々 のち 巧自 をの 立 巧から 見れ げ 
を 巧の 岡 題と なる が、 人 巧を 巧卽ち 巧が ドィッ 民 巧の お 巧すべき 人 巧を 》 々度 


が 


おから 見れば、 この 巧が に 巧る 國 まの 存 をの あ 無は おおめな 問 おで わる。 言 ひ 
か、 へか吟 64 か 心 否は をの わ 化の 程 おやか W に對 する 勢力の 如何に i ソて巧 
でをく、 «まがをれを造り上げてりる巧ホ民巧にとつ てない制お 
グ V る 祭が ivi % かいいい 歡ぃ拆 、て、 む、 る' 優が' 民が、 のがが V 船が' し' 秘 ，る 

やを やによ つてを まるので ある。 

两 をが をの お 謹すべき 民族の 生存 化 件に 適合す るの みを ず、 闲 みのが 立 じ 
よつ V みめて をの 民 巧の 生活が が 持 せらる る 如き 聞 家は ない 闻 をで あつて、 を 
の 文化が か两 の 文化よ らも 進んで むよぅが むまい が、 もんな ことは 閒蹈 にな， レ 
.ない。 巧 家は 新たに を 巧の 性能を 御り がす もので をくて、 お 巧を してを の おに 
- 有する が 能を 自由に# 巧 甘し むる もので わる。 をれ を、 如何にを の 巧 ホの 文化 

9 9 9 P 9 9 P 9 9 9 9 999999999999 99999 99999 

が おんで ねても、 もの 义 化を 保持し 巧 おする 民な S が ホを ちへ ず、 雜 巧を 許し、 
混血に いつぐ をが をな ホに まらし むる がかき W まは 惡 S 巧 家で ある。 お 巧が わ 
つて こち 文化 も ある •文化 口田 まが か 6 出した もので なく、 御を の 能力を 巧す 



が 


る 民 巧が をの 生きた 《梅た る H まの 巧 護の 下に 造ら 出した ろで あるから、 民 
巧が が ぴれば 文化 も t びる •卽 ち、 民族の なをを 巧す がかき 两み はおい 巧を と 
謂は ざるを 髮 い。 K 美 t ! どこまでも 內 をでなくて お 式で ある。；；^ がが、 皆 

ない 义化 S 進んだ ち 巧の.^ が ホ 人ょりも 何.^ に け て 商 等な 人 巧で ある や 
ぅにぶ そる のはを 然 であるが、 ほ 巧の 生存の 賴 がと いふ 目的から ぶる と、 文化 
のない ち 族の W 秦 々ホ 人の W まに おつて むる 巧な も あ 6 がるので わる。 如何 こ 

巧れ て 良 SS まで も 民族 S 案 所 巧し ない 性能を 巧た 測ぶ す こと S ホな 
'い。 これは 言 ふ 毒 もない ことで あるが、 ss までけ、 文を 保持-: > が おす 
る 民 巧の 絕が をを がし ホは 助 巧す るから、 もの ほ 巧が 本 ホ 巧 ホして むる 性能す 
ら 何時か 必ず 枯巧 する におる S である。 

力く のかく W まの 良 巧は をの 两ま をを 6 上げて むる を 巧の 生を を 確 巧し ホ 
る や 巧 やにょ つてを むべき もので あつて、 义 化の 程を や 外 两に對 する 巧 力の 扣 
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がに よつてを むべき ものでは 巧 じて るいので わる。 

ところで、 田 まのを 否を 民 巧の 生存 S お 保と いふ 目的から 判 巧す るのは、 卽 
も 個々 の 巧 巧の 立 巧から 判 巧す るのは をみ であるが、 闲 をが 是非とも 必取 でん 
る 巧な をが 巧す るのは、 卽ち 巧みの な 巧を 展巧 民族の 棺導 すろ 人類々 おのな 巧 
から 判 巧す るのは 其 だ 困 おで ある •民族の 生存の 確 化と いふ 目的に なをす る だ 
けでは まだ 世 ホ 中で 最もを い 巧 家とは いへ ない。 W をに よつ てを S ホ 存を贿 化 
せらるべき 民族の 便 劣を も 併 甘て ち おしなけ パ ばなら の。 がも灼 をが 民族 S 化 
存 の 巧が とい ふ 目的に 八" をす々 ばか 6 でを く、 を S 闻 をに よソて 生存を 確保 廿 
ら ろべき ち 巧 も 坡も度 巧な 民 巧で わる 巧 合に かめて を の W まは 世 ホ 中で 圾 もな 
い两家 だとい へる S で わる。 . 

を こで、 W まの 巧 かを 論ずる に當 つては、 化かを 巧け 化かを 巧す ものが 民 巧 
である ことを 总れ ては をら の •巧 ま 口た < 生きれ 巧 巧と してを のが 巧の 力を 货 
巧し、 これによ つてち 巧を お 謹し、 を 巧を して 自由に# 展サ しむべき もの でん 



ね 


をれ 化に、 また、 巧 等 ドイツ人の 必 巧と する！！ 家を 考 へる にを つても、 先ヴ 
明かに すべき 口、 この 田 まに かが々 る 人 巧を なをすべき か、 また、 この W まは 
.かが ホる 目的を 追 ホすべき かとい ふこと でなければ ならの 。 - 

あぶながら ドイツの 两 民は をのが 本 にがてを 一を 人種で ない。 各地から 巧々 
が 多を 原始 民 巧が ドイツに ホれ 这んで ホた が、 もれが まだ 十分に 融合 甘ず、- 新 
しい 人種を 造り あげる ところまで なつて 0 をい ので ある。 巧、 をれ どこ スで 1 
をい。 特に 一二 十 年 巧 巧な 後は、 まの しても 異民 巧が 入り込 乂で ドイツ お 巧の 血 
の媒 巧を た S をらず、 ドイツ 民赛 魂を A が 掌る に ちら 占；^ 名 あ 

る。 ドイツの 闻 巧は 四方に 巧が 甘ら れて〇 る。 而も 巧 巧の 外に ロゲ^ マン 民 巧 
にあらざる お 民 巧が 住んで なる。 もこで 異お 巧の 血が 巧えず ドイツ 巧內へ 巧し 
く 巧れ 这んて 巧た 巧 內の諸 お 巧が どぅやら なをし かける と、 また、 を こへ も 
巧 巧の 化が 巧れ 这んで ホる。 かやぅな 具合で ドイツでは 諸を 巧が まを に 》 をす 
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る© がを く、 新しい 人種を お 巧す ぺき種 ♦な 民 巧が をに】 つの 乂 巧を をら 上げ 
る ことが 出 ホないで 化 時まで も 巧 ホび 巧 巧ら して 生 巧して むる とい ふ 巧 巧に な 
つた。 同 巧 S 两民 であれば 巧 ホの 巧 合に 一を お 力す る もので あるか、 ドイツの 
H おは 人 稀と してが 一せられ てむな いから W おする ことが 出 ホず、 W か 五 巧に 
巧ら ざろ をが なくを ツた 。これは 巧* なるお 巧が 地 巧を 異にしで 期 巧して むる 
のみならず、 同じ 地域 巧に も 民 巧を 異にする ものが お 巧して 0 るた めで わる。 
化 方 系瓷王 S 民族は 東义系 S ほ 巧と 巧 6 し、 ま 方ぶ の 民 巧は ディナ，^ 巧 巧 
とホぴ 、東 A ホと ザ ィナ I 八 系と S 巧に け 巧 方ぶ S 人閒が 住み、 これらの 巧 巧 
の 問には 混血の お 稀が 化乂 でむる •これ ロド； V ツに とつて 非常に 不利々 巧 巧で 
ある • W 民が 血を 巧 じくして が一 せられて をれば 、 W 潍の あるのを おる と共に 
的ら に 巧輪喧 巧を 化め て 用 巧し、 一巧 協力して 共间 のかに をる ものであるが、 
ドイツ w 民には かやぅ に W 巧を 前にして 協力す る 本能が々 い。 これは 巧々 なる 
巧 巧の 化が まだな 合 甘ずに をの ま、 並存して むろた めで あつて、 巧 巧 ドイツ 入 



5S 


s 巧 個人 ま義 もちの おはこ、 にある •ホ 時なら ば このが 化 人 まを ホ 何 かの 巧に 
立つ かも かれのが 、ドイツが 世 ホ 制 巧に 失 化した S みお 局は が 個人 ままの た々 
に ほかなら ない •おし ドイツ SW おが 他の 民 巧の かくを くから が. 一 甘ら れて十 
々に 曲 巧して むたら、 ドイツは 今日 巧に 地上に 巧 化しで むる に 違 ひなから ぅ • 
化つ て 化 ホ おを も 亦 今日とは 異 つた 巧 あを 化つ てれる であらぅ と 化 はれろ。 さ 
すれば 世 ホの やか も 今日 巧に せ 巧して むる かも 知れない •和 か 心 仲！ <も が^^ 
ところで あるが、 眼 SK 乂だ やが まを まや 满 S 获 いが 女子の 砂き if 目い い •つ； 4 
て 來るも S でが か •ぃ。® 巧な ち 巧が 那^ょ がて 批 巧い 化听 1 J 、 がか W わ^^, が 
上海 展せ しめて こを みめて 巧を S やかが かい 做 てら 5 ' P か^% 

ドイツが 化 ホぶ 巧す ベから ざろ 闲 巧を 巧め ざるを がな かつた のけ、 巧は が ほ 
巧と してが 一 甘ら れ てなず、 血が み 巧して わたから でんる。 ドイツに 小さな モ 
侯が 巧 山に 巧れ たの も、 ドイツ SW 民が 世 ホ 制 巧の 資 がを 失つ たの も、 紀 てこ 
れが ために ほか をらない • 
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;ト イツは 今日 もを ほ 困 巧 s 分裂に 巧んで むる。 併し、 一巧から おる と、 今日 
まで ドイツを 苦しめて ホた この々 裂 も ドイツの が ホの ためには 怠 ホを 幸運 でん 
った やうに 思 はれる。 ドイツに 入っ て ホた 巧々 なる 民 巧が 十分に なな 甘ず、 巧 
一な W おを 造り上げる ことが が ホを かつた のは、 硝 かに ドイツに と ソてホ 常を 
不幸で あソ たが、 ドイツ W 民の 中に 祖先の 祐 巧を 化を をの ま、 巧さずに 化 持し 
て 人 巧の 巧が を 免れた も 3 の ある ことは ホ 常々 ホ おといは ねばならの。 

ホ 地から ドイツに 入って 巧た 種々 の 民族が まを にな 合して しまへ ば、 今まで 
に旣 にが 一 の ある® つた 田 民が 出 巧て むた であらう が、 かくして 出 ぉた ドイツ 
田民はがなにほかをらのか^^、 が巧の巧なに常に义るかくをの文化が造の能力 
は 原ち 巧 中 あ も® 巧な 民 巧の 持っ てむ たお 力ょりも 劣っ てむ るに 違 ひなから 
う •ところが、 ド イプでは 種々 をる お 巧が 各 化に 割 巧して 十分に 融合し なかつ 
た。 をの も 巧で 今日な ほ ドイツに 口 他 民 巧の 化を おへない W 巧な 化 カゲ 八 マン 
巧 巧の 子 揉が 巧ツ てむ て、 而も をれ が 田 民の 大部々 を 占める にち ってね る •こ 
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れは ドイツに とつて が 福すべき こと' で、 今日まで 血の 巧 巧を 保持し 來 つたこの 
民 巧 こを ドイツの が ホに，； J つてを き存 がと いはねば をら の。 自 がの 法則をから 
ず、 人 巧 S 巧 違 忆？ 留めないで、 人間で さへ われば どんな 人閒 でも 人閒 たる 
ことに 搂 6 はない と考 へて むた 巧 かな 時代では、 ほ 巧の 純 性な どは 即趙 じしを 
くても ょかつた であらぅ。 併し、 今日では をれ では# まされない。 何 巧まで も 
民 巧の 巧 性を 明 力に して か、 ら ねばならの。 を こで、 自 々の 化る と 7- ろを 言へ 
ば 化 方ゲ八 マン 民 巧は 人が の 巧 巧の 目め を 達成すべき 使命を なて 化れ たお 一 
のち 巧で ある。 若し この 化 乂ゲ八 マン 民 巧を 始めと して ドイツに 乂 つて ホた 色 
色を 民 巧が 今日までに ホくな なして むた とすむ ば、 ドイツの W 民は 两 おとし 
て 巧り 化つ v か W 忆對 しても 寞なお 力を 巧す るに-ホ つた かも かれのが、 巧 
ムを化 乂ゲ八 マン 民 巧が 他ち 巧と お 血して をの 本 ホの 笛 巧な 能力を 义 つで しま 
つたで あらぅ から、 人 巧の 姑 商 目的を 速 巧 甘し める ことは 扣ホ なくなつ たに 達 
ひない* 


ホに して 化 ホゲグ マン 民 巧は 他 ほ 巧と 混 化しな かつた •これは 化ぶ ゲ八 マン 
民 巧が 息讀 して 巧 力した ためで をく、 をく 運命 S わ虜 であつ た •をな のが 性を 
ま おする の 化 巧を かる 我等と しては、 化ぶ ゲ八 マン 民 巧が 他 S ほ 巧と 混血し々 
かつた ことを あしく 天佑と してぶ 謝し、 この 幸運を 巧爾 におら しめない やぅに 
しを けれげ ならの • 

かくの かく、 ドイツ 两 民の 中に け純粹 無垢の ゲ^マン 民族が 巧つ てむ る。 こ 
S ち 巧は 靑に ドイツ 困 民に とつて々 をで あるの みならず、 か 人が いと つても 巧 
巧な 民 巧で わる •さ すれげ ドイツ 巧 民の 使命け かく S 如くせ かな ゲ八 マン お 巧 
S お 巧 巧 巧を 巧 巧の 巧みと する 两 をを 逛るこ とでなければ ならの。 

かくして 初めて B まに おせの 息 まが 生ずろ。 世には 因が 姑息 S 禪に 互に おし 
かふ ことの 出來る やぅに 巧 謂 やか々 を まを が 持す る ことを なて W み S 化かと な 
す ぁの も あるが、 笑 ルの か 化と いふべ く、‘ ネお S がが 地上に ホし がへ るみ も® 
巧な 民な のが 持» 巧に 巧め る ことこを ドイツ の W 民に とつて は W まのを 商 化か 
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である。 . 

目 菜は 两家 S 《A に 奪す 6 ミで tj をい。 3 言な 田家が ホ 在 するとす 
げ をれ 口 巧 巧で あ 6、 巧械 である。 ドイッ W 民のを 6 上 C べき 巧 家 口な 巧な 
理お S ために 存 をす ろみので なければ ならの。 生ける を 巧は でな けれぶなら 

ち . 

トイ ッ 5 两 をはが も W 巧な 人 巧 的 元素た る ドイッ人を ホく 收 をし、 がい 心 

持し 若 し 齡いい い鉴以 W か がい 基 かいい かがい 誤磬以 

上らし める ことを なて 目的 としをければ々 いが。 

み 

々日では 何人も 田 案を 巧械の 如き 巧 物と 考へ てなる が、 巧を は 巧 巧 巧で あ 
る •巧が おの わると こス には 常に 聞 巧が わる。 をれ な、 W まを 巧 物と 考 へず、 
生ける 巧 巧 巧と 見れば、 巧に かれて 無 巧 巧 巧の 時代が ちつで 巧剌 たる 活かの ホ 



れが 巧る •古今東西、 化れ ざる 水口 腐ら、 用 むられ ざる 城は 错ぴ る。 がを 化ん 
とすれば 攻めねば ならの。 巧 まを ちへ る 上に がても この 道理を 巧へ てむ るべき 
である。 固ょ 6 巧 巧の 目的が 大きい と大 ホには をみ にがみ 这 めを いが、 をれ だ 
けに また 閒 巧の 成 巧した 瑞 合口 除が が 大きい ものに おぇる。 これは 世界の おお 
になして 明かを ことで ある。 目的を 正しく 追求し、 不 加の' 化：：！^ をな て 脚 巧を や 
6 を r れ ば、 が 巧の 怠義 はます ます 大きな ものに ならぅ。 

巧が のが 持に 巧む るは な あにを る ま S おしと する 巧で あ 6、 が ホの 巧し さ 事 
旗の ために 自ら 求めて 巧 ふは 難しと する 巧で ある。 ドイツ 今日の 巧を ホが 潍き 
を 避けて みきに なかん としてね るは こ、 に 言 ふまで もない。 W みを 巧 械と考 
へ、 W まだ 自己の 生 おのを めに おを する もので わら、 彼等 巧 人 も .r 两 をに 屬し 
てなる』 と考 へる ホが ド イブ 今日の なな まには 满樂 なので ある。 「W 家に 馬し 
て 0 る』 とい ふ 言 ひ 方は 彼等 巧 入の 巧んで 巧 ふ 言 ひ. ぶで あるが、 これを 言 ひ 巧 
へる と、 ドイツ人は ドイツを 巧の ために かくと 同じに ドイツ 民 巧な かの 巧ち 巧 
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のために 巧いても 差 まへ をい とい ふこと である。 ホは また 人 巧は 人 巧の ために 
化く と 同じに 人 巧な 外の ネ のために かいても 差 まへ ない とい ふこと である。 前 
に 述べた かく 两 まの 權 巧は 民 巧 S 自己保存 本能が 巧 巧に 具現し、 た、^ 仇で がる 

ザ かを をい 家 夢' の緊 が繁 、にがが がが 賢 かかいが、 へ； ^ かか 祭 

巧 人には 無 まなので ある。 巧 まを 巧械 S かく 考 へれば、 两 みは W 家の ためにが 
をし、 两樓 は两巧 S ために 存耗 するとい ふこと じ々 つて、 巧 おな 巧 人に ながな 
がょ いが、 お 巧の 自己保存 本能が 巧 巧に 具現した ものを 闻 巧と 考 へれば、 巧み 
は 民 巧が 永ぶ にぶる ホ存規 巧に 使用すべき 强力 なま おになる。 巧 まや 巧 樣けお 
•式め な も S でもを ければ、 巧械 的々 もので も々 く、 お 巧々 おに 共通々 自己 化な 
本能の 具 巧で あるから、 をの ほ 巧の 一入で あろ 巧 6 は 誰し も 巧を の 使命に 晰ソ 
て 民 巧の ために 巧は ねげ ならの •两 まけ 戰ふ •化つ で闻 民も戟 口ねば ならの。 
« な々 巧 人に 口 これ 口が 合の 惡 いこと に まひ々 からぅ。 

今日の 巧を 口 巧 巧 も 巧く；： If 魄も衰 へて むる 人々 から W ホて わるから、 W 家の 
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本 菜を 捏 へたが 等 w 民 社# ホを ホの 巧 家 觀に同 おを おせる ものけ おだ少 い。々 
日の が 令から 巧 等の 運 かに かけり ホる ぇの が あると すれば、 もれは が おけと つ 
て むても を ほ 若々 しい 元 W を 誇. 〇 がるち 乂 化な もので、 巧が のが 巧を なて 人 化 
の 本を とむ がて むる 巧 中口み して 脊 6 つかないで あらう。 

巧 等 W ち巧會 主を ホの がは か 化 6 も々 く 多い。 ホ も、 衷ム から 巧 等を 化と し 
て 倩む ホ s ス少 くて、 大抵 2 物 ホを 夕 きつ 《てち へずに どうで もょ いとする 
連中 か、 若しくは 理巧 S お 持に 化々 たる 巧 中で ある。 何む にしても がのを は 非 
常に 多い。 こむ で 口 巧 等が か 何に 巧 つても がて る 化 込ん けなさ さう に 化けが る 
が、 巧て さう に® へない ほど S 巧で あれげ こち 巧 等の 巧な はま 大 であると い '.か 
ベく、 また 巧み 5 可 化せ も ある S であろ おの 琪い ホけ 巧 等の 的扁を 巧いた 
だけで 逆げ て 行く •ホ U 、 中に E 少し 拿 向 ムホも わを、 問 《ちか 烈しい と 
おち 巧ち けて が这 みを してし す ふ •を A ホ ホ' は ホ ホと してが 6 になら をい •閒 
の聲を H いて おつて 來る ホ こも 本を に 巧を にがを たが もしい 仲閒 である •巧 等 
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の ホめ る ホは かやぅ ホ 伸 肋で ある。 巧 川でなくて もい い。 少か でも (いので 卜り 

ろ 仲 かから • かいいぐ Cj もを^ か蓉 かが か ； J 策！. か^い •一^ 
备 管、 かか くに 篇衣忆 jjj がか か J い賢 でお^^ 备か 

をにょミ引きずられぐゅくいいにむ^|3からでが；5。 ががががが養；^いが 
が％ が •を義 が' で' ぁ 'る。 一 •冗 斬が 、 ぃ かか：^ が；， いか' ぃ かがが 款い糾 於； 

わつ てむ るからで ある • 

巧等のがロタく、 い：^か、 今日、 庐が^!^いが取影，％がいか 
て 非常に 困锥な 仕事と ぉ；；？' か' もが Vs が、 歡 呼 難宗 が' でが が矿 'こ；；^ 載' じ 
# ホを 巧 待し がるので 和る。 がが がが 於 くげ Jl ， がが がで； 和い 心が 

でが' るが い 賢 ホ' にが^:/ れ沪 •繁 V ぃ 家、 てが 繁 賢' に V は' る 

ミは 一時 當 千の 强ネ 於り いい ふこと 心か^。 がいが 如い 一が が 獻 がが 

睽茲 i い ちて V るが 'で > ぁジ • 



1 役に 自然 ロ ホ 物の 種 巧の 化 巧を 保た ふとし、 これに 反する ホめ に對 してけ 
制を を かへんと する 巧 かが わる。 り 然はホ 物 S が 巧を がまない ので ある。 をれ 
か、 雜巧 にょって ホれ たものは 一二 世、 阳 世、 五世と 世を 經る おに 素 巧が おくな 
6、 肖 然の制 栽の 下にを だを しまわ ばなら の。 かくの かく 混 化の 子孫に わって 
は、 お 巧の 良かった ホの 親の 性能が だ A だんえ はれて 巧く のみならず、 化が お 
つてね てを 一で をい から、 がか も々 巧して なて、 生きん とする 意力 も鸦い • 一 
巧 あまの 巧に、 種 巧の 巧 巧を 保っ てむ る 人間は 一巧した 正ム いかがを 下しなる 
が、 巧 巧 SW 巧を 失っ た 人 問は 忽ち r ら っいて ぶ ひがった ことが 化 ホず、 中を 
半端な ことで を ホを がす やぅになる。 これを 要するに、 が 種は 巧 種に 劣り、 純 
巧ょりも 巧ぴ みい。 即、 一が がが‘ に 逆 巧して ち W 境は 巧へ 秘 るが 雑 巧は 倒れろ 
パ-いか か’ い。 これが 卽も自 がの 制 巧と いふ もので わる。 をれ から、 また、 雜巧 



は繁巧 Q 力 も 巧い。 これ も 寡 5 制？ おろ 卽も 白が g 雜寶累 を馨し 
で お 巧を だんだ A と 巧が 甘し める ので ある。 

もこで、 例へ ば、 ホる 人種に 层 する ホが 劣等 人 巧に 巧す る ホと おが すれば い 
もれが を 人の 巧な である ことは 言 ふまで もない が、 生れで ホろ 子供は 雜 おでな 
い 巧 巧の 子供に 比べて 心み 共に 劣る のを 常と する。 雜穗が 度 巧 人 巧の 化 おを 巧 
び 混へ ずに 雜棟 S 間 だけ V お 巧を がけて ミと、 をに ょ？ 生ずる i け自 
がの 巧 明な 法則に ょ. 〇抵努 を 失つ V 遂忆 養す を、 5 か 千年の 間に 辅々 
巧みな 摊 巧を まねで、 原 巧の 血 巧を をを につき あぜ、 原 稀の 面影を 何 巧に も留 
めない 新しい お 化 民族に なつで しま ふで あらう。 かやうな 新しい 民巧ゴ 、一つ 
の 民 巧と して 曲提 し、 巧當 5 巧 巧 力を 具へ てむ るで あらう が、 巧 かの が 婚を巧 
てした 歷巧 民族に 比べ n ば、 をの 精神 文化の 能力は 言 ふに 足りないで あらう。 
また かやうな 新しい 民 巧が 出 ホた としても、 血 あのが 巧な 银巧民 巧が なほ 存 
をして むて これを お 手に 生存 巧爭を 行は ねばなら 2 とすれば、 お 血 お 巧 1 义 
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れ ざるを 得を いで わらぅ •お 化に ょつて 生じた 新しい 民 巧は 仮令 長い 年月の 巧 
に 一つの 民 巧と して M おする に まつて ホ、 人種の 水牟が 化く、 從 つて 特 がの 卵 
力が 少 く、 文化 削 造の 能力を 失つ てむ るから、 巧 神の 巧 力、 文化 剣を の 能力 お 
に 優れた 巧 一 なち 巧と 巧つ てが てる 道理が をい ので ある。 

今まで 述べた とこ スを較 合する と ホの かき 結論になる。 

巧 巧 人種が 何 巧まで も 人種の 巧 巧を 保持して 存 精して をる 巧 合には、 が 巧に 
い、 つて 生じた 子 巧は 優秀 人種の 血を おじた もので も 早晚必 すが il する。 お 血の 
子な がが t しないで なおし 料る のは、 皮 巧 人種が ホく 雜 巧に ょツ て乂辅 のがが 
を 失つ た 巧 合に 化る ので わる。 

これを 別の 言葉で いふと、 一® 秀 人種の 一部が 劣等を 巧と お 巧して 货 ホして 
も、 度 巧 人種の 主 巧な 部々 が雜 巧を 巧は ず、 人種の W 巧を 巧く を 持して をり さ 
へ すれば、 有 寒 なみ子を だんだんが 除して 人 巧のを 一 性を 巧 化しが る。 これが 
つまら お獲ながら 自 がの 巧 ふ 更生 作用で わる • 
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ぷ巧 本能 S 强 い 生； g なら、 假 々何ら か 9 特別な 事情に よつ て 己む をがず 異巧 
巧の 血を 混へ るに まつ ミ、 やがて 寡 《更生 作用に よつ て 巧 巧の 蔡を囘 U 
する もので あろ 卽ち雜 巧を 《巧な くせし めた 事 巧 かがが すれば、 もれまで が 
巧を 巧 2 ずに W 掉をお 持し V ホた も S、 補 巧を 異にする 灸 との 巧 巧を 避け 
て 種 巧を 同じく する ミと 《結 巧忆巧 《る やぅ 菩ゥ 、かくして 爾 をの お 化を 
防此 する。 雜 巧に よつて 生れで ものが 非常に 多くて、 血液の 純 巧を 化つて むる 
も S が 非常に 少 く、 從 つて 姑 早や雜 巧の 逆 勢を 阻みが なくを つて をれば 別 でん 
るが、 さもな ふ雜 巧に よつ てま じた 混血 美を かや ラな— が 川を 巧け て 
自らを がすろ ものである。 ， 

ところが 、理性を 失つ て 自然の 誌した 義 がをおれ、 卽も雜 婿を かてして 稀が 

S 寡を 巧す やぅえ 問 W 世 ホ 5、 が 深 f べき 霎を 悟つ V 著で これ 
が 巧 あに 巧を だば、 種愛货 落を か 為ない。 塞を 除く に 奚づ樂 愛 
を恶 《ると ころを みら ね をら の。 人閒 が一 お 冒と をら、 理性を 失い、 巧 巧 
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のが 違を 無 おしてが 巧に 雜 巧を 重ねて 巧けば、 をの お果 はみ に 恐るべき ものが 
わるので ある。 卽ち慶 ホな 民族の 血は 何時しか 消ぇて 謂は ば お 巧の がかが が ザ 
あがる であらう。 今日 S あかなれ 貪な を 論をから 化む ば、 か 令うな は 族の が ホ 
こを 人が の理 あで あるか も 知れの が、 世をから 理 あとい ム理 あを 悉く 骗 をして 
し.^ ふ もの も，" の 民 巧の がかで あらう。 かくの かきが がに to てが 來 k る も S 

i - k 取」 ぃ' ぃ公^ か 戴 ¥曲、で' ぁ V て、 いい かいい 蒙 も r 心が、 ザ か 

^ い- 舰 がし 连化\ する お 族では ない ので わる。 化って 人が がか、 る 靴 婚を巧 ふに 
がれば、 人が 本來 S 化かは 失 けれた も S と 化る ほかけ ない， 

人 若し 世 ホを 巧げ て か、 る 入 巧の 巧な となず を かしない ならば、 先づ 入が の 
が 巧を 巧がねば ならの。 巧に ゲ八 マン 民族 S 用杀 にわ ソ ては、々 化が がをおが 
し V ゲ 八 マン 民 巧 S 化 S 從 がを 赌 化すろ に 巧め なければ ならの。 

かく 言へ ば、 世 巧の 巧 蟲口化 もに 抗讓 をな すで わらう。 をして、 異を 巧と い 
巧 巧を 巧 止す るのは 始 もが 蛮なる 人 巧を 侵菩 する もの-で わろ と 叫ぶ であらう。 
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併い、 い於 k い' で V る。 歡 4 i . 緊 4 篆 か： <參 、る； pww が Vi がい：^ 
なく、 ji も、 い がか 繁 でかが い 庐 がい磬 か；^ がで^;; ^ •が宗 
が も 歌わ' る％ & vd 蘇。 V れ V 、 ぉ緊 Vsi が' を' 維' 持 •」 、が' もがが' な、 る 
が 驚 露 い駿 いい警 我を W 4: いか i いか か る fo とで あが。 

をれ が、 がが か齡 が 户ジが 5^ は絮於 一心 磬が繁 心い か；^;;^ 'のがが^^ 
ミが 祭い が。 蘇が がが 蘇が いがで がが' て、 我 磐が；； J 雾 か：^ 邮； 

をろ ために 巧 ふべ^」 も S で ゎを 〇、 ^ 一 i けか^げ がが^ 和； Q が V 斬歡 'じ；；/ つ 

^-^ががが賢'甘いみ 

化閒 には 巧 抑 人道 ホを を おり かざして 雜巧 5 禁 化に 反對 する もの も ある。 こ 
こに も當 々 SW がした 世 巧が まざまざと かれて むる。 現が では、 如何に、 レみ の 
が 巧％ ホ 甘る ホで も お 巧して す 供を 班ろ ことを 許されて むる •巧ょ 6 かやぅ々 
ホの 子控 、む 身共 忆お をで ホい を ホき V 行 ふに 非常に 寡ピ し、 世 閒へも 
多大のを 惑を かける が、 をに 巧 子 巧を 巧 巧 させて 巧け るので わろ •これ こ 反し 
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てム 身の なをな ネロ、 當 々では 巧つ て 巧 巧を 制 化 甘ら れて むる •々日では 何 巧 
の 藥尾 でも 巧な 制限め 巧を 資 つてむ る。 巧 頭の 商人る を しげな おみを 資 つてむ 
る。 をして、 な あな ホす らもれ を 巧つ てむ るので ある。 これが 罪惡 でなくて 何 
であるか。 がるに、 まを 秩序の 維持を 诗 とする々 日の 巧まで け、 またを の 代が 
ネ 9 敝 にけ.、 牲 巧や贴 おの 化 ホ、 惡 巧の 沮 傅を 巧す る ホ、 不具、 白みな どの 巧 巧 
は 罪 おで あるが、 巧 も 優 巧な 巧た かな 萬の 繁 所を 制 巧す る ことは 少しも お讓で 
なく、 所謂 神聖々 化み のが 風 巧 俗に 反しない S である •巧、 所謂 W ちまを を 奉 
じ、 円ら W を S 化裘 ホを なて 巧 じながら 、腺 病で が も お 怠で 闻ま W 民の が ホを 
ちへ ょぅとし ない ブ八ジ ，ア にと ソ でけ、 两 民のを 兒を制 巧す る ことの ホが W 
樂な 5 であぇ •肢 病で なく 備 なでなければ、々 日の ドィッ W 民 中の 玻も 健を な 
る ホの ためにを の ホ 巧を が 持し、 食 巧を 贿 化す クに么 お々 巧 置を 講ずべき で、 
さすれば 、これらの がを なる ホ も 他日 ドィッ W おの 中堅と して 子な のために 同 
なの 巧 置を 講ずる であらぅ。 



ri 


巧 s いま s 繁 巧を 助けで 巧 ss ホ 《夕 巧を 妨げる 現を 《.ドイツな 巧の s 
ら 巧は 言-能 道 巧と いふ •へきで あろ •トイ 言 葵を が ミ 巧の おもない ホを お 
ホし ょぅとは 甘ず、 何 & かも 世 問 0 磊 S 甘て 爱な いので わる •尤もを 府 
のあ.0 ぶば か. 〇 が お いの で n ない •神 《似を 人 問を 潰して ミこと に 於て 
は トイ； がみ ぁ 同罪と S ね をら 2。 ドイツ S をは、 人 問が 种 《似を と 
して 造られた 所な を說 き、 巧り に 魂 5 賽を 口た をら、 をの 魂の 持 もまた 
る 人間を 巧を する にを サミた ので あろ もれち ドイツで 口、 あせ かは かゥ 

々ぇず、 指 化 S 化て 《貴 旨がに 巧 S 巧を をる 來 して 『無 信仰』 に陷る 

にず 0 た •がるに ド 年 ツの敎 を 口、 おを 自 みの あ 6 方の 間違つ てむ る ことを 町 
に 上ぶ. 暗 いがを し がら ドイツ 两民 S か； 5 錐き に 呆れ、 ミが るべき 「無 
信仰 J に 驚 さ、*， テント， 卜やズ - 八— などの 震に が 《震を 說 いてな か 
に ドイツ 两 巧に がける ま敎の 失敗の 埋めな 甘を しょぅと して & る。 ヨ I "， パ 
の皇が 基 的に も 精神的に ホ 巧 巧して が もな おを ホの かさ 巧虑に 巧が してり 





か 


る 時 じ、 巧 おな 宣が 帥が かくの 如く ァフリヵの ホ 地へ 入 6a ん でぶ 人 9 ために 
神の 敎 みを 述 てて むろと いふのは かくを 巧な 話で ある。 巧して、 3 — パの 
『高等な 文化』 が宣が 帥に よソ てァソ リヵの ホ 化へ 巧 されれば、 み 席 こを 健 族 
でも 本 巧 S 劣等な 巧が ほ 巧と 3 ' C ， パの 高等を お 巧との 沿 化 じよつ て 化る も 
巧め をが 巧が 現れて ボる じかつて むる にがてを や でんろ， 

巧 人け 某 巧が S 化 道を 巧み もしな け パ ば、 說 がを がいれ ところで おり もしを 
からぅ。 さすれば、 巧 おのが がに 甘よ、 巧 お S 牧師に せよ、 をん をぶ 入の 巧へ 押 
しかけて お 化に 巧め るよりも、 摩スョ — a ッバ にわて 9 I a ， パの 入 令に が 切 
をな て眞 がに 神の 巧 音を 說き g か廿 たがが どれほど みがか 分らの。 おい 子供け 
常 入が お 化すろ ばかりで をく 周 巧 S まに も ホ感を かけろ •をれ か、 み 滴の 健が 
で々 い 夫が がわ ソ たら、 躲い 白みの 子供を ホり よりもと ホで 巧乏な 化な た 引 さ 
化ゥ 、篇代 6 にな ソ てを てて やる A がを かに 神の 化 巧に かな ム 巧な であろ、 と 
いふ やぅな ことを 巧く A がか 佛 S 化 事と して どれ だけせ いかみら のの でんる。 
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ぉ 上に 述べた かく、 今日では 政 かもが を も一肢 世間 も 巧 巧^ 脚 おを をく 巧 却 
しでむ るが •民族主義 をけ こ S 巧 巧せられ てね る 閒趙を 取り上げなければ 

ならの。 卽も、 繁襄§摩，^か一烹か怒4护4!1^ 讓^語いかが 

する に 巧め. な： &れ ばなら か。 世 S 中に 寶け 多い がかを にい ツ^み 糾声か •ぃか 

'け か' ぃ。 i 5 j 奪 繁篆 か，' - W 繁 い-實 いが'」 V 嚴 i 賢 か をが い 

かぉ 巧 主を の巧秦 でけ、 嚴む えで むけが いみ 奶い娜 けいかが いが。. がが 

ぉでがった--:>、 心かい歡如.^5かい^.,^.:<繁最い，かがいい；^衫い'ぃ龄 

おけな く 力 やぅな 人 問が 子 化を 作る のを 斷 な^る，- とほ どない べきが がが が 

、ぃ 。繁か 繁が繁7、-§ 黨いい 皆^い；， が宗 いか かいかを いか。 
巧躲ミ問其&;.繁、て声もぬ’い、 繫か心獸445かか^4^^^:心4 

を ホむ ことを る 避す が 如 も繁 といい が繁ら がかけ が听 和い が。^ 取 か齡 W 
かみ か 影が 繁 が、 ぉ 、を k か.？； b ぃ W で がい、 貧 公が！^ いぃ ,5-^ 
する つ かがが ミろ 義^ かい^ぶ だ^い 新 於 かを か 紙 勢 
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^ら 3。 ミを k がが k 、 に 驚' 甘い が.' る 心が ザ‘ じ K ら於 'な' らが •'而 、し' て 

'こ S ぉ忌ぉ & か 表 か家繁 ぶ； ^<襄 でが' ミ；^ 1' 日 笑ジ、 •'ァ がが 

^ では、 が も かか か；： J 裏が 獻家 が、 る。 がい 賢' で；； る •いい かか、 が 紫 
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ろ をら 利 雲まい 皆が、 黨い邮 r ' こいが k がが •く' で' ぉ r ' し、 寡、 こ r 
^惡 巧を 俾へ 、繁 むい襄 い お；； がが、 ろが' は ff 、 でが、 警 'で •ぁ' る。 

^ に！^^、 て、 取' に； 4^' 親、 に、 生、 れ V ぃ 'かかが、 が •の！：^ 作を がが' こ' と' をが が 
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ねば ミち か 論、 F 家 か承擊 'で' も' 口答が' に單ツ 、てが かいか。 
かに、 巧神乂ぉから賢いがか；；./にがが^.'る：，4,ハ、にか家：，/の繁'る和'を^'し 
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^蔡、」；^^'れがが、らが ががが'理麟、」'ょ'ぅ'と\最ぃがジ、 かがか一^^か 

巧ぶ しょうと、 反對 しょうと、 闻 おは もんな ことに 巧 着せずに、 是^ 信^が W 
をが ちに 巧 巧すべき である。 

み 指の おい ホみ 捣神 S ぶつた ホの 聚 巧を 甘め てし ハ 巧が もがけて 制限す；^ げ、 
人が は 無み W 不幸を をれ、々 日 何人も あ 像し がぬ み うな 健 巧々 化 ホが が 來 k る 
であらう。 W お S 中の 化 も 健 巧な ネ だけ か聚 がする やうに 計满を ホて、 をれ を 
ながして ゆけば、々 日 化る が 加 言み 糖 も 梅紳も 巧が した ホは W を 巧 も、 ひと 先 
づが康 な ホ ばかりが 巧る こ- にを らう。 何な かと 胃へ ば、 一 化-田 まの 乂 かがが 
巧な ホ だけに お 巧を 託す こんに み まれげ、 をれ からは 网民 S 一人々々 が 〇 ぐ-' こ 
れにホ ひ、 巧 巧 S 巧 おにと つて’ かも 欠 W なが 康な ホを なスを S 巧 巧を 促し、 
巧：！ 巧お仓 措が 次 化 S 歷巧お 巧を 逆 OW す こと 化 おめ る やうに をる か であ 

ろ - 

かくの かく W 秦が次 化の 保 巧 お 族を を 6 扣す S にも おがわる。 な 中 大切な こ 
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とけ、 两 まが 新たに 勘を 得て 裘へ おを をで s なに、 巧が とこを？ 
ス 特別の が 則に 化ソ てこれ を 一打 ふこと であろ 卽 も、 化づ 巧な S みとで も 
いふべき ものを 特設して 巧 住を ホ 語す る ま 5 よ おを 調べ、 巧 巧 的が がを がつ て 
&るホ だけに 巧 住 許可 筋を 巧へ る ことにする。 かくすれば、 刘 へぶ ドィツ人 J 
中で も 血 おが 化 も純粹 V 、 從っ t 设 も一赛 を ホげ か。 を S 去ろ 隻 地が だ 
乂た乂 と 舅 附近に 出 ホ おがる で おら ラ。 こたの 巧 民 パ貸襄 資 とんい ふ 
ベ. きもので 、をのが おは W たじ 茜と 樂 しい 巧 巧と をが へ、 ドィツ 巧 民 的み なら 
ず 人 がをおの か 上を も 約 ホす る ものと いふべき で b る。 . 

、募 •の备 が、 を 斬 か 4 心 紙い；. がいかいが 皆 如 皆 斬 み 和；^ か •っ 'て' ゐ 'る 
が、 問 §，：！ お { j 一 4: い 管 か' ぃ 。もが も 繁が敲 い 義^ おでが 

^ を ことを 止め、 て、： いが繁 'ゎ 、るが 心い い 家' で！^' っ 'て がかが い- 
ぉ っゃ；^ •に' 3 茶、 け' れ緊 。野緊 かを かが' のが、 りが、 に、 從 '念を 
く 
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世の中には 化 人の 難しと する 巧 巧を 巧を 何らの 不やも 言け ずに rt ら 進ん でれ 
ふ ものが 何 萬 もむ る。 彼等を して 巧に 到らし めろ ものは ただ かみの 誠げ のんで 
あつて、 をの 他に 彼等を 强 制する も S はが もない ので もろ。 誠が にさへ これは 
どの 力がん ると すれば、 お 族 主 菜 の W をでは W おに お 巧 S 化 S 娩 がを 備 化する 
ことの お 嬰を おへて これを々 らサる こと も 巧 ホる 苗で ある。 

卽 ち 、 W 民に 巧吿 をみ へて、 た 巧 S 血を 巧す ことの 如何に 怖る •へさかを が . 
へ、 お 巧な 罪を 巧す ことを ルめ てを 能 S 紳 の 造 6 おひし やうな 人 削を 化り こと 
にち めょ と 誠 めれば、 W お S 問で も お 化 S あろ まは 禁巧ホ 巧を 何らの ず ホ も 貢 
はずに 円ら 進んで 巧 ひがる やうになる にを ひない • 

勿論、 今日の 巧 斯ボお 階な は 因 巧に して 巧むべき 姐が ばかりで あるから、 6 
みが々 かやう々 ことを 言 つても 理解して はおれまい。 ホは かから 莫迪 にして 對 
手に せず、 ホロ 巧 笑して、 いつもの 口 おで 『成る 程、 をれ 口 をれ として お だ お 
巧 だが、 さて 巧 巧け どうかね』 と 反 岡す るで あらう。 かく S かき 化が におして 
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はた K 次 ミう i へる で わら，^ •《論、 雾 にこん な こふの お ホる 議 はを 
いを 等 口ち 話に をら QJ 人 巧では ないた、 む® してなる ことと いへ ばち 等化乂 
の 達の こと だけで、 拜む 神と 5, へ尝 をの 化に 口ないで ないた 我等は お 等 
とまを 共に しょうと はぶ 口の。 がみに 思ム もの 口、 を 等の かく 一に もを、- 二に 
もを も 金を 拜 を がら ミを？ 芝 世を 樂 にお」 ミ S ホで 2 ない。 君 等 
には 生 巧 口 無 ま 幸福で あらう が、 裳 中には 食' ふやを はずの 巧し いま も あ 
Z 力 やうな 人々 にはを 等の かき ホ 巧は をれ ほどを 難い ものでは ない。 自分が 

おを かける S かく 《かさ 貧」 S 含で わろ 個人 《生 變を馨 せず、 み 

ょら もな ほせむべき ものが 他に ある， 一とを、 む将 てむ る 人々 であろ ミ 中で も 
巧に 巧 等が？？ るのは ドィッの がしい 靑年 であろ ドィッの がが け々； 
轉巧 巧に 臨んで 芝。 彼 S 父祖が ホ S 悄 Q &《5無@ を S たた 化ずに 
ちつた 罪 おの お ホを 化の 當 りに 见れ ば、 化 等 靑华は 必ずやが 担せ ざるを W な 
いに 違 S をい。 を お _ して 民 窒義 《新しい 两 まを 震す るに 連 ひない。 がら ざ 
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れ ば、 ドイツが をく 瓦解し、 ブ^ジ •ァの 世 巧が お 来を が c る s を 目が 甘ざる 
をがないで あらう。 

化をに幾多のが拙があるのを知ソ てゐなが^^おてこれを除かふとせダ、 巧、 
どうに も 化が がを いでは ないかで かまして むろの が 今日の ゾ八ジ ，ァ かみの が 
おで あるが、 抑 •これが いけを い S であろ。 おいと かつてむ ながら これを 改め 
々いやうな 社を はが ぷる にかつ てむ る。 ドイツの ブ八ジ ，て も、 かみに 夾 ぶの 
ある ことは 圾早や 巧み 姑な くを つて 0 る。 色々 を尤 巧に が 化や峭 蘇を 战 めざる 
を 料を y なつて むる。 がるに、 ドイツの ブ八ジ • r け これらの 缺晚を 除かう と . 
しない。 ドイツは 六 お 千 巧の 两 民を 巧す るで けない か •これ だけの 闻 をの 力を 
か 貝して 必 巧に 巧 巧 すれば、 ど A 々危驗 を， ^ 化 化し# ょうでは ないか •がる 
に、 ドイツの ゲ^ジ， ァ はこれ を やらない。 巧、，- れを やらない ばかりで な 
く、 巧 かみを おして これを 巧 はんとす る ホがん ろと、 莫化 げた 皮 巧を 青つ た 
6、 ホは ぶく から 眺めて むて、 をん な ことは 理論 上 不可能 だと か、 とても 巧み 
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する もので ない とか、 お 口 ばかり 言 ふ。 ちして、 彼等 自 みの 下劣々 巧 巧 やん 巧 
へを がを する わめに をに もゾ かの 理 巧を ホべ たてる ので ある •一例を 祭 巧 運 巧 
に 取つ でな ょぅ •.アメリカでは W 民を 巧の な蒂 からかは ぅとして 紫 巧を 巧 巧し 
ちがる に 、 m - a ， パの ご ジ，； これに 對 して ど ふな 態度を 取ソ たか。 
§ けた < なか も々 く 眼を 昭 つてみ せた 6、 頭を おつ てん 甘たり、 巧く とま ソ 
で 例の フ八ジ ■ア 社^ 特 ホの 稱な笑 ひ A をして みせた ばか 6 である。 巧 巧 巧 巧 
に 限らず 何 ホに おしても、 ブ^ジ ■アの 態 巧は 巧 お 目で々 い。 世界の 何 巧 かで 

新しい運襄ぉきて、 が棄嵩不可侵とち へ^.:^れて JQ ゎとこス Q 因巧と巧ひ、 
が も ブ八ジ ，ア から 笑 巧せられ なが を々 ぶ 巧を 化め 姑め ると、 彼等け 先づを 
の f をな ソ でんち 定 つて けちをつけろ 新しい 述 動が 其し い不盞 をが 除 
サ乂 とする もので あつても、 ブ八ジ ，アけ ブ^ジ 3 ア道 おの 立 巧から これに 巧 
巧し で 巧らない S である。 

おする に、 今日 ジ； ，アは 巧に 巧り き？ 巧に 立たて 人 巧の i 々を 



> 


た 


みを 果す こと s ホを くを つて &る •これ n 否むべからざる 赛 であ；^ 一 •併し、 
巧 等が かくの かく 巧ら きつた のは、 円 分の ぶる 所では、 化 等が^^ を^ろ 
たためで なく、 おんど 信じられの ほどが 脚む となり、 無 巧を となり、 おいてを 
を 様々々 お 巧に 旧 はれる におつ たためで ある。 巧 調 『プ 八ジ ，ァの 政讲』 が お 
に 巧に 公款た 5 餐を 失つ て、 1 S 專らな 巧を 巧篇業 W 燃や 階級を 李 
る ことを なて 姑な の 使命と する かが お 巧 部に 巧し まつた の もを のた めでん る。 
力く のかき フ八ジ ■ァ のな が 化な が、 他の ことけ いざからず、 閒 巧の 役 こ 立た 
のことは々 6 がつて むる。 特に 閱 巧の 封 モがも 上品な 連中で なく、 閒ぶ も械ふ 
で 《ムも 岡い ご レタ ，ァ乂 ホで ある 蓉 、これを 向 ふに おして 太刀が をす る 
とい ふことは 到を 出 ホる ことで ない。 

み 

♦ • 

.を 望裘 SS 家 S 巧 一巧 かが S 民 中 政を々 子を がち、 これを 夕巧サ しめて 
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K 巧の 巧 かを 巧 進す るに あ- 〇 とすれば、 か 巧の 巧 巧 も 巧に w 民の 閒にモ .供が 生 
れ るまでの 世話に 止まつ ては をら の 巧で、 ホれ て ザた モ 巧が 两 をのが ホの ため 
に必 '嬰々 立 波な 人間に をつ まで 面倒を 化て やらねば ならの ことは 言 ふまで もを 

ぃ。- 、 

おしで 人 問の 巧 神 的 能力は をの 乂閒の 巧す る 人 巧の なをな 尖 巧に 由 ホす る 
ものであるが、 個人を 敎を する 巧 合に も 先 づみ趙 の 健康と いふ ことにを 眼して 
これが 促進に 巧な しなければ ならの。 一提 に、 脚 健 ホる 巧 神け W 健なる み備こ 
‘ 柄る もので あろ 天ス にはみ 席の なくない 人 も あら、 病； みを 持つ てむ る 乂もゎ 
るが、 天才は 例 かの も S であるから、 これを なて 一 おを かする わけ こ 3 がか - 
ぬ。 例外 S ない 規則と いふ ものは 何 所に もを い 5 である。 若し、 闲 をパ乂 部々 
S 括 化が 化 下して をれ げ 、かく S 如き 闻お S 中から 巧の 你 人が W て ホる ことは 
先つな いといつ てょ く、 假 々出で ホた にしても かして 大きな 化 事は なしかない 
であらぅ。 W おは 推 化の 化 下に つれて 巧が も 表へ、 满 力を も 失 ふから、 偉人の 
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巧す ことを 理解し 巧ず、 が も 小 ホが 天 かけ スお 巧に 祐 いで 巧び がない 如く、 偉 
人のを に媒 いで 巧く ことが 出 ホない S である。 

い备 、寡 か秦 賢^、 腎 H かいが る' に て、 かか' に 恥 か 
备 紙い」 掌が が' こぃ 4 感 t 、家が 祭が が' に^、 をる'，:; いい かが： へ；^ 

で おが 的 能力を を 巧す るのは 二の が、 で わる。 この 巧が が 能力、 をが •巧"^ •るが 心" 
も、 かク安 、にか 一 か Vk ふ ^ V 品が が i が' で V っ ' V ’ 嚴が 、るが がが' とが 
邮か备 か V 5 繁' にが、 《於、 な 一 ふ。 iis が V け が V ょ VsVV る。 

が於か^|^€がが、で'け、 か寅かが1-がが、る、に？ ' V 、 薪？：か；<ぃ妒ぃかい 
いい 、暮 かがが でが がが； 2:.、 かか か 声で； がか かぃ J かぃぃが か' のか 
が S まに いつ。 み 賢 家ょりも かいいい おが 祭い が。- 度が 偏つ て學ホ 
であ ソ でも、 み 巧が おく、 をぶ も 巧 おで、 ホ かや かと ホ々 しい ことば か 6 哨へ 
る やぅでは、 天下に 號を しがない のけみ 論の こと、 W おとして ホ 存を紛 ける、 こ 
とす.-:' 出來 々いで あらぅ。 人 巧の おみた る 巧 巧な ホ存巧 巧に 於で •化れ てが び 
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る まは か 課の ない までなくて み 誠の ホゥる ぎる ホで ある •か！！ が 巧ら 巧ぎ るた 
めに 思 ひ 切つ たみ 新が 者かず、 か 新が をいても をれ を贪 巧に 巧す ことの 化 ホ ホ 
いな 中で ぶる。 义 、なで 白が の 現を にはが 巧と いふ ことがあ るが、 人間の 巧 合 
ミ 公# の 謂 巧 かぇ ミなければ 巧 目 ミろ か ツが暮 がが だ、 ぃ觀肿 ^ 
かき 这ん だと ころで 一 かに 菜し くは なら々 い。 巧、 が 何に 學閒 がわ 6、 が お ド 
あつても 、みなが おく、 なをが 下がで、 怠ぶ も 巧く、 父み が C ら ついて むる や 
ぅでけ 何のな にも 立たの S である。 人間は 巧閒 ょりもが 巧が 乂 ずで ある。 理を 
を 一ー コ "へば、 巧 脚と 隹 巧と 兼ねが つで むる におした ことは ぶい •ゲリ シャ乂 はお 
しいみ 歴と巧 かしい か 公と 离巧ホ 魂との おかを 菜の 巧 おとした。 この度な が ぉ 
常に 立派に 出 ホ b つ ミ るを、 T シ* 人の 造 6 出し 《おけ 今日 寡る まで 
不激に 巧つ でむる ので ある。 

曾て モ^トヶは 『ちい 腿で 化れば お 局は 巧 巧な まの みが 幸 巧で ある』 

と 言 ク 

た •ホしても S るら で わると すれば、 みなと 巧 神との 關 係に 巧い 

てる 『長い 眼 
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で ぶれば がを をる 椅 神は 通例 健々々 るみ 巧に s みおる』 とい ふこと が稚 かに 言 
へる。 

々日で け、 巧を のこと け 個人 S 問 越と」 て 常人 ホは をの 兩 なの 円 由に 雪れ 
てを り、 化み や网 をけ 無關 、だ 態？ 化ク てむ るが、 民 窒義の W ホで けこん 
を ことで けいけ々 い。 巧 民を 化 速して をの ホ存の 維持を 闽る のが 巧を の 巧 巧で 
んら 、もれには 灼 はの 健 巧を 促進し をければ ならの ので あるから 、糖を にない 
てけ 巧 人ょりも 贿敦ょ 6 も w をが 世話を しなければ ならの。 學閒の 方で け 今日 
巧に 闲 をの 干が がが はれて むる。 •卽ち W もの 裘 巧が をが をれ であつ で、 個人の 
内 由を がめ ず、 巧 親の 巧 するとな 甘ざる とに 巧らず、 闻 家が これを 树 をのた 6 
に必 .か •と战 めでな 票に なをを 强 制して むる。 民族 まを の W 家では、 この 干 巧を 
おを のん に-も 及ぼし、 巧、 巧 家 S 巧 力を 一 W 强く 行使して 闻 おの お ホに 關 する 
個人の おか、 無理が を 打 巧すべき である。 卽 ち、 なまの が 巧に 小さい 時から 巧 
息し、 大人に なソ てからの ホ 巧に が へられる やぅに み 巧を 巧へ て やら、 部を こ 


閉ぢ こもつ てばから むる やうな 躲 なを 世に を 6 出さの やうに しを けれで をら 

の. • 

かくの 如き 描を 口先 づ おい ゆ おから 佑め を けれげ ならの。' おいが 親で も 十 > 
にが ぞ を 巧ければ 子供に 正しが 巧 育を 施し 化る に 違 ひない。 がは 衞ホ 化が が 巧 
及 甘ず、 巧が なで がれる 巧 親が 夕かク たが、 多年 巧 力の お 巧、々 日では 消 誰の 
ホ 巧 も巧违 し、 巧 お 熱で 倒れる 化 親は 巧め て かくな った。 して 化れば、 ゆ おや 
巧 親になる べき ホが の 頭を 化ネ 的に 改造 すれば、 子 化の 悅 巧の ことみす ぉの ホ 
後が 個 年 品に 巧 親 S 手で うまく 巧 はれ、 子供 S 葵 S ぶ畏 に必 がな 蓋を 造 

る ことが 化來る やうになる に 違 ひない ので ある。 

巧 巧に しても、 民放 主義の 两 までけ 糖を のために もっと 多くの 時間を 刹く ベ 
きで ぁる。 襄 S や ラ K 、 年端* ゆか g モ供 S に巧閒 矢が. とか 識を 詰め 注り 
のはょ くない。 經 験から 言 ふと、 兒寬は 巧 川 化ぎ 込まれても もれを 巧 巧ぇ てむ 
る もので なく、 をの 上 かお 透 撰の 能力が ホい から、 本 巧 的な 肝ムな 事は 底れ で 
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末梢め を おらの ことげ からな そて むる 巧 合が 多い。 中等 巧 巧で も、々 日では 粗 
巧け 一 お 僅かに 二 時間を こを こで、 をい 上 正課で なく 隨を巧 目に なつて むる 
.が、 か ザと S 巧 巧を 失して むる といけ ねばならの。 少年 や靑 がは 必ず お 日 午前 
と 午を とに 少く とも 一時 閒づつ 色々々 巧 おや 推 巧を わつ でみ 席を 巧が すべきで 
ある 装 技には 色々 を 巧が がんる が、 み 巧を おがす るのに 持つ で來 いの 躲 ホと 
しで 化 逆して をら け例姜 脚で ある •夕閒 じないで は 『お 望霎 J を お 
て 自任す るを 中 すら 誤解して、 举 脚は 巧 段で 下品を ものと ぶ ひ这ん でを り、 
ス巧巧 『敎 菜の ある J 巧 中 S 間にけ、 巧 年が 就 巧を 巧 ふで 巧 劇す るのは をら 
前で 义 春な ことで あるが、 夕 巧を やる のは 巧 巧 だとい ム考へ 方が なくす 11 C 
むる。 巧 A でもない 巧 逢 ひで ある。 夕闽 どやろ のが どぅして 巧掛 なのか。 巧な 
の 巧が は夕 S が、 攻 g 稱 一: を 香、- 電ホ更 S ホ 新 力を お S 、 み 想 ミを しを 
良くして 鍋 《かく 覆に する 巧技 2 夕 屏を错 SV 他に な S で S な S か。 巧 年が 
話 論の 結 ホを をけ. 0 S 忆# 骨に Jis へる S 巧蠻 だが、 なを 辰 6坦 す C をい と 
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いふ 理 なは あるまい。 《ら れた喧 巧は 貝 ふべき で、 をの ホが 逃げて 一 わつ てち お 

りさんを 君で 至ょ をら」 いで tJ 々いか。 巧に 若い 震 ホモ 供 昇 たれて 
ぶを ミ もれに 巧へ 将る 言に おへねば ならの。 こんな ことを 巧く と當今 
の 口 巧の 巧 ± はまた しても 巧が-だと いふで あらう。 併し、 を 巧 ホち OW ちり 6 

かけ 女 t S 文羣年 や A 資患 いお 人 Q 課を 管を 5,- とで々 い。 小廉 

のが 民 や 曲 洗の おおは 民巧丰 をの 闻み S 巧 おとす る人閒 でない。 民族 ホ 義の两 
まは 在し くんら しい W と 巧‘ J ' しい W を かみが る ホと を 巧 おの 乂 問と してぶ める 
ので ある • ， 

元 ホ、 が お々 るん のけ、 巧 じみ 乂八 みおを 强 くし、 をの 動作を 故捷 じし、 を 
の， み获を W 巧々 G しめる ためげ か. 〇 の もので ホく、 人が の不ま 不正に もちぶ ホ 
ず、 逆 巧に がへ 拼る やうに むみを 巧が する ための ものである。 

巧みれば ぞ命 前の ドィッ 上 ホ S 子 ホけ を 上品 一方に を てられた もので b つ 
た。 おし、 わの やうに 巧 巧 作が ばか 6 敎 へられず、 を 岡で もがつ で、 レみ を おへ 
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てね たなら ば、 ドイツに 巧 命は おらな かつた であらう •ホ 命が 成 巧した のは、 
ぞ かを おした ホ 街 や 逃亡 兵 や 化の 他の 無賴 巧が 刚お 果敢で 巧 力を みへ てむ たた 
めでは をくて、 巧 家を 巧 fw 運を 巧 巧に がふべき 化かに あつた 者が 其 レく お 
はで、 保柔不 が、 お乂 力であつた ためで ある。 これと いふ S も ドイツ S 巧 導 階 
なに 属する をが が 6 にも 『頭 脱』 げか 6 の敎 をを ザ乂 けて ホた ために ほか をら 
の。 一に も頭腦 、二に も 頭 脱と、 巧 問 ばかりで 巧 てられた 入 問け、 教 手が 巧 問 
で ホれば ない が、 さもなくて 绒 巧で ホょう ものなら、 ひとた ま 6 もな くみ々 つて 
しま ふ。 ザ 命 前 S ドイツの 巧 海 巧が け かやうな 人々 のみに ょつて 成つ でむた の 
であろ。 これ も ホを は ドイツが 來 S かを の 罪で ある。 ドイツ S な 等 かを けなら 
を お •巧师 、化學 ホ、 巧を ま、 文 巧を々 どを 作 6、 更に これら S 椅神 まがの 烟 
がを 防がん がた めに お 巧を 作る ことのみ を かつて、 肝心 艰め S 巧を 选る ことを 
なれて. むた ので ある。 

ドイツの 巧 導 巧な はか 諫 の 方面では 常にな 板々 仕 ホを して ホた が、 を 力の ぶ 
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巧で け 殆んど 常に おな ことを 甘ず、 首 前 道 巧で あつた。 

思 違 生ホ脸 病な 人 問 2、 おを Q 力を なて」 yj もこれ を 勇 る 人閒に 
を 6 上げる ことは 出 ホを いで あらぅ。 併し、 また、 他ぶ にがて、 ホ巧冨 病で ホ 
くても、 體を をな かにした ために 結 力 もも S がが も 他人に 劣る にボ 6、 を S いて 
天 巧の お 巧を 巧が する ことが が ホな く々 つた まも 世の中に け少 からず ある。 •人 
問は み 搪が躬 いと W も 菊くな 除 君 も？ わるが、 糖 力に 寫が つくと 乂も 
强 くんり 奥， がイ 出れば 攻# が 神 も おめ てく る ものである。 軍が を 化る とこ 
S ことが ょくみ る。 乂載 勃が 常時の ドイツの ず おは あの やぅに 勇敢で あつ 3 
が、 わの ザが だソて 英雄 ばか 6 むた わけで けない ので、 おス 凡人 ばか 6 が 前つ 
て ミので あろ 《 V 、 •トイ ニ おがは 平時に 於て 歷巧 なかを を 巧け、 ドイツ 
すの 保 おを なけざる 自信を か W 5 あ ひも 及ばざる ほど 巧く 叩き 这 まれて ねたの 
であろ 一儿 一四 年 S からかに かけて ドイツ 累 前進に 前進を がけて 旺 猫な 
るか 畜 神と 無が SS 勇と を 巧 拌し獲 S 、 や 時から 兵 巧 《身 推を 锻 へに 巧 
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へた 巧みで あ 6、 みなの 餘 6 丈夫で ホかった みおで も おまず おまず おへら 叩た 
ために 殆んど 信じ おい ほど S 能力を 巧が し、 を絕 極まる が 巧の まつ 力 < 中 にが 
て すらが か だ もしない 强 固な 自信を 度 持し かるに ずつ たからで わる。 

か日、 ドイッけ襄し^かかが獻.^^;^^かい以かツ^如；；^ザ ；-がが巳貞'っ 
てが も必 巧な ことけ、 ドイッ かが 心 か觀备 る' こ V で V ろ。 •い V ッ k がが 

がたがるた戸け、 こかい泰が賢いが’へが少ががが以。 宗い-がが^.^^^ 
に 卽ソ； J ’ ドイッ 心，^ か亂 かか；^ 賢 賢い いいが かで かい、 聲以 かぐ 
もも S なが i がて いか： ^ でが い W 嘗赛 ミ，- と 心が i か i が 祭い が。 
曾 ^ト イ ッ が がが i 1 心 一 心か ii がい ^^1:{|£^-かい ^ b か & 八^^^いで 555^ 

賢い がち^ 邮 V トイ ッ泰 がが 衫か 祭辭 でかい。 •い 
の國巧に一/て^、 ^11由を4がい§^が^い备|^.{,>かい冥い祭が|^娶^1| 
ジでゎ いぇ、 國ちが ミ 巧 信い 皆た が 皆が グか かご.^、 一.^ か 即£^ か；；.， 
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併し お 育を をめ ると いふ ことは なか々 かを おな 業で 口ない •こを が 巧に 
考 へる とが si でもを いこと になる。 

ドイツの 瓦解は 史 b にもの 衙を 見ない ほどを しい もので あら、 一巧 一夕の 
ことで なく， 由つ て來る 巧が ぶいの でんろ か ，1 く闻 民が々 日の 翁 巧を 化する の 
も 僅少 s 巧て くす ると こス ではを い。 ドイツ 5 S 民 2<| 日まで ごジ ■ァ 
がを に 誤られで 巧 巧が 安の 巧 巧が 持に 化み たる わと なしい 人閒 じな つで しま，， 
たグ 世 巧の 秩 巧を々 日の ま、 にが 持す る ことけ ドイツを 永久にが t 甘し める 
ことに ほかを ぐ JS 。 闻民 じして々 日の M 玲を 雪ぎ た けれげ、 ドイツを 巧つ てね 
ろ 化な の绒 巧を つ て が $ がへ W さつけ て や >レ ねを らち，- 1 3 牛 •やさ 
しい ことで けない。 これ だけの ことを すろ じけ、 W ちが 总 力を おひ、 巧つ て n 
由を ホろ 激しい が 熱に がそて 火い に 巧 力す る必 おが ある。 かくして みめで 從 
ホ 巧し 得を かつた ことを ぶし ぶげ で 巧び W 運を 巧囘 しがる ので わる。 



巧 少年の か脊が b 述 S かく 措を にを きを 垣くべき もので わると すれば、 巧少 
年の 化裝 もこ S 目的に 劍ム もので なければ なら 3。 巧る に、 常々 S おい ホけ 化 
らに 化-わを 追つ で おながが をして ゐ る。 おに 『がすに も 衣な』 とい ふが、 化 等 
はが もこ S 該 のなかを 化 6 違へ てゐ るかの 如くで、 まこと じ 化ろ に耐 へない も' 
のが ある。‘ 

これでは いけない。 冉 かがの 化 化け 今青ソ たかくが 巧 S 目的に 帥け なければ 
ならの。 おい ホが 巧 直とい ふのに 長い 贿 W ズボンを 穿き、 橫 元まで すツ からむ 
まる 上 ホを 着て を こらを ぅろ ソき步 いてむ るみぅ では お 目で、 を 物に；： 一^を 化ら 
れ るから みはの 锻鍊 などは 思 ひも 及ばの ことにを る。 おじて おい ホけ 化浆 に： み 
をあム べきで なく、 立 波な み 描を 餘る べきで わる。 世人は 自慢 や 化 巧を おくい 
ふが、 ち 巧 もを々 も 事と 巧な にょつ ては 一 おに 巧 巧すべき でない •が 多に 巧へ 
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な. いやうな 菜々 しい 着物を 着て お々 を 張る s ょくない が、 おへさへ すれば，.， 
でも 造り かる 立が な 逞しい を 巧を 自 がする のは 其 だ 結構を ことで あ をら、 巧 
み 年には 先づ ，ぶこと を 敎へ这 い 蓋が わる。 ミ ためにけ き 服 化から 改め . 
て か、 ら ねばならの。 

おいまが 運動 K 適する 服装を してみ S 菜を 营に若 ると いふ マ-とけ 闻 ，く 
のが ザの ために もない ことで あろ 窒が 夫と をるべき 祁 年を ょふ？ ミ 
とい ふこと U ななこと で、 今日で 2 肉寶 菜が 輕乂ぜ られて わ 藻が 化-す 
し， がいみ 括 も 若 物 じむ まれて 外に 化ぇ なくなつ ミを、 ホの やうに み 摘の. 
美说 がかを 一 B 化て み々 やうに なつ ミれば、 夕ふ 女子が 外 難 t 巧 飾 

つたが に 股の 诚い ユダャ 入 SW どもに 化は され、 組ら かされて、 あたら ー ホを 
洪る こと もを く ミう と慧れ る。 义 、ぞい 身 挺を 持つ た奔 子が にも 类し 
いみ 推を 雙 、お SVS 累寶 身设を 立派に す 5 と S ふこと K * なろ。 
ながには 巧が で？ を 巧を しでぶ がに をげ み 括を 锻 へだて 巧へ たの 
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であるが、々 日 s ドィッに はこ s がふな ザが 敎 をと い ものがない ので あるか 
ら 、な 上に 述べた かく ドィッの 巧が 子女 S 巧を はこれ を巧少 S 頃から' わ ふこと 
がをだ 必お である。 又、 な 前の ボが がをは 一入々々 をお铁 したの み をらず 、 W 
ホ 巧を の视 係に も 影 巧を 反 ぼして むた。 准 おじ 行ソ てがた ホは ボが じれかない 
ホに 比べて おいが じを ばれた もの でんる。 

おなおを の 闲家 でけ 子供が を 巧 おを をを けて むる 間 だけ 巧を をな 施し、 監が 
をな し、 を 巧が をを おへで しまべば か 巧して 巧み々 いとい ふが かきこと をせ 
ず、 を 巧を 辛 菜した を も 子供 S み 想が なほ 巧 巧を おけて むる 巧は、 このが ザを 
助けて 立 波々 みほを をり 上げて やる やぅ じがが を 化て やらねば ならの。 巧 年を 
を 巧す る S は W をのが 巧で あろ。 この 權 利は 巧が がを 化を 帝 菜す‘ ると 巧に W 
がし、 巧 年が ぞ おに 入る と共に 化 巧 するとい ふやぅ を も S ではない。 ホが をを 
巧す るのは W 家の 樓 がで わると 共に 常時す 巧に 度 巧し ホければ ならの ま 巧 でん 
る •然るに、々 日 SW まは なち な W はを 造る ことに 典 ホを ザし ないか fj 、 不々 
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にも このを 巧を 無規 し、 靑 年子 ホを 巧を せず、 をの ほぞ にもが 化 甘ず、 彼等を 
街 上 や 巧 巧に 巧 置して 顧みを い •こ乂 々ことでは が 時まで 經 つても 巧を な W 女 
« ちの 曲ぶ あがる 答は ない • • 

.右に 述べた かく 靑 少年を が 育す るの が闻ま 5 義み であると すれば、 がら ばか 
何を る 方法を なで この 義 なを 果 すかと いふ ことが 問 趣と なる が、 これに A ホ。 て 
はみ 巧で 論じ々 くても 篆 らう •ホス 大切な こと 具 まが 两 S 手で 靑 少年の 
お 育を 行を S ふこと で わろ ミた め壽な ホ 方法を 巧 音に 保 ホ するとい 
ふこと である。 ほ 巧ち 義の聞 家では、 巧に か 育の 方面に がでの みならず 想を の 
方面に が も 學 校を 卒業」 《後 Q 靑 少年を 化； る ことを W て网 まの 化 巧と、 む 
得 巧を の 施設に ょつ て れ をぶ ^:し をければ ならち をの 巧 か 何な ろる がを 
巧す へき かは 今 巧では 論じない ホ、 大 おでい ふと、 學 巧を キ 業した 後の 巧 少年 
の敎 をは 他日 軍-^ と、 して 化 巧すべき み 巧の 巧備 お育たるべき であらう。 戰 前の 
ドィッ S かやうな 巧備か 育を 冥な かつた から、 化 了は 軍 お 笑る と 先づぉ 



めて 化せを 操典の 巧 ホから 巧め ねばならな かった。 入 巧 前に 豫備 敎ぞ でみ ほを 
立 巧に 造 6 あげて 畳けば、 新を として ぞ おに 乂ク でも こんな 莫迦げ たこと をし 
をくて#み、 最巧からもつとを^^らしいみおにホれるに違ひない。 

戰 がの ドイツの 巧 巧では 一人々々 に 『おめ」 から 「北れ』 まで かへ 这 まねば 
ホら なかっ たが、 民族主義 SW おでは、 巧が 口靑 年に おしてを W 的 敎ぞを 施す 
る お 巧 商の 學 巧になる。 巧が 口、 化 T が必 巧を 巧 おのが 作を をぶ と共に、 お ホ 
の 生 巧に 必 巧を 修 菜を も巧ム 巧になる ので ある ••巧 前の ドイツの ず おかを には 
非常にを いおがわ った。 卽 ち、 ドイツの 靑 年は 軍 巧に 入っ てみ めて 一人前の 巧 
に 化 上げられた •巧が にがて 服 化を 學ぴ 、をれ にょって 他人に 命々 を 下す お款 

々巧い ことを しるいで 叱られた 時で も 口 ごた へを 甘ず、 巧つ て 巧 巧す る やぅに 
敎 へられて むた •民族主義 SH まで も 軍が お 育は かくの かき ホ かを 化る べきで 
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更に ドィッの 靑 年は 軍 R にかて 自 なを 美 ひ、 み 同の 巧 神を ホぴ 、ドィッ 民 
族の 比 巧な き 巧な を 悟らねば ならの • 

お 段を なへ て 《を 出て ぞべさ 化 T にが」 て C 二通 を附？ をを か 

らぅと ぶろ Issigf でもい ろき も？、 をを 持つ て をれば 公な に 

かく 巧 合に を格の ある も S として 化を が 巧へ おろ 他の 一は か 露み とで も 

いふべ さ ミで、 をれ さへ 轄 つて をれば な f 巧と して 講 して 妻へ をい と 
いふ ことに ホる。 

民族 主 巧 S ま 5、 少ま おす 亦靑 少年 S 育と 同一 S 乂 かで 巧 ふべ さ 

であろ 卽ち少 ま お 育に あつても 巧を が 第一で 口 g 性の 陶冶 やを 問は を 一、 

窒一 であろ々 子が ぞ S 目 巧は 謹 望を 壽 巧でなくて はなら ち 
* 

ホに 巧べ 《かく お望ま S まミ敎 すの 主眼" 舊に ゎゥ、 が 祭 かが •口 


巧 二で わるが、 巧 二 だからと いつて 巧 かにして よいと いふ もので 口ない •これ 
もまた 巧め て 一れ 口ねば ならの。 

乂問 S 性 巧の かで も 重 嬰な ものは 人 をれ どれに ホれ っいて むる といへ る •贿 
かに さう いへ る。 生 ホ 巧 己 まを の •人間は 巧の るまで 巧 己 的 でん. 〇、 ホ ホ 巧 あ 主 
義 S 人間は 巧の るまで 理あ 主義を 挽て々 い。 確かに この 通りで あるが、 併し、 
世の中には 性 巧が 一目 瞧然 にはっ きりした 人間 ばか 6 わる わけで をく、 おか 巧 
がた る 人 問 も 無 かにむ るので ある。 ホ ホの お 人は 吸を 0 ぶる まで お 人で んソ 
て、 こんなのは 何う にもし やうがない が、 ほん S 少し ばから 盛 人の 素 巧を 持ソ 
て 生れ 毛 ザた やうな 人 問は、 おしいが 宵 さへ をければ 立派な W 民になる。 义、 
逆に、 ちれ ほど おくない 人閒 でも 正しくな いおを をが 父け ると 本を の お 入に な 0 
て レ まふ ことがある •かくが をに よって 善恶 何れに もなる 乂閒が 世の中に け 巧 
のに わるので ある， 

世 ホ 大巧 中の ことで あるが、 よく ドィッの W 巧は どうもを 巧言り でい けない 



とい はれ •《る？ ある •ドイツ人 はがつ て& られ なくて 何でるな 警 るか 
ら 大切な 巧密 さへ な もな くが 巧へ 巧れ てし まつ 《まを が ある。 確かにを 
.はなく ミこと であるに 違 ひない が、 併し、 •巧 前の ドイツの 敎脊 のこと を考 へ. 
て おば、 ドイツ人 がち 警り である こ ~ とに 何め 不思講 もない 茜 ミろ •トイ 
又は 寡言 沈 巧と いふ ことを 敎 へて 巧は なかつ た 《である。 養で さへ、 もぉ 
に吿げ 口を する 子供は 巧め.^ れ 、が ソて& るす 供け 貨 めら れ なかつ ち 寡 口 
をす るのは 子供の 性 巧が 『ホが』 だからで、 立 波 ホ ことで あるが、 がつ てむ る 
S 强 情の 甘む で、 睡棄 すべき こと でんろと 考 へたので あろ 現が て ドイツ 
でけ かやぅ に考 へられて むろ 槪 して ドイツでは 警沈 がを f しい 美が とし 
でな ぶべき ことを がへ たこと がない。 をの 厳が に、 今日で も、 ドイツの 巧 ほ C 
け饒 をを？ f 斥 しょぅと 辜、 を A 々こと S ど ラで もょ い莫迪 らしい ことと して 
顧みられ ホい ので ある。 ドイツに はぶを 毁巧 やが の 他で 訴 へたり、 訴 へられた 
りする 夕 のがが 常に 多く、 巧 まは これが ためにち 巧の 巧 用を 使つ てむ る. が、 こ 



の 巧の 訴 巧の 九 巧 iw ではを 巧言ら が 原因に ホつ てね るので ある。 がちが 巧で ホ 
巧の せぶべき ことを 敎 へず、 どうで もよ いを おらし いこと として 煩み ないから 
おきる ので ある。 こん ホ ことけ まだよ いとして、 恐し いのは 巧 かが 無 巧 任に 嚷 
耳ソ たこと が輕 ホな 人々 の 口の端を 傳ソて 世 巧へ 化 まること である。 がつ てを 
れげ よいのに うつから 巧言る と、 工業 上の ま 嬰な お 巧 や 何 かが 外 W に 洩れて ド 
ィッの お 巧に 夕乂の 巧 失を 輿へ る こと も ある。 巧、 外 巧にから せて ならの W 防 
上の 巧密 さへ 两 民のを 巧言 6 からみれ て、 巧 角の 巧備 がすつ からな 目になる こ 
とも わるので ある。 これが や 時なら 巧 巧の 举備が 巧 目に なツ たとい ふ 程度の 巧 
害で# むか も かれのが、 巧 時になる ともれ だけでは すまない •两 民のを 雙 言り 
好きが 原因です 巧が みなに 化れ、 をのた めに 結 お屏爭 になけ てし まふと いふ や 
うな こと も あらおる ので ある •巧むべき はを 巧言ら である。 併し、 何でも さう 
であるが、 小さい 時に 巧つ てあかを かつた ことは 後に 巧は うとし でも なかなか 
出來る もので 口ない ので、 も 巧言 6 の 癖 も 子供の 時に 巧め てを かないと 年れ つ 
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てからは ならの ものである 。ところが、 化 來の畢 なの 先生 口々 をな ことを し 
た學 なで ィ供 々巧の ホい 麗な をして、 ホ 生に 調べられて もぶ 乘 つて 出を い 
と 先 ホロ 生 巧の 中の ホ かを 捆 3 へて ホて をれ に 化 人の ことを 巧言ら 甘る。 卽- 
ち吿げ 口を さ 甘る ので ある •これが いけ ホい •子供には 子供 だけの 化 ホが わ 
6、 巧 巧 巧を とい ふ ものが あつて、 彼等は 化 等 だけで 曲 巧して 大人と 巧 立して 
むる •これは 今更 言 ふまで もない ことで ある •十 巧の 少年は 同じ年 巧の 少年と 
仲間になる 方が 大人と 一巧になる ょ 6 も 自然で あ. 〇、 をが である •をれ 化、 少 
年が 友達の 吿げ 口を する のは 卽ち仲 巧を 資 るので わつ て、 これを 大 にして 言へ 
ば 两を資 るので わる。 巧を 責 るの も 仲 問を 責 るの もキ をは 同じを 巧の 現れで b 
る。 かやぅな 子供け 『巧 ふを、 素が が』 子供で はなく、 性質のを くない 子供と 
おるべき で わる •先生から 言へ ば、 吿げ 口の 如きす おを を 利用す る ホが 先年の 
獲 巧を なめる 上に 便 巧で あるか も かれのが、 これは を 也を 巧ね、 他日 田を 資る 
がかき 巧を の 芽を がを つける ものである •小に して 吿げ 口の 好きで あつた まが 
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長 じて 資识 かにな つた 例は 一巧に 北 まらの ので ある。 

ホに 述べた ことは ほんの 一例に あぎの が、々 日で も 巧 巧の おを け 品性の 陶冶 
とい ふこと をを く 無視して むる。 これでは いけを いので あつて、 が ホけ このぶ 
面に もを きを 置く ゃうに しを ければ ならの •紙 4 的齡が 如が 祭 J 目 と 其 r , 乂闻 
巧の 必染缺 くべ からざる 道 巧で あつて、 學 がで この 道 巧を おおす る ことけ々 日 
の學 巧の お まに 盛られて むる 色々 な ことょりも 一巧 大切で あで。 をれ から、 ま 
た、 めを めもと 苦が を訴 へたり、 哀れつぽく 泣 言を ホべ た 6 する の も 化くない 
癖で わろ から、 をが では これを も 矯正し を けれげ ならの •つらい ことがあ つて 
もがが をを ける やうを ことがあ つても、 巧言を い 口ず 齒を食 ひし ばつて がへ 
忍 ふやう に 子供の 時から かへ 这ん でを かないと、 他日い ざと いふ 巧 合に をな で 
かりこ ぼして むる やうになる •例へ ば、 巧 巧が おきで 夫が 出 化する ことにな ろ 
と、 ホ 房は 內 化から 思 巧の 手 巧を がし、 ホは 巧 地から 化 言の 手 巧を ょこす。 巧 
化と 內化 とを つなぐ 巧 化は 思 巧と 泣 言との 手 巧の 化 ホで 手 一が とい ふこと にで 
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る これが 一兰五 年から 一允 1 年に かけての ドイッ人の 巧 巧で あつたが、 
トイ ッ人 々两 民を 巧 時代から 學問 ばかりに 偏らず、 克己 自制の 樹 神い 叩き 这夕 
れ てむ たら、 こんる 醜態は 巧 じな かつた であらぅ。 

これを 耍す るに、 民な 主義の 田までは 网 民を おを する に 巧つ て おを のみに な 
替陶 おに まきを 置かなければ ならの。 言の ドイッ 農の 道冀 幕は 其.、」 
多く、 こを 悉く 巧 正す る cs 《業で ミが、 敎ぞ の ホ 斜^ 一獲して 上述の 
かくを 問よ らも 巧を と 品性の 巧 あとに 巧點を 置く やぅに すれば、 少く とも 巧 下 
の お 巧の 一部は 莖 除し 巧る であ ら ラゥ 

み - 

襄い 鼠い 5 蒙ぃ磬 則 かが i 歡いか 公 かい 乃が ぃ' のでが；：；，。 

曾て •トイ； S で 气不 ぶ々 命 かで も おさ 2 よ 6 S しとい ふこと が 謂 
はれて むを、 こを 宵 少年 敎肯に 適用す ると、 不十分を 返答で 若の よろ 口 
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巧し とい ふこと になる， 間違つ たこと を 音 ひ 口せ のかと もれを なれて 何も あ 巧 
を しないの はが づぺ きこと である •ホ 円 少年の かを 口 かやうな 手近かを 巧から 巧 
ひ、 だんだんと 茸 巧の お » を凳 はする やうに しな けれげ ならの。 

周知の かく、 一九 一八 年 十一月 巧 お 十二月の ホ かに 巧して 口、 上は ドイツ 諸 
巧 S で 侯から 下は 師曲 長に 本る まで 一人と して 巧斷か 巧の ま 架を 振 ひ おす もの 
なく •誰もが ホく 手を束ねて 爲す 巧をから なか ク た。 遺 巧ながら これは 巧む ベ 
からざる苹巧であった。 これ-^><たドイツの化ホの教育が誤クてねたおホであっ 
て、 もれまで 世人の 乂 にも 巧め をかった み 巧が ぞ かとい ふま 大车 がに 巧して 大 
きなない をを 化つ て 現れた ので わる •ドイツは 今日 か W から 巧みつ けに 甘ら れ 
てね をが ら本夕 であが. しょうと せず'、 意氣 化を くを がして 0 るが、 これ とても 
一巧の 人々 の 言 ふが 化く ド イヴに を 巧がない ためでは なく、 W をに な 力が な-い 
たれで わる。々 日の ドイツは 困を 擧げ てな 力を 失つ て わるから、 冒み を 巧て 卞 
るは 大事を をす 所 巧で ないかの 化く 考 へて、 少しで も 冒な とぶ 口れ る やうな こ 
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とには 手を 化さ ホい。 ドイツの ホる が 巧は 『五 お 一み のぶ 巧が 立たな けれげ 巧 
.いては ならの』 と 言つ々 が、 世の中に これほどち 力の ホい な 巧な ことがあらう 
か。 大きな 化 李を ずるには 危い 巧を る 巧ら なけれ ぶなら のとい ふこと をから か 
ために こんな ことを 言つ たので あらう が、 ドイツに を 命と いふ お 封が 畳き たの 
も、 ぞ かを 阻 字べき まがを しく 『五？ ミぶ 巧が 立つ』 のを 待 ミな 《か 
らに ほかなら ない。 戍 巧の お證を ホ づ 運命に ポ める やうな ホは 英雄的な 化 a 巧 
つた 仕事を 爲 しがない ものである •をい と 化つ たら 巧を 賄して 巧つ て 化るべき 
で、 もれで こを 化 まに 化 巧が つく。 手 巧を しなければ 巧の るに みつで ねる 巧 化 
ホは、 五 割 一々 の 戍贷が 立つ- ではな どと 言つ ては むられ まい •助かる を 
は 僅かに 一々 か 五 厘し かなく V ホ、 巧 おの ある 人閒 ならぶ ひ 切つ て 手 巧を 巧け 
るで わらう •また、 かやう を 人 巧なら 化ず のためには 生命を 巧し まのに 違 ひを 
ぃ。 

ぶふに •今日の. ドイツ人が お 力を 巧せ ず、 な 巧に して ホが 力に ましき は、 ま 
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として 從 ホの 靑 少年が をが 根本から 間違っ てむ たためで ある •誤れる が脊 s 有 
害を る お 巧が 何時までも がそず、 を S お 果が爲 政 ホの 中に 一人と してを 胸 S わ 
る ホが むない とい ふこと にを つたので ある。 

巧 巧の 间避も 亦が 斥すべき お 巧で ある。 巧 巧 S 囘 避は ドイツ々 日の あがで わ 
るが、 これ また 誤れる 巧 少年 おを の おおで わる。 巧 少年 お 育の 故 巧が を 9 ま、 
公共 ホ 巧に 持も这 まれて 弘く おみ 渡 6、 議 みか 治と いふ 制度に ょって 彌‘ な， 
助ち せられる にを つたので あろ。 

ドイツの 巧民學 がでは 子供が 恶 なをした 巧 合、 如何にも 後 おした やうに むが 
した 6、 もうこれ からは 巧して をし ませ ふと 託び る 子供は 善い ホ 巧と 廿 れ、 - 
自ら 進んで 自分が や 6 ましたと いふ 子供は 惡い生 巧と 甘ら れ る。々 日の ドイツ 
の W 巧を 巧の ホ 生に 言は 甘る と、 かやう にキ 的な ホ 徒は 度し難い 恶 性まで、 ゆ 
く ゆく 口 較首讓 にも 上 6 かねを い 未 あしい 子供で あるが、 本を は ホ 梢に 自己の 
巧 巧を 巧め る 子供の ホが が もしい ので、 かやうな よ 供が 巧 そて 巧 巧を 巧が 幸が 
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になら をければ 联目 である。 卽ち ホが は单ス ホ 常に 大切を 性 巧と いふべき であ 
る》 

ホムとか忆嚴£^かが巧繫とが祭{呂糾^かい|§か；；^家いい誤かい最 
の 奮に 蒙つ けなければ々 らち ドイツは 稀々 なろ が货 にが ひ 甘を て 今日 
のぉ巧にぉつ であるが、 上に述べ ゎ如きを5 必嬰を6思して々を何けが 
か 巧 民を がちして 巧けば、 やがて 凡ゆるが 巧から 化が しで々 日の ドイツと け个 
く 違つ た 堅固々 两 まが 出 ホ あがる であらぅ。 

み 

ホは かを である。 今日 S ドイツでは、 おを と 言へ ば 主として かを であろ が、 
ドイツの かすは 少し ばかりな なすれば 民 巧 主義の 閉まで も 巧 巧して 差 まへ な 
い。 改良す ぺ きおは 一二つ ある。 


今日 ドィッの 争な でが へて むる ことには 巧 用を ことが 多い •化 巧 五々 までけ 
护に 立たず、 從 つてが 巧 巧 つても は r をれ てし まふ やうな ことばからで ある。- 
邮 がが がは がかか^ とで 悄 まされて りる が、 ち 族 おを の W 家で け 先づ巧 
、一 がを なめて、 巧に も 立たの ことを 生を S 頭贼に 詰め 这り やうを ことを ル 
め •なければ ならの •又、 特に 今日の 巧民學 なや 中等 學 おで おへて なることは々 
くど つちつかずの 中を 半端な ことで わる。 ど S 課目を 化ても 大巧は 色々 な こと 
が 山 ほど 巧ら & まれて わるが、 あま 6 夕 ずぎ るから ホ 巧 S 頭に 入り きらず、 が 
に 巧る のは ほんの 一部 だけで、 化って 生 健が 世の中へ 出'^ 用む おる ものけ ず 松 
で 巧つ たこと S 極く. 僅かな がみで わる。 もれなら、 學校 でかへ る ことは 何ん か 
も 大切を ことで わる かとい ふと、 さう でもを く、 生 巧が 世の中へ 出て 何 かが 門 
の 仕 ホを し V * 化を 食っ て 巧 かう とする には、 ホが でな 口 9 たこ t を 一切な 切 巧 
らず 巧ぇ て むても 巧に な 口を いので ある。 な 等を 巧 や 春 巧を がを 巧て 巧 人に な 
つた 人 巧を をへ ておして おる がょ い •學 がで 頭が なくなる ほどか 巧して ホた 建 


中で ろ 一二 十五 歲に a ら 四十を ともなれ ち 争 巧で 詰め 这ん だか？ どは 毛 ほ 
ども 巧つ て 0 ない に まひない。 かく 言 ふと 反 巧して々 つ，^ か、 る 人 もを う。 
r をれ t! さう だが、 併し、 養で を ♦な ことを 敎 口る S、 巧に 色々 な ことを 
巧ぇ て 獲々 のな になて る ばからで はるく、 更に 頭 化を 巧ら、 思ち 力 や 特に 記な 
力を 巧 ふれめ でも ある J ち SC 尤もな 話で あるが、 子供の 頭 化と いふ もの 
は、 をん なに 巧 山の ことを 一時に 詰め 么 まれても 消化 切れる もので なく、 ま 
た 大巧な ことと さう でない ことと を 選 6 分ける こ ともお 巧ろ もので ないから、 
分ら もしない ことを 省晴矢 » に 詰め 这 まれる と、 肝 ふの ことを なむて 巫 6 もし 
ない ことば 力 6 ホ そる 巧れ々 わる •巧 山の ことを かへ るのは、 巧に 子供の 頭 S 
に 巧" S ことを 詰 A 込む ためで るく、 生 巧が 他日 思 中へ 出て ホ 巧して 巧く こ 
すすに もれを にも 役に立つ か證 をみ へる ためで あるから 、不用の ことば か 
6« ぇてが ふの ことを 巧れ る やうで 口、 巧 山の ことを おへ 込まう とする 本 ホの 
寫 もを サ を？ とに なろ 子供 S 時み にわ 3 ろ 巧 山 S 込ま おたち こな 
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ぇ 切れを くて、 大人に なつた 時み にはもう 何もかもす ゾ からを むて わると か、 
ホは 一巧 大切な ことを 息れ てむ ると いふので け、 かを 巧 0 てな をす る ザ 逃 もな 
からう ではない か。々 日で け 何け 巧と い， W 多 おの ホ 化が 學 がで 二 0 も三ソ も.^ 
外两 語を ま ば 甘ら れ るが、 巧ち 巧ソ た外闲 新を 巧 巧に 生かして 使 ひがる も^は 
極く か あで わつ て、 大 あのを はを なを 出ろ と 何時か をれ てし まふ。 これ も 無 か 
々ことで ある。 例へ ば、 十 巧の ホ 化が 巧 巧で フランス 訊を かは つても、 世い 中 
へ 出て をれ をを 巧に 活用す る も S は 二で 人ん るかな しで、 巧り の 九 巧 八で 人 
はもの 巧みがない から、 巧 巧の 知識を が 巧す る こと も か ホなくて ホ がをおる 人 
人で ある。 かく も 多 かの ホ 化が 學 なで ホ闻訴 S ために 巧す 時 閒は莫 火な もので 
わらう が、 而もを の 外 W 能が 何 S 巧を もな さない とすれば、 か 千 時 閒を無 巧の 
ホ 巧の ためにが 巧した わけ でんる から、 世の中に これほど 莫迦げ たことは な 
い。 外！！ 酷を 巧 ふのは 一な 的敎 おのた めで わると' いふを も あるが、 もれけ 狹り 
で、 何を 巧つ. て も 生 巧 活用す る ことが 化來 なければ か榮 にはなら 2 のでん る。 
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がすろ にホ認 を 巧つ て— もを れを嘉 に 巧 用」 がる 人 刖け二 X しかむな い 
y にこの 少か S 人 5 たを 儿萬 八て とい ムタ かて 巧が 化ら に ホ 惑を 蒙 
り 大切な 時 閒をま 巧 甘し A られ ミる とい ふの が 巧？ わる。 

尤もみ 巧 4 ミい つ yj も ラテン 能は 別で あろ ク テン 前を 勉强 すると 頭' 腦 
•か汾 あにな り’ 物事を 論理的に ちへ る？ になる から— であるが、？ プンス 
貼な どを 巧つ た とても 違 利 意ない •ミで も、 養では どぅしても ホ 化に 
か 闻訴を おへねば ならのと いふ ミちが かな 巧 巧な ことは をて、 ミ外闲 
誠の 畜 、ミ 姑 美 切なが をん いろき ものを 敎へ 、文法 や？ の 巧則を 
おけ、 襄の 構造な どは 霸で 轟して やるべき であろ 一 化の— を充 たす 
に 八ろ だ おへ 5 けげ 十分で、 靠た ミ、 ミ 外 祟を 豎 5 て 

含が しみく、 記な しおい から、 無睛 になめ 込む をへ ぶょりも このみが どが ほど 
ない をらぬ。 言の 如くす かも 巧らず かへ S ち 違け もを 接 こ々 
す こを 棠 ず、 2 力 後で 抱ぐ ま 《をれ てし まふを 化に もなら のが、 ち 


u やうに して 致へ ると、 ホ 徒は たく 大切な こと だけを 勉强 すれば よく、 舶も 大切 
を ことと さう でを いこと との 透りみ けは おへる ホで 先に' れつて むる ので あるか 
ら 、巧し く 詰め 这 まれた ものの 中の あれ や これ やを 何の 聯巧 もな く 個々 別々 に 
記 巧 するとい ム 膜れ もを くを る。 

きがで 右の やうに して か 巧 祈を おへて 潰けば、 世の 冲へ 巧て か W : がを 化ム巧 
會 のない まには こむ で 十々 だし、 义 、化の かへ がて これを 巧 瞭に化 ひたい ホ 
は、 をな で 巧つ たものを 基 巧と してが する ま、 にが 究 をを ね、 勉强を ソ< ける 
ことが 出 ザる ことになる。 

かくすれば お菜に おがが 化 ホて くるから、 ホ 巧は をのが 問を 指が とか 巧の 他 
前に 述べた やうな 大切な おを の义 面に 巧 用す る ことが 出 ホよう。 

敢ぞの ホ 巧には 改 をすべき ものが 多々 わるが、 な 中を おが 育は 是ホ とも 化 ホ 
の やり方を をへ ねばなら 3。 世の中に ドィッの 田 民 ほどが おの 硏究に 姑ムな W 
をはで ぃとい ツて よいが、 义 、ドィッの W を ほどが あの 活用に 拙劣な W 民 も々 



い •歴慧 現を s が s 去； 延長で t、 か 治 tj 生戍し V 巧 4 史 である 
ち、 おお おを と 現を のを 治 巧 巧の 蓉 とは 互に 照應 する もので あろを がか 
をのを fs 辜 S 治 is 《な 葉 ばから を羣 かれ こわ 言つ たと こん 
で 何にもなら ない。 ドィッ 今日の が あおを は々 ミね ないから、 をの 繁は九 

おをまで？ 違らず、 畫や蓋 《爱管 ミ C もら S 棠 棄日附 

か、 さもな くば 英雄 豪が ミ や、 ミ をれ 《年月日の やぅな もの ば；^ りで、 一 
貧した f ミ 筋 5 るで 記な S ら をい。 畫に 苗で 奏寒 ことは 少し 
も おへず、 巧 山 S 日 附や冀 事を 並べ立て、 を¥ から 事 泛留的 原動力を 
搜ゥ 出す ことを 生 S 天分に をせ てを くと いふの が々 日の 近が であろ かく 言 
ふ も 酷い ことを いふと いつて 巧い がを する まも あらぅ が、 华育 だとぶ つたら 
一巧で もょ いから 證 をつ 贿說を 巧いて みる ことで ある。 雄 貝と ごば、 大邱卜 

は少 くと を 等 養を 叟ミ でを、 墓ち？ S 言 ミを、 少 くと 

む も S 分— 5 ドィッ 夏— な ミて 任じて ミまで おろ f に、 かくの 
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かき 謀 員が をが 問 お、 巧に か巧閒 おに 就いて 論ずる-が 說 のな 菊な ことは どぅで 
あるか。 これ 卽ち 彼等が 正しい おおが をを をけ でむない 豁巧 でんる。 巧 渔ソた 
教 をを をけ たから 規ん でもない 議論を する S でんる。 こんな ことな*^ 诲ス巧 あ 
をを ば S ぶが ましで、 おおをから なくても なをな 现 性を さへ みへ た 人 問な 〇、 
もソと 正しい ことを ちへ、 もつ とおしい こと をれ ひ、 冉 氏の ためじず つと けに 
立 ツに違 ひない。 

歴 あかを にがて 特に 必 がな ことは、- なぶな ことを おめ 达 まず じが 亂が じの 火 
筋を かへ る ことで わる •さすれば、 學ぶホ もを をを け、 卽ち 學んだ ことを 化 日 
が 用す る ことが 化 ホ、 おおれみ のな にん 立 0。 を あを 巧ぶ のは 巧に あ ホの が ホ 
まを かるが ためで なく、 が 巧の ために 必 がなる が訓を あぶに 詩ね、 W おのが 投 
« 度に 必耍 なるお 巧を 巧 おに ホ めんがた めで わる。 との か 削を 薄ね、 おかたぶ 
める のが 歷 おを 巧ぶ^ がで あつで、 おおを 學 ぶのは この 目め を 速す る 手段に お 
ぎない。 がるに、 今日の ドィッでは、 おたか 育に がても 手段が 目的に なつて し 
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まひ、 本 ホの 目的と いふ ホの がまる で 消 そて なくを つて &る •かく 言 ふと また 
せ 巧には これに 反對 して、 巧を を 巧く 硏究 する には どうしても 細か々 ことまで 
調べる 必巧が ある、 がかを ことを かつて かめて おかの 大巧を なみが るので 口な 
いかと いふ ホ も あらう •併し、 がかな ことまで 調べて 麽 をを 巧く 硏究 する のは 
ま 巧の おお 家？ る ことで、 世 閒巧通 5 人間に ミ 蓋は ない。 一投の 乂閒口 
歴宏 化生では ない 吝あろ 世間 一 おの 人 問が ちを を 巧ぶ のは、 闻蠢 民の 
磬サる 政局を §ろ こた 對 おする に遷 なる 識資巧 ふわ 《である。 歴 
もまた えとす るぶ" S を 出 含で 硏 巧に 巧 《るが ょく、 を S 介に 細を 
ことまで立ら乂つ てが索すぺきは言ふまでもな いが、 ドィ ッ 今日のおをお巧た 
る ものは かやうな ま 巧 家の 某 雄を 选 るには 物 足 6 々いもので、 巧を 一が の 人 問 
には お雜 におぎ、 を 巧 家には なおに あぎる ので ある。 

がで i 言が、 か い § t か 募 か： < 肾即熙 'の 誤が い載 'き •をれ、 をむ い 
ちろ もがが がが を かか？ をか献 がい 若 かいか 邮卽 ^1^。 


これを 要するに、 民 巧 主を の 巧 家では、 かちを 巧 ふに 當クて 成るべく 巧 琪なこ 
とを 避け、 大切な 巧 本の こと だけを かへ る やぅに し、 もれが 上の ことは み 巧が 
すに を 甘なければ ならの。 を 個人は 一巧の ことを 大 なみに がんで をれば ょく、 

や < 世の中へ おた 時に なくて けなら のこと だけを 巧 巧に 深く 巧ぶべき である • 
まの 大巧を 大 摘みに « むのは 一巧 的な 敎 巧の ためで あるから、 これ だけは 誰も 
必ず 凡ゆる 課目に ぶつて おめ ねばなら のが、 もれな 上の す 巧に 互る ことは ホ 自 
•の隨 念に 委せれば 良い。 

かやぅ に すれば 課目 も 授業時間 も少 くなる から、 これにょ つて 生じた 餘 がは 
前に 述べた がく 巧を やおを の陶 おにが 用し、 属力 やかが 力の 锻 がに 充を すべさ 
である。 . 

ドィッ 今日の 巧が 致ち、 特に 中等 學 巧の かを 口 甚だ 不衡 であって 、世の中へ 
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曲て を 蓋て るのに 口 少しも 巧に 立たない 〇 をの 湿 揉に 今日で 口な 魚を々 くみ 
にす る 一二つ 0 養 S れを出 VA 同じ S 化かき 得る 《で 堂。 卽ち 、詰め込. 
んだな 巧の か 讚ょりも 一な 的な— が？ 言つ ミる ので あろろ 胃の か 
讚が 入用で あると し ころで、 前に* 述べ 《かく々 ミ中霎 S が脊 にこ 
れを 求める ことは み 論 旧 ホない 巧 謀で ある。 

をぅ 畫途 半端 C せ B で 金から、 民 巧 まま S ? はこれ をが 斥し なけ 
れげ ならの • • 

み 

巧な 產 S まから ぶて かを 某 面で 改 むべき を 一 《點 SS 通りで ある。. 

現代は 物 巧 文明の 時代で あるから、 ドィッの 學 校で ホ だんだん とか 巧、 物 
理化 まな どせ 漂 ホ ま 科に まきを 置く に？ 《のは 當然 で、 工業と 化學 とが 
みを 言 ふ 世？ であら、 少く とも かなで ミの 二つが 日 墓受？ 巧 ぞな 寺 


巧を をして むる ので あつて 化れば、 ち 巧に まきを 置く のス必 がで あらう が、 一 
板の W お敎 育まで がだん だんと これにな 頭して 他を 顧みない やうに なつて はを 
おで わる。 窜スー 板の おおを をは 巧が ょりも 精紳に 巧き を 超き、 修 みに 力を 入 
れ 、物理 や化學 などに がいて は某摊 的を こと だけを 投け るに 化め、 審 門に やり 
たい ものは t の學 巧で が究 する やうに すれげ ない。 さう しないと 化 A でもない. 
ことになる。 W 荣闻 民の 存 がが 展を 巧す る 上に 於て け 巧 術 も 化 S 化の 谭 問ん 火 
切で あらう が、 をむ ょりもぶ に 大切な のは 人 問で ある。 物理 や 化學に ばか 6 力 
を 入れる とこの 肝 ふる 人間が お ホ 巧な ソ てし まふ S である。 特に おあかな に 巧 
きを 置くべき は 言 ふまで もない が、 この 巧な、 ホ 代の V リシ ♦や。— マの が あ 
をが へる ことを 閑却して’ はなら の。 口 — マみ のかき は、 をの 大 がを 化しく みが 
すれば、 巧に 巧 代の み をらず 永ぶ の おかたりなる 立が なが 訓 である。 V リシ ャ 
文化の 理 おは 典型的に 美しい 巧 術 作品の 內 にぶれて むる が、 これを も おお 甘ず 
重視して 良く 生 巧に 敕へ 込まを くて 口なら の。 ョ I 口， バは 幾つかの W に みれ 
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て、 を sw 民と 巧 民との 問には 色々 を 差別が あるが、 ブシャ 人 や" I マ 人と 
巧 等 ドィツ人との 問には 同じ 人 巧と して 血の 巧 りのある ことを なむて け. なら 
ぬ。 お 千年 S な 月を 隔てて むても、** リシ ャ 人と ゲ八 マン 人との 間にけ 切つ て 
A がれの ものが あろ。 今日の ョ— 口， パの 文化は がする にこ^ ザ リシ 十 人と ゲ 
八 マン 人と が 政で が S な 月を おおして 巧 共に 協力して 逛 りあげた もので、々 日 
世 ホに おき おつて ゐる闲 巧 义化阅 でも 半を はこの リシ ャ •ゲ^マン 文と りぉ 
持と い ムー乂 目的の ために 巧け むてむ るので わる。 

おおして 胃 ふが、 一が S 闲 はなを と 特殊の ず 巧が 巧とは 明 贿に區 別し をけ が 
ばなら の。 今日の す 巧なず は ホ 巧に 晚 がして 财 神の 奴 练 たら 乂 としてむ るか 
ら 、かく S 如きを がけ 一 胤 張- 〇の がかを 巧 肘す るた めに も、 一殺敎 巧に りて 靑 
神に 垂 きを 置き、 修みに カ ミれ る必 架が ぁろ い备 い 斬い 賢が 卽 
ぁをから ず S をが へがぃ がが 忆 が、 て、 は、 も^^。 皆 貧が 農が でが 
く 利己的ミく'、 巧^がかかに^ i 2少 fiJ 養^^ J ^ J ,^かかが、へ心がツ^かが 
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大 括、々 日の ホ 円 年 おちなる ものは、 立み 出世に 必 おなか 識を巧 年に 授ける,；^ 
とを なて 第一の 目的と してむ る。 もれは、 謂ム 巧に 化れば 『巧が は 他日な をの 
を 用を 一貴に ならむ ばなら の J からで あろ 航 して、 このを 用な 一 貝に々 ると 
いふ ことは、 世の中へ 曲て 月並みな ぶを で ホ 巧して 巧け る人閒 になる とい ふこ 
と、 板の 食 ひ 口 C れ のない 人閒 になる とい ふこと である。 义 、两家 とか 闲 おと 
かに 曲す る教 を も 其ゼ淺 巧で ホって むない •元 巧、 两条は 一っの 形式に 巧ぎ な 
い W であるから、 これに 人閒を 引きつけ ホは 結びつけょ ぅとして A をれ はな.^ 
しい •お 式とは を おの ことで、 を おは 巧れ 巧い。 耐も 、今日では、 前に も 述べ 
たか <「w ま」 の眞 の 患 表を かる ホ S が少い S である。 を こで、々 日 巧 巧の 『爱 
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晏育 J とい ふやうな ことで あぶを 巧す やうに をる 〇巧 前の ドイツ. では、 が 小 
ので 侯を が く お. 〇 上げて ち を 巧め KJS を々 きこと とし、 ドイツの 巧の 窜 
人を をぶ ことな どは す？ て 顧みられな かつち をく 無々 別な かを をした も 
のでち 化を 話で あるが、 わ 巧で ドイツの 一 お 置は ドイツの が 史を始 を か 
ら のとい ふこと になつ ち 度を の 大筋を 搁ん でむない とい ふこと にを つたので 
ある。 

をうる お 育美け 《置が 襄 S 度 本を s ' 管 fvs 民と して 瓷お 

する がかき は 誤んでも がられの ことで、 がられの のがを ス當 巧で ある。 网 民が 
をを 巧 ふに 常？ 气 通 表 歴史 S 中から 常 《人物を 巧寞ぶ 別な く 化り 
たて ホて 無雜 かに 並べ 立 ミこと を达 、少 かの 偉人を 抽 きがして、 ドイツ 
两民 をし ミれ こを 置を 植の奢 甘る 大人物で ある ことを からしろ 巧し く 
巧を せしめて これらの 人物を 中 ふに 曲 おさせる やうに しな けれげ ならの。 巧 
るに ド. イツの かを 口 ちれを なれて ねた。 眞に 偉大なる 人物を 運ぴ闲 しで、 W 



124 


民に これ こを 卓絕 甘る 闻 民的英 がで ある ことを おへ、 巧 民の 化を を これにち 
ろな て闻 ちの 威 情を 統一し なければ ホら の。 がるに、 ドイツの がをはを を 
しな かソ た。 人物の みならず 闻ち S 海が に 就いても 、町-にを々 な 事件を お 列す 
る ことを 化め、 网 民の 义 をと をるべき 偉大な 事 巧を 特 摩しで 闻に のが 持を なめ 
るに 巧むべき であるが、 ドイツの がちけ をれ をし なかつ た。 兹 らく、 戰 がの ド 
イツでは 、かくのかさが 育は 偏狹 なが 他 ムを斯 るを 闻ま義 としてが まれな かソ 
た S であらぅ。 恐らくけ、 モ を中ム S 巧 純を 巧闻 主義の ホが な 便で、 巧 民の が 
烈 をが 持から 生れろ お 熱の 义は あがと 思 はれた ので わらぅ。 モを 中' むの 巧 W ま 
まで お 巧して 置けば、 两 民は いつでも 唯々 として 命 かに 化する から 御し 易い 
が、 巧 民の 矜持を おにして 敎 をす ると、 闻 民は 何時か 上の 言 ふこと をな か 如く 
ぶる ぶれが わる。 壬 室中ム のを 巧 主義は お 局ち み俱樂 部のを 巧に おつて しまつ 
たが、 两 民の 巧敎は 一 をび 點乂 甘ら れ ると 何 所まで 燃 そる か 巧 測を 許さの もの 
が ある •冉 民の 巧 熟は 巧 梅 S 如き も S で、 ホが 采 つても をの ま、 にかく おな々 
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ものて はない。 卽 も、 w 民の 矜持を 中ム とした 巧两 ままに 口て 宰中 ふま 義 ホに 
とつて け かやうな 危 おが ある。 巧が の ドイツを 颗が巧 民に モを中 ムの巧 两ホ箱 
を ホき 注んで 闻 お^ 矜持を 中ム としたを 闻主 まを 避けた のは 常が のこと で^ 
る。 ぶ や 無事の 時なら ば これで もをから うが、 何時か 巧 ザが おきで、 砲 巧け め 
お# ちに# ち 这づれ 、巧 瓦斯が 巧 巧に 滿を くみう になる と、 巧 闻ふも 根本から 
.試 おを 巧け てを 5 廣巧 をを がせざる をが なくなる 。がるに、 戰 前の ドイツ 巧 W 
けをにもかやうなこiにおひ到らなか：；^ たぐ-^しい。 世ホ戰巧でドイツが敗ナた 
の も お 財は ドイツ 9W 民に が烈 なが おがな かソ たからで ある。 常 时のド イツ闲 
お S 問に け、 ながやで 侯 $ ために 化を うとす る；； か 持け お A どなく、 が も 闲お中 
ム のを 闻ムも お ふ どな ほ 未だ 目 ざめ てむな かリ わので ある。 

ドイツに ホ 命が をき、 をれ と共に f 宰中ム のを 闻 ホを も 地を がつ てが 巧に も 
化^れな くな ソ てからは、 おを が ザは 目的を 令く 失つ でた < 物を かると いふ だ 
けの ことにな つた。 巧せ の 共 巧な 巧は W をに 巧 W 巧が のな くを つたこと を 少し 
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も# ひとしな いが、 さらと •て w おは 共 巧を 巧の ぶふ ま、 にもなら ない。 闻はホ 
義 のが 巧し つ、 ある々 日、 てま 中心のを W ま 装の 存立し がる お理 はを いが、 闲 
おは 現を の 共 巧 W のために 巧 A でも おいない と いム乂 持に も なれない のでん 
る。 ドイツの 两 おは 四 年 牛 も 巧 0 みが、 おし 『共 巧 WS ため』 にと いふ いでん 
つたら 誰 だつて あれほど 長く 戟 ふ； おには なれな かつた であらぅ •これは な ふが 
化のを いこと で、 共巧蜗 とい ふこ S を 巧な を 巧は 巧 先き に 巧 巧から ぶげ 刖 した 
巧 中が 巧へ たも S である。 

が 日が ド V ッがが i - Se 宗 かが 取が がが、 ぃ公 'で； 5 V いか i いが い みい 

ひ、 が±をお讓する巧おをしてむ^3かいでが；0。 ドイツ共巧巧はがな闻に巧け 
がを い •が も 他人を 利用す ろ ホに とつては 巧な の 方が 破が 巧ょ らもが しおい か 
ら雪れ ミと 同じ ことで ぁる •をれ ち •い 4-?. がか かか 骼 いかい かが' ぃい」 
ぃ户 とが、 こが ドイッ おかかが t *. イ^が 心 V つ' てが 备い かがで がが いい 
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.ふこと で わろ fs ドイツ 置を 奴な 《地た 置かぅ として & る。 が も ド 
イツのを 局 S かくの かき 祝 合 S 言 ぶ 題に ホつ て ミから、 斯島 にと 

つては これほど 護な 惡 2 求め ミ 度 がらを い。 3 れ ば^を ドイツ 共 か 
S 受 "曲に をけ がを いので あろされ ば こを みみ 闻 とい ふこの 奇お 々代物が 
今日を ほ 存立を 給け て ミ 《ミる •從 つて、 其の 養 ままの か W 々どけ々 日 
の ドイツには 求め ミ 無 巧で、 なか 常 おはた 占 巧な 岳ろ のが 持 おに 『養』 
を 叫 營て滿 せし ミミで あろ 葦 これらの 巧 持 も 血を がて 慕を 守らね 
ばなら 3 時が 巧れば 忽ち 脫兎 S 如く 逆げ 出す にみ つて ミぅ。 . 

民望 義 9 SS 民 S 窒 に戰は § ならち ド— ズ ホの 誘な ど 
に ょ ソ て 僅を 室」 5 妾を おけ ふとす ろか かさ も？ ろて パを らち 
民望-ま S 5 今 ミ 共み 夏 巧 か 養に して 巧みない ところの ものに ょつ 
ではなの 室を 两 ら、 W まの 巧觀に 巧め をを らち 化 ふに、 我等の 追ポ する 
民 巧 主義 SW 家は 形式 內 容共に 巧が 無比で あるから、 化 闻の巧 妬 藻 導は を‘ が 
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にして 巧 抗巧慧 を‘ をる ものが をぅ。 これに 對抗 して 闲をを 巧 術すべき 
手段 ロタ々 あるが、 就中 姑な の 化临け 武器で をくて 闲 氏で わ 6、 旗 化の が 職 ご 
なくて、 あ闲 のぶ 誠に なれ、 が烈 なる 阁ち的 感激に が ゆる W ホ 5 人 お-でもる。 

な t 述べた 所から 考 へれば、 知 だぶ がで 考 おすべき 望 為は ホの 管で 
なくて はならぬ • 

技巧 ホ義 S 网夕 ては 學 閒も阁 おのりが 心を 商め る 手段でなくて けなら の。 

巧に 世 巧 ぉ ぁを が' へる 巧 魚 かむ を、 か；^ か賢觀 かい 於^ い如 、へ；； 祭 
にも まら W 民 S お 持を 桶 おする ことを なて ホ 心 としをけ かばなら の。 W 、 へ^ 
ホる が 明を のこと を說き 示す おな には、 この 新 明^い 偉 火た が哪^ いが、.^ 

ぃ如^ぃ’ィ’ッ ^で、ぁか、み、 |&泰繁^5;::^が：；>'に賢か辭：^ぃが、 ぃ/ぃ 
- %苗聲'てがが、5|£ぃ％公；^'で、ぁ、る。 がが、 4か貧む取气に，节 

ぃて說 き 示す 巧を にも、 巧に 偉業を 歡 なする のでが く、^ 一が 紙 取^-が がい^^ 
つ力を胞^^^ゎスことを巧摘して、 かく5かき齡人をを.^ろことの卽い-齡ツ 趴 





の^^ い む、 を^' s 襄寡 を。 たかが か？ 家 かがぃ 
'た^^^^' ぴ 、曲し、* 民が、 を 聲 をを^ 腎 款^、 るが^、 こがが 

年を な 育す ミを 蒙で かぃ；，' は い' の • . / 
と^ ミ やぅな |をお ミミ f f I する こ 

脊 置を f I を f 寒 辜 if 主 ま 

5 f と.. をらず、 摩 杖を 卒業す る 時に 義げ霎 かい 心 か でかを い^' ッ 
人に ホつ でなる に 違 ひない。 

置の 巧 Hla ? であ f 、 若を 某 i — ぽ であつ 

目で ある をれ か 5丫ィ ッ 人を 養成す るには、 まだ 頭の 固まらの 子供の ラ 
卜 7、 プ •人と 料べき 錢則 をを ミまねば ならの。 卽ち i い 5, {いか 

ors "% 或、' 石ぶ— £ r - s 家を る 

^ て、 ぁ' る、^'々^、 で' もがけ 《ぃ、？.^^ 宗 か、 と、 ぃ 、を 若い^が か 
く を 令 を巧なが 《 だ かろかか ；， Jii 'でかがいい ；，款片 かか { い ；；^,か 
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にを 闻け ありがない。 巧な を唱 へても たく をれ だけでは 何にも かいが。 をが. が 
けで を闲 ホと いふ ことは 出 ホの。 を闽 ホは 健を なる 闲 にの なな 維持 八た め か 
命を 脂して おいざる をで なければ な 〇 の。 併し、 阿を 巧し、 をの 閒に的 一人た 
るを 謗， リ がるた めじは 网 巧に 化づ べきみ みな ど 一つ もな く、 闲も闲 心い あ^ To 
になり、 兹 るに 化る ものでなくて けなら の。 が おの ー ホが 巧 W 的 ど A あに 帅が 
しホ は のがし て む る ゃ うで が 、 が ^い 紙惭 V が炒し、た、く、も^が か 、ぃ が がい 
う。 树 おが 一人 巧らず ム 身共に 健々 であれば、 を S 時に みめで をの 闲 がが、 一^ 
たる 菩 びが 白ら を 人の 胸中に 诚 き、 をれ がみ 第に 巧 まつて 所削闲 化の が 巧と が 
すろ ななな 威 おにを る。 腑 して、 また、 こ W 龄新か 巧が いど 恥， い 秘^‘ が wir の歡 
する 闻 民の 偉大をから がる ホで ある。 かう いふ やうな ことを 子供の うら かいが 
へ & りので^ が。 

かくの かくに して 闻 ほのお 持を 中ム とする を W 主義と 化み 化 茶と S 刷 かした 
觀 をを 子供 S 赃视に 巧を つけて 置けば、 艦て 留を をし、 を S 闻’以 S 一人が い-. 
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かか 緊賢が れ 'てが' る。 ill ' にがが い 、晋 かが 心い' っ；， w いが 

、巧 代の 备 'は 露が' でが 驚か^が かが f ;— 吕 己。 い狀 かを か A - 
^ 口人 閒が篆 かにな CN て'。 ぶい' で；^、 る。 捧 W 柳' にがが いいジ いいか 

、ふ^ 苗を、 く、 家/々 一/ぃ^； 4 繁も ろ。；」 4 む：^^ 祭い かを い 
ふ、 ぃ^閒 である。 & ツ； •いがい、 ：5 泰繁恕 i： 心聲對 かか 影 如い 
'の 莱を るい wi か； J いで 之 かか ふが 餐 •はが、 ぃ がか、 い W 家い' 占 
'ヒス r、 入ノか 数み 獸 い； r/ へ S が V で' けが V か。 が い蘇い 和い シ_^ 
となく、 &いかか^^4蒙か家賢磬い」、こ^%:0い'て'&'たい.、 をかがが 
か^が 货思を 裳かジ が' でが い V . f I 
か备影 賢、 一 か 繁い那 •影 心い い、 て' ゐ 、る。；：」 か i:| だ歡い かがが 
こと 'P ある ぉしな ほな ひ ありと.^ れ沪、 れ备緊 がが •ご」 か 龄か庐 

もを、 7、， いを 器、 い V 、 か 紫' ュち篆 か、 い」 'ぃ 
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ム ことで わる。 

^ ュ が；. 心い wkki 备 が' る ジ かを か赛 かが 藝が がが 抓 
賢 かジ にが' ひ？^ ぃ 。い i が襄 かを がが が' は歡 か。 廖 、かぃが：^ い， 

か軒^^&へ&ジ賢い&^^い、ぃ祭祭てに夢をが4:ぶ若が；^'。 

寡が かが が、 て い賢 皆^が！ が^が か^ 做い- がが y 

W おで ある。 

み 

5 r 若 漱ぺ震 V こ Vg が^かが がが 备お i 警 i 公 かぃ ジ；； 0;- ぃ み 
がジ が、 哀霎 wi お篇 ぐが か^がが がい 伊が を かい 茶 皆、 影^ 
が以、 ■^證かか心§赛^,|が5^^^心^?./る'にが'る。 か、 蒙か秦かが^ 
ては、 おを のま 化は 人理 巧を や 人種 巧 巧なる ものを 自明の み 能い い^み かか 勝 
かに巧家ち いのぉ貧か.^かい11?にかジい$0ツ^.|い5|^が、へが、ぃ。 か緊加 
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•は菱|くてが；^:^.がが、 誤募でかい；，がかいで 誤がか；^が'てが、ぃ 
ぶ、 •ぶ、 をぃ かぃい かぃぃ か、 ぃ' ぃ^ ぃぃ義 H か L が •へ •る" へ 

きで、 こ ミと を，！ 兵に 蒙い 气 るみかが、 一 各い か' っ' てが かいか。 さもな. 
ふト ィツ 民 S 存を 保つ こと も棠な けれげ、 文化 《向吉？ こと も 

巧 ホ 成ので ある。 

热て 生物は 白 己 保を の 本能と 其に S 黨 S 本能を 有する ミで あろ 人 巧 
タミ 例に 巧れ ホい。 をれ ち 走を が 宵を 巧け、 どんを 轰 なを 推 や 頭脾を 

作つ‘ て も をれ々 巧 巧 保存の 本 おを を 巧す るに 足 6 ない ものでは 何 こも々 ら 3 
ので ある。 

今日で も ドィツ人は 淺の 文化の 肥 巧になる 人間 だとい はれて むろ 巧に 3 
化で 萬な ことで わろ か、 世人 はを が 如何 S とべき ことで あるかをから々 
ぃ。 今日§賢{^一か^^かがぃ；.、 •ぃ；；：<かか蒙をいが；/で解'に 、 
移ら、 歡 い 驚い、： か is , 仁；/ 一が；^ が' るが 备 •て V がぃ 
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ドイツ人が 一人 巧る だけで あるかの 如く 考 へて 平；；^ であるが、 ょく 考へ ると、 
これは なかなかを なをらざる ことで、 ドイツ人が 他 巧が 肥 かにな つ^-がい 巧 一一 
ぃ V ぅ 'で 'け： ぃ； 4 か 歌か龄 かか 妒歡 賢' て' むぃ KV •ぃ；-；: < 
け 糖て 贿 がする にかって むる。 ドイッ 人の 化か 他が がが が 化と 龄が沪 、"卜 、イ V 

Vs i S •がが がが 驚かが が 祭 k ' 上 ド V グ^ 卜 V ッ公 紫で がが が Vi 

んと化 下す るげ かりで あろ。々 日、 ドイツの 子女に 民族の 化の 純が を 維持す る 
こ‘ との 必 がなる 巧な を 十分に 敎 へて 鼠かない と、 他 閑の 义 化の 肥 かになる ドイ 
ツ人 がが ホな •多くなる に 違 ひない。 

稀 巧が# S 巧 前から 人佛概 をの おおに 帖 目を 卸く がが も、 が 後が 化い がが 斬 

&か& で 皆 i が i 祭が ぃ i : ぃ；-;.: 繁蘇取 賢 かで 寡；：？ 

が 心が^ j 。 

夕 
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ほ窒蒸の闭がにが^-^は、 がかで繁がツが和：むが'の繫：/ぃ：^'こ：，^が5^ 
た 大切で がが が、^ に备 w&i 繁と 'S 和い 备 がが？^ 心々 な 
でけ こ Q 大切な ことが 巧.^ 答ら れ 、一 お忆 商等敎 巧を 巧け 梦ホ はな ホ窩ホ 
の 子ぞ」 いふ ことに なって むて、 本 クオ 能の な 無け 二の ホ、 一二の ホと せられ 
てむ ろ。 委 、入 即の 才能と いふ も S 他と 比 巧して みて 愛でを の ホ 無乂小 
の 分る も S であろ。 何 代も攒 いたな 寡 や 巧 岡の 子 ホより、 お 巧が なく，， 巧 則の 
邸に 於て け夕 ってむ て も、 巧 蘇 子供に が？ 才能 S れ たろ のな ミと ホ 
あろ。 蟲 S 子供け 色々 なお 育を 巧け、 巧 か々 巧 巧に むろを、 f な 印を に 
接し 從 って 柿* な 5 か識 をみ て， Q よぅが、 をれ と 才能 美.^ とけ 何の 關係ホ 
ない おし、 才 能の ある 巧 桃の 子 化を っれて ホて、 早くを なをの モ 化と 同じ 
に 巧を 巧 巧に 置い 《ら 、ミオ 能は 旧 かに &巧 時とは まるでな 違へ る やぅな 
ものと な？ 巧れ るで わら ラ。 を 5 かく 請 S 巧 無と 才能 S 襄と E 別で わ 
を、 今日— Ms 別が 明 朦義れ 、門閒 5 問よ 6 A 集 《天を 物を 言 
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ふぶ 面が をら くな ほ 一っ あぶ。 卽 もな 術で わる。 こ、 では 「巧 ふ」 ご ー ミ ne ス •こ 
とがが ホず、 何から 何まで 天 典の イ能 にを せなければ ならの。 勉强 する のは こ 
S 天 かを 十み に 伸ばしを てるた めで わって、 本人に お 巧が な けれげ、 おがみを 
持つ てむ ようと、 化 所を 持つ てむ ようと 巧に 立たない。 こ 2 ホ 巧に 巧しても、 
天み とい ム ものが 上が 社を や 富を のま 巧で をい ことが よく 分る。 ホス ホ ホの 偉 
大 をる お ホ 奉の 中には 巧 巧の 家に 生れた まが かくな く、 巧 姓の 小が で 巧に K に 
として 永く 义 巧を 黑 口れ るに ちつた ホ も あるので ある。 

かくの かき 事 巧を ぶてみ ってむな がら、 これから 巧け る お訓を 今日の 誰もが 
特が 生活のを おに 適用し ようと しないのは、 要するにぶ 虛 々別が 巧い からで あ 
る。 中には、、 成る 程、 巧 術の 方® ではを のをら でも、 所謂を 巧 S ホ おでは 必ず 
しも さう とけ 言への と考 へる も S も ある。 世に 口 動物を 則らす に 巧みな ものが 
あって、 巧 口な 巧 犬に まかを 巧を 化么 むが、 これは 所謂 訓 がで あって、 龙 犬が 
なを 巧ぇ るの 口 巧 も 理解力が « 達して むる からでは をい。 人間の か ぞ にもが か 
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にこの 訓巧と 似 《もつ か ある。 人閒に 色* なか 誠を 巧窝忆 むの が をれ 
で 人 問 口を によつ てまる 程度の みがに 達 おる。 どんな 人間で も. 才能の 
巧 無に 构ら ず、— の 力で 幾らか 畢 問が 叟る言 になる ろで あろ 併し、 . 
かぅ して？ 《か S 犬 や 猿 S と 同じ ことで、 本ク 理解力が 街いて 巧た も 
のでは ない。 卽も審 A 魂 もない か識 でかる。 ホ 寒 人間で*、 先 案つ いて 
ミ 犬 やお を 望む 言に 化を だら、 巧 通 平凡を 人 閒&ま 物 f にもな L 

よぅがか 5 してが 《知識 巧 巫す るに 巧 物 でんつ て 結局 何 《巧忆 も 立たない。 

巧 A た S をし ミる 人 問 t ； 生 さた お 引 じは な パる かみ 資 《が、 まさかの. 巧 
合には 5 狼奶 する のみで、 人生の 錐關を がらが ける 術をから て 何 か 巧ん る 

每に 他から 幫を 琴な だ 皆 分で 為皆窠 な^。 でて や 勇を なて 
人 S 進步— I 葦 5 など ミ ふこ 占 思 著 よら S ことで 吏。 掌る 
に 送 的に 詰め 香 だか 識 g に 立たない ミで、 こんを 知識を 持つ ミミ 
ではせ い ザい 今日？ ィッを 巧 S たなれ るか S 本ので あら ミ 


巧 8 


阅 はの 日常 ホ活 にはを々 な 部 おが もる。 巧 お s 中には この 牛 巧部而 ごとに 才 
能の もる 人构 がわる であぐ J う。 これは 一一 一け ふまで もない ことで わろ。 义 、知識 も 
火が でもる。 巧 ふだ か識 でも ネ 能の ある 人物 かこれ を 利 川 すれげ 化き で ザろ。 
これ も ホ 苛 ふ でも々 いこと である。 而 して、 こ S 火 切な か識と 才能と が おび 
寿く と、 なにみ めて 巧 削 S 化 ホが 出 ホる やう じなる ので ある。 

ホ 能 S ない 人 閒じ愧 が 的に 知識を 補め 达 いのけ、 お 巧と 訓練と を お 同して 人 
問を 動物が ひに すろ ので わろ が、々 日の 化 問は をれ ともなが つかずに 大きな 即 
違 ひたして むろ。 例を 巧げ て說 明して みょう •近 巧の お 入が 誌な どを 化る と、 
どこを このぶ ふ 切が 巧 巧を して かめて 辩讓 ± になつ た、' が 帥に なつた、 いや、 
化师 にを つた、 音樂 まに なつた、 とい ふやうな ことが をいて ある。 黃迦 巧ドィ 
ッ 人け これを 見て、 成る 程訓 がと いふ ものは 不化满 ホ もの だ、 こんなを 妙な こ 
とを する、 といつ てを 日の がを 巧なる ものの 巧 力を S 嚷 すろ。 ところが、 何 ど 
阁 らん、 なにも ユダャ人の おがな 陰謀が がんで むる ので わる。 ユダャ人 はを 两 



巧 9 


の闲 はに 人-が S ホ 等を 哉いて 民 巧 <5 差別を 席； S ； 3 甘よ-っと して ， Q る •か、 巧ん 巧 
でィ动 がさへ 巧ければ 化 邮ゃ辯 誰 ± にも なれる とい ふのは、 つまり、 この や 等 
の說 苦-」 いこと を 厳 明 せんか 《めに ほかならぬ 《で おる。 を ほどを 霞 
し/前け 4 い々 々日の フ八ジ •ァ速 中け 辄廢唤 がして むる からな 面目に 考へ 
てみ よぅと も 甘ずに ただ 晚 心しで むる。 おい W のみ 化で けない。 優 巧々 文化は 巧 

に 居す ろ嘗 S 人 叫か 文化 養に ふ 3 ミから 送 遇を 黨 する をがない 

々日 技に 近い 鲜 人を 辩讓 ± な どじ 化 ホて あげよぅ とする こと 円 贈が けがで. り 

ろ裹奚 々を まけて ホれ 《掌が、 蚁巧 た人閒 がご；， ァの巧 さな 

牛 巧を なさざる をが をい々 日、 ホ， テント， 卜やズ I レ— のず 一心 卜 -t 巾 ，^^ CP 
にが 立で ろな ぶは 術 かに 天な に 反すろ ことで みる。 何故かと いへ で、 ホ， テン 

卜 ，卜ゃ •ス - T をが 帥に 化 立 V * ミ £ 鬼を f 化这 けで 商 じく 訓練で あ 

つて 巧 S 巧 巧を さ 甘る 「おを j ではない.^ らでんろ。 をれ ほどの _ 巧が •かもつ 
て 巧 " A 巧を 部な する だけの 巧 力を 文化 段 巧の す ホの か 巧に 用む たなら で、 を 
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のな 果口千 巧 も 巧 巧 も 大き々 ものが ある だら うし、 如何なる 子が でも 黑 A 巧と 
口 比 巧に ならの ほど 巧く 敎師 にを 〇、 牧師に なり、 辯 護 ± になら 将 るに 違 ひな 
ぃ。 

お A 巧が 巧 阿を して 辯を ± やか 師 にホソ たとい ふのは 今のところ まだ 例外で 
あつて、 ざら にある ことで ないから 巧 巧 もが ボ るが、 今日の ドィツでは、 な 等 
敎 をを 巧け がる ホ 必ずしも 才能 やお 巧 のん る ホとは きまつて わない。 これ 巧忆 
が 巧すべき ことで ある。 年々 夕か S 子 ホが ス能 もない く 甘に 高等の 巧が へ おん 
でね るのに、 他方に ロタ おの 子 ホが 才能に を 3 れ てむな がら あ 等 かちを 巧け る 
ことが 出 ホずに むる とい ふ 巧 態は、 ちへ る だに おへ 難い ことで ある。 これが た 
めに 田を W 民の 表る 巧 失は からかるべからざる ものが ある •近來 まがな 货 明と 
い へげ 大巧 化 アメリカで 巧 はれて ねる。 これにけ を々 な 理由が あらう が、 一つ 
は •化 アメリカで 口 3 I p ， パと まつて 下層の 人 巧で もち 等敎 ザを をけ る こと 
がを みで、 化つ て 才能を 十 かに 伸げ す ことが お來る やうに なつて むる からで あ 
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らミ 、 

獲 明は 詰 《这ん だか 證で柏 ホる も 名な く、 才 能で 活_^ し 《み 證ょ与 口で 
ホら のがる に 今日の ドィッでは、 をぅな か 讚に まきを 置かず、 透で. は 
い 就を 化 6 さへ すれげ ょいと 甘ら れ でむる。 

力く のかき 點化 6 主 まの かを も 巧 巧 主 まの 闻 までは 排斥し々 ければ々 の。 
^ 巧 ま 寒 S 两が宗 i が' るか 斯龄 かいぃ 心が で 祭 か；^ 繫 がが 於ぃ も- 
れ をして ま K お 《らしむ るかき がが 备 作る ことなく、 か 如 如 和い^ 

呼 かか i がが を ぃ、 ちて か齊磬 い；^ か；^ むな、 け' をを 

ち 夏 畢 巧で ホ S 子供に 一 かの— を 化すの みが 巧 まの 巧みで をく、 よ 能 
の ある まに S をれ 相 ま 5 高等 敎ぞを 巧け がる やぅに 化 6 計つ て やろ の も闻 ホの 
資巧 であろ 階な や貧宮 の 差別を 岡は ず、 イ 能の ある ネロ 誰で— 商を 巧まで 
行ける や ラ S 家 道を 開いて や 世と が 特に 巧を で わる。 これは 民望 まの 
圓 sir して 果 3 な だばなら 2 任な で おつて、 これ さへ 果 を、 H まゴ ミこ 
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も 立た 2 物識 6 連中の 支' 山を をれ て 天み の 豊かな 巧 導 ホ トーが しがろ みう になる 
に 達 ひない。 - 

闻荣け 上下な な- 3 別を！！ けずよ 能の もろ ホに な 等が 巧 -3 門 户を閒 めす， へさで 
わろ とい ふ 理由け 化に なほ 一つ ある。 外阐 でも さう であるが、 おに ドィツで 
は、 所销 知識階級け 化 等 だけで 岡い なを 作り、 を S 中に 阳ぢ 班ソ て、 4 ろで 化 
巧^ やうに なソ てむ るた め、 一股大 ホと い 一一： にかき た敞 絡がない。 これにけ 二 
つの 巧 善が あろ。 ホき た 聯絡がない ため、 か識 階が じけ 火 ホに 對すス 理解と W 
梢と がない。 これが 弊害の 策 一で ある。 本が、 か 誠 階 おは 闲化乂 かい ム理 を现 
解して むろべき も S であるが、 久しく 火 ホから 離れて ゐる ために 火 ホ' $ 喊悄が 
分らを くな り、 今日では 大衆とは をくな 的ない も 5 になつ てむ る。 をれ か •-"、 
また、 乂 ホとの 閒に 生きた 聯 おがな く、 •彼等 だけで 隔離した ホ 巧を してむ るた 
めに、 か證 巧な はが 時の 巧に か；；^ も ムも躲 くを つて & る。 これが 巧當八 巧 二で 
ある。 W 力の 觀 では 何とい ソても お朴な 巧お大 ホの 义が巧 入が の やうな 知識 附 
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をょ らも 巧れ てむ ろ從 ザ、 學 閒の觀 でち イッ 人は 人後に が もなか ソた •か、 
をれ だけに お 力が 菊く、 度胸が せらを くを つてむ た。 例へ ば、 ドイッ^ 政が 良 
には 『學閒 j が あれば ある ほど 赏行 力に 缺 けた ものが 多 かつち ドイッけ 节 
戰 巧で なけた。 こ S かを 上 S 備が 十々— かつた ためで も あるし、 遮が 
充 巧して & なかつ た S でも わを、 かや-っ々 手が ちが 棠 たの も、 ザな け當 
ドイッ S かまに 齋 がか か梦 かか かかい かいい、 說 W かい 如 
ぎる ホが 夕 かつた ためで あろ 學閒 S ある 人刖 とい ふ ものけ’ 色々 な 知 融卜曲 
に 詰め 这ん で。 ろが、 多く" 健 令な 冀に缺 'け、 ホに 常ソ てか斷 •かつを、 ぉ 
力 もが 胸夕 4 いイ ので ある。 世 ホ 戰巧は ドイッに とつて け W じ 述 命を た 
る 巧 S 戟 巧で あつた。 がるに 常時？ イッ 宰 かは 巧を を ひね A てむ ろ 言 
な 菊蟲 でち つた。 ドイッ 貸ぶ ふ 如き 躲蟲に 率 &られ て 化 S 興ぶ 帖乂 
だので ある。 化かと いけざる をかない。 若し、 かの ベ— 卜こ •ホ； 王 二 
代らに 巧 策い 坦 しい 蛛 人に 率ゐら れてゐ たを らば、 一兵 衷册と 雖ん無 拱 こ 
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は 巧れ ず、 巧爭は あれほど 巧め々 お果 を吿げ なかつ だで あらう •をれば かりで 
はるい。 十一月 ぞ かの 無が 巧 どもが あの やうに な々 とぶ 巧を 收め 得た の も、 ド 
ィッの おお まを なて 巧ず る 連中が 知識げ かりを 詰め 这 まれて 度胸に 缺 けて むを 
からで ある •卽ち ドィッ S 巧 謀 まが 知識の 偏 巧に 巧 ひされで 短柔に 流れ、 闲ぶ 
の 巧 力を 十分に 巧 用 甘ず、 をろ お 袖に も 制 巧して、 破ホ戶 共ので めに ぶ 巧の 化 
件を がへ て やつた ので ある。 

才能の ある ものの ために 高等 敎 をの 巧 戶を閒 化する お 巧で かに 巧いて；^、 化 
巧力敎 を S 化 維は 大いに 巧 巧と し參考 とすべき ものが ある。 か 巧 力の 化が け お 
ま 主義を 建前と してむ るから、 後 お ホを 己の 子供に ポ める わけに 巧かず、 どう 
しても 巧く 两民大 ホの 閒 から 巧し W して ホなければ ならの。 これは ホ 常に 大切 
な ことで ある。 世 巧には この ことが ょく々 つて 0 ないやう であるが、 加特 力が 
をに 不思络 なをし いぶ 力が あるの もを はこの 無斐 まを の 期 かで あろ 卽 ち、 無 
まま 義をホ じて むる ため、 か特 力敢會 では 化が S 巧充を 常に 主として* を 《下 



*45 


« 階級 S も だょ つて 巧 u ざるを 髮 ss であを、 これおる が s にかみ i 
貴 大家 覆を をく 理 がし、 巧 更ホも ホが 貪に 親しみ 得る ので あろ 巧 
に、 ス 前に 述べ 《かく 努え客 力と かの 親に めでは 下 墓 絞の ぶ 志 
階な i も歷れ てむ る。 凛 力お會 には 下 暦 墓 おみの 箸が 多い ので あるか 
ら 知力 も 巧 巧 力 も ミ ま、 下 農な か C 俾け つて ホて ミ。 これ 卽ち加 特_^ 

かみが i 剌 と」 爭 、椅神 i を f 、 等 掃 如きな— へ 

てむ て 巧に 巧くべき ミ S ある 巧な である。 

• f •日？ ぶ 言 心' 阜 f がい ぃだ £、 を；.：- 

いぶ宗 京を い 如か-^ おが 譽、 

• い^'て^|用に立？か^.い宗かいかいむいか。；，かが震か繁矿がが和 
である sf 蓄 家* 巧忆 置に 職を 巧へ 宫史 をして 食を がしを がた 女 
に 奪す るので はない。 彼等を して ミ 任み を 巧 さしめ々 けれ をら の。 をれ 





には 才能 も あり 意ち も强い 人物を を 巧に 化 立てる ことが 必藝で わる。 これは を 
.吏 ばかりでなく、 他の 方面で も 同 おで あク て、 巧 民の 精神 指導に 當る 人物は を 
の 任に 適する やうに 葵ぶ せられを けれげ ならの。 义 能の ある ホを をて 上げて 適 
巧に 巧む、 がて 两 をの 巧に 立たせる ことが ぉ ホれば、 聞を は 必ずが 赔 する。 お 
質の 等しい ニクの W をが 煤 ホす ると すれば、 才能の 優れた 人物が 巧を がて 持紳 
指 巧を 一 わつ て わる ホ S 田を がが ち、 各人 S 天々 ょ 6 もみ々 や 階級に 第き を 直 
き、 をら をの 巧を S ためにを 巧を 巧 ひ、 攻 巧が 彼等の 共同 S 巧 巧に なつて むる 
W 民の 方が 灼ける にかつ てなる。 

ホ も、 ホに 述べた やうな ことは 今日の ドィッで け 一 わけれ さう にもない。 例へ 
ば、 こ、 に 髙官の 息子と が 人の 悴 とがわら、 一は 無能で 他 口 巧 能で わる 巧 合 
に、 商を の 息子を 巧 人に してが 人の 悴 をな 人に するとい へば、 をれ 口 無理 だと 
言 ふで わらう •今日の かくが 人を か 巧な まとして 輕 速して むる 世の中で 口 おか 
にこれ 口 無理に 違ぴ をい •もれ 化、 民族 主 ま SW 家に わソて 口、 先づ夕 かとい 





ふこと ss で藥と St 違つ 霎 へを しな だばなら の。 •今日で ゴーを 

•に^ぉ^' 斯 、を^’ も f ろか、 を § •を かか か 農を を 
い パ、、 年^ f 、 一^ぶ V る だか かを か、 J ぃぃ ぃぃ斯 萬を ぃか 
一^^、’^^ に 商 下を を、 寮 S ぃツを 紫 家 か 

やぅに すべきで あろを にも ミの ものを 菩 いて？ も 筆で 钢く 入閒 だを 宾 

くて、 頭 sif 驾 た—」 ぃと— 51 芝 中 ミ、^ 
れも 法外で わり、 言 ふブ して 赶れ ない ことで わる かも かれぬ が、 筆で 做く 
人間 か 偉くて 筋肉 雲に 化 ふ 人 問が おしぃと ぃふち は 誤つ わ 春の お 巧で あ 
々、事理に 背 SV をり、 棄 5 なか 2 ことで を。 雖^な 下を つ ナミ 
は 現代 S 餐文 明扁望 S 一つで おつて、 不白然 々巧應 である。 

おて 雲には 一一 通らの 覆が あろ 卽ち 勝が かい、 のい 常が^い r がを 
れ である •唯 物的な 惡と いふ S 夕 用の ことで、 巧 傲を 物の ホ 面から ぶで 公 
共生 巧に？ 5 蒙 度合を 測- 〇、 置？ つて 息 接 墓 為 巧に 讚の 巧ぃ 
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ものを 造る のが 良くて、 巧 用の 化い ものを 造る のが 劣つ てなる とする。 もこ 
で、 な 用の 窩 いものを 造 6 曲す まは ない お酬 をを け、 がらざる まは まいが 酬を 
巧 ふとい ム ことにを る。 ならば 唯む 的な 巧 化とは 何かとい ふと、 これは 化 W を 
物の 乂 巧からで をく ム がへの ホ 面から なた もので わる。 を S 化 幕が 必艰不 W 缺 
な も Q であろ ことを がめ るので あろ。 単にな 巧と いふ ことから 化れば、 日 俯 人 
ホ S キ傳ひ 化 事は が明夕 S 化が に比べて が だつ まら W やぅで あろが、 W 民を 姑 
の 牛 活か 化れば、 巧 明も乂 切で あるが 人夫の モ W ひ 化が も缺 くことの がぶ の 
もので あろ •闲 おを 巧と しては、 夕彻を 物の A 面から 化て W ほ々 想に おすろ な 
用の 多少を 測り、 もれに おじて 巧酬ぶ 巧へ るべき であらぅ が、 心 S ホが から 柱 
る ことを も なれず、 化 ま S 巧な に 自己の 持 巧に がて 化蒂 の タカを 益して 〇 る々 
ら化 案に 萬 下 も か 巧 もな く、 を 人 背 や 等で あると いふ ことを ム得 てむな ければ 
をら の •人間 S 値 巧と いふ ものは 報酬の 多 巧で をむべき も S でな く、 化 ホに を 
つて 政 善の 巧 力を おしてむ るか 巧 かで 測るべき ものである。 
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轟を K まに わつ て： r 各 会 ミ 能力に 参て 仕事を 巧へ るを なて i と 
する。 5 換 へを 巧材 をる 所の たを 首 戍す乏 で おろと こス で、 含 
の， 能なる も S 業 美々 であ ゾ て、 かを をつ て 得られる もので なく、、 
聲 キミ 器と も爲し 難；？ おる。 ちれれ、 巧 明を 两 家に あつて ゴ 、人 

化 打を ミ囊 ミに ょ ミ 測る とい ふこと 口 有ら 得べ をざる ことで、 

囊は葫 S ば慧 から f が だ ミ 《、卽 も 貧 《I とえ S じて かみ 
^な^お—ょつて書 れる—ある。 人閒馨から f れ《 
f 蓋げ a ばなら 《。を こに 貪 本 if る •元 1 

なる 夕 S 人生の 目的では をく、 人生の 目 巧を 速ぶ すべ 拿 段に f るい • 

ば y _ rr -」— ミへ ば、 是 i でを、 お 神— 忆 ほを 

が t 括.， のが 上を 成し をげ るには、 两 美と いふ ものを 妾と せね で 

ホら 巧 sf なと」 《襄蓉 i 巧— て か 《て 夏の 上 ホを 巧 

出 ホる S である をれ か人闲 ミの 巧 本の ± を 《る 田を のが 持に 冀 する 


I ..ところが をくて 口なら の。 ま舆 する ホ 巧は 自 がのを むる ところで あつて 人に 巧 
って 異なる が、 誰でも 地位 身分 職業の 如何に 拘らず 勘勉正 巧に 働いて 巧 まに お 
いる ことが 大切で、 をの 能力に おじて お闻の 誠を をす 人閒口 我等が 心からを 敬 
すべき 立が を 人間で ある。 物な 上の 報酬は 两 まやかみ がが めに 盡 したが^が 觀 
度に 應 じて をけ 化るべき も S でんら ぅが、 ムの 報酬 口 W をに ょっ て 立が にが^ 
上げて 巧った 生 ホ S 能力を 化て をら 巧 おに 盡 してむ る 人間なら 誰で い •一が 以か 
け 化り がる も S である。 をれ 故、 一 かの 職人で もを の 能力に 應 じて 働いて むる 
ホは 巧く、 巧 人で も 無能に して 日を をみ なを をんで むる ホは 化づ ベく かしむ ベ 
き人閒 だとい ふこと になる。 又、 两 をが 才能に 應 じて 化 まを 授ける やぅに ホれ 
ば、 出 ホない 化 事を 强 ひると いふ 無理 S なくを るの も か 論の ことで ある。 

又 、 W ちが 自が をの 能力に 應 じて 巧 ホに 盡 して をれば、 もこで 巧め て ホ 等と 
いふ ことが 言へ る。 ホ 巧 上の ホ 等と いふ ことが 巧め て 巧 6 立ちが るので ある。 

巧 巧は 正に 自巧 しっ、 ある。 現代は 巧な 運 巧の 世の中で あ 6、 樓 巧の ホ 等な 
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どと 巧ん 忆巧 いでむ るか モ 等の 眞 のを ホを かつてむ るるの がない •今日の 巧 
人は 人間 S 費を 物的 お酬 《寒で 測る から、 霄 せい 5 や 等が 分らの のみ 
をらず、 眞のや 等の？ 立ちが る 巧 本を 巧して むる ので ある •元夕 人 問の 能 

力と を？ か S ム芝爭 養 別で わるを、 ち暮 *0 を しで 人閒 

名 等を 考へ ようとしても、 もれは 叟 ない 巧 談 であろ や 等を 考 へたけ 1 
ば、 人閒 がを ち 《仕事を 化贪に 行つ てゐ るか 巧を が 巧すべき で、 婆に 巧つ 
てを ば、 を こに 愛て、 むの 平等が あら 得る ので ある。 世な な 善な々 ど自 
がる 巧へ 《化が ぶ 形に よつ V 人閒 S 錠を 判 巧す ろが、 ちが 等を 巧れば か 
くの かき 閒 違； 5 を 避ける ことが 叟 、誰で* 寡で 白々 《費を 进 。おす こと 

が 巧 ホる やうになる。 

まら お酬 S 蠢 によつ て 互に 擊の 品を めを する 器に あつて は、 志 述べ 
《やうな M と S ク 耳に 芝まい。 併し、 世 5 建が々 どは— の 所信を 
ぶ 案すべき 理由と t ! ならなぃ ので あろ 取！^ がが 心 影い、 ていい、 新 J 心い 聲. 


巧* 


してね る。 これを おし、 これを がふには 病忠の 原因を 规 みする、 だ：^ 如 新が か 
必が である。 また、 巧し ぃ世 巧觀を 奉ずる 巧 巧 化 貪 主義 運動が 卽が かかが いが 
にかろ 卽い、 が肿^#がか^5^^くがぃ5|!!^'て'て、 •ぃい^趴：^^が邮かい^がぃい 

が &がが ぃ 皆 !^お^皆 'て が 、て 、 い 4 い 繁 い如 'へ む い が 緊 ぃ 

か。 、 、 

、 

み 

ホは おを 立てて、 人間の 化 まを ムの 方面から 測る とい ひ、 物の ホ 巧から 測る 
とい つても、 この 二つは をれ ほど 簡 巧に 租 別し 得る もので なく、 化つ て 一投に 
筋肉 巧の の 卑しめられ るのは 報酬が 少 いからで あつて、 己む を 供 ざろ ことで あ 
り、 これらの 人間が 十分に ホ閒 をを しおず、 文化に 巧る ことが 的 巧ず、 卽も何 
の 罪 もない 人 巧の 巧 神 文化が 巧 巧し 得ずに むる の も常然 ではない か、 つまら、 
巧巧勞 のがが 口れ るのは 巧が が恶 くて 巧 かまの 文化が 巧 巧な しに 化 下し、 從つ 
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て 巧 係 まとい ふ も s が一 おから かしめ られ るに ちつた 《はを だ 白が ではない 
かとい ふ 人 も あらう。 

一應 はこれ も 護で あろされ ば こを 糞は 報酬に あま 美き な 差別 

をソけ ては ならのと いふので あろ かう いふ 支 反 教しィ 、巧酬 に 差別を つけ 

なくなつ &矣 きな 蔓を する ホが なくなる と 言 ム人 がわる かも かれのが、 を 

れは杞 巧で あろ 高い 報酬を 巧は ねば 大きを 事を しないと いふ S 時代が ち 

化— して t 謹で、 がから 今じぉ るまで 報 質 多寡 ジ 間に 莫 をさせる 

唯一の 動 巧で わつ 《なら、 世 5 中に々 日 見る がかき 立派な 科 學某化 も 生れな 

ろた で わらう。 案 《大# 明 や 大巧ち ホ S 閒上 大業 績や 人が 文化の 金 

字 塔々 ど、 これらは おねを をな しがら をを 命と する 令を つては 奪れ ド、 

宵を 陳 穿、 蓋 達 g を わきら めた 淸 巧の 人* にょつ て ホされ たもので わ 
ろ - 

今や 世を 巧げ てまを の 前に お 伏す にち つ 《やうで あるが、 いつか 2 まなょ 
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り 本っ とまい ものを 巧む 時が 巧る で わらう •今日の 世の中には、 た < おやか 
ばから を 目 あてに 生き、 た をのた めに 化 事を する 人 問が 多い が、 を ふな 人間 
はが ツ てもなく てる 同じ ことで、 居を くなる と 世の中が がしく 巧し くなる とい 
ふやうな ことは ない。 

祭がか腎聲ががが以がい^一一が^一^^か嘗ヴがツ^が一/ぃ。 .^か、 

祭 が' るが ぃが繁 が ' S 歌 祭、 一が でが：； J 。 ：^.が が VS ' っ； J 、 ：<即 '口が 
だ 食 O ' て樂 しんで 巧け ミ 衣が ょ' ぃとぃ ふゃぅ 备 ミが^ がが •がが が 

龄かか義矿冢ぃ作」^^い&か.^い^か、 い^薪い雲心お、 かが^11心 

がが：<趴いぃ'て龄ぃが：：^ががが'のが 
巧を ミて 巧 i ジが ぅにい 石ジ が^ 繁 がが で； 

かく 言 ふと、 また 巧って、 もれは 理 あで 現 贪の化 ホでは 到を 巧 はれのを 論に 
巧ぎ をい とい ふ 人 も あらう。 

我等と^ も獸 かを おがが か藏 かか かいか 歡 か。 和い か貪齊 ぃ^ 
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ぃ、？」 な會 にかが かが^こと がか ツ がら、 い い^'^、 & 繁か i 
'ことが祭がらを、9震^|;^い、て暮、の蕾、にが'む：へ；；^で、 いかかかかが篆 
完 み^か 繁 4 句 か 歡齡い をが 繁をい かいい ジ^ 备 斯い 
レ^^、 てょ ぃが 'はか' ぃ 。が累 かが かが かがて：^ 緊 祭 かい^い P いか 

バづ、て^;^いか％、ぃい^/ぃ。 寡§繁以.咖ツ；.家たへ；^でい；；^。 則がツ 
をで r いい かが.^ いい いツ； 4 那 いかだ； ，いが 备 い^かい 
、ぃ ^'' 嗜趴 がで 妒 'っ、 てい & が 祭い；, い；,' ぃ ぃツ； 寡' て；， が i ' に；， 
ぃ 。もれい kL 、 こいで 繁 かか 皆 か；；， 心 かいが、 佩か かい V い 
て^ぶ かが V てが^；; る' こおが、 ぃ が’ い i だ、 S ツ； ：.4 V & V 緊) い；. 
ブ 、手を わ VJ 。^ とい ふなに "かかが のでか^。 

理 おの 力と いふぶ 笑 切々 もので あろを を 莫逆に しては いけない。 ザ 
て 世 寞踐忆 が VJ ドィッ 《兵な が 勇な に 載 ふこと 《冀 たの ホ 理 おの 力 こょる 
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ので ある。々 日 巧 等の 仲閒に ほおで 巧 巧に 踪陡 する まが あるなら、 特にを の 者 
がを てみ おで わソた ホで わる をら、 先づ これを 思 ひ 巧して 货 ひたい。 ドイツの 
おがが 戰 巧. で菩ん で巧乂 だのは、 を 日の 巧 おのた めでな く、 租巧 をを する がか 
めで あった •租 WS 偉大を 信ずる がた めで あ 6、 两 おのぶ 巧を 乗乂 ずるが ため 
であった。 ドイツの 两 をが かくの かき 信を をが て、 かくの かき 理 おを 離れで ザ 
命の 約束に たぶらかさ わ、 巧實 S お 巧を ホめ てを 器を リュック サ ，ク とかへ るに 
及 A で ドイツは 戰巧に 敗 けれ •ドイツの W おけ 地上に 巧 樂を现 ずろ 代りに 世が 
の 輕废 をを け、 今日： 3^ るが 如き 巧 巧に がも茲 A だので ある • 

今日の ド イプ 共 巧 巧は みら を 巧に 生き、 持が の 速 ホ ホ 連中に まなせられ < ね 
るから、 巧等"先づ51民3間に§{1&1か；1.;;?が5^い|篆ツ ；^かい齊；：3が 
を 巧え つけな •けれげ ならの。 

な 1 化 方 ホ を# 碧 灰の 化 3 » a ，パ 巧 巧 族 0 - 
東方 巧 i © IK * i 皮の アル ■ヘンち 族 0 



づ ，ィ 巧拥夏 と M 巧が もた. スト リア、 巧 ドィツ 等に 桑 サる巧 
お 巧の 巧 巧 《 

两方ホ 地 にみ ホせ る化虜 や^ 巧 色の 巧ち ( 譯 者) 

1 九 一一 w 年 ！ i 肚會民 ホき まとして 出來 た：* i 菱 《田ず 畳。 9 ホ) 
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第 s 章 固 家所屬 者と 固を 


今日の 巧 謂 巧 まにあつ ては おね 人 おを 二つの 柿が に々 けて むる。 卽も闲 W 
Staatsb ゥ rge " と 外闻人 AUBlamie " とが をれ で わる。 灼 ほとけ 化 ホ 义は歸 化 こ 
ょつ てを の 曲の 巧を 椎望 aatsb 任 rgerrecht を ま 巧す る ホを いひ、 外 W 人と け 化 
の 國の冉 を 權をま をす るを をい ふ。 この 二つの 者の 閒に どちらと もつ かの 晦か 
なまが なほ 一つ ある。 卽も巧 謂 無 辟 ホが もれで、 今日の 何む の W をに も 巧 巧せ 
ず、 何れの巧までも两を巧を^^|.^しをい人巧である。 

々日では、 W 民# なる ネ のは、 上述の かく、 誰でも ホる W 家の i かに 生れさ 
へ すれば をれ にょつ て 自ら 巧 へられる もので あつて、 乂稀 やち 巧の 如何は 顧み 
られ をい •ド イブの 植民地に 住 A でむた 龍ん 巧で も、 ドイッの 本 ± に 移つ て ホ 
え 子供を 生む と、 ホれ た 子供 口田ち 獲を がて 『ドイッ 巧 民」 になる •同 まに、 
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ユダ 又で も、 f ランド 人で も、；， 力の 主人 •でも、 ァジ； でも、 •トイ 
ッの 胃に 生れ 3 へ すれば 雜作 もな く ドイッの 貴に なぶ 乏 である。 

ドイッ S 民と を S に S 生 S 他に なほ 麟を ょる 基 も ある • I 、 おヒ 
に， はを ♦を 化 件が ある。 例 へげ、 お 化を ホ？ る ホが 强をゃ 蓋の 如き 化 罪人 
でない こと、 かがま 危 f おを 有せず、 卽 ちかで ぶ 物で ある こもが じ 
すべき S ま忆ホ f かけ 2 こと 等で わる •識 をを 2 ことと いふ S 勿論を 
かに 装 ミ 厄介を かけない とい ふこと で、 墓 ばか 品いて ミ 思 妾ん 
つて ぶれば f わるべ さで わらぅ が、 今日 5 をれ 某 まらず、 が— 巧の 枕 

き SV 群き っな 人間なら を 度 をら 葦で 髮を掌 こと ミを しく 

をい。 人？ 民資 事に な？ 2 少しも 考 へない ので おる。 

外 S 人 か •トイ； 貴忆 ‘f 手 •が 巧が 營が 单供樂 部に 各す ろの 至し 
たをり S をい ほど 無が 作な 本ので あろ 卽 ち、 難を ホ 語す る ホが 請 巧 海を ぉ 
掌る も當浸 一應則 でて 許 巧を 塞し、 許す さまれば、 一 かの モ し— こ 
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ょつ でを 人に 歸化 巧が 叶つ で ドイツの 巧 民に なつた ことを 通 かする。 而も この 
るかが 其 だ ふざけた もので あつて、 歸 化を ホ 望して なる ものが ズ I 少 Is ホん 
巧で わ つても、 もれに 巧して 『本證 に 依りで 巧 下は ドイツ人 とな 6 た 6』 とい 
ふので わる。 

ぶ A 巧が ドイツ人になる を どと いふ ことけ ぶに 手な であるが、 今日 この 手な 
をやソ でのけ る ものが 闻 家の 元首で ある。 か 能の 神 すらぶ し 能は のこと をな 人 
に 巧り 上 0 た パラ セ卢ソ (を) がわけ もな くやつ て S ける。 元首が 筆の 化を ちょ 
つと 動かす と、 を ホ S 田ち 作で も 一瞬に して 神し も 巧され もせぬ 『ドイツ人』 
一^なろからすぶ巧である。 

今日では、 歸 化を 許す おな にを 人の 民巧關 なを 無視す る ばかりでなく、 み始 
のな 巧が 巧を もを 然* 化しを い。 巧 毒で みなの 崩れ か、 つてなる やくざ ホで 
も、 前に 述べた かく 巧な 上のを 惠を かけず、 か あ 上に 危 おでない 人 閒 であり さ 
へ すれば、々 日の W まは 宮ん で歸 化を ホし、 两 ちとして これを 迎 へる いでん 



る* 、 

力く のかぐ 長 V 今 H 《所 s ま tjf s 雲を 器し、 而も 巧 早 
辛を S # 舍をか 何ともす る 巧 口ず して 自ら 巧 A で &る巧 巧で ある。 

.ホに、 是务 函人との お 別口 どぅか ミムと、 これが ま奚 ざつ ば でん 
ろ WS を 公な S さ髮 こも 巧 合 K ょつ て tj お S まな 義 3 ね をら 
のこ も 法 寒被囊 《權 利を 有する こと、 こを 《绩義 f 要る のが 賣 
であつ て、 もれを 有し々 いつか 外で であろ 夏と かで ぇ區 別は これ だ 
けに 巧ぎ ない。 何故かと" いへ ば、 個人の 審 塞な ど 色々 なが 利の 保讓 、ホは 
化人の自由などはか田-<も置と均しく^^|^^するとこスであつ て差別がない。 
否か 两 人なる が化忆 巧つ て 多々 に羣 してなる こと すらを らしく をい。 少く 
とも 今日の ドィッ 共 巧 « で けさぅ である。 

こんな こと c ?? 聞き 《くない おに 違 ひを いが、 今日の ドィッ 《W 民が 
化 ほど 曇げ てな なじみ 《も S あら ふには あるまい と 思ろ この 點 にかて 期 
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かちへの 度れ てむ るら しい 巧が 現今た < 1 つ ある •勿論 もれは ドィツ人 御白 巧 
の ドィツ 共 巧 田で をくて アメブ カ 合 ホ 巧で ある。 アメリカな ホ 巧では、 當材が 
夕少 とも 理性に 從 つて 事を 巧は うとして むる。 卽 ち、 な 康の廉 い ホ S 入 闻け巧 
則と して これを 禁止し、 ホる 人 稀に ちす る ホの 歸化 はこれ をを がが W しない こ 
とに し. てむ る。 これは 民 巧 主義の 巧 家から すれば 當が のちへ ぶで わるが、 アメ 
リカを ホ 田 もどう やら これに 乂づ いた A のとぶ そる。 

巧 等の あ 及す る 民族 主 まの 两 家では、 人民を S つに々 ける。 卽も网 おと 闻ま 
巧 馬を 空 a を さ 口 geh ぎ iger とか 巧 人と が をれ である。 

出生にょクて11^1*^しおるものは原則として两を巧«性のみでわる。 巧ま所屬 
をを 享有 するとい ふだけ ではを 公 おにな くこと も 出 ホなければ 迷 巧 被 速 巧の 權 
.が もを く、 卽も巧 巧に 參巧 する こと も 出 ホない。 かやうな ネを W ま 巧 巧者と い 
ふ。 を こで、、 國家巧 馬 まに 巧いて 化づ をの 巧 馬人涵 乃ち 民な のか 何を 確かめを 
ければ ならの •化の 人な 乃ち 民族に 巧 雇す る 田 ま 巧* ホが 隨 時に 巧 巧 W まを が 
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巧して を S 所 Ml 民 巧 s ま 《置忆 々f」 と す 真 由で わる •外で と i 
化の 苗 まに 巧 f る ま S ことで、 た ミ S 點が S ま 巧 雲と 違？ ミ。 

ドイツ 民 巧に 巧屬 する ホた で •トイ； 两 まに 巧 巧す る 掌け、 先づ闲 まの 
命ずる まなが？ 受けて 人 猛乃ポ 民族的 自 をを 巧へ を； Q。 ホいで 4 これ また 
两 まの かずる 巧 育を 辛へ、 f 後軍 おに 入ろ 単 おお 富 一 おがち であ つて、 
•トイ； 巧 子 たるま t! 一人と し ミれ をを る、 を 夢、 ム S 能力に 應じ てが 

なを 果し梦 やぅに を全囊 する。 かとて 巧贷義 なを おへた 心 糞に な 

をな 巧 子 t; 巧に か A てお庸 に W お 權を巧 へら S。 W 民 椎は吨 がを - て も 
大事な み々 趟 明で あつて、 これ さへ あれば 巧 巧た る ものの 凡ゆる 權 利を 附な争 
られ闲 民た ミの の 是る特 巧を 享を おろ これけ 常が 切なで、 树 にご 
人と して 两 まの 奋 立と i とを を 肩に 巧つ ミる ホ も 巧に 『がけろ』 ため： 
田內に 寄留して 0 る まとの 問には 明白な 區 別を 設ける べきで わる* 

田 民 證を巧 ふ 巧 合には 因 まや 杜會 におして 巧 ホに 忠誠を 替 はなけ a でな， リ 





の •ドイツ人 たる ホロ、 お々 をの 巧に をは 貧ち の 差別が わっ てち 巧 民 證を巧 
持す るな 上は 等しく ドイツの 田 民た る ことに 巧ら はない。 ドイツ人 たるまは 他 
困の 帝王た らんょりも、 おか 道 お 巧 除 夫で あらぅ と ドイツの W 民で わる ことを 
ぶ 春と する やぅに ホら な けれげ ならの。 

田 民は 外 田 人に おして 倭 准の 地位に あら、 巧 巧を 巧す る も 9 である。 巧 等い 
お 反する おな 主義 SW までは 冉 民が W まの 主人 だからで ある。 W おはかく S 如 
く® なの 地位に あるから、 化ツ てを の 表が もまく、 1 a , w お樓を がても、 化 度 
化 巧、 無 節 巧な ま、 か 劣な 犯罪 ホ、 夕《 化 等は、 この 义 がわる W ち 巧を 何時で 
もが 奪され て巧ぴ 田家 巧屬 ホに 逆な りしな •けれぶ ならの。 

ドイツの 女子は 田 ま巧屬 まで あら、 お 巧に ょって かめて 闻 民になる。 化し 
おなお 人は 結 巧し ちむな くても ドイツ人 ならぶ W 民 權を享 をす る ことが 化來 
る 《 

を チホ ブラ スト •パラ* ル ソ Theopbnwto ® paracals * 中せ ド イブの 自な Jt # •者に しで 神 
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表ち で ミた た AUSElt をを ミを C 至つ た 人を み ミら ホー 


策 四 章 人物 本位と 民族主義の 國家觀 念 

- - 

お 族を 本 化と して 巧 民れ を 主義を 奉ずる 巧 おの！ |® i ； がが がが、 巧 家の 運命を 雙 
局に 巧って 立っ ホを 育成し、 これを 保持す るに ありと すれば、 巧夕 はおに 民 巧 
の 化 化の 祐が ホる ホを 增 前し、 敦 をして、 巧 生活に 有用なる 人物を 造り 肚すこ 
とに 巧む るの みならず、 更に 两宋 のが 織を も かくの かき 使命に 適應 した ものに 
する ことが 必 がで わる。 

マ 瓜 クス ホ義 では、 人間は ホを でを S 間に 差別は をい とい ふが、 巧 等け さぅ 
でな く、 人 巧 S 優劣を がろ 人 稀の 歷 がに 從 って 人間の 值 打に 差別を っける。 
化 巧の 棄要 なる 巧 巧を 訟 め、 民 巧の 巧 まを 訟 めれば、 結局 民族の @ 劣を なて 個 
人の が 打を 測らざる をが なく々 る。 义 、人 巧の 度 劣に おつて 民 巧に 優劣 あるか 
く、 巧 巧を 同じく してな でも 個人の 間には 巧が がわる。 こ、 まで 巧き つめて ち 



へない と マ 八 クス ままの 人間 平等 說を 破る ことは 難しい。 民 巧は 巧して や 等で 
なく、- をの 問に を々 の 差別が ある。 もれと 同じく、 等しく ドィツ人と いつても 
をの お 能は 千 差 萬 別で ある。 巧に 頭胜 だけを 見ても 良し 惡る しが ある •何 化か 
とい ふと、 ドィツ人を 造り あげてむ る 血 巧は 誰の 血 あで も大 措に がて 同じで あ 
るが、 巧 巧に 化る ともの 間に 千 S 巧の なかなか 違が あるから である。 

かやぅ にお 巧の 間に 银 劣の 存 する かく 個人の 閒 にも 差別の ある ことを かれ 
ば、 を こで 先づ考 へつ くことは 比較的に 巧が を ことで ある。 卽も國 民の 中で も 
，特に お 巧の 存賴巧 おにが. をな々 子を がま 周到に が 謹して 十々 に 巧 巧し 巧る やぅ 
にして やる ことで ある。 、 

比 巧 的に 巧媒を ことと 言つ たが、 をれ はこの 問題が 誰でも 殆んど 機巧め に考 
へつ くこと であり •またがみ しがる ことで あるから である。 併し、 巧 民を 巧の 
中から、 巧 神 も ああ も 共に 高 道な、 巧に あ爲な 人物を 巧 巧し、 を 用し、 これに 
か 力を ぶへ て、 を 人の みならず 巧 まの ために 手が を 巧 巧させる とい ふことは を か 
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々かを おでない。 人物を をの 能カ キ麻 によつ て盞别 するとい ふことは 巧械 的に 
ホし 将る ことで ホく、 ホ ホ 不断 S ホな 規ザ によつ でかめ て 巧 ひ 巧る ことで わ 

ろ 、 

デモ クラシ— のが 差別 ホ 等ぶ おを がして 最も 巧れ たお 巧、 卽 V が も 巧れ た 人 
巧に この 世 ホを 典へ よぅとす る 世が 巧では、 をのち 巧內 でも ァいス トク クシ— 
の 原則を を； 持して おも 巧れ た 人 《に 民 巧の お 巧を をね •玻も 巧 力の ある 高い^ 
かを 巧へ る。 卽ち多 かか ままの 思 あを がして 人物 本 化 S ああを 化る のでが； C '。 

お 巧を 本 化と して 两を 化會ま 巧を 奉ずる 田 まは、 おみ 巧 おを なめて 巧宮 のま 
を少 くし、 ホは 巧# に關 して 大ホ にもっと 多くの 巧 育 巧を あせし め、 ホは 巧酬 
を 公正に して 貸が に 大きを 別を つけない やぅに 巧む るに 口を ひ々 いが、 た < を 
れ だけを 見で 民族 まを の W 家を 巧# めに 他 の W まと 巧 別サ乂 とする ホが あれ 
ば、 をれ こも 巧んでも ない 巧 相に 旧 口れ たもので わって、 巧 等の おム 巧の 世 ホ 
巧の がみた るかを からざる ものである •こ、 に 今 巧 巧した# 柄は なで 大切で け 
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あつても、 w まみぶ のぞ 立を 化 降し がる ものでは ない。 巧乂や これにょ つて w 
まの 乂 をを さ A とする がかき 口ぶ ひも まらの 話で ある。 お 巧 巧 構のを 良々 どは 
要するに かおの 改が である •外 おの 改革を なて 巧 足せん とする « 民は W 巧妨巧 
S 巧 法巧裡 にかて 断じて 巧ネ たるを 巧し 得ない •お 巧 巧 巧を をめ で 巧 富の 差を 
少 くす るが かきけ 確かにぶ しい ことで あるが、 た < をれ だけを なて 能事 がれり 
とする を 巧 運動は 其の 巧が で々 い e 巧 巧の 巧 態を 內 巧から なをす るので々 く、 
を S 爲す 巧は 悉く 巧 巧に 止まつ てむ るので あるから 巧の 大を ザを 空む ことけ 
出 ホを い。 其の ホ 巧 巧 巧は W おの 巧が を ザ 新す る も S でを ければ ならの。々 日 
S ドィッは 色々々 缺谢 をみ へて むて 巧 等 口を のために ちしんで むる が、 ドィッ 
两 民の ム 持が 巧 本から なま 6 さへ すれば、 これらの 缺 おも 巧應 々しに ザ まろに 
違 ひない ので ある。 

ホに 迷べ た 巧を もつ と々. 〇な くす るた めに、 こ、 でもぅ 一巧、 人 巧 文との 巧 
巧 S 其 S 動因を ちへ てぶ る。 



人間が 他の 動物とは っき 6 違って 來 たのは 人 問に 巧 明の 才能が 現れた ためで 
もる。 巧 明の か步 は、 奸計を かん、 巧 巧を 弄する ことで あつた。 計略を 用む る 
と 他 S 動物と ホ存巧 巧を する のが おになる。 また、 巧 除に ホ存躲 巧で がっ こと 
が 出 巧る やうに をゾ たので ある。 この 姑 も 原始的々 巧 明は をの 巧 巧く 巧く 用な 
られ てを 6、 後世、 巧、 今日 S 人閒の 化から 化る と、 人 問の かを の 到る 巧に 巧 
はれて むる から、 巧 巧に この 巧 明を した ホが 何人で あったか、 個人で あった 
か、 をれ とも 火勢で 寄 0 てた かって 考へ かした のか かる 由 もを い •動物に も、 
ホる 巧 S 巧 巧を かみ、 巧 巧を 弄する も S が あるが、 さう いふ 巧 巧 も 巧 等の 眼に 
はもの 種が S 動物のを 巧に 共 あな ま 柄と して 映ら、 化の 起源は が 索す るすべ も 
ないから 『本能』 といつ たやうな ことで ああを 巧して むる ので ある。 

併し、 この 本能と いふ 言葉 ほど 無念 ホな ものは ない。 生かの 進化 巧 巧を 信ず 
るな 上は、 最 巧に 生きん とする 意 ホを をし、 ホ きんが ために 戰ふ 手段を 考へ曲 
し、 卽 もがみに ホ かを 工夫した も S が あった ことを 信 ザの わけには 巧かない の 
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であろ 動物 SA " でも、 Is 動物が 偶， ホろ 靠 計を 工夫して をを 用む る 
も 他の 動物が もぉ換 化」 ち もれを タス 他の かおが 巧 化しち をして 
誰 計を 用 0 る ことが ホ 巧に 巧くな まつて、 をには 仲 巧の かみのを® に ゆきが 
り がれ もが お乂ど 巧まず して 無を 識に巧 ふ 言に ホ も、 果ては をの 補 賴の巧 
のの 本能 とぶられ るに ザつ たので わる。 

これを 人間の 巧を にあて はめて 考へ ると をく 分る。 今日、 人 新が 他の 巧 物と 
巧 ふに 常 ミ 用 ミ t 葬 tr 元 S を 誰か 頭 S い 人 問が H 夫して 考へ 
でた ブ のに 違 ひない。 人 問 を々々 ことを •^、 むし 《6、 巧 巧し 《ゥ する が、 
を 4 ィ 元け 誰か 思 ひ 切つ たこと をす る 人物が やつて みたので あつて、 をれ が廣 
く 人が の 岡に 傅は 6、 今日では 人 問の 常が の 巧 動 とぶられ るに ザつ たので b 
ろ 今日 戰授巧 本と して 夏には 當巧 轟の 本 巧に々 つで むる を々々 原則 も 
これと同じく、 元は 誰か 頭のを い 人物が 考へ 出した もので、 ちれが か 巧が、 か 
千年の 間に 廣く おはれて ぶに 常が S 原則と レて 一巧に 通 巧す るに ザっ、〜 ので b 



化の 巧 おと 巧 ふに を クで託 計を 用なる s を 人間の 巧 巧の 巧 明と すれば、 巧 一一 
S 巧 明は 色 ♦なか や 生物を 人脚の 生 巧に が 用した ことで、 これが々 日 化る がか 
き 本を S を ホ S 巧 明の がゥ である •物 巧 的な 明と しては 化づ おを 巧 おとして 使 
用した ことを 巧げ ねばならの •ホいで 勒 物を 糾 ひ视ら す ことを ちへ た。 を；；， か 
ら 、人工で 火を 作つ た。 かくして ホ 巧に 巧々 お々 を お 巧すべき 巧 明が 巧む て 
今日 S 度 明み 巧 時化を 生む にず ツ たので あるが、 これら S 巧 明の 中で も 時代の 
巧し いもの ほど、 をは 巧 おな もの、 あなな もの ほどな 巧した 人閒 がは つき 6 巧 
つてなる •何れにせょ、 今日 我等の 周 巧に 見る のな 的 巧 明は 一つと して 天才 S 
わる 人物の 刺を 力から 生れた もので ない ものは ない。 これらの 巧 明は 人 巧を 次 
巧に 巧 物の 水 単から 引き上げ、 をに これから 引きが して おれた ホので、 卽ち « 
明は 人 巧の 向上に 巧つて 力の ある ものである。 曾て 巧め てみ 純な ホ 佑が 蘇の 中 
で 巧を をぅた 原始人を 巧 巧して をの ホを 巧 巧を を 易なら しめた かく、 巧が の « 
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明は 巧遂な 巧 巧の がを かつては むる が、 こ； i また、 人 問を 巧 助して み 日の ホ存 
巧爭 をを 巧なら しめ、 が來 の田带 のま おとなるべき もので わる •獲 巧、 み 化、 
ホロ ホ 物の 本 巧に が 巧した 巧ぶ々 見識には 差しを つて 巧沉赁 巧を 巧を 巧 待し が 
ぶくても 、もれら が 人 閒の巧 明、 巧な であ 6、 人 巧の 化 索の お 巧で わるな 上 
け、 結局 この 化が 上の 人 巧の ホ存巧 巧を 巧 助す るに かつてむ ろ。 化 ゆろ 巧 明が 
力をを甘て人問を助けておれるから、 人問はホ巧に巧齒のか巧の化巧からか.^ 
し、 巧 巧 S おちと して 巧し も 巧 3 パ も 甘 供 地 化を 巧 岡に する ことが 出來た 的で 
ぁ ミ 

かく S かく、 あらゆる 巧 明は 個 入 S がを の 才能から 生れ や もので あつて •か 
な 巧、 巧、 か 十 化の 人 巧は これら S 個人 S 巧 明を 生活 巧 巧の 巧 巧と して 利 巧す 
る •をれ か、 これらの 個人は 巧 するとな 甘ざる とに 巧らず 多み とも 人 巧の あ 人 
である。 

今日の わ巧义 化は 夕 くの お 人の 獲 明に をく もいで わる。 卽ち夕 くの 巧 明 索が 
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互に 足らざる を 補 ひ、 他 s 货 明を 元にして. 史に 巧し いが 明を 重ねて 行 0 たか 
ら 、々日の 文化が 生れた S である •をむ と 同じく、 が 明を S 考案し 工夫した こ 
とを 巧 地に 應用 して、 器械 やが かに 化 上げる の も ホ 個人の よ 能に おたなけ： i ば 
ならの。 生を あ 程 ももの 姑 おはが 明と 同じ ことで、 お： 5 個人の 才能を 離 U てけ 
考 へられを い。 埋 論と いふ も S け 一 化を 論に 似て 巧が とおけ 離む てむ ろか いや 
ぅで も、 色々々 巧 明の 化據 になり がる も S であるが、 こ n も ホ W じく 個人の 义 
館 力ら ホれ る ものて ある。 乂ホ は 巧 明 もしなければ、 ちへ る こと も 、がめ る こ 
とも 出 ホを い •如何なるが 明も汝 てを 個々 の 人間 卽ち 個人 S イ 能から ホれ る 5 
である。 、 

か 會に廿 ょ、 田家に 甘ょ、 獲 明の 乂 能を 巧ず る人閒 卽も创 をの 天み を 具へ た 
人が を尙 ぴ、* : キ おを をみ になが さ 甘、 もれを L てれ 會仓お 5 福 がをお 進 さ 
せる やぅな 化 巧を 持つ も S はないれ 會 であら、 良い W まで ある。 物質的が 明た 
ると 持 巧的堯 明た ると を閒 はず、 巧 明は 巧 明 まに ょつ てけ はれる。 蘇 明は 大功 



巧 s 


であるが、 をの# 明を 巧ム 人物は 尙 更に 大巧で ある。 をれ 故、 巧 明を のかき 寶 
能の 人み を 田を 杜會を 巧の ために 巧 巧に 巧 用す る. ことは、 田家 やな 會の 坡大の 
任 巧で ある •巧、 巧に 手 巧を# 拌甘 しむる に 止まらず、 田 ま 令 社を の 巧 様を の 
ものが 貴 能の 人物の 手 おにょ つて 運を せられて 〇 なければ ならの。 かくして か 
めて W まもを 會 も巧械 主義の 咒 記. を をれ て 生かの あるが 織になる ことが 化 ホ 
ろか かか かが か iiii ? 藏心か 心' に' む' てが がか 1一 いが； 一 か；^ 心 於' でか 
なければ をら のので ある。 

をれ 化に、 巧 まも、 なを も、 巧 能の 人物が 大ホ S 間ょ 6 頭を おげ ふとす ると 
き、 これを 妨げざる のみならず、 闻 まれ 會本 ホの 使 かに 從 ひ、 ヴがモ 段を 益し 
てこれ に 便宜を 巧 ふべき である。 人が の 向上が おに 必 嬰な ものけ 火 ホでなくて 
创 造の 天分を 有する 人せ である。 かく S かき 人が は 本當に 人が 5 お 人 でんる か 
ら 、これを を 重し、 これにが おを 巧へ、 をの 手 腺を 十み になが せしめる のが 闻 
家れ 會を 度の 利益で ある。 頭 赃も無 けれげ、 キ巧 もを く、 天 輿 9 才能の なを も 
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ホい 乂 ホが な詹 してむ ては、 田 まは お まらず、 をな のがな も 何も わつ たもので 
はなく、 天み れた巧 能の 人物が 上に むて 田が を 運用して みめて 巧を も々 そ 
るので ある。 

前に も 述べた かく 人材の 逢 別は 巧烈 なる ホ 巧 聞を 巧视 の 保が ぶ おの 關係 にょ 
0 て 巧 口れ るので ある。 この 巧 巧 巧 巧に がで、 夕 くの も S 口中な で 巧け、 例 
れ 、故 後 で 巧 ひがいて 巧 ばれた ホと して 巧る のは 極めてな かなを である。 保 
巧 劣化の 曲 巧に ょる 巧 化は 今日で. も わら ゆるぶ 面で 巧 はれて むる。 ぶ あ ホで も 
さ ぅでわり、 巧 巧 ホで もさ ぅでわる？ 巧、 経# ホに 於て すら これが 巧 はれで ね 
る。 ただ、 今日の お濟界 では 巧 化が 自が のま、 に 公正に 巧 はれな くを つてむ る 
とい ふだけ である。 巧が 劣化の 巧 化は、 W まの 巧を ホ 巧に も •ザが にも これを 
おる ことが 化來る •これらの 义 面では、 巧れ た 人物が 巧ん ザら れて 上に ホ も、 
下に 巧して 權 巧を ちし、 下にな ツネ ロ上に おして 巧 巧を な ふこと になつ てむ 
る •かち 人物 本 化と いふ ことが 一打 口れ てむ るので ある •がるに、 巧り を 今のを 
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管 面 だ： 束く こ s 天が 寡 《原則に 巧いて &て 人物 蠢が行 はれない。、 
がの 文化け 紀て 天才を みへ た 個人の 御 造した ものであるのに、 巧 まの 巧め A が 

特にを 愛累 ミ多襄 まを が おを 利か」、 皆を 次第 忆 置の 牛. 巧を 

おにな 澗し V /0 れ を茶蒂 し、, 〇れを 破壞」 始 ろ 言 世 巧 g 諸 巧に 入物 
本 化を 案て て 人物よ 6 ホ大 ホに 巧き を 置か 乂 とする がかが 巧れ てゐ るの 1、 が 
する こ ダ X 《陰謀で おつて、 彼等 《畫 してみ る岗 まに 夕お窒 表を 持ち 
这 みこた よつ てを S 闻 まを 巧亂 しよぅと かてて ゐ るので あろ 多-か 筆 蒸 
を 取-^ をる と K - ， ァ人 S 冀苗 々原理が 巧つ ミ ダャ 民資 i 的を 巧 

理 がの さばろ 出す。 卽ち ユダャ 入は 幾 民な や 人亂の 『破讓 の聲』 であるの 
みならず、 お 巧に がで 人が 文化の 破 獲 ホ でんる。 

人閒 の 生活 S わら ゆろ 方面で 人材を 抑へ て 菜に 幅を きをよぅ とする のけ 
ユダャ人 S 陰謀で、 こ S 险謀 がが 文化ち 面に 巧れ 《のが マ； シご でん 
ろ この陰謀がを治方面に巧れたつか代巧をあで、 今日では、 下は町みが々 r ^ 
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かきな かなが 钱 より、 上 口を ドィッを が 巧す る 最高を かにを ろまで、 ホく この 
代讓を 治に 巧 まされて わる •また、 この 陰謀が 經巧 方面に 現れた のが 勞® 組な 
蓮 巧で、 夕 俯が なは 巧の ホの がを とならず、 他 民 巧の 巧 まを 化 巧して 世 巧を ま 
おせんと する ユダャ人の 化 « になつて むる。 經# をは 人物 本 化を おて て大 ホの 
卞 がする 巧と なる にお ひ、 萬 民の 用に 立ゾ べき 大切な 能力を 失つ て ホ 第に 衰退 
せざるを得ない。 巧谢 ホの がを を 計る よりも 經# ホを ま 化する ことを なて 目の 
とす スエ 巧を 貝を のかき 制 おは、 おて W まの お 巧を 破 ホす る 手段で わる。 かく 
のかき 化 巧け W をの 経が を 推を 巧 巧す るが おに、 おな 化 人の ホ 巧 も 亦 これによ 
つて 巧を を 表らざる を将 をい。 口先 だけの 理 をで W をを 滿お させよう としても 
もれは 到底な 目で、 两 民は、 日 お 必須の 物を を 十み に 巧 へられ、 W まの 經# 令 
なが ホ t なくて はお 人の ホ 巧 もさ かになら のとい ム ことを 巧つ て おめ て满 足し 
得る ので あるから、 理論は か 何に あらう とも、 を 人の 賽す るかを が咸少 する 
やうな 經# 化 巧は ない 化 巧と いふ ことは お ホを い。 . 
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お々 大衆を ご； シズ ムが 巧を S 爱裹を 旨く 引き 巧ぎ f にした と 

ころで、 をれ だけで S マ； シごが 正しい 主義で あると いふ こと 忆 はなら を 
い マ 含シご S 雙這ミ も Q を 引き 巧い でを ると いふ こと だで ょ 
をら れち 摩ろ 大ホ蓋 ご； シ ごに 巧を 巧 等の f がかき 文化を f 

出せる かを かが 閒巧 であろ 今日な に 葵上 ゾ ミる 養慧 をを のま、 をナ 
巧いで マゾ* シス ム 《お 導 Q 下に 巧夕て ゆく ことは 菜ても、 乂 柔泛理 

論を 應で至 •日曼 がか さ 文化を f 曲す，- 糸 集？ わつ ミ： キシ 

ズムも かれた ものである。 

.マ； シご にかく 《かき 文化が 造の 能力が をい， 一と 基 忆試煤 ダみ ミソ 
y ょい マ； シス ムは 未だ 曾てが 巧に ホを を进 ぶした ことが々 く、 組 如 
の 爱惡 をが をした こ ともをい。 ち をれ のみで なく、 藥を存 章 プ^ 
惡を大 ホ 本 化 S 論に をいで 憲 して 行く こと さへ 奠ス幾 •何も々 くし 
て、 巧— 合— とする 大ホ蓋 かえ 寞 化に 轉 草ざる を攀 るに 立ら 却. 
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つた 巧な が少 くを い •マ 八キ シズ ム のな 黨 にあ つても、 黨內 では やはり この 人 
か 本 化を 化らざる をが なくを つてむ る。 

かくの かく、 民族 主 まの 世が 觀が マン ノキ シズ ム S 世ホ觀 とが 本め に 異なろ 巧 
は、 が ホが 营に人 稀の 度 おを 認めろ、 のみならず、 人が の 火 切なる 所な をも播 
め、 入が をして 闻 まの 巧 石た ぐ， しめんと してむ る點 にわる。 卽 ち、 人 柿 S 優が 
を 班め ると 共に W 內 にがて 人が ホを を ホ 張す る 巧 じ 民族 ホ義 S サホ 觀の特 巧が 
あるので ある。 

巧し、 闲民 巧# ま義 運動に 巧は る ホが かくの 如き 世ホ觀 のが 本特 巧を おれ 
て.、 化 •レに々 日 SW まの かおの ながを ホと し、 ホは 乂ホ本 化の ホ 巧を 化れば、 
W 民 巧を ま義蓮 巧は お 局に がて マ八キ シズ かと 選ぶ 巧々 きものと ならぅ。 り > レ 
巧して せ ホが とい ふが かきは 烏が のか 化で ある •巧す ると ころの 巧み 改 巧が 人 
材ホ まを 巧して 大衆 本 化に 巧る ことに あ 6 とすれば、 今日の 巧 成な 戴と 同じく 
W たか# ホを も ホ マ^キ シズ ム の 雜 おに 蚀 ぶまれ たものと いはなければ なら 
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民望 ss ま S 人材 s 大切 f 質を 錠 ろ 適材を 累て 十分に 手が を 巧 
が喜岗 家を 椎 の；^ ま 能力を なめて 置會の 分ん 前を さを し、 かくして 
闲を巧 民の 福 社を 巧 進すべき である。 

化ゾ て、 ス巧巧 產の网 を 口、 政治の 是る 方ち 特にな 巧から、 代 お 制 

おの 夕 かみ 主義 卽も 大衆 本位 まを を 排除して、 力な 手 腺め 傑れた 人物を 巧 用す . 
べきで ある。 

な 上述べ た 巧を 器す ると ホの かき お 論が ホれ ろ 

W ぉの 中て 化 も 赃 W がか 《為が 何が で； P 夢が 教かい 繁 い 斯- 
李し 备け るか.^ いか ツ； が、 4 賞 かいい、 か 常 かいい、 がい 心 

い W をで ある。 

これを お# 界に 例を とつて 乂 るに、 か 何に 有爲な 人物で も備 巧に 上から を 1 
巧と みめて か、 れる ものでは ない •たかられ るには 下 かを き 上げて 一れ かねば 
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ならの •下は 小さな 巧賣 から 上は 大きを を 菜に ちる まで 一巧ら や 二通りのを 巧 
ではのにならず、 油巧をすると忽ち實ホ巧のがおにホ巧してし-?><ふが、 もれと 
同じく 巧が の 方面で A、 お 能の 人物は 怖 巧に 『ぶつかる』 もので ない。 を 巧に 
頭を 接げん とする まも やはり お大 あの 巧 力では 目的を 達成す る ことは 出 ホない 
ので ある。 但し、 巧が の 天才は 常規 をな てが すべきで な^、 例外で ある。 

をれ 化に、 两 まは、 下は 小さな 町 林の 自 おが 織から 上は 最 商を 巧に ザる ま 
で、 人が 主義が 確 巧に 巧 はれる やぅに をソ てな ホければ をら の。 

かくの 如き W までは、 を おは 多 かみで •わは ず、 巧 巧を な ひ 得る 人物が これを 
巧 ふ S である。 化つ て 「 貪讓』 5Kat= とい ふ 言葉 も 本 ホの な ホを 化り 巧す こと 
にを ろ。 巧を まは 顧問の 助言を ホめ るが、 最を S みを を 下す ホロ 唯 一 のなか ホ 
自み である。 

曾て プ "ィセ ン のぞ 巧が 非 おに 强 く、 ドィッ 两 民の 干が として 驚 巧すべき も 
のが あク たのは、 みおが をが 權 巧を なて 下を 牵〇 ると 共に 上に 巧して 巧 巧を 巧 
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ぶこと を かつて 0 たからで わる。 巧 等の H 民 巧を 主義* 巧は この 原則を をの 夕 
ま闺 まの な 巧に 化ら 入れん とする ものである。 • 
併し、 かくの かき 目まで も、 今日 巧 等が 謀 貪と 巧 レて むる 巧 関を をくな くし 
てし まふ わけには 巧くまい。 化し、 かやぅな 巧 期の 巧 巧は ま ぞ 上 にがて 巧言た 
るべ く、 を 巧 巧を な ふべき もの、 义巧ひ 得る ものは 常にた ピー 人の 巧を ホ cb 
る •從 つて、 义 、一切の 權巧 とか々 の樓 がと を 有する ホ A この 唯一の 巧 かまで 
なけれ ぶなら の • 

謀み 口人せ に 接頭の 巧 貪を 巧へ る 巧が である。 說 貝の 中で ホ 優 巧な 人物は 他 
日 田家の お 巧な 地位に 巧き 巧る。 この 親から 見ても 讓 々をの ホのは 必 嬰なる 巧 
をで わる • - 
もこで、 また、 ホの かき 結論が 生れて ホる。 

民 巧 まま の W までは、 下は 小さな 自が巧 巧から 上は 玻 なか 巧に をる まで 夕 A 
かま まの 化 謀 制 巧なる ホのを 鼓め ない。 巧 謂 謀を 口、 法 ばれて 田 まの が 率ホタ 
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る 化 化に 巧いた 人の の 諮問 巧閱 として これを 脯 け、 を s か々 にん ゾて化 事を 分 
巧し、 ぶ おの 瑞 をは、 み 自の分 巧した 化 事に ないて 巧 致の 巧 巧を かひ、 諮即巧 
閱 の 誰 長 ホは 锁 袖口を おの 仕事に 就いて 巧 巧を A ふべき である。 

おな 主義 S 闻を でけ、 經巧閒 題な ど S 如く 特殊 S 知識 や經 験を がすろ 閒趙じ 
ないて はものぶ にを 萬の ホい 連中に 諮閒 する がかき ことを しない。 お 巧 ホ 塞の 
两 をでは、 誰 含を 摄巧 からか かか かい 馨繫 いが ミ W かいかい、，、 ミ 
•だ 日ぃ かい 备 i ' るが！^' に、 都齋 いい。、！ ^ がが 备 賢ぃ 暮 ぃが •ぃ 

て 作った 元ち のみの やぅな も S を 二っ S をの 上に 置く ので ある。 

かが 化 来のを！* olitische IC 2 nir でも、 職能 代ぶ のを Ber ミ liche Ka 日 iel . 
でも、 ホは また 元ち のを 穿 一一を でも、 ぶかは 巧 口ない。 これらの 巧關け 何れ 
も 化 事の 巧關 であっ てぶ 巧 S 巧 脚で 口ない。 議 なは 藻 問に 巧へ てな ぶを 述べる 
巧巧はわるが、 遽かする權がは巧へられない。 ホをするががは巧巧をかふ？^ 
にある S みで わる。 


/ 
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0 上の 原則は 一人の 人間に お資 SK 巧を 持た 甘る と共に 紀 おのが 力を 巧へ 乂 
とする も 《で、 これが 行 2 れれ は、 次 蒙 立 破な 養家が 巧れ て K 民を 行く が 
.キ して 巧く やうになる であらう。 かやうな ことは お 巧 巧を 巧みな 巧の 巧は a て 
むる々 日では をに もち へられの ことで ある。 

、文化. や 雀 巧が 今日の 大を 成した S け 人 か 主 寒がが はれた からでん るが、 闻み 
もを の 組織に 人材 ま 菜を 化 6 入れれば、 をの 降骗は 巧して 待ソ べきで わらう。 

み 

な 上， に 述べた のが 两巧 かを ま義 の 巧を 觀 なで あるが、 こ八觀 念け 果してせ 巧 
レ 化る ものである かどう かとい ふと、 か 論を みでは々 いが 必ず 赏巧 しがる もの 

であろ こ、 で 何ぐ おれて けなら ののは、 今日の 滿 みに ターが 如き 窒裹 
の 多 かかを が かして ホ.^ ら人新 g 閒に行 U れ 5 《も？ なく、 時々 あと こ 
現れて ホて 0 るに 巧ぎ ず、 怖 もさう いふ 時化では 网 民み 两 まもき まつて 巧 ザし 
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てね ると いふ ことで ある。 

两巧 化み まを の理 おを ま 現す る ことは 化り も扔 さず 現 かの 巧 まを な ザす る こ 
とで ある •な ザけ 巧 まの 患を のみ をらず、 共の 他の 凡ゆる 立法に 及び、 W 民 ホ 
巧の ネお にもな ばなければ ならの。 かやぅ ホ なぞは 巧 お だけで 曲 ホる もので な 
く、 上から 言 ひつける だけで が 來るホ S でもない。 これを 成し 巧げ るには 、 W 
民 化を ホを の 運動が 人物 本位の 巧 神に 巧 かれて 巧 內に巧 あの 两 まが 機を 巧 巧し 
てなる ことが かおで ある。 

ちれ 故、 W 民れ# まま 巧 かは、 巧に々 日ょり 上述の かき 信 化を 巧ろ 巧々 く お 
なして、 これを み內 にな 巧し、 他日 W まの 巧 巧を もこれ に 化 ロサ、 W まに 封し 
て 巧 巧から 立が なお 用の 人 巧を 巧 供し 巧る やぅに ホ 巧して をかねば ならの。 
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. 第五 章 世界観と 組織 

■ ✓ 

々まで 述べて ホ 《巧は 民 巧 主 まの 巧 まの 槪捉 であるが、 か、 る 巧 まは 巧に 巧 
まの 化 巧と する 巧を みつただ けでは 巧 巧 甘ら れ ない •ち 巧 主義の W まの か 何な 
る もので あるかを かるに 止まらず、 進乂 でか、 る 巧 まを 我等の 閒に 巧設 する 方 
法を 考 へねば ならの •これが 大切な ことで ある。 今日の 巧をから 巧な をが てむ 
る ものは 主として 巧 巧を 巧で あるが、 かくの 如き 巧ぶ 巧な がふを 巧へ し、 ちら 
進んで 今日の 態が をを める とい ふことは 到ぶ 望け ベく もない。 化しで や々 日の 
巧な の 巧 椎を摄 つ V & る^:^ が 殆んど 永く ユダヤ人で わろ に 於て を やで ある。 
ユダヤ-人は 世 ホのを 两 をが ぼして 地上の 巧 ホ カら A としてむ る ものである。 を 
し 巧 等が々 日の なおを このま、 が 巧して をれば、 化 ユダヤ ホを のみ 胃が 何時か 
必ず 巧 巧して 化 ホは ホく ユダヤ人の 巧 有になる にき ひない。 
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ドィッの 巧 謂 『ブ 八ジ ■ァ』 や 『プ "レ タリァ』 は 果して 幾 巧 巧を かへ るか. 
からのが、 共に をの 大部々 は. な 巧で、 莫迦で、 わ まけに 腺 病で わるから 、ユダ 
ヤ 人と 戰 ふこと も 出 ホず、 戰 はんと もせず， ずるずると 破が の 庇 へずりが ちゾ 
つ あるが、 ユダヤ人 はさぅ でを く、 世 巧制爾 S 目的を り 党して 贼目も ふ. レずに 
進 A で ゆく。 をれ か •ユダヤ人 にょつて 左右せられ るを なは 巧ら ユダヤ 入の が 
害の ために 働かざる をが なくなる。 ユダヤ人 S 利害が ァ— リァ 人 巧の 利蒂と W 
間に 何等 巧 逆ず る 巧の々 いも S で わる ことは 育ム まで もない。 

もこで 民 巧 まま S 閉まの 理 あを 巧 现 甘ん とする も S は、 巧ぶ かな やが S 他々 
日の な 共生 巧を 支抵 してむ る 巧々 なる 现存 勢力に 轨る ことなく、 お 巧 ホを S 巧 
おのた めに 戰 はんと ホるな ぶと 能力と を 具への 新しい 巧 力を 巧さねば ならの。 
民 巧 まを の理 をを 巧 巧す るに 當ツて 先づ摄 みに ぶしを r べき 化審 は、 ほ 巧ま義 
SW 家 巧を 明が にがら 上げる ことではなくて 、ユダヤ 的な 巧 § をを 叩き 巧す 
ことで あるから、 これは 化 6 もがさず 巧 ザで ある。 かがなる ホ かに 於ても 一巧 
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骨が 巧れ るのは、 巧し い 巧 態を をり あげる ことでは をぐ て、 これを 妨げる 邪 巧 
かを 除く ことで わる •ぞ かが おきる と、 偏見に 巧 はれた る 者 やが 害關 係を 巧す 
る ホが 一巧に 供 おして これを 妨害し、 彼等の 好まざる、 ぶは 彼等の 存立を々 か 
すかき 新しい 埋 あの 接頭を 極力 防 あせんと する。 これは あ に 巧 •化る とこ ス 
であら、 ホ 今 巧 巧 かを 一にして むろ 巧で ある。 

ホ かには 二つの 方面が ある。 をの 一 0 け、 新しい 理想を 强朋 して、 をの 巧 巧 
じ 巧め る ことで、 これは ザ か S 巧 巧 的なん 面と い •ふべ く、 他の 一つは お 成の 巧 
存が 態を 叩ぅ 洩す ことで、 これけ が 命の 消み 的な ぶが とい ふべき でんろ。 が： 5 
も 火 切で わるが、 巧し い理 あの 剧± け先づ この W お 的な 乂 巧に 力を 化がねば な 
ら W 。 ぶが を がら これは 已 けを がの ことで、 どぅも 化ぶ がない。 

化 本から 巧し い理 巧の ために 戰 はふと すろ 閒± は、 先づ 、銳 巧な が 巧を 武器- 
としてな 努に 出なければ ならの。 閒± み 円には 面白く々 くても、 これは 必ずが 
かにして はなら のこと である。 
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今日で も、 巧 誰 民な 主義 ま s 中には、 り々 等は 巧改 的い 働い；， 理 あの 實 かに 
$ を 甘ん とする もので わつ て、 消 巧 的に 批 巧して 他を なおす る 巧り 口ない、 な 
どと 自授 さぅ に言ム 者が あるが、 かく S かきは お あをから ず、 頭の おい ホ 物と 
もい ふべき おがであって 、をの 言ム 巧は 似 肋 ホ 『は 巧 主を』 S が： 祈で あり、々 
日の 世間を さへ 少しもからの 歷據で わる。 マ 八 クタ まを にだ ゾて理 がは わる。 
ユダャ人 の W 睽 金融 巧 おのが 立と いふ 目的が わり、 これが 巧 巧 巧ぶ^ ために 做 
く连設 的な 方面が ある。 併し、 マ 八 クス 主を には 他に なほ 巧 巧 的を ぶ 巧が ある 
ので ある。 マ 八 クス 主 まは と 十 年の 長き に 互つ てまと して 批判を 審 とし、 恰も 
がの なを 触む がかく 巧く ことなく 批判を 巧け、 な 度を おけて、 をに ドィッ S ホ 
を！1まを巧しでし*<><ツたのでわる。 辆ム巧の 『巧設」 はをのをのことでわる。 
また、. これは マ八キ シズ ム たらずと もを 然の ことで ありで、 筋道に 叶つ て& 
る。 幾^^^^しい理おを巧げて巧しい巧態を說いたとこスで、 たくもれだけでけ 
旣 巧の 現 がをお さ 得る もので ない •巧が のが 持を みする まと か、 巧 巧から がさ 
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を 巧て わる ホロ、 幾ら ぞ 巧の 必 巧を 巧き 历か されても 巧に とめる もので なく、 
考 へを 改めて 革 巧の み 下に 親 甘 巧ず る ものでは ない。 若し、 巧！！ を 巧 的な ぶ 巧 
に 巧つて 巧 巧 的を ぶ 巧を 巧 かにし、 反 おする まは 反 おする にを せても 

くと いふ 

ことに なれば、 われ もまい、 これ も惩 くないと いふ ことにな 6、 巧 g 二 J のが 
巧が 同時に 存立して どつ ちがき い S か睹 別が つかを くなる。 もこで、 巧 ふ 巧の 
世 ホ 巧は 他の 巧 S ものと 並立す る ことにを り、 あは 口 巧の みに お始 する 窝と夕 
6 果てて、 結 お、 世 ホ 巧のを 現を ぶし をげ がな くを らぅ。 がるに、 巧 等の 世 巧 
巧を る ものは 他の 世 ホ かと 巧 立す るを がない もので あソ て、 他の おと 並立す る 
がかき なのな 目では 滿 足されない 。世間が あく 他の 世 巧概を おて て 新しい 世界 
巧を 訟ろ 巧し い 世界 觀 にがつて 生活を 巧を が 新し y おれる ことが 是非とも 必 
嬰で ある。 卽 ち、 新し い .が 旗を 化を する 世 ホ 化は ちいが 態を 代ぶ する 世 ホ 化の 
存 おを 許し 得ない ので わる。 

ぶ敎 にも これと が お：！ じ ことがある。 


a 某 巧 かで も、 いの 敎 まを 化め るのに は、 をに 說 おする だけでは 巧 目で、 是ホ 
と^^^化づ異端を化巧する ことが必おであリ れ。 これはホは巧信とも い ふべ く、 

が 執と もい ふべき であらう が、 おがな 信仰は かくの かき 偏執から ホれ たいでん 
って、 其 巧が が 巧が にぶ 巧した の も 巧は この 偏執の お蔭で あつれ ともい へる 的 
. で わる。 

.こた おして ホは 異谣を 立て、 世 巧 あ b じ 化る ところの 囊 が 巧は がむ ユダ 
ャ的 なち でか 然 らし A たも S であ？， て、 ユダャ人 ごダャ 人た ろと こ スけ偏 
ホ じわり、 巧 信に わるので はない か、 と 言 ム人も わらう •尤も 千 萬な こと でん 
- ' る。 逝戍 ながら 事 巧は 正にを の 通りで あつて、 かやうな 偏執は ユダャ人が 化の 
世に かれる までは 人 おの 未だ 曾てから ざる 所で あつたに 違かない。 併し、 を A 
. 々が樂 をした ところで、々 日の 世の中が 偏執が 慢 のかに おたなければ どうに も 
ならの f ぶこな つてね る ことに 變ら けない。 ドィツ 巧 民を 现 せの お 巧 力ぐ かひ 
•， がさう とするな 上は、 これこれの ことが なかつ たら ど A なにをから うだの、 力 




く 力 < のこと がを かつたら 旨く 巧 くだらう だのと 巧ら に& 巧を こぼして むた の 
では# 目で、 どう すれば 現せの 不が 合を 2 を 除き 得る た先づ もれを 考へ a 
をら の •巧ぶ のサホ 巧が なみ 巧# の 巧し いぶで あれち をれ をなる には や 
はら 霉護 SS 、 而も 爱 なる、 巧 丄い黨 巧を なて する ほかけ ない。 

みかを 巧け、 他を を 芝 5 援# ま 暴君 ほを らち か、 をう ホ，- と 
は畫 S なく、 壽敎 S 巧 布と 共 sn て、 をれ な 毒 5 中忆 幅 を 利かす や 

うにな つた、 と考 へれば あま 6 をい 其 持 もし 玄 からう が、 今日で もな ほか やう 
を巧神 上 S 行が 芝 中 K 行 S れミる SKII むべ からざる まを でん 6、 强制 
には 巧が をな て 巧 かひ、 を 巧に tJ 暴行を なて 對 がする を 力なの々 いのも 巧む 
•へを f ま赁で わろ 巧」 S 想を— J に C 先づ こを— す ミのを 
倒、 さ^^れば ホら ち 倒して をに みめて 巧 じいが 態を を設お るので わろ 
な黨はぶを巧を驴^^.,>ジが、 が护がが；^が；^がい^^'ぃ。 かがが护新ががか 

立— 設する ザ黨 かか 篆娶繁 家歡齊 い；， 我が 義い 蒙い^ 


如何なるを 巧で も、 おぶ のを 巧は、 他のを 驚を 巧し 除けて 天下を 巧 占 せんと 

中る 巧 向の ある もので、 もこに 世巧觀 とも 巧り 得る 信を らしい ものが 必ず 化ら 

れ るので ある •ところが、 政黨 は、 おねな 巧な 網領 をな て滿 足す るから、 世み 

巧の ために 戰ふ 場合に ぶる がかき お 魄を失 ひ、 ホ 望が 小さい から、 がって ホる 

まが 閒 をのない 懦 巧な 斗符の 化が ばかりになる。 かくして、 な 無は、 おね お 成 

後 問 もを く、 化る に 足らの 巧れ なをせ になら がら、 世界 觀 のために 十字軍を お 
» 

すを どの ことは 化め、 巧 謂 『積極的 協力』 にょっ て 出 巧を だけ 早く 玫 かの-嬰 巧 

に 割り込 A で 飯の 種に ありつき、 旧 ホる だけ 永く を こに 巧り ついて むる ことば 

からを 考- へる やぅに をる。 この かにを 巧の 目的は なくなつ てし まふので わる。 

もこで、 若し、 化 暴を 巧爭對 手が 現れて 化 柄の 側に 割ら 这 み、 力 にを 甘て 化を 

、 - 

を 巧し 退ける やぅな ことで も われば、 巧し 退けられた 彼等 巧 人け、 ホは 暴力を 
用ち ホは 巧 軒を 弄して、 前の ホへ、 前の 方へ と、 これ また 飢 をた 巧 中の 巧を 
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力い 權ら摄 き々 け 理あも 信を も あれば こを， 化 化に あ- CV つくまで 口み を も 
也を る々 だ をれば からに 勞 してが むこと をからを い。 これ こもを ホの 巧 度と い 
ふべき であらぅ。 

'がいが 私聲い もがが 策黨獻 かかを；^ い磬い いがで ぁるから、 護 

のが 態を おいと， 越め ながら をれ をを のま、 にして置く とか、 ホは をの 存が •こ 力 

を かして やる とかい ふことの あるべき 道理が をい。 患いと 被め たな 上は、 化 ゆ 

る 手段を 盡 して もれを 除き、 お 手の 抱く 理 あなる ものを W き 潰す のが 本 巧で b 
る 0 

かく S かくを く 巧 巧を 目的と する 脚で け、 誰の 目に もを いて 忽 もを 險规 せら 
れ從 つて 巧 面 巧が のを 化に 立 もみい。 をの 西 錐な ことは、 をぶ 新しい 巧 あを 
货現甘んがために巧極的に剧巧する巧なと同じである。 これをみ6ぷげるに1 
ぶ ホと も 果敢な 聞 +1 がが る。， 新しい 世 巧觀が おしい 理 おを 巧げ て 他の 世 
ホ 巧を 寒す るに ち 置 S から 最み勇 $ わる 者を 選び、 こを おめで 强 
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固を 巧 田* 巧を をり あげる ことが 必要で ある。 同時に、 新しい 世 ホ 巧の 中から 
特瓜 大切な 巧を を 巧き 出し、 これを 阐± にもょ く々 る やぅに 就が 明が に 巧が の 
かくな めて 新しい 剧ザ曲 おの 信條 たらしめ る ことが 必 がで わる。 從 巧の 巧游の 
網橄 はおす るに 涅擧 目を の もの ばか 6 でんる が、 新しい 世 巧が S 網饰 はなぶ S 
巧 巧 やが おに 鲜 して、 卽も 巧ぶ S 世 ホが 一巧に 巧して 宣 巧を 布が する もので々 
くて はなら の。 • 

をれ なら、 世 巧 巧 S 巧 丈は 誰でもを を S 巧 巧を^ 巧 あやぶ おを ド •がに か ホし 
て 0 な けれげ ならの かとい ふと、 もんな 化 おはない。 化 本 S 特 がと もい .r へき 
二 一二の 巧點 をし つから 欄み、 大綱を 巧へ て、 彼等 S 世 ホな は 必ず おつと いふ 
自 なにぶ 底す る ことが 何ょりも 大が である。 こがを ザ おに 巧いで ぶれば、 を卞 
は 苗 等 巧な までをく かつてむな ければ ならのと いふ ことけ ない •を ホと して 
け •« ホなず 巧を 守 6、 輿 へられた 巧みの 正し さを な 口ず、 これを や 6 をげ パ 
げかず 巧 さに# つものと 信じて、 こ： i にを 力を 益す やぅに か ザせられ て をれば 
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をむ でを い 《である • -K なる 希 f 抱いて が* 《る 未來に f ん とする 大累 
の 助 ± も 亦 正に かくの 巧ら でを ければ ならの。 

他 S 親 CW く 別と」 V 、 單 にお 美 SS を？ 妾 卒が甲 拳と 同じ 

でんつたら、 ちの あがは 巧に 立たち を C と 同じく、 一つの 世 ホ 巧を か衷 する 
ホ ホ 運動で も 『頭のを ご ホ ば.^ なが 化ソ てむ るので 口 化に ならの。 かが 運 か 

て f ャけ ゥ遷 お朴 なお 卒が靠 で、 3 もな ふ S 《內部 《紀 がが 巧た a Q 

ことになる。 

9 9 9 9 

凡ち 化が-^ か 3 管 一 か S ふ も S け、 頭贤 使れ 芝 巧 5 が 上に ミ 巧搏 し、 
頭 脾ょミ 盛が で 動く 多 か 《ホが 下に . Q て ミに 祐 いて 行 ふら 成。 立ら ホる 
ので ある。 同 U 中？ も、 二 阿ク巧 貝が 悉く 敎烹 高い 人閒 であるのと、 十 
をけ かち か 商く vf つ兒て •かか 烹 化い 人間で わ ミと で 2、 訓 がす 
る 上に 非常な 錯 みかわ-^、 震と してけ 霎 Q 方がない に 違 ひ ホから ぅ。 

これに 目を 巧け て替 くやつ たのが をを 巧 まなで ある。 なを 民 ホ 巧け 巧 貝を 巧 
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める に當 つて、 曾て 軍 除に 0 てが がをおへ 这 まれた をを 巧民大 ホの 問から 選び 
化り、 もれを 更に 化を ち お 黨の嚴 がな 規 がで おへ あげる ことにし たので ある。 
父、 满の化 域 も 巧ら 軍 お 同然で、 駕 おはが おとお ホと いつた やうを ものに かれ 

で ミ。 卽ら 、影 4 かか •いい か i 蕾 かかで、 か讓 怒' ュジが 抑 

お夕彻 化な 幹部 S ドイツ人が 下 ± といリ たやうな ことにな つてむ たので あ 
る。 ドイツの ブ八ジ ，ァは マ 八 クス ホ袭 5 ななに 無が をのな 貝の 多い ことを 嗤 
、つてむ たが、 爲ん どからん、 化を ちま 巧が 化の かく 乂 をぶ しがた のは 無 致を 
の 火 ホを ホ 乂に化 ん だからで ある。 まし、 プ八ジ ■ァの 巧 成 政 巧は 頭 ばか 
りで 乎 化が なく、 誰もが 巧な ばか 6 並べて むて 巧に 立たの 烏 合の ホに ほかなら 
々かソ たが、 マ 八 クス 主を のな 媒 では、 おがの ない ホを おめ て黨 兵と もい ふべ 
き ザが 同が の ものを 造 6 あげた。 こ S 漠巧 S 中には 曾て 軍が にむ たまが 夕 く、 
これが、 曾て ドイツの が 巧に 對 してが つたのと 同じ やうに、々 度は 巧 おとして 
滿 5 領 巧の ユダャ人に 絕 動に 化從 したから 紀 化が 保たれた 。ドイツの ブ 八ジ， 
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ァは 巧り を 商く 止まつ てむ て 人間の ム 巧な どには 目 も おれな かつた から、 甘 
を 民主 おが 無教 をの 人 巧を 集めて な 貝に した 理由を 巧く 考 へても ょうと ホを 
ず、 從 つて、 また、 なを 民 ま 巧に 隱れた あしい ぶ 力の あ' る ことを も おらな かつ 
ちちを 駕 はが 育 Q ない 寶 S 夕 いも S ょら も 『か講 な』 の寶 の 夕 いも 
の ほどを く、 た、 な 巧を 化觀 する にしても か識 階が の滿 貝の 多い な 戴で な 
ければ を 格が をく、 巧を も少い 、と ぃム やうに 化っ 它 りた。 和 か、 か斯 かが^ 

は谋 巧が 頭 も らか影 票 皆 かか 策 か V おかい' ぃ以 W 以^^ 
の'^ なく、 斯 i が 歌が がい邮 抓^ 韻い^ 心 心が が以磬 ^ジ妒 'に^' る、 邮 
も紀 がに ある •大切を のは 上下 § か 律の 正しい 指導と いふ こいで；^ が。， 戰 巧で 
ニクの すがが 鲜 巧した 巧 合、 どちらが がつ かとい へば、 圾 商の 戰 がまで お ザを 

をけ た S ばを S 營を 、謹が 煩れ て 芝と 共に 部下が 羣に 巧對に 

化 化して 手足と を て 動く やうに をく 訓 がせられ てむ る 軍が の嚴 しい 軍 巧の 方 
が 巧つ。 巧る に ドィッの プ八ジ ■ァ には こんを こと さへ 分らな かつた のでい 


aoo 


る 0 

化 上け か 何なる 世 ホ 巧で ももれ はおして を 巧し がべ さかを を荆 ベる 爱 "に 
常にを 頭に 置いて むなければ をら の 大切な ま 巧で ある。 

せ ホ おを ま 近して 他の 化 巧 巧に おしてが を 占め A とす；；^ げ 、をの 世 巧 巧を 巧 
ザ 運 巧に 雪ねば なら S が、 運動 S 闻ま 前に 述べ 《かく おね 蓄 5 化い 人間 

でんる へきで あるから、 運 かの 網 饱けか V ；. のかき 巧 ± にもょ く かる ホな な もの 
でなくて はなら の。 運 巧の 究極の 目的 口す 巧 たるべく、 お 導 巧 神は 巧ぶ たるべ 
きで あるが、 をれ だけに また 網 做は® 削に 官 み、 人間の ム理 におつ たもので b 
るべき であり、 卽ち乂 ふを 化 おする に 足る もので をくて はなら の。 かがに すぶ 
々る理 をで も乂 ホの 助力が なけ； ば 永久に 理お たるに 业 まつて 巧 巧す るを が々 
いので ある。 

襄か かか & がが か i を かか；；？ か 器 かい 於ぃ；， かむ い か、；：」 が；^ 如か 
いかか^-'る、に5!、 かかかゎ^趴ぃがかいかがかが^-がい實蚕か賽が與 



^ ぉする も かいが； おが い备 いみ い かがい かか、 いかいい か^か かいか 
^っ け、 がか；， い；，； い義 いい；， もが お家 かかい 影ぃ かか 祭い が。 

こ、 にい ふ大 ホとは 卽ちド ィブの 巧衡 がの ことで^ ジ。 

かやぅ ミけ で、 巧 等の 新 運 巧に ゎつ ミ 蓋け 僅を •一户 獻 にが 結 せら 
れ / これらの 網が 口大 ホに 巧 等の 蓮が の 巧抒を 傅へ るのを 主眼と する もの 

で、 網 S げ貴肚 み 主 S 襄が雾 でを、 ー ミれ にょつ て 同ぶ を 集め、 
一け これを 0 て 同志に#」 く講 S なを 鼓 & さち？ 同志 品 おを がた 

乂 とする ものである。 

とこ ス で、 巧 等 S 雲し 《器に 巧いて ミ 是ホ善 恶を考 ヘス 巧な に 必ずを 
れて ミ？ とが 一ぶ る •巧 等 S 繁 巧 本 S をに ぁぃ 《もので ゎ 
つて 巧 極に 於て お對に 正しい 《でち を、 これを 個條忆 巧め るに をつ てけ 先に 
も 述べた 夕 案にから なく 化み 立てる 蓋が おつた。 從 つて、 同を の閒に 
ち々 後 時日— ると 共に f 巧が はすつ から 專 きかへ たがょ いと か、 もつ と 


'育く 言 ひを したがょ いと かいふ 問 おも 曲て ホる た 違 ひなから う。 併し、 かやう 
なお おを すると 大 おはがで もない おを にを る。. 元 ホ、 綱領と いふ ものは 運動の 
信 化で わら、 ぶ敎に 於け るが 義の 如く 確乎す 動であって、 同ぶ の 信仰す る 所で 
なければ ならの。 をの 带 化が 批判を なける やうに なれば、 運動は 動 お 甘ざる を 
がない。 一っで も 修あ閒 題が をき ると 必ず 議論 巧 出して、 もれで なて 旨く 巧つ 
たもの がが ホる かとい ふと さう でな く、 巧し い蒂 いものは 闲 ホないで、. 化ら に 
お 诚の巧 子を がき、 同ぶ の 閒 にお 亂 をを ザし める にあぎ をい ことが 多い。 巧 
し、 をれ でも 網領 S 修正が 閒趙 になろ やうで あソ たら、 運動が々 裂しても 綱領 
の 形式の 捕って むる ホが きい か、 もれと も稱御 S お まには 缺 くる 巧が あって 
も、 運動が おって むて、 同志の 閒に巧 かがな く、 一を 闻 おしてね るの が 善い 
か、 渡と 考へ y ぶるべき で、 考 へれば ホゼ って 前 ネが恶 くて 後 まの 善い ことに 
おが 着く であらう。 巧領 のな 正は おね かおに 止 る ものであるから、 な 正を や 
6 出す と 化 6 がな く、 なしても 的しても まだが したくを る • ^ まい^、^ 即が 
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多くけ 巧 f ミで； s ' る がら、 i 繁 襄い款 w 薪い い •が晋 、祭が 皆 

ると 共に 使 かもが ッ たかが 如くを •へ；； J 斬 かか だ 心 かか。 を こで、 親領の 修正 
甘ら れ る？ 見る と、 理を S 《《忆 戰 U ん とする 息ぶ も氣タ ホくなら、 外部 
ド對 して 戟^ ことを ホめ て 巧 輪で 論 巧を ホと し、 をれば からで 日を 送つ て椅巧 
を盡す やぅになる • 

- 取す るに、 巧を とか 綱領と かいふ ものけ 火 指に がて 閒 違って むず、 筋が 通っ 
でゐ さへ すれば、 ミ 後に なって 多少 霉に剧 S 所が 出て？ もな したりを 
ず、 をの ま、 存置す るの が 善い ので、 今まで 速 巧の 信が として 巧對 にお ぜられ 
で 來プィ S を 中を で 的して 献講 5 巧モを 巧く も 結 巧は 非常 忆 面白くない。 巧 
に 蓮 動が 未だ m 的を 3 ず、 慕を 巧」 てな ほ咸ツ 舞て &る趕 、網 铜に手 
を 觸れて G なら 2。 何れ かとい へば、 證 5 冗し さを 巧對に 信ずれば こを 戰ふ 
夕 出て 巧る S である。 戰 S 窜に 綱領の 形式を 度々 を へられて は、 戰 ふを 
はずまを 巧 そ、 なまを 抱か ざろ をが々 くなる。 
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網 街のを かは 外 巧の 形式に あるので はなく、 巧 部の 巧が にある。 厮 して 梢が 
口 巧 巧不 獲でなくて 口 をら 5 i 。 この 運動の 悅 神を 强 あしまい とすれば、 巧な や 
不を S 巧 子と なる ものを をく あけて 理 をのた めに 戰 ふに 必 おを 閒 志を 化 持ず ベ 
きで ある。 

こ 的 親に 巧いても か特 カホを にけ 巧ぶべき ものが ある。 か特 力を の 言が の 中 
にけ 常々 S 円が 巧を や 則が 硏究と 巧 をれ の ものが あ 6、 ちょつ とがせげ ホ 巧し 
をいで ホむ やうになる もの も かくないが、 をを では 一字が つて 信 おに 手を 巧叮 
ょうとし ない •巧を にした ところで、 をの 學說け 永义不 獲の もので をく、 絕を 
ず 動 巧して むる •かを がを A な もの にがつて ゐ ては 立つ て 巧け ない。 一り 一を め 
たかをを 飽くまで 固な する 巧に がを の强 ホが ある。 また、 もれで こもが おも 信 
巧の 信が にな 6 将 るので ある。 化 特力お 令は、 乙の な 理を汾 へて、 巧 ホの 學巧 
にお ツ てながを な 正 するとい ふこと をし なかつ たから、 今日の かく 巧ん になつ 
た •これから も 世 巧の ことは 何もかも 巧 6 々く 獲つ て 巧 かう。 この 巧 こ あつ 
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て か特力 敎會は 恰も 化 斗の がく 巧 かて あおを のか 義を ホめ々 いで 今後を.， 
教 巧な 信 ホを 巧 化する ことで あらぅ。 

もれれ 民 巧 主義 世巧繁 4 がいが ぞら かを. ホ か、 安备和 散いか 
まする 蓮 巧 か 聞 ザ か かも 苗 かけ か 獻が衫 か 祭 ご- い」 、斬 一^が 
の 巧 本た る 網 W わ 確乎が がて がゎ K ? べき ことを 巧 記い かいかを いが。 
綱領は 一 H , が li と 勒か备 をい をぃ け、 如 如い 歌 かい^が、 ちんべ、^」 を 

ぃ 。少 くと も 蒙 •か 藏い 賢： C - ^ i •い；. 證 い,； 一， い かか 若；^ でか' ぃ。 

未だが 巧を 於が V の、 に k & w が 备 V るが 6 备 i 蒙臀い 祭い W 
ぁって、 網領 ミ？ かを 寡い か 黨；^ か夢篆 W 歡 かが わぶ 聲 

ざるを 得ない。 今日 『修正』 を 行つ でも 明日に なれば また W に 入らず、 明を 日 
に ホれ ぶま 《を 正 するとい 古と に なら、 一を 姑め 《が 姑 後* 遂にを ルす る 巧 
をからの こと 忆 ならぅ。 

ホに 述べ ミと： 2 新し S 違# まを 蓋に 透る ホぶ に 巧 じ V をれ て t 
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ならの ことで ある •巧に 述べた かく、 拍 おせ 貪を を ドィッ 勞働 おは 巧 本の 綱 抑 
として 二十 五 個條の 項目い 採用した。 これは 確乎す 動の もので わる。 かか 5 满 
員た ると 今後 お 貸と なる ホた ると を 問は ず、 苟も 巧 等の 述 動に 加盟す る ホけ、 
巧の お 御を かれこれ 批議 した 6、 作り かへ たりす る ことを 甘ず、 一な これを 棋 
持して 赏 现を菌 るべき である。 さもを くば ホ 代の ホ も 亦 もれに 化 ひ、 化ら にが 
まを 追 ひ、 黨內 の 無用 S が 谈に棉 力を W 巧して 巧し か 幾 巧を 吸 化する ことた か 
ず、 蓮 動に 新しい 閒巧 力を 加へ る ことを おれる に 違 ひない。 蓋し、 一投八 お：：：： 
にと つては、 蓮 かの 生命は 綱 的の 字句の ホに あるので なく、 網 如 S 捣神 にんる 
からで ある。 

巧 等が 两民肚 を まを 運動に ドィッ 巧衡谋 とぃ ふなぶ いが、 へ かかい か W か&い 

か' るが がか ツか かかで、 かか^ 备祭 辭 い繁か & ぃ、； < 、新が かか 

にを クて 現が せ 巧して りる 如きぶ 法を 化った の もこれ がた めで かか。 民が かが 

か 薪いかかかおか於 ir .ぃ 以も髮が か ツ 
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か • ii が 抓の 苗 菩聲 かいで み 繫いい かかを， i か繁繁 か耿 

が あつたの である。 

かぃ&.|^4$か襄かい|3い^^い襄か繁款い赛ぃい，^いぃ；，い、 い 
れは到巧冀な1か篆が'ミ か^^い警誤かかかか.|い、 娶いか；，いが 
巧に 於て を 巧な S に 連； 5 ない。 询 に、 霉 S 動 t ； 民望 義 S 想を 寶甘 
ん とする 勘 巧で あゥ 、またな 等の 運動を 猎 いてを 巧 主を の理 あを 代ぶ する もの 

はな ぃ 。數か 雲 is5j 繁黨驚 {j 賓か 繁義 かかぃ、 篡 かお か龄 

あ 口 ま 《 S 民 杜み主 ま S お孽 でが 10。 夏 化會主 S が 巧を 期 ふ 君 この 審巧 
を 班め これを 巧に 巧 じて をれ のみぅ にしなければ ならの。 闻巧 かを ホ 義ドィ 
ッ巧化 黨を差 措き、 他のを 藏 にょって 民な 主義の 理 がを 巧 巧せ A としても、 を 
れ口曲 ホを いこと で、 もんな ことを する のけ 大巧 おらの ためで ある。 闻民 化み 
ま 表の ために 戰口 A とする をは このま 赏をも 媒とム がて むな けむ ばなら の。 
世には 我等の 運動を 非難して 两民 化會 主義 ドィッ タ衡黨 が 民族 まを の理 をを. 
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『 a 巧」 する の 口を しからのと 言 ふを も あらぅ が、 をれ におして けた <ホ$ か. 

を へれば 宜ぃ。 - 

巧 等け 確かに おな 主義の 理 をを 谋 巧して ゐ るが、 巧に 巧 巧 S 巧を をが 巧して 
ねる のでは をい ので、 ま 用の 巧に 立つ ものを 巧し くを つたので わる。 

民 巧 主義と いふ 言葉は 從ホも 人 S 口に 上つ てむ たが、 をの 內 巧が パソき 6 甘 
ず、 g つてね なかつ々 ため、 ドィッ 两 をの 運命に 何ら 2 影 巧 をん 巧 ふること が 
ぉ來 なかつ た。 民 巧 ままと いふ 言葉で 今まで 巧され て ホた 化 あは 稀々 もり、 を 
れが 必ずしも ホく 間違つ てむ る わけで けなく、 中には 正しい もの も あるが、 何 
しろ 巧々 雜 多で あつて、 豆に チ 巧 巧 着す る ものが 夕く 、がが 一巧と なりが る內 
巧 的！！ おがない 。又、 內巧 的が おがん つても 其 だ 歎く、 從 つで 巧 民 速 巧を お 巧 
しな巧する力がなかつた。 

61 ^かかかを取斬は、 1 ^ 4 わもか<^解獻いか如いか、へ。、 r - . 
れを W がと が一した ので わる。 





み‘ 

が 今で け 「ちな ま義的 J とい ふ 言葉を 巧が かがに 巧 & て b る W 糖が かへ きれ 
の ほど あ 6、 大を 巧と 稱 する ものまで が 盛んに こ S 言葉を がつ てむ るが、^ い 
ホ ども* 巧は 两民 巧を ま義 S 運 かにが 巧 甘ら れ たお 巧で か J 0。 闲 がが がか 糾が 

ばの ことで あつたに 違 ひない。‘ 第一、 民族 主を 的と いふ 言葉のを ホが 化すには 
みら なかつ たで あらう。 特に 從來 S をな や W 巧の 領袖 S 中に け、 民族 ホ 萬が々 
る 言葉の 內 をを ム おて 〇 る ホけ 1 人 もむな かつた やうで わる。 まし、 この おが 
まま 的々 る 言 菜が 人々 S 口 S 端に 上る やうに々 つ わのは、 W 民 かみ ホ 菜 ドィッ 
巧が ながこの 言葉に g つた 內 をを 舆 へてから 後の ことで もろ。 两民 か# ホ 菜 ド 
ィッ 巧 馈黨が 人 ムを化 巧し、 ま 持 まを 巧で を ホを 巧 張して 民 巧 ホ お S 化が の 巧 
力を を猜 すると、 他のを 巧まで がが あに がられて を 巧ち 義 をを がに 巧げ る やう 
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にを つたので ある。 

化來 、旣 ぶを なの 行かは 給て お 賤な動 巧に 出で、 選舉の 成否を 目 まとした も 
のであった。 今日、 彼等が 民族 ま 菜 的なる 言 おを 口にする の も 撰 貝が W おかみ 
主を 蓮 巧に ホき っけられ るのを 巧 r ために おぎない。 卽 ち，、 彼等 S 民族 ホ おは 
た < お 甘 かけば からの 看が であっ て內 をのない 空虚な もので わる。々 日で こを 
旣ホ 巧な も お 族 主義 的なる 言葉を 化の 他り 言葉と 共に 巧 語と して 偏 A に 使用し 
てむ るが、 かやぅ に 化 巧す るに おつた のは 化か 二 年 前からの こと でん 勺て、 民 
を 主 まとい ふと、 一 一一 年 前までは 彼等は これに あ 害を 化へ たもので、 w が 前には 
が 等から 巧 ^<れ 、五 年 前には 叩かれ、 六が 前には 葵 お とぶられ、 と 年 前にけ 峭 
笑 廿られ 、八 年 前には 民 巧 主 まとい クても 誰も もの 意み さへから なかつ たもの 
で わる •がるに をれ をが 等が かにな 0 て 俄かに 巧が か 巧に 化 用す るに 遣っ たの 
.は、 おしい 世 ホ 巧を ホず る W 民な 會主寒 運が の 控 頭に 巧き， がって 置く とこの 
蓮 動が ホ 巧に 巧 力を 占めて 化 等 巧 巧を 黨 のが 立を ホく 許さなくなる がれを ホ じ 
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で ホた ために ほか をら のので ある。 

かくの かく、 今日では 巧 成 かな も 民 巧 ホ まを 看が にして りる が、 •い^^かが 

とい ことに 就いて け、 彼等は 少しも かる 巧が をい •これ また、 彼等の 口にす 
る r お 巧 おを め」 なる 言葉が 併り 物た る 厳 巧で わる。 

巧に 巧ぶ かお のみでを く、々 日では 個人の 間に も、 矢 おに 民族 主 おを 口に 
し、 何ら かの 岡 的な 觀 をを なにして 化 6 とめの ない 計 盛を おね あげる も S が あ 
るが、 かく S かきは 似厮 ホち 巧ホ義 ホであって 巧っ たもので ある •： 彼等が お 6 
巧と する 觀 をは、 をれ だけで 化れ げ ホく 巧を ってむ る わけで もない が、 一部の 
ものの 巧を であって 巧く 世 問に お 用せ ず、 從 って 大きな なった 閒巧 W 巧を が错 
する 力が をい。 かやぅな 似而非 民 巧 ホを ホは、 ホロ 彼等り みちへ たもの の 中 か 
ら 、ホは 讀ん だものの 中から 己の 氣に 入つ たものを が ひ おめ て 巧て、 もれで 網 
巧を っく 6 上げて むる •其の 民 巧 まを ホに とツ ては、 ぶかから 反對 して ホる お 



手ょ 6 も かやぅな 化而ホ 民族 主 ままの ホが 巧つ て 危悔で わる。’ こんなが 中は、 
餘 ちかおの ぁるまで も 無用々 理論 まの がを 出で ず、 火 おはが 害な 巧が かで、 が 
中に がで も 生やして 仰々 しく 原 おゲ八 マン 人 S みおを して 化せ さへ すれば 己 S 
れ なや 能力の 無 怠 ホ 無み をを ごまかしが るかの かくちへ て わろ 化が でかる。 

こ A なおが のす る ことは おで 巧に 立たの が、 をれ につけで も 巧し い 肉を かみ 
ホを 蓮が が闽 巧を 開 姑した を 時 S ことを ぶ ひ おすと 巧が S 巧い ホの がわる。 
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第 六章國 民お會 主義 ドィッが 働黨 創立 
當 時の 團爭と 演說の 意義 

巧 等が おみの 大 みを 催した のけ 一九二 0 年 二月 二十 脚 日で ぁク て、 場 巧は ホ 
I フブ P ィ' ノ ゥスの 大巧 問で わ 0 た。 こ S 大 貪が 巧つて 間もなく、 巧 等は 化 も 
，に ホの 乂 みのが 備に 化り か、 0 た。 化 ホけ、 ミュンヘン 化の 町では、 ル さなが 
說 みで も お 月 一 罔 づづ閒 いたら お ホが ホる かどう かなは しいと せられて むた。 
化して 一と 巧に 二 囘も關 いたら 巧 ホは か 巧 ザない にか 0 てむ る。 巧る に 巧 等は 
々や 八日 目每 に、 卽も每 .进一 囘づつ 大巧 お# を 聞かう とい ふので わる。 をの 
巧、 巧に、 6 みは 巧 ホが ザて おれさへ すれば を 中 ザ歸ら せずに 必ずが りまで 巧 
巧に 巧を がけさせる だけの 自信を 持つ でむた が、 をの 肝むな な ホが 果して ホて 
奥れ るか どづ か、 もれが どうも ム 配で々 ら なかつ た。 
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ミュン ヒナ— •ホ I フブ ロィ' ー ゥスの 大巧 巧は この 當 時から 巧等两 民せ 會主 
を ホに とクて おんど 神聖な 巧 巧に なった。 おお 一同、 殆 A どを って この 大巧 間 
で •柏 巧みを 開いた。 おを 黄ね るに 化って 巧 ホは ホ 巧に もの かを 巧し、 巧* お ふ 
になつ て來た •巧-おと しては、 をの 巧 誰も： 3¢ にかけ なかつ た 『乂戰 の 巧 巧』 を 
姑め とし、 巧 巧 化め、 化の 他な も两 民を 巧 巧す るに 足 6、 ホロ 立駕 S 巧 神から 
をで 必巫 とぶ はれる ものは 何でも 煤り t げられ やが、 をのぅ もで も 特に 巧 等が 
力を 巧 0、 化を を 巧っ たのけ が 巧 化 巧 S ことで あった。 これにな いて 常時 巧 等 
が 乂 ホに 巧して がが も 繰返して 巧 胃した ことけ々 日までに 巧に 殆 A ど 悉く 的中 
して 巧 巧の 言った あ 6 になっ て， むる。 乂戰 S 巧 巧 やが 巧 化 約に ないて 論谦 する 
ことけ 今 目で 口を だを 巧で わるが、 を 時に わつ ては なかなか さぅ でな かつた。 
因 巧 ホ 仙な プ^ジ， ア で々 く、 マ八キ シズん に 奥つ た プロレタリアの 集つ てむ 
る 巧で 公が と - r ゲ - 八 サィ ユ化 約』 を 巧 g する ことは 共 巧を 巧に 巧す る 反逆に 
ほかなら ず、 がが とまでは ゆかなくても 反； ぶを 抱く 證據 と枉 られ たもので 


が s 


わる •もれな、 巧が に 立 クてゲ •グ サイ ユ化斯 を かがしが めょう ものなら、 な 
もが ホの 問から 巧で 巧した やうに 『ブレスト •リト ゲスク が 巧は どうした、 ブ 
レスト •リト ダス クロ』 とい ム彌 ホが 巧び 出した ものである。 一巧に 巧 巧し、 
啦 巧し、 ぷに 巧が 唆れて 出な くな ソて しま ふか、 をれ とも 辯 ± が 巧說を あきら 
めて 引き 退つ てし まふ 3 で おき 立てる ので 水る •こんな 物の々 らの两 はが 化に 
たと わらう か。 円みは かやう に 化 b 立 0 お ホを 化て むる と 情けなくな つてし 
1W ひ、 頭を おに 叩き ツ けて’ 巧にたい ほどに も 化つた。 ゲ t 八 サイ ユ化 約は 姑轉 
の 化 約で あ 6、 强 制の 化 約で あ 6、 ドイッ 闻 民を 巧に々 るまで 掠を 甘ん とする 
前 化 未 削 S 化ので わるが、 巧 民け をれ に W が 0 かな かつた。 說 明して おれる ホ 
が あつて イ 耳を 锐 さず、 おかう としを かつた ので ある。 これ も W はが マ 八 クス 
主義に 费 せられ、 化 田の 宣 化に 誤られて 正 W を失ツ たためで わろ とすれば 是非 
もな-い ことで、 巧 民 ばかりを 巧め る わけに も ゆかない。 巧むべき は 寧ろ 闻 おを 
かくの 如きが 態に 巧 置して むる ものので で わつ て、 をの 罪は みに 測る ベから ざ 


が 6 


る もの か ある •マ 八 クス 主 塞 やか 巧の まがが 田 民を 惑は してね ると すれす、 を 
の 惑 ひを 解き、 まを 啓いで み赁 をからし め、 なて 因 段の 巧 ホを な ひ 化め ねば々 
ら 2。 然るに、 ブ八ジ •ァは 果して 何を 巧した か。 何も 巧 さ々 かソ た。 ゾ少 
ジ 3 ァは 何も 巧 さを かリ たので ある。 當時 みを おしてを の 巧に をる ものが 一人 
もむ を かつた。々 日 巧 謂は 巧 主 まの 使 化を がて 自ら 任じて なる ホの 中には 離 か 
に 一人 もむ々 かソ た。 をら く 化 等と がもゲ t グ サィ ユ化約 2 非を か .b ない わけ 
はなく、 がを なせれば 想く 一 育 つてむ わに 違 ひない が、 伸 問 同 おの 化り やを みの 
をで 巧 證に望 S だけで、 度？ ラな 連中 宗へ 出を て f と 円 哉を ま 張す 
る 勇 おが ホ かつた。 巧 巧 出かけた と 化へ ば 巧と 一巧に なつて 期 子を な 甘て 巧ぇ 
てむ たので ある。 、 

W 民 化を ま 菜 ドィッ 巧做黨 はま だ 出 ホた ばか ゥで 小さく、 中を の 巧 ぉも 少か 
つた •もこで、 扫 みは、 黛 巧を 巧 張して 巧 貝を 巧将 する には、 先づ巧 巧の 資巧閒 
巧を 棋 6 上げて まの 其 巧を みおす るに おした ことは々 いと 考 へち をの 後の 巧 
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巧から 見ても、 大糸 におして ゲ •八 サイ ユ化 おの 正 巧を おへた ことが 巧 等の 巧 
巧 S 大戍 にを 與 してむ るのは 明かで ある。 併し、 を 時は まだ 火 ホが ゲ • ^ サイ 
ユ條 のを デモ クラシ I S がが として 巧迎 してむ た 頃で あるから、 これを 公然と 
ホ潍 する S はを みで を かつた が、 をれ でも 円々 口 巧が として 攻 おし、 巧 等は 飽 
くまで もゲ ■ ^ サイ ユ化 約に 反 おする もの でんる ことを 火 ホの 臘视に 叩き 这 A 

ち 巧 甘 物と いふぶ U ど 違に 飾ソて ミ A . 何時か 嚴」 い蓄 にょつ てを 

の 巧を はがれる にみ つてむ る。. ゲ * 八 サイ ユ化約 も 他日 必ずを のがむべき お隨 
を乂ホ S 前に 巧す に 違 ひ をい。 を 5 時 じ おれば、 乂ホも 早 ふら 巧 巧の ホが に 
巧め た 巧ず の 態 がをお ひ おし、 化る 程と 八り 城して 巧 等を 信用す る 言になる じ 
まひない。 

巧 も两ち 古 おの 巧 巧に 關 する 閒趙を かを 上は、 假な蜗 おが 幸^ 巧げ て 
巧ぶ を 誤 まり、 巧 等と 巧 新を おにして むても、 巧 等は をれ に带 巧せ ず、 人知に 
時ら うと、 がまれ ょうと、 或はを 巧に々 らうと、 かがと して 巧 等の ホ 張を お 巧 


9I8 


しなければ ならの、 とい ム のが 當時 巧に ち々 の 抱いて むた 息 見で あつた。 巧が 
国ち かみ まま ドィッ 巧 巧 巧は 輿論の 化 巧で々 く レて 輿論の 抱琪 ホでなくて け々 
ら の。 大 ホの 化な でなくて 大ホ のま 人でなくて はなら のので わろ • 

ホ カな 反 封 黑が手 巧を 弄して 两 おを 欺き 了せ、 巧 おに あ： か 化と も あへの 
ことを やつての けようと させたら、 間違 クた なおに 巧したら さ 甘て むる S を 見 
ると、 ホ だ强网 ならざる 巧黨 は、 動 も すれげ 誘惑を 巧 じて、 反 おな S 網谢 の 中 
で两 をに 人；；？ ^ の ある ものを 円な のが 谢の 中に 化 6 入れよう とする もので わる。 
特にを S 綱 做に か 姑 だけで も 里し い 根據が あり ゴ うにぶ へる とき、 この 誘 盛け 
一 w 强 い。 人 巧と いふ ものは 巧 巧 ホ 化で あるから、 誘惑され て一扎 これに 巧る 
と々 がは もれを 辯 謹し ようとし てが やか やと 理由を 巧したがる も S で、 また 大 
抵の 巧な 白 己の ま 張と そ 巧し ないやう々 が 巧の 巧 由を ぶつけ 得る ホので ある。 

自分 も かやうな 誘惑に ぶつかつ たこと が 幾 おか ある •巧 等の 速 巧 ホ、 人工で 
作られた巧論に巧き&-<><れ、 ホは舆論に引きずられて人氣に巧ザ乂としたの 
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である •をれ をせ ひ 止める には 必死の 巧 力が 必おヤ あつ’ た。 最近の 例を 一つ 
げ ると、 ドイツ W をの 巧 巧な どまる で 眼中にない 恶椿巧 班が 南 ティ n I ^ 問 畳 
を S 6 立てた ことがあ つた。 この 問題を やかましく 言 ひ 立てれば ドイツの 不巧 
になる に决ク でむる。 ユダヤ人は もれを ム 化で わるから 巧 ふに 蓄き 立てで 輿論- 
と いふ ものを 造ら 上げた。 がろ に 巧 謂 『两民 ホ義』 を 房 巧す る 人 ± やな 巧 乃ち 
巧 两曲陆 は 少しもを こに 满が つかず、 ユダヤ人 のた； にかく ことになると も' 巧 
ら をいで、 たく 所謂 舆論 をる ものを あれる の あまら 世間に お 同し、 あかに もユ 
ダヤ 入の がる ま、 に イタリアの フて シズ モ (註) をな 巧した。 ぁぶ ドイツ人 こと 
ってけ 、，， -S 7; シ •スモ 7 至 1 日 S 巧 ホした 世 S 中で 巧み 巧る 堂 《光明で あ 
つた 巧で あろのに、 をれ をな# したので ある •イタリアの ム ，ソリ I 二け フ； 

シ スモの* Kll を 巧げ て少 くと も イタリアを ユダヤ •フ リ— メ I ソンの 宿 巧から 
解 化し、 世界を 巧巧廿 A とする 巧 巧 ホ まに 巧して 巧 民主 表を なて 巧つ てむ る 人 
物で わる。 がるに、 巧 巧 ド イプのを 两 ホは、 世 ホを 股に かける 两巧 ユダヤ人が 



w を々 に 而もが 巧に ドイツの 明 巧を 巧め つけで 0 るが に、 この イタリアの ムッソ 
リ— 二と をの プ 5 シズ モ とを を> してね たので わる。 もれと いふ S も 巧が 口总 
. ぶが 戚かソ たので わる。 誘 窓 にれ けたので ある •あに 晰ツ てれを あげ、 巧 論に 
お 同して 化 巧に 附巧 する 方が 巧 まには 樂 にかつ てむ る。 併し、 これは 巧 論に お 
する がが といは ねげ ならの •人閒 は 巧巧卑 おで あ ソて日 他を 欺きたがる も S 
で、 をれ 化， 輿論に おする 降伏を も 降伏と 班め ず、 何の か S と 言ひ拔 ける かも 
かれのが 、彼等が 世 問に 附 かした のけ、 化 等が 腹 巧で あ 0 て、 ユダャ人 S な 6 
わげ 化 巧 論を 恐れ たがために ほかなら なか ゾ たことは 礎 かを 尊 巧で ある。 をの 
他の 理由は を 讚して 罪を 化した 小人 S 巧れ々 る 口な にあぎ々 い。 

巧 等の 速 かもぅ つか 6 してむ ると この 舆 論に ホき 込まれる あれが あつた。 巧 
き这 まれたら 運 巧 もられまでで あるから、 何としても をれ を 巧が ねげ ならな か 
.つた。 を 時 ドイツ SW 內に ロイ タリ 攻 > の 火の手が 妨られ て 巧の かく 燃* ホ 
つてね た。 をの 巧に 立つて イタリア か gs 不可を 巧いて 巧 論に 反 巧す るのは 世 


巧の 人 w を将 る！^ なの もので なく、 大巧の ホと が もを おにな し 得ざる とこ スで 
わる。 併し、 ホ 今のを 人傑 ± の 中には、 かくの 如き 巧 合に 巧が ホ 論に 反 おし、 
所信を 巧 巧して をに 巧され 力 も S が少 くない •偉人 S 偉人た る 巧な もこ、 にあ 
るので あつて、 されば こもを 世のを もお啦 して 巧 巧す るので ある。 

巧 等の 巧 かは か 己を を 世に 待た A とする もので わソ て、 巧 巧 一時の 蜗 巧に 宮 
ましては なら a •巧を の 巧 論に 逆 ふのは 巧 巧を 求める ことで あるから、 個人と 
してけ 不 巧に 巧へ 2 かも か 担が、 何も 恐れる ことけ ない。 不 jgs 節を 克服 
ずれげ 必 でか はれで 朦が S 々冠を がる S である。 化 巧を ザ 巧 甘ん とする 巧 巧け 
巧 巧を 目を とせず、 が 巧の ために あおす べきで わる。 

A 今 S が 人 巧 ± は、 まを 读す にを つて、 槪ね 化かは 世閒 から 少しも 巧が 甘ら 
れ 々かつた ものである •彼ず 識 やなぶ は舆 論と おなお々 ものが 多い からで 
ある。 併し、 を 上に 不 がに 巧る も S けなね かくの 如き 人物の 業 痛で あると いつ 
W て 差 まへ ない。 



我等の 息ぶ も世閱 からを おに 理解せられ ない もので わる ことは、 公然と か 問 
に 打ツて 化て 巧 かを 始めた 時から なにみ ソて むた。 りかは かして 「乂ホ 内 機化 
をからう とせず」 乂 ホの 僻： 3^ を 巧る ことに 巧め たので ある。 何時でも、 また、 
が 巧で もさう であった。 當時自 かが 出かけて がった 巧說 をでは、 り 分の 言 はん 
とする こと、 ちへ てなる ことと 巧 ホの ちへ てむ る こと、 游ん でむる ことと がい 
つも わべ こべで わつ た。 ちみは さう いふ 人 巧を ニー ーーで 人 も 前にして 二 時 問 
& 巧言 ソ みので あるが、 化 等の 信を が 巧違ソ てむ る ことを 說 き、 邪 お S 化ソて 
ホる 巧を 一々 明かに し、 化 等を してを に 巧 等の 信ずる 所を 信ぜし め、 巧す S 世 
巧觀を ホず るに ホら しめる S が 自分の 巧說の 目的で あ 勺た • 

もの 巧、 自分は 巧說を まねて むる うらに 巧で 大切な ことに；？ T かっいた。 がか 
とい ふと、 をれ はかのを おを もぎ 化ツ てなら にもれ でかを* つと いふ ことで あ 
る •巧 等の 巧 か、 特に 巧 等の •財 巧を 妨樂 しに や クて來 る ホの 言 ふことは いつも 
かってむ た •我等の 巧 巧を 彌 ホる、 をの 文 かがまる で 『筋 4」 を諷む やうに い 
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ツも 同じで あつて、 どう 考 へても 彼等は 口つ きらした 目的の 下に j がに 就が を 
をけ てむ る ものと しか 思へ なかつ た。- た、 まなを の 通らで、 宜 傳の規 かとい 
ふこと にかけ ては なながら みに 立が な もので わソ た。 ちかは、 これが かのを お 
で わる ことを かつてを にこれ を 封 じがた のみ をらず、 あべこべに これで がをお 
つキ 段を 工夫した。 これは 今日 もな ほ 巧 かに 薛 6 とすると ころで わるが、 二 ぉ 
ほどの 巧に、 日々 はがのを 巧を なて がをおつ か訣 をを々 に 貪が したので ある。 

がの ま おを もぎ 化ソて をれ で 化を おつと いふのは どうい ふこと かとい ふと、 
巧說 をで 託 論の 時に がて 巧 さうな 反 勤 論の が 式ゃ內 をを 前が て豫 測し、 がが 首 
はんとす ると ころを 機先を 制して 化：；； で おじて しま ふので あろ。 卽 も、 がが 反 
巧に 用む さう を 論 おを 化ぶ から 持ちが して 一み これを 巧 破して みせる ので 卜〇 
る。 巧 ホと いふ ものは、 反 お S な 化を 抱いて ねても、 をのな 化なる ものが 元 K 
化 等 自身の 頭から 化た もので なく、 おへ 这 まれた ものであるから、 化 方で 化 お 
6 をして 彼等 の W りに して 0 るみ I 巧を 叩き こは してやれば、 おを の ある ネ でな 




けれぶ をみ にみ なし、 おを の 晴れる にがつて 巧つ て 化ぶ のが 說に 巧を がける や 
ぅじ ホる もので わる。 

r ゥ •八 サイ ユ巧巧 化 巧』 とおしで 円みが かめて 巧說 したのは 所納 『が 化 ± 
を』 としてず 巧 じむた 時で わつ たが、 がの 巧 おを なで 化を 餐 つが 訣を悅 0 て か 
ら は、 この 趙目を かし 獲へ て 『ブレスト •リト ゲスク がか 化 巧と ゲ •少 サイ ユ 
がかが 巧』 とした。 單に 「ゲ* '八 サイ ユ がか 化 約』 だけでは 巧 目 だとい ふこと 
は、 自 々がかめ てこ S 閒 題で 誰 •がして 問 もな く、 巧、 〇 々の 講 がに 巧いて 討論 
が 巧 はれて むる 問に 巧に ついて むた ことで、 世 巧の 人間は ブレスト. リト 
ゲ义ク 化め に 巧いて 何も かつてむ ず、 色々 な政療 の 巧け な宣 他に 誤られて、 ブ 
レ A 卜 •リト ゲスク 化の こを ホ 今 未 曾 巧 S 化づ べき 装 お 巧 巧で わるが のかく ホ 
へて むた ので わる •色々 なを 黨が大 ホに おしてが 八 巧を ホべ 立て、 お あし 繰 お 
して 宣侮 したから 國 をは もれを 信じ、 ブレスト •リト ゲスク 化のは ドイッの 巧 
V した 化 罪で わり、 ゲ • ^ サイ ユ化 のの 巧 おも 畢巧 はこの 巧 巧に おする 常が S 


クが 


應 巧に 巧ぎ な $ と考； 忆韦 X ゲ-等 ィユ が 約を 非 巧す るの 某を を かて 
する ものである として 本 おに 腹を 立てる もの も少 くな かつた。 かの 「罔 化」 
wiederguf ch ロロ g とい ふ ホを々 言葉が ドィッ 闻 巧に 巧 はれで 誰も これを 化 
としな かっ S ち やはり、 宜 侮に 誤られを ためで、 巧 民の 中には 惑は さ 1 

てこの 雲な 馨を 基尙な 福を 行 ふ 質で 至を 夕考へ ミっ か夕か 

った 巧け ない 詰で わるが、 雲は 正に この 通らで あった。 されば こも 円々 も 
ブレスト. リトゲ スク條 のの 眞 巧を 說 明す るに 巧め たわけで あるが、 これ かぉ 
常に 良く 巧い 《とぶ*、 をれ までは ゲ H 等 ィュ條 巧 反 對の宣 傅を 一 わっ ミ か 
果 のなかっ 2 が、 ブレ K 卜； 卜ごク 化 約の 說 明を 加へ るに 及 乂で风 おが 
巧を がける におつ たので ある。 白みは 巧條 めを 對 照して を 化 比 巧し： フ レス ト- 
リ ト グスク 化かが 其に 人道的で、 極めてな 大 であら、 ゲ t 八 サィ ユ化 約が 巧 こ 
非 人道的で 極めて 巧 おな ものである ことを 說 明した。 をの お 巧け ホ 常な ぶ 巧 
であった。 をの 巧の 我等の 巧 說會口 大あ二 千 人 C ら むの 抬 ホが おった もので あ 


aai 


ったが、 自分が 兩條 巧に ないて 巧說を 始める と、 最み ロニ 千 人の 九 おまでは が 
なに 充 ちた 巧惡の 股を なて 自分を おつめて ねる が、 一二 時間 もじ ゆん じ ゆん と說 
くと、 巧 ホは 悉く ムの 底から 義 巧に 燃 t て 巧る のであった。 かくして 何千 かの 
ドィッ人 口、 ムと 頭との 中から 大きな 巧を がき かられて、 をのを へ 眞赏を 巧を 
つけられ たので わる。 

を 時、 自 みがを も 大切な 巧 おとして 力を入れて むた ものが 二っ わろ。 ー ソロ 
「世 ホ 巧 巧の 其 因」 とい ふので あって、 他の ータが 上に 述べた 『ブレスト •リ 
トゲス ク巧巧 おのと ゲ 》 グ サィ ユ巧 巧條 巧』 である。 自み はこの ニクの 閒 おに 
がいて 大 ホの# 得の ゆく 3 で 何が ホが 度み おを 變 へて 巧說 しちを S おち 少 
くと も 巧が めに 明して は大ホ もを に 明な を 巧 新を 下す に まら、 をれ をな 會に巧 
等の* 巧に を かする ホの も 曲て ホた ので ある， 

これらの 演說 みは 自か一 化に とっても 巧を が あった。 自 みはを をを ねる にっ 
れ てが 時の 3 にか 大ホ 巧手の 辯 丈と を 6、 な 巧 口調 も 巧 かに、 身 お 手 おも 上手 
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になつ て、 た 干 人の！！ ホを をれ る 大きな を 巧で も 意の ま、 にが 說 しおる やぅに 
なつた ので ある。 . 

■ ■ 

ゥ • ^ イユな 巧に 曲す る ドイッの 輿論 C 今日では 殆乂ど 一巧し VJ ミ。 巧 
ホを 黨 けこれ をが て枪も 彼等ち みの 手 巧で あるかの かくが 巧して むる が、 前 こ 
も述 へ/あ 6 仲閒 P 志 2 巧て こを こを と 話し合 ソ たことは あつても、 公然と 
ゥ * ^ サイ ユ おのの 非を 巧ら して 两 おのな 巧に 努めた 巧爲は 常時 一つ もなかつ 
ち 化 •两窒 表を 巧栋 する か 治まが ぁって ゲ •等 イュ 化 約の 不 がを 說い 
たと しても、 をれ 口 同ぶ の ホ、 なぶを 同じく する まの 集つ てむ ると こスに 化ら 
れ 同を の 巧で 考 へて むる ことを 强調 する だけの ことで あつた。 併し、 を 時の 
ドイッで け、 かやぅ に仲閒 同志の 巧で 話し あつて むた のでは 侣 にぶた なかつ 

ち お 育を 誤を、 总を 衰」 で 反 S 立 寒 わ 5 田曼ホ をが にがろ とこ 
ス なく 書し、 啓 まと 宣 化 とに ょ。 てこれ を靈 せしめる とい ふこと がが ょり 
も必 おでぁった • 


aaS 


•自 みは 小冊子を も 田 民のを まに 巧 用した。 化に 軍が にむ た 頃に、 自分け ブレ 
スト • 9 トゲ スクが 約と ゲ •八 サィ ユ化 のとを 比較 勤 照して が 化 約の 是 ホを 明 
かにした 小 化 子を 專い たこと がわる。 これは 部 かもが 常に 多く 則られて 廣く满 
まれた も S であるが、 まだ 巧 部が あったから 、自分は もれを 化り ょせて 巧が 巧 
のためにが 用した。 これ もぶ 蹟は规 'るな かった。 こ S 常時の 巧 等 S 巧 哉# で 
は、 を々 な ビラ や 巧 巧 や 小 化 子を 巧 ホ 席 S が S 化 S 上に 並べて 置く ことにして 
わたが、 白々 としては やは 6 巧 說にま 力を 化いで 0 た。 まし、 太 ホ S 心を «ィ 
で大ホ かを おしが る も Q 口が 班を 巧いて 他に ないから である。 

古 ホ、 驚 天 か 化の 大事 菜は、 何れも 巧の 力に 依って 成が サ •レれ たもので もソ 
て、 筆の 力に 化る もので ない ことは 巧に 本嘗の 第一を で 述べた あ 6 でんる。 曾 
V 、 一部の 新聞は、 こ S 自 說 をなら 上げて 問 •越と し、 梢ん にこれ が おがを 
論じた が、 自 々の說 に反對 して 巧な になっ でか、 ったのは 多くは 巧稅な •ブ八 
ジ ■ァ 巧な の 建 中で あつた。 これ 口を がの ことで あつて、 おして ブ八ジ •ァ巧 
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なと かか 講 度と かいだる 章 t ; 未だを vs 力で 人ぶ を 動かさう と 巧め 
たこと がな く、 みら 筆 化の 仕 ホで 滿 足して ホた ので あるから、 •巧說 にょつ て乂 
ホを 左右す る だけの 力の 巧は つて & るち がな く、 をれ 化、 をの 力は 巧の 力に 巧 
ると いふ 自分の 息を 巧 ばて これに 反 おする ので あろ 今日 ドィッの •フ 八ミ 
ァが乂 ホの ふから がれ、 大ホ S ム をからず、 從 つて 大 ホの ムを揭 むこと が W ホ 
々く 4 ソ てむ るゾけ 々まで長 い巧巧の 力をなれて维の力に轨りおぎてホ^;き 
ホ でんる。 

が ホを 化が し々 がらが 說 して ゐ ろと、 円々 2 言ソ てむ る ことが 阳作 だけ 理が 
せられて むる か を 円々 のぶ ふ 通りに 動かす には どう 言つ たらない か、 ど 
う 言つ たら おい かとい ふやう々 ことが 巧 ホ 5 顔色で がぐ々 るから、 巧說 する ホ 
S 乂 でん 絶ぇず 巧 戴に エホを かへ る ことが が ホる が、 巧を 執つ てむ ろ ものに け 
請 ホの が 色を 化る 巧 含が ホい。 一定 美 ホを 化 S 前に 置 SV 等を 化る？ ない 
力ら、 海く ことが どうしても 巧を 的で を 巧に々 り、 化つ でム 巧の 巧 巧を 見失つ 
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て 巧巧自 をのみ ホを かく ことにな 6 みい •巧說 の 上手を ホは おして 善く こと も 
巧い が、 をく こと S 巧い ホは 巧ぇず が 巧して むない と 巧く 嗤 言れ ない もので わ 
る •わ まけに、 大 ホと いふ ものは 本 巧 巧け ホであって、 舊 巧に 化み、 己の 菊に 
入ら 2 やぅな こと や 己の 信ずる 巧と 違ツ てむ る ことを 鲁 いたみ 物な どは 巧して 
自 かから おんで 进 まぅ とはし をい。 をれ お、 巧 巧 何ら かの 目的の 下に 曹 物を ホ 
しても 满んで おれる ものは 槪ね 同な 同好の 人々 だけで ある。 尤も、 宣傅 ビラと 
かボ スタ— とかい ムも S は、 嘗 いて わる ことが 巧くて 巧 r 分る から、 同 臭 同が 
の 巧 中で なくても 1 巧は 目を とめて 試んで おれる ものである 。この おからい ふ 
と、 お 巧 やな 哀は 更にな く、 映を 口 巧に をい。 映專 をぶ るのに はわ ま 6 頭を 使 
ふ必 巧がない。 た < 役て さへ をれ げ よい。 サ i ザい 極く 巧い 字な を 巧めば よい 
ので ある。 大巧の 人閒が 長っ たらしく 書いた ものを 巧む よら もな みや 映晝 をぶ 
たがる のは これが ためで、 書物 だと あ 用しながら もが 6 まで 讀 まを いとみら の 
が、 をみ やか まは 何もかも 一冉 にを 巧な く 見せて おれる から 樂 である。 


が 


.ホ 物の 巧 合では、 巧 巧 書いても ホの 手に 渡る か 分らない •をの 上、 讀 ホに ょ 
つて 巧を や 巧を を變 へる とい ふ篇 あがき かるい •がして いふと、 最 巧から 巧 ま 
の 巧 巧と か 頭の 程が とかを 目 巧に して をれ に 合 ふやう にまい たもの ほどな 果が 
ある。 をれ か、 大 ホに 讀ま 甘る 鲁 物は 义粗 でも 何でもを みから 大ホ かきに、 か 
記 巧が に 巧 ま 甘る ものは 最 みから か識 巧な かきに まくべき である。 

かやう にもれ どれの 巧き にお じて 書く のでなければ、 書物で 口 巧說に 近い 巧 
果を 化め がない •巧に 辯 ± が あると する。 論ずる ところは 書物に 書いて あると 
こスと 同じで あつても、 大ホ 向きの 巧 口な 辯 ± なら、 同じ 超 目を 二度と 同じ 形 
式で 嗤 首る やうな ことは ない。 必ずを の 時 もの 巧の 始 ホの ふに 訴 へる やうに 
巧巧應 獲に 巧說 する。 大ホ をぶ 渡しを がら 巧說 してむ ると、 適を な 言葉が なを 
用む ずして 自然に 曲 V ホる ので ある。 少しで ホ 化が すると、 眼前の お ホが がつ 
てむ をい から、 的ぐ をれ となが ついて 訂正す る やうに るる •前に も 述べた 巧 
ら 、み 場を 义 渡しながら 巧說 してむ ると、 自 みの 言 ふこと が 巧 ホに 判る か、 口 
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巧が 早 あぎは しない か、 また、 話の 巧げ が 十分に 微 をした か、 とい ふやうな こ 
とがが ホ 的が 色で 化ぐ々 ろ。 もこで、 若し 自分 S 言 ふこと が始 ホに 判らの やう 
なら、 誰 じ も々 る やうに 調子を 低く して、 むづ かしい ことを 避け、 巧 ホが 谢い 
て ホら れ ないやうなら 訴 調を おめ、 どんを に 頭の 樹 きの 鈍い もので も 地いて ザ 
られる やうに、 化な して ゆっくりと 說 き、 また、 話の 巧 巧が がを 甘ず、 ど ラし 
て もが 化が ゆかの やうで あれば、 他の か 近な 例を 引いて 何 おで も 繰 おし 說明 
し、 ホは 巧 ホが 言葉に 出さ W まで も 反 お S を 化を 抱いて むる やうならば、 をれ 
を 巧お自 々の乂 から 持ち 化して 反 巧を 加へ、 反對 の 巧 中が 一人 巧らず 化を 脫い 
でが 參 してし まつた ことが 旗 度 やぶ 巧に 現れる まで お 巧 的に 說伏 する 5 でか 

ろ - 

令 問には 巧 角 化 入の 偏 おに 间 はれて むる ものが 夕い 。理 おが あるので々 く、 
大巧は からず 讓ら ずの 巧に 巧 情から 化枯 地に々 つてむ るので あるから 化 末に お 
い •他人の 言 ふこと なすこと を まる そ 本能 的に 巧 ひ、 巧 巧 的に がみ、 属见 か . IJ 
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反 おする。 これを 改めさせる ことは ホ 脚 上の 康 3^ を 改めさせる ことょ 6 もを わ 
にむ づ かしい。 おを やか 識の誤 透は 巧閒 にょ ソて訂 おする ことが 出 ホる が、. 巧 
.巧から 来る 反 含 理 巧で 夕う ならね。 か ミな 人 閒を對 手に する 巧 食 
はどうして もこの 巧怡 とい ふが がを 代物に 對 してれ をに 做き かける ほかな く、 

丽 して これを 巧し 得る ものは 巧ら 辯 論の ± のみで あソ て、 文筆の ± で けない の 
である。 

ブ V シ， ァ巧朗 S 中には、 編が も 典 だ 巧妙で、 巧 當巧川 S 巧 巧 部數を ホし、 

巧く W 民に 請 まれて むる も S も ある。 をれ にも拘らず、 大 ホは ブ^ジ， ァの化 
九に ならず 却つ でを の 故にを ソて むろ。 これ ホ ども 薄の 力が 巧の 力に もぶ q 
辭お でぁる。 な識 階級が 巧 行」 たら お述」 た. 〇 する 新 閒$ 物は が々 ミ 洪水、. 
の 如く 世 閒に化 想して むる が、 が も 油を 络 つたが が 水を 弼 じく やうに 下 W 階 か 
はこれ を 巧け つけない。 これは 何故かと いふと、 ブン ノジ， ァの咎 くもの の 巧を 
々岡莲 つて 0 るた めで も あらう が、 閒を つてむ々 くても、 嘗い たもの だけで 1 




大 ホの 心を ひきつ. ける ことが 化 ホを いからで ある •化して ブ八ジ ■ァ 新聞の か 

く 記 巧が 大衆の ふ 巧から がれて 0 て、 試んでも ピンと ボ ないやぅ では 尙更 であ 
る 》 

ところが、 世 問には、 例 へげ 『ドィッ 巧 民』 系に 巧ず るべ 八 リンの な 乂新胡 
S かく、 と述 S ま 張に 反 勃して.、 マ八キ シズ ムがお 力を 得た のは 筆の 力に よる 
も S ではない か、 特に 力— 八 •マ 八 クスのを 作が な 巧と なつて 今日 S 除错 をぶ 
るに おつた S ではない か、 と言ム もの も わる。 世の中に これほど 3^ 當淫 ひの 巧 
巧々 考へ A も少い •マ 八キ シズ ムが乂 ホの 巧に あの やぅに 巧くべき み 力を 扶お 
しがた のは、 何も わのを 物のを R ではない。 ユダャ人 のちへ て 0 たこと を 形に 
まし、 文字で 示した、 あの 資本論の ためで はなく、 巧 烈を宜 化に よるので あ 
る •を 傅に よ ツて次 巧に 大 ホの 也を 捆んゼ ので ある。 ドィッの 巧 化 ホで マ作ク 
ブ のを 本論を 讀ん でむる ものは 十 巧 人中 百 人とは をるまい •讀ん でむる のは か 
a 巧れ のを 中 や 特に ユダャ人で わつて、 下 g 巧れ から や 黛 貝と して マ八キ シズ 
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ムに 瑞甘參 じで 巧 中口 まるで 讀 A でなない ので わる。 また、 資本論なる をみ ゴ 
元來乂 ホの ために 嘗 かれた もので なく、 ユダャ人の 世み 制 积巧關 卽ちマ 八キシ 
ズムを お 薄すべき § のために 書かれた ものであって、 世 ホ 制 巧 巧 關の乂 をた 
くた めには 巧 巧と いふを が 別個の ものが 使 はれた ので ある。 はに マ 八 クス 主 ま 
の 巧 巧と ブ八ジ •ァ の 巧 巧との 巧 まが ある。 マ 八 クス ま お 新聞の 記 ホロ 巧說の 
達 ホな W 動まで あるが、 ブ 八ジ， r 巧 巧の 記者 口た < の記ネ であって、 城 かを 
する にも 文筆で やらぅ とする。 せみ 民主主義の 新聞では ど A なへ っぼ こお ホで 
も巧說 S 曲 ホない ものは ホく、 讀 ホの ム理を 巧から 巧まで ム 得て 記 ホを 書いて 
むる が、 ブ卢ジ •ァ巧 巧の 記を はいっ も 化の 前 ばから にむ るから、 偶 •大 ホの 
前に 出る と 人い きれ だけで もぅ 氣 分が おくを 6、 口 も 利けなくなる 。こんな こ 
とでは 薄く ミ だっ て かれ 《も？、 案を がかす こと S 叟 ない 前 

である。 、 

マ八キ シズ ムが软 巧 巧 S 夕做 まを ホ 方に 巧が したのは、 マ八キ シズ ムを姑 6 


が 


た 人々 の义 をの 力に ょるので なくて、 上は w 巧の 使 巧た るな をの § から 下け 
小さな 巧 働が なのな 員、 同情を、 彌ホ おにち るまで、 か 千、 かなの ホが ムを合 
せて 倦まず 境まず 宜條に 巧め たためで ある。 これは おする に 辯 論の 力で あろ。 

マ 八 クス ホを S 人々 は 巧 巧 巧 千 罔と なく 乂 ホを 化め ては •が說 をが った。 化 等け 
巧 巧の 化 的 傑 もと 立ち 思め た 巧 巧 S やうな ところで も 卓子の 上にっっ 立っ で々 
衡ホ對 ホに が 巧を やら、 かくじて だんだんと 巧く 大衆 S ム理を おみ、 輿論 のが 
谁 をな がする S に 政 も お 力な 武器を 擇ん だので ある。 をれ からまた 、彼等は 巧 
ん にお W り 不巧運 巧を 巧った。 十 萬 人の 大巧 巧で ある。 大 ホは 個人と しては 化 
蟲 のかく が々 たる 存を にあぎ のが、 巧ら が 龍 S 如き 婉格 たる 大巧 列に かけれ 
げ 、己 も 俄かに 大きくな つてを の 一部に をっ たやう に 巧 じ、 このが 龍の 化き W 
す 熟い 巧の なは いっか 巧むべき ブ八ジ ■アの 世 巧を おき 亡ぼしで 必ず プ "レタ 
リアの 巧 裁を がを もたらさずに はわく まいと 考 へる やうに をる。 大衆は 示 巧 巧 
かから かくの かき 信を を 巧る っけられて マ^クス 主を の ホ 方に 讲サ かった ので 
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わる。 

乂 ホの 中には、 かやうな 宣傳 S お ホ 社 會巧主 主 ま S 巧 胡を 諷；； P やうに を^た 
ものが 多い。 而も、 をの. 巧 巧なる も S が、 これ またを いでむ るので はなくて 巧 
說 してむ るので ある。 プ レ/ ジ ，グ 5 巧 巧では、 が投 だと か、 をを だと か、 圳論 
お だと か 文章を だと か、 色々 ホ 連 斗が が 6 に 記 まを 鲁い でむる が、 滅多にが 
說し をい。 卽ち をよ 6 も 等に 宽 きを 置いて むる。 とこ スが 、マルキシズム C が 
て 口 記 まグ辯 ±滿 ひで わソ て、 いリも •が說 ばかり やソて むてた まにし か 普 かな 
い。 卽も 等よりも をに 力を 用 0 てなる ので ある。 マ^キ シズ ムの新 閒に樂 を 執 
ってむ るのは おね ユダヤ人で わるが、 ユダヤ人は 一 おに 說統に 巧みで んソ て、 

巧 巧 お獲に 誤 巧 化す ことが 上手で あるから、 筆を 執っても 化 ホを 文を け甚か 
ず、 まるでが おが 說の やう々 ものを 害く ので ある。 . 

フ八ジ •ァ の 巧 巧 も だいぶ ユダヤ 主 まの おいと こス にか ぶれて 巧が し、 乂 ホ. 
を 本を にお 化しようと いふ；： 一? 持は々 くな く ホクて わる やうで わるが、 をれ 



が 


としても 、これらの 巧 巧が 大衆の ム おへに 敎 して がらの 曲 化を も 典へ がな かつ 
たのは 主として 上述のを 由に ょるので わる。 

巧 おから 來た 偏見を 正し、 巧 ホ S い 成々 や 巧が を がら 6 と 獲へ させる とい ふこ 
とは なかなかを みを 菜では ない が、 が 誰の 成功す ぶ 巧 も 補々 お々 な讓 がと 關係 
が ある。 お 皮な 辯 ± にかつ ては これは 今更 言 ふまで もを いこと で わるが、 が說 
のがが さへ が說 S が ホに おして 多大の 影 巧を 巧へ る もので わる。 が じが 捣で同 
じ 辯 ± が 同じ 巧說 をしても、 が說 みを 午前 十 時に 巧いた のと、 午を 一二 時に 開い 
た S と、 タ ホに 開いた のとでは が說 S ぶ 横が るで 違つ す ザる。 自 々も かやぅ 
な 事が の 3 だ々 らの巧 米 時代に 巧 說 をを 午前中に 聞いて 失 化した ことがん る。 
今でも 特にょ^ をぇ てむ るのは 『ドィッに 對す るか 合 WS ホ 巧』 と趙 してが 合 
w に 巧す る 巧 語の 巧 6 で. ミュンヘンの キンド^. ヶ ラ— で 巧說を やつた 時の こ 
とで わる。 キン ドグ •ヶラ I 口を 時の ミュンヘンでは 巧大 のみ 巧で わつた。 が 
つて もんを 場 巧で 巧を をを 巧く S は 非 おな 冒な である やぅに 思 はれた が、 ちみ 
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は 黨員や 一な* ホに 成るべく 巧 か ホて 巧は うとち へ、 來 みい やうに 便を をは か 
つた 巧ら で拥 をの 時 巧を ホる 日用 日の 午前 十 時と をめ たので ある。 ところが、 
もれが をく 失敗 にがった •を 巧で 非常に 良い が訓を 得た が、 巧 巧を としては 非 
がな 失 化で あった。 を 巧は 滿 員で •ぶたと ころを だ 巧 巧で あったが、 を 巧の 氣 
々が 氷の かく 冷めたくて、 人 おが 引 立たず、 誰も 熱狂し なかった。 辯 丈の 自分 
る 化ら つく 岛が なく、 少しも 巧 ホの ムに » れる ことが お ホないで をく 田ク た。 
巧說が 平常ょ 6 拙 かった とは 思は のが、 な 果は殆 んど赛 であった。 自分は をく 
不 巧を ム持 でを 巧を ちった が、 自分と しては をい 經巧 をした。 をの 化 も 二 一二が 
午前中に 巧 說會を 開いて 試め してみ たが、 ぶ插 はいつ ホ この 時と 时 じで なくな 
かっち ’ 

これは 併し 何も 巧く には 當ら のこと である。 試みに を 居を 化て みょ。 出し物 
も 同一、 巧 おも 同一で あらながら、 午を S 時に おる のと、 巧の 八 時に 化る のと 
でけ、 な果も 巧を も 驚く ほど 连ふ •巧 巧で かやうな 乂 々を 口つ きり 巧 じ 別け る 



ほど s 人なら， を 巧の 芝居は 巧 s 芝居 ほど 强い 巧みを 巧へ る もので々 いこ とが 
分る 苦で ある。 これは 映を にがいても 言へ る ことで あるが、 映 叢に がいても 村 
じこと が 言へ ると いふ こと、 これが また 大切な ことで ある。 芝 巧け 夜と 典と で 
巧者の V 為の 入れ 方が 淫ふ かも 知れない とも 言へ るが、 映 巧け 巧 だつ て 夜^ 儿巧 
だつ て 同じ もので わる。 をれ でんりな が .1, 藍と 夜と で 映 茹の巧 あが おろい け か 
く 時閒の 作用に ょる S である。 帶 じ時閒 のみ をらず、 巧 所 も 人、 心に 影 巧を 巧へ 
る。 巧 巧に もな をが あつて、 どうい ふわけ だか：： 分が 巧を ず、 人 おを 引 ホて t 
うと 巧 めても どうしで も 引 立たない 巧 巧が ある もので わる。 また、 巧 巧 2 持ソ 
化が と關 聯しイ 人々 S ム にがぶ ぶ ひ 出 や ホロ 考へ方 も 巧裝に 非常な 彩 巧を 及ぼ 
すもので、 同じ巧が 「バ八シフ7少」でも、 バィロィトでやつたの^4一、化の巧 
巧で 巧つ たのと では、 おを に對 する 巧 巧が まるで 違つ て來 る。 マ^ク グ う— フ 
の ホが バィロィトの フ •スト シユ ピー作 •ヒ ユ—ゲ 八に を そ 立つ 劇 巧の 神が々 
巧 カロ 他に 求める こと S 扣 ホない もので、 外 巧の 同じ々 ものを 何 巧へ 獲で たと 
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ころで 巧ぶ 及び もソ か々 いので ある。 

がする に これら S 巧な では 人閒 S 总 ぶが 時閒 やお 巧に た 右 甘ら れて ft ホを 失 
ツ てなる S である。 が說 みの 巧な でも やは 6 .同じで あるから、 反 對の想 化を 抱， 
いてむ ろ- <二 押し 寄廿 て ホ 5 巧說會 で：；； 特忆こ S 堅留 息し VH 夫を を さの 
と、 お ホに 此か S ま おを なけ 入れさ 甘る ことけ むづ かしい。 ぶふに、 巧 や 日中 
は人閒 S 总 力が まだが A で備か 6 してむ ろから、 違つ たを ぶ や 怠 化を 押しつけ 
ょうとす る ものが あると をれ におして 强く 反抗す るが、 夕乂 にけ もう 疲れで 躲 
くを ソ てむ るから 、ホ 巧の 强 いを 力に わけ もを くれけ てし まふ ものら しい。 反 
き S な 化を 抱く 連中の 詰め かけて むる がを をは 化 6 もがさず が 反すろ 二つの 势 
力 S が 脚 巧で かる： こ 9 ホ閒 におを 制する に tj 望が 化 化 品く 縣 巧に 傑れて 
な 4 けれげ ならの の 口 言 ふまで もを いが、 さう いふ 辯 ± でも、 がの W 力 q ぉ 6 
がつて&る日中や朝で2音で、 や？費抵抗を円がに躲つてお乂でホ^;? 
巧を ねらは々 いと 此方 S ま 張を をな くが 父け 入れさせる ことが 化 ホない の cb 



化 特力敎 をでは、 貪を の內 部を わざとが 晦 くして がと々 く 神が な 威 じを 巧 
へ、 泣 明を か、 げ 、を 巧に 索 香を たきな どして むる が、 これ もやは り 人の ムを 
を 巧く おかして 信仰に 導かん がた めで ある。 

宣俾 には 色々 な條 件が あるが、 中で も 大切な S は ム理の 機化を がむ ことで わ 
る •反數 論者を 卦 手に 巧 說で戰 ふ 辯 ± はだん だん 敏 巧に なって、 时閒み 巧 所が 
人ム にお 巧を 典へ ると いふ やぅな ことを もを がして、 ム理 のがな を おむ におる 
もので わるが、 筆の 人には これが おんど 望めない •をむ お、 菩 いた ものけ 働き 
が 限られて わて、 がして い へげ、 從 ホから おがす る 停を とかな 化と かを がが し 
たり、 鼓 おした 6 する だけで ある。 ホ ホ、 おお 上の 大獲 ホに して 巧の 力で ぶし 
ぶ げられ たものは 一つる をい。 獲 ザが おきる ろ、 をれ にないて 何 やか やとを い 
た术 は 曲る が、 書いた ものから 變 ザが 出る ので 口ない。 

.フランス ぞ みは、 大小 無れ のが かか 治を がを 時を がの ちに 巧って むた 两 民を 
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巧 巧して おさせた もので、 w ちの 巧 熟が 制が にょっ てを にが 巧し、 3 I n ， パ 
のを ± を あげて® なする ほどの お 動に なった ので あるが、 世閒 には あの やうを 
煽動を がまを 俟た なくても フランスが 命は 巧學 上の 理論に ょって 成が しがみ で 
あらう とい ム ホが ある。 もれは 間を ひで ある •近代の 大巧 命と 調は る、" シア 
S 共を ぞ かも かして レ I ニンのを 作のを 度で ぶ 巧した のでな く、 乂ル おかの が 
巧を がまが 辯 巧の 力に ょって 大 ホの が お ムを姑 6 立てた からで ある。 

あの やうに かを 文 旨の ロシア 两 おが 力-八 •マ 八 クスの 著游を 崩んで 共 ホ ド 
かに 共 巧した などと いふ ことは 到を ち へられぶ い •か 千の がが をが 共を 主藥を 
この 世に 巧 口 A がた め大 ホを 旨 ^说 し、 今 お 命を お 甘 ば 的 C にも 地上に 天 W が 
巧れ るかの やうな こよを 言つ たから、 國 民が もれに ホっ たので ある。 

プ クン スや ロシア のぞか ばか. 〇 ではない •あ 去のを かは 皆 かくの ありで あっ 
み。 今な のぞ々 A 亦 この 通りで あらう。 

ドィツの 知謀 階 括は、 を S 人け を S 人ょ らも 頭が 恶い忆 巧っ て 0 ると ぶ ひ 込 



A でむる が、 これ 口 其 だ 迂瞄で 世 巧をから のからで わる。 筆ょ らもを とい ふ自 
々S ホ 張に 反 おする 『闲 民』 系の 新 M が あつた ことけ 前に 述べた が、 ある 時、 
マ-の 新聞は、 かぶな 巧 辯を の お 班で も 巧 削に 附 された ものを がけと 乂抵 がつか 
6 すると 甚 いた。 これを どは 知識 階 化の ちへ^を 化 も 化く 衣した ものと いへ.^ 
う •々でもな ぇてむ るが、 巧 巧の 化 中に ホる 新聞が をの 巧イ リブの： ホ-成犬 位 
でん ソ た" イド •ジ ■ 1 ジ のが おを ホ 股し く 化が して、 牢 俗、 巧が、 巧 並みで 
か 6W ソ たなら の も S、 とさか しらな つてが きわろ して わるのを 消 A だ ことが 
わる。" イド •ジ， I ジ がが け 巧に 小さを 合本と なつて 世に 瑞れ たから、 り 
分 ももれ ゎ ホに 入れて 崩んで みたが、 なかなか どうして、 やが 月並 みどころで 
はなく、 巧ぶ 9 何れを 化つて みても、 おて 火、 ホの ムを おみ、 大 ホの 魂に がび か 
けた 傑作たら ざるは々 い •おけない ことに、 ドイッ S11 一文 記 ホには これが 少し 
も 分らを かつた S である。 恐らく、 ドイッの 新曲 記 ホは： ID のがい 頭に 巧つ たが 
をで 巧 班を おがした ので あらう が、" イド. ジ， I ジけイ V リスが かの W 巧を 





がまで あって、 巧說 する にを ツ ては 專ら大 ホを 對手 にして なた。 巧く イ* *9 ス 
の 下 滑 巧な にげ びかけ、 これに 巧して 出 ホる だけ 大きな が 巧を 巧 へんと してむ 
たので ある •かやうな 立 巧から ぶる と、 ロイド •ジ， I .ジの 巧說口 立派に ホみ 
甘る ものと いふべき で、 大 ホの ム 巧に 巧く 巧ず るまで なけれ げか やうな 巧說口 
化 ホる もので ない •されば こを、" イド •ジ ■—ジ のが 說 はを 時の イザ リス W 
民の 問に あの やうに 巧 大の反 薄を 巧び おした ので ある。. 

ロイド •ジ ，—ジ の 巧說に 巧べ ると、 ベ I 卜 1 ►ン •ホ 八ゥ •ヒの •が說 はお だ 
が ゥホ いもので あつた。 ベ I ト マン •ホ^ ゥ*ヒ のが 說口讀 A でんた ところで 
け戍る S 派に がを々 いが、 巧說 としては 巧に 立た々 かった。 化に け闲 民に 巧 
ぴ かける 能力が なかっ たので ある。 平な 大 ホの 氣持 がかし もみら をかった ので 
ある。 をれ にも：^ ら ず、 ドイッの 巧 巧 記 ホは、 ベ I ト マン •ホ 八 ゥ-ヒ のが 說 

口 立が で、 ロイド •ジ •‘ I ぶ •が 满は嘗 だとい ろ ドイッの 巧 聞記ネ ちか 
巧は 巧い かも かれのが 赃ホ 巧が ホの ほど もな く、 巧 問、 巧 問で 化石して しまっ 
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てむ るから、 大ホ 目を の 巧說口 面白から ぅ 巧が をく、 面白くない からもんな 巧 
哉を する イゲ リスの 大臣の 頭 臘を程 蔑した。 これに 反して ドイツの かがまの が 
說 は、 如何にも 上品で、 持 神に 富んで むる から、 元が 上品 好きの 新 巧 記 ホには 
をけ が 善 かつた のでん る。 併し、 ロイド •ジ 》 I ジ S ぶが ベー トマ ン •ホ 八ク- 
ヒょ 6 もな ホが 何 化 も 上で んソ たことは 確かで、 これは P イド •ジ ■ I ジが两 
民の ムを 化抵 し、 巧 導し、 をに W はを 6 かの なの ま、 な ふ 逆らに 動かして むた 
のを 乂れ ばょ くみる。 巧ね る 言葉が やみで、 言 ひ 姐し が 巧く、 引例が おだく だ 
けた もので 巧に もょ く 巧る やぅに なつて むる。 これが 卽ち この イ> •リス 人の 尊 
おせる 巧 治を たる 巧な である。 ミし、 W おを 勤 手と す； b をが まがが 斯か かかは 

いか か繫 がが が 气 へが 襄 心い ツ 。部ぶ^」 い § をい、 賢 い か、 へ 

るが巧のかがにょリて定まるもので、 辯±の か劣もが、こ.が 巧が、に ぐ が、る 
き V ので ある。 


僅かな 年 前に かめて 生れた 巧 等 s 巧 動が、 今日 巧に を ホに まきをな して、 巧 
外の なから 目の 化に 甘ら れる ほどの 巧を 化て むる のは 询に 巧くべき 巧 おといは 
ねばなら のが、 これ またな 等が か識 巧な よりも 乂 ホを お 手に する のか 巫を なれ 
ず、 主として 巧よ 6 も 舌を 巧む ホつ た规 物で ある。 

運動に 瞄 ずる 文を も 大切に けがを ない が、 今の所では 、文み けが 巧 運動の 上 
下を 巧 かお 薄 ホと なるべき まに 就 3 甘て が 一 ある 致 巧を 施す ために 用 わる くら 
むの もので、 反對 のなかを 抱いて ねる 大衆を ホ ホに 巧が する には 巧に 立たな 
い。 恐らく 本を のかを 民 ま 黨貝や 共を 资 貝で 巧を かみ ホを の 海 物 や小邮 すを 巧 
つて 巧 等の か 巧 おを 硏 巧し、 ホは 彼等の 世界 觀に對 する 巧 等 S 批 がを 検討す る 
やぅな ホは おんど 一人 もを る 3 い。 新聞に しても、 かみ 民主な や 共を 誘の 新聞 
とはつ きりみれ て 0 る も S なら 讀み もしよぅ が、 巧 民 巧を ままの 巧が など 手に 
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化つ て 請む ものは あらく むな からう。 また、 假 6 におんだ としたと ころで をに 
は 立たを からう。 一 か r ら むの 巧 巧では 何も々 る もので なく、 普い てん-る こと 
もも 6 ぢ 6 ばらばら をら 讀んだ 巧を もも。 ぢ 6 ばらばらで、 頭に 巧る もの 1 恐 

く 一 つも わるまい。 お 日 巧け て •がむなら 善 か f-v うが、 一线 のがさへ 無 かじけ 
化へ々 い 速 中に、 公年を 硏究 S ためだから 反對 なの 巧 巧を 月み めで 廚め とい ゾ 
て 御め る わけ じは ゆくまい し、 また 蜘 めるべき でもな からう。 乂 ホの 中で ミ對 
なの 巧 巧を 自ら 進んで 牌讀 しょうと いム やうな ホは 巧に 一 も わるまい。 ない g 
關 巧を 活 むの だつ てを S 巧の お 員に をつ てからの ことで、 をれ も 幾の 運 巧が 记 
を かるため に紀 けて 讀 むに 巧ぎ々 い。 

巧說 巧の 言葉を 用む た宜傅 ビクは 新曲とは 組が 连ム 。巧に をれ が一 目で 分る 
お 目と して 時事 岡 題を 捉へ てを 6、 わ まけに 無 化で 度 布され る 巧な にけ、 おで 
ももれ に 目を通し みい。 ビラを キ にした ものは、 多少を を 入れて •がめば 巧し い 
ぶんや 考へホ 巧ち は 巧し い 運 巧の ある ことに； 一^が ついて 化 怠す る， 3, うになら 



う。 併し、 宣傅 ビラの が おはた < ごれ だけの ことで、 せい ザい 人々 ゥ b をを 化 
すじ 止ま 6、 人々 を 巧し い 運が に參 かさせて し タム ことは 的 ホない。 ビラ ゴを 
だ 何 かかに 巧いて 暗示を 巧へ、 巧 ホを 促す のみで あるから、 巧に ビラを がいた 
だはでは 巧 目で、 これに おいで •が ホを 化 本め になが 敎 化しを ければ が果 はな 
い。 この 祥巧敎 化の 巧 目を つとめる ものが 卽 も斯獻 かで わる。 

& かぶ t からかが 备しい 歌歡か かかが Jr がが が畔 i 如かぃ か 
く 巧 も すれば 巧 6 ぽリ もで 寂しく がりな く 巧ず ろ もの^ あ lij か、 も^む 辟い 
大きな 巧說 々でも 閱 かれる と、 を こに 初めて 巧し い 同ぶ をな て わの づ からか 亂 

くかぃ、 を篆が苗^^かミむか。 か繁心賢^〇-备が异い、 .批嚴かぃ」 
ぃふ も § かいか 謀い か； J いか 紫い 答^が。 一人で" 其 化れ が」 で ぉを 
ねる 兵 ホで も、 中が とか 大巧と かの 中で 大勢の 仲閒と 一巧に なると、 恐し いち 
# でも やおで やる やうに々 る。 大巧と 一巧に むる と、 巧 巧け ホ 常にを 裕な巧 合 
W でも、 何 かしら 巧を で わる やうに ぶは ける ので ある。 
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大 おの 同を の 集を は、 個々 のな 員を 巧 舞す ると 共に、 巧 貝の 結束を 强网 にし 
て 曲 席 巧 神を 作 巧す る。 ホに 先んじて 新しい 運動に むじた ホは、 み 化に むる ホ 
でも、 H 巧になる ホで も、 巧圉 から おい あを を 巧け みい •もんを 巧な に、 円々 
はかして 一人 ぼつち ではない、 大きな 曲 措の 一員で あり、 剧± であつ て、 円 分 
の 背を には 巧 山の 仲間が むる、 とい ふ 確信がなければ、 あまに 巧へ る 元 乂も巧 
ず、 到を やつて 行けない •而も この 巧 川の 仲 巧が 6 かの 巧 後に むる とい ム 確信 
をな かに 巧へ て おれる ものは、 大 おの 同志が 巧る 大 みで ある •巧 乂の巧 貝が 小 
さ々 H 巧から、 ホは 己の が 力を 痛改甘 しめられて むる 火き なみれ から W て 巧 
で、 巧め て大 をに 足を 巧み 入れ、 一二 阿での 同志 S 巧に々 を 置いて、 このが しい 
ホ 中が 何 かの 化に か、 つた やぅに 两 がし、 巧が しで、 お乂 にお 巧を あげてね る 
のを 目の あたりに 眺め、 また、 新しい 巧 巧が これほど にぶ 巧して、 かでの 人 巧 
が これに 貧 同して ねる のをぶ ると、 もの づ から 巧し いお ま S おしい ことを 巧 
ら 、もれまで 信じて ねた お義 にがして なを 化く やぅに をろ 所謂が ホム理 な々 
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ものの すぶ 进 をが 力の あ 巧で わる。 が 千と も かれの 人々 の 意 ホゃ悚 がが、 巧、 
何千と もみむ の 人々 の 力が 一っと なつて 一人一人に 巧き 化で る。 かくして、 み 
巧に 來る 時には々 ほが ひ ホって 足の まかっ たもの も、 まる 時には 自 々も M をの 
一 貝に をつ たとい ふ 確信を 抱いて おつて 守く。 

置な 會まを 運 巧に 從ふ ホは、 ホに 述べた 如き 辯 巧のを なれて はなら ち 
巧に フ八ジ ■ァ の迂閲 々巧 中が 何と 言ジ たつて をむ に 動かされ ては々 ら の。 彼 
等 ブ八ジ ■ァけ 確かに 物識 6 では あるが、 ドイツと いふ I 大巧を をが ぼして し 
まっ S も 亦 化 等で わっ た。 巧、 ドイツを 巧 ぼし.；； ^ 5.4 な 辜、 化 等 円みの 巧 
立と 化す 白みの 巧れ の お 力を もが ぽ してし まつた ので ある。 化 等は あしく 巧 口 
で、 何でもが 來 るし、 何でも ム がて 〇 るが、 た < ーゾ 、ドイツ 闲 ちが マ^キ シ 

ごの 羣に 泛れ 5 を 防ぐ こもたは 化 等ぶ 得て む々 かっ スマ； シ 

ス ムに對 しでは、 彼等は 氣 5 誰と も @ め ともい ひやぅ の々 いほ ど 無力で あつ 
た 今 曰 彼等は 思； $ 上 ソて自 なして むる が、 をれ け おする に自 化れ てむ るので 



3 が 


あつ y 、 同じ 良 かで も自 化は 誰も かる 通 6 莫迦と 一つ 木に ちる ものである。 ~ 
ドィッの ブ^ジ， ァは 今日で もを の 力を 巧 おしてむ るが、 をれ はがす かに 彼 
等自 々の 巧說 がま づ くて 巧に 立たの ことを か 6 あぎる ほどな つてむ るからで あ 
る 0 

な 巧 文には ブ？ン ズモ 、ム ，ソ y — 二、 ィ タリ 7 巧の 文字は な < 、巧る 巧が 至 n system 、 
人み を，！ nann 、 巧 巧の 一巧 ei 3 e X を Itj を r す de 等と なつて ゐる お、 そのょ、 で し 
ではな ホが 通じ 巧い かち 前後の 巧な を考 へて# キ なおら 问 がち 再を 人れ で 譯 出しち (H 
ネ) 
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- 萊セ章 ホ 色 載 線に 對 する 聞爭 

自分は、 一九 一九 年から 一九二 0 お、 一 儿 一.1 U 牛と、 一二 年に ぶつて が •ブ作 
ジ- ァ巧获 S 所 巧が 說 をなる ものを 抬き にが ソ たもので わつた。 白々 は 子供の 
巧が 加を かま さむた ことがある •肝 加は が A だんが t い、 なめげ み隨 S ためこ 
々ると いふ ことで あるが、 どうもす かくで 巧みに くい。- ブ八ジ 3 ァ ななの 巧が 
を おいてね ると が お 肝 抑を がま せらむ y むろ やうな 化 ひがした 。ドィッの 网把 
を 巧で 巧つ で グ^ジ'， ァか 蘇の 『火#』 み 巧に 引つぱ 6 込み、 が 班 S すりまで 
入口の 裙を阳 めで 一入 も ホに がさの やうを ことを ニー ニが がも賴 けて すがで、 ホ 
は 幾らか かおが かれる かも か n のが、. 化. が 八と こス 、をむ でけ 闲民 S んが たま 
ら の。 む 巧す るが、 白みな どは、 を A を ことを さ パる と 多み 化き てむ るの がが 
にな 6、 ドィッ人 たる ことを 巧を 葉りたい と あ ふやう になる に 違 ひない。 化 
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し、 も乂な 無茶な ことは ホ ひに して 當 今では 出 ザない 話で あるから、 まだ 峨が 
してね をい がみな 國 民なら、 お 货がお 水を 恐む る 如く 『ブ^ジ， ァ S 巧 お乂み J 
を 避ける のがを がで わらぅ。 

これら 大會 の 辯 ± は ブ严ジ •ァ世 ホが のみ 言を たる 乂も であ ソ たが、 円かけ 
彼等を 目の わたりぶ るに 及んで、 化 等が 巧 說に巧 きを 置かの 所な がよく々？ 
た。 化 等が が說 はか 目 だとい ふ S け 少しも 不思 蘇で ない。 常時 • n みはを々 の 
巧說 をを おきに けった e に ホな S 巧說 みに もがけば 、ドイッ 两 がな のが 哉 夕 に 
も 巧き、 ドイッ W 民黨 の. 柄說 をに もがけば、 バイ 王^ ン W お 麗卽ち バイ 王八ン 
中央 巧 S 巧說 をに も 巧っ た。 (託 1) これら S 巧說 みに 巧っ てが r 氣 S っいた こ 
とは、 巧 ホが 同 巧 一を にを 6 巧め られ てね る ことで あつた。 み 巧に ホて むる 巧 
ホは 巧ん どを ホ ホ ばからで、 みほ S を； jT か だらけが っで、 少しの 規 かもな く、 
たった 今 朱 曾 ザのを かを 成し遂げて ホた 两 民の 大 をと いふよりも 、李ろ 退 袖な 
骨牌を といった 义 がよく 似 かふくら & であっ た。 辯 ± の 乂 でも この 巧 か々 W 分 
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を A さの やうに これ 巧め y むる といつ が 具合で、 巧說 とい ふの^、 おめ 巧いた 
お 曲 S 論說 みで やうな、 ホは 學巧上 S 論文 かと も あはれ る やうな 巧 稻を讀 みあ 
げ る。 がち 彼等の 巧 說口巧 讀巧說 でん ク て、 ない 言葉は 一が 巧は ザ、 ところ ど 
ころに お S がけた 巧を をは さむので あるが、 をのが お、# 巧 中け わ 義理に 
ちつて みせる。 をれ も、 商い 巧でから からと 笑 ふので なく、 わ 上品に をみ 巧で 
あぴ笑 ひを する ので わる。 

辯 ± も 辯 ± であるが、 蠢の 連中 も 亦 其 だ だら しのない 代物で わツ た。 

をて ミュンヘンの ヮグナ I ザ— 八に ラィプチヒを 巧 記を 巧說 みの 催さむ たこ 
とがわ ゾ て、 自 々ももれ を おき にがつた。 巧說を やつた S は、 いやが 說を进 A 
だのは 何處 かの 乂學 のな おで、 上品な ちが ± であった。 おは おが S 一段 
商い 折 上に あって、 左に 片眼が S 巧、 あに も 片眼が の 巧、 二人 S 問に がま かて 
こむ は 片眼が を かけを い 巧が 巧を かけて 0 たが、 一一 一人が S 人と も フロ， クコ— 
卜を 着て 〇 たから、 仓 巧の ホ 姑け 何 S ことは ない、 これから 巧 刑 S 宜 がを 下 
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すを 垣の みう でもった。 ホは 子供の ホ 巧を 巧 ム化瑞 s やうで もんった •がが に 
甘よ、 お說 をの 會 巧と いふよ 6 はぶか b 5 式 巧と いソた A が 常って わたの でん 
ろ。 を； i に、 また、 ぶか- HS 巧說 をろ 7? 的が 乂 後で、 巧 刷に しでが/だ 巧い 
もの かも か：：； ない が、 巧說 としては 令く 言： 抓ぶ 巧であった。 ものの 一一 1 W 十々 も 
經た W う もに、 み 巧け 隅から 巧まで い、 お 持に 眠り 始めた。 を S 眠 6 を 妨げる 
みう にしで 巧ぇ る ものけ、 時み 一入 二人と がて がく W 女 S 足を や、 給 化 ホが 柯 
か 食器 S やうな ものを がた っかせる を、 もれから ホ 巧に 多くなる# 巧の か 仰 ば 
からで あソ た。 がを ム からが たの か、 を；： i とも 命ぜら：：；； てみ 巧の 監視に 來た 5 
かから 2 か、 三 人 S 巧 働 ホが 恰度 6 々の 前 S 椅子に おを かけて むた。 一二 人 はげ 
時 目 かで おし 合つ てむ た々 や 力て がて つ、 きな ひを した かと 化 ふ 本-がかに 担 
0 てみ 巧を 出て はつて しま ソ た。 を S 巧 子で 化る と、 化 等 も 巧說 をげ 樂 しよう 
とい ふ：； A 持に をれ なかつ たらしい。 また、 こ A 々が說 ならが も わざわざ 妨 ホす 
る必 がけない 巧で わる。 も S う もに 巧 おも 漸く かりに 巧づ いたが、 巧り に 近づ 
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くに C ' れて敎 巧 s . 巧は ホ 巧に 化くな 6、 次 巧に か ザれ て 巧 そ！^ く ミちが 載 
がすむ と、 二人の か 化 巧の 巧 S 問に 腹を かけて むた 座長が、 やを らぉち 上ソ 
で、 が 巧 ご ドィッ S 望な ホ 諸君 J にげ びかけ、 X 敎資巧 今 S 巧 說け询 に 
念 ホ 巧ぶ、 他の 追陆を 許さざる 結辕 を巧說 であ 6 まして、 これ こを 本を の 『內 
的 巧を』 と 申し ませう か、 一つの 『業 精」 と 申して-差 支へ をく、 がな 巧く 又 y 
難く 拜巧 をし ましたが、 を樣 もを めし 同 樣巧满 足の ことと 思ム ので あ 6 ます。 
ないて け、 こ S 立 波な 巧說 S あとに 立 おが 說 などを 開いて は、 巧 角の この 神聖 
な 時 閒か宫 S する，- とに f ますから、 SS 同意を がて 討論を 化ゥ 化め る 
ことにを し、 をれ ょ 6 もを 巧の お 立を 巧つ て 『はらからの 固く おぴ しく こと 
み、 巧を』 を唱 巧したい と 化 ひます と 言つ て、 ドィッの 巧で をを 巧ぢる ことこ 
してし まひ、 たうとう み ホを お 立 させた。 

を ホは 巧を ムロサ て 巧 ひだ たが、 巧 いてなる も 第二 節の 所ではが だか 巧 ド 
みさく 化くな 6、 巧 おしの 巧で 巧ぴ 大きく 离 くなら、 窒 一節の 巧では いょて 
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小さく 化くな った •どうやら、 を ホの 中には' このが の 文 かをから の ものが 巧 
のにむ たらしい ので ある。 

义 、假夕 皆が を •ホの 义 かを すっ からかっ てむ て、 巧を 張.. 〇 あげて 天まで 
ひ < けと 唱 つたと ころで、 こんな 性 化の 巧つ た 速 中に 一 ほが がかが るか。 

がが がると 巧說 をはな 會 となつ たが、 さう すると、 誰も 彼 も かへ がび おし、 
ホる ホな ビャ ホ I 八へ 念ぎ、 ホる ホは ヵフ • I へ拖け 込み、 ホる ホけ 巧が なを 
なを ポ めて 巧を ホいて 巧っ た。 - 

まった く、 巧が なを おを 巧 ひたい、 かへ 出て 巧が ホを 乂を坡 ひたい、 とい ふ 
のが この 巧說會 のがった 時に 自か 9 抱いて むた 唯一の 巧 ひであった。 侃 も、 こ 
の 巧說 をは、 わらう ことか わるまい ことか、 何 巧と も かれ. のプ a ィセ ン 人、 何 
巧と もみれ 2 ドィッ人の 巧を ホな なお 聞を 記を する ために 巧 かがた が說會 であ 
つた •何たる ことか、 こん 畜生、 もう 一巧 こん 畜生！ 

かや > をな 巧を 口を 巧 も か 論がん でむた •を だ 『なか」 なみだからで わる。 
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，これが さ 5 でを くて、 亢 をし 含 ホが、 俄を おを 切つ 《裘 0 夕を 上の 制 
比を 巧つ て 星ら しいが をを た ホロ 俄を 巧 かに 巧れ 曲して、 をの ま、 力 
フ • I や ビャ ホ， こは 巧かずに、 四列换 除を 作り、 蓋を 巧へ こ ホれ も总 
きト ィッ 固」 を 巧； 5 をから 巧 頭を 一 わ 進す る やぅな ことにで も なれば、 治 巧の 黃 

に 任ずる 大臣 も、 む 出 だら ぅし、 迸 おも W つて ホ 惑す る ことにを るに 達 ひなから 

ラ • 

を 巧に してを ば、 を乂 なホ感 を か S 置ち がおかでなくて ょいの でん 

ろ - 

♦ 

み 

ところ か、 農な 舍塞 ホの 巧 說會と ホたら かして をん な 5 をな もので 
口な かつち こ、 では 冀 なる 二つの 世み 巧が がしく 戟 つたので あろ 散み す 
るに して* か 力 巧 田 Q みを 問が け 《巧 子で ほを •ほを と 巧つ てす るので なく’ 



巧 巧の 巧 神に 燃 t 、 巧 巧の 情熱に 燒 けて 巧ら 火の玉に なつて むろな ホの 巧 巧の 
»« をが てした S である。 

巧 等 W ち 巧 貪 主 ま 者の 巧說 をでは、 姑 おから# 巧 S 化 巧を 投巧 にして がない 
巧 おを が對に 維持す る必 '巫が あつの。 巧 等 S 巧說 をる も S は ブ八ジ ■ァの 『が 
.巧 ホ』 S •が 誰の かくに 生の るい わ 唯 言り で ホく、 巧容も 調子 も 反 おな を剌 巧し 
でが がせし めずに け あかの ぁ S であった •また、 事 巧、 巧 等 S み 巧には がけで 
も 反對黨 のをが 夕か 入ら a ん でむた S で わろ •.满 說 みを 開く と 何時でも 反 おな 
の 连 中が 大 おし イ やつて 巧た。 を S 中にはが 動 ホが おつて むで、 これが 棚 動を 
やつた ので あるが、 連中は みめ からが W だつ で 0 て、 今日 こもは あ 前 等を やつ 
つける どと 言は 2 げから の 巧を であつ た。 

かか こを 何もかも 啡き读 して 片 づけて しまは う、 さう いふ 意 氣义 みで 前な て 
がが をを へた 赤い 連中が、 をれ こも 文字み 6 巧を 化んで 押しを せて ホた ことが 
な あわった かかれない • tt 言では をい、- 本を である。 さう いふ 巧 中に 巧 がれ 
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て 巧 內力あ 化に 巧ら、 もう 度 目 かとぶ ふやう ホ こと も 巧な か b つたが、 をの 
が 巧が 等の 巧 巧を 挂く ことが 巧 巧た のは、 巧 巧の 绿 ホに 當 つてむ た ホが^^ の 

お 借 ホ さ 指 度寶、 物を 言？ V 反 資連 中を や S け 《をで わ 

る 0 

乂も ホい 連中が 巧いだ S には をれ だけ の 巧 由が あつた。 

巧 等は ポスタ— に ホい 色を 巧つた。 これが 卽ら巧 等の み 巧へ 化 等の 巧し 寄 甘 
て ホた 1 つの 原因で ある。 赤は ポリシ；々 'ィキが 用む て 0 る 色で ある。 をの ホ 
を 巧 等が 化ク たので あるから 世閒 では 少 からず おいた。 うさん を さう に 眺め 的 
した， ドィッ 巧が 黛， の 巧 中は、 W 民な を 主義と いふ S も お 巧は マン/ キ シズ ムの 
别 がでは ないか、 さえで ないやうな 巧 口して 0 るが 巧 だか マ 八 クス 主を がな 浆 
してむ る やうで、 ホを 口 巧を ままでは ホい か、 と言ツ てが 等に 不 ホの 股を 向け 
た。 彼等には 今でもな ほれ 貪 主義と マ^クス まを との 巧 別が 分らな •いので あ 
る •お戍 巧* やが かの 巧な ホでは、 巧 東に 巧ぴ かける 時に 大巧な 「林 ±な 々巧 
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君』 とい ふが、 巧 等の 巧說會 では 「同胞の 巧 ホ 諸君』 とい ひ、 黨員 同志の 間で 
は 芝 仲間と 巧んだ かぅ いふ あ. 〇 さ； クス 主義を 5 巧ち ホつ たと ころ 

であるから、 巧 等の か S 間には 巧 等を なて マ クス 主義の 化かと ぶ，； J ホが 多く 
ミミし い。 單 供で’ おお スプ； •ァ の 連中ち 壽の霍 ゃ喬 、巧 等の 
目的を どに ないて、 かぅ して 他 巧 もない 腺 測を 摧 しくして むた が、 かにち トート 
巧を 話で ある， 

巧 巧が ポスタ’ に 赤い 色を 用む た S は、 何も 化 お 目では なく、 巧い 考 へが 卜り 
つての ことで わる。 左 現の 化つ てむ る 色を 巧 等が わざと 使へ ば、 左 菊の 連中は 
必ず 化を 立てる に 違 ひ々 く、 巧つ たら 必ず 巧 等のを 巧へ 巧し かけて ホる に ま. ひ 
々い。 必ず 妨害し に來 る。 妨害の ためで も、 何でも、 巧 等と しては 彼等が みお 
に 巧' て おれさへ すを ょい S であろ ホて おれさ. へを ぶ、 彼等に 巧說を 聞か 
せる ことが 讯來 るので ある。 

が時、 巧等のかたるお巧の^^の執つた巧ホは、 ぶてむて可笑し-いまど、 し 



が 3 


どろ もどろ であつ た •を 巧 口 黨 員が H をな々 ま寒ネ のな 說 みへ 巧く ことを 誤 
じ、 巧 等を 巧 巧す る ことに 巧め た。 この 巧々 は 大巧 にがてょ く がられで 0 た。 

ところが、 この お かもいつ かおんで、 一人 巧き、 二人 巧き、 巧 民 かみ 主 ま ホ 
の巧說 をへ 化かけ て 巧く ものが ホ 巧に 夕く をり、 两民 化を まを に 共鳴す る もの 
•さへ 現れる に 及んで、 お 菊の^^ 口 漸く 不安を 巧 じ、 神経を 尖らせ、 何時まで 
もこの ま、 に 放つ て 置いて 口を みならの ことに々 ると ちへ、 をに を 力を なて 一 
擧に片 づけょう とする にち つた。' 

彼等は 巧 等を なて 『化 巧を 目論む 反動派』 となし、 巧 記 「巧が な 識に目 稍め 
たる プ "レ タリァ』 にかつ て 巧 等を 叩き あ 甘と かじた。 巧を 巧み 主義を のが 說 
をが あつたら 大 おで 巧 しかけて 巧つ て寶 S 巧 中に プロレタリァのを かを 巧は 
甘て やれと 言 ひつけた。 

を S お果 、巧 等の 巧說 を 巧は 巧みの 一二 W 十々 も 前から 夕 が ホで 一 ぱいになる 
やうに々 ツた •化 f 份 まは-^ るで 火 巧の 巧の やうな もので、 ちまけ にもの 火 



み 細には 巧に 火が ついて むた から、 何時 巧 黄す るか みらず、 危 おこの 上 もない 巧 
物で あつたが、 もれが 爆 巧し なかつ たので あるから 可笑しい •彼等は、 巧る 時 
は 巧 等の かで あつたが、 歸る 時は ホぶ であつ た。 ホぶ とまでは をら をくても、 
反 巧して ちへ る やうに々 つてむ た。 彼等が をれ. まで 信じて ホた 主を に 疑を 抱く 
やうに なつて ねた •をを 東ね るに つれて、 自 々が 一二 時 閒も巧 巧に 立つて 唯 言る 
と、 かも ホ ホ も 一紀に ホ 6、 一 W となつ て、- 熱れ する やうに々 つた。 さう々 る 
と、# 媒に 入り 这ん でね るが 勒 ホが ならを 商を したつて 誰も おたない。 を ふ々 
ことはもうか目である。 をこでホ色の^はまた不まを巧じだして、 またして 
•も ホ かを 更 へた。 巧 倒 ホを 巧 民 社を ま 塞 ホの 巧說 をへ 巧し かけさせる ことにな 
いてけ、 赤を の 建 中の 巧に も かめから 巧 論が あつた。 もれら の 者は、 プ n レタ 
‘ リアの 安骨で 片 せける 計 まの 义 化した S をぶ ると、 をれ 見た ことかと ばか 6 に、 
巧衡 ホを W 民せ を まま ホの 巧說 をへ 巧 かせない やうに しを ければ いけ ホい、 こ 
S 外に 巧は をい、 と义 もらしく 言 ひ ホて わ。 を こで、 もこの 一が の总 ぶに 
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化 ふこと にを つたので ある。 _ ’ . 

をれ かち 巧く は 巧 かネホ あまら. 來 々かつた が、 纏て、 また 何もかも 元に あつ 

て、 同じ ことを 繰 あす やうに なつた。 

% 

左 否が 部の おかは 少しも かられず、 巧衡 ホで 我等の 巧說 々へ ホる ものが だ A 
- だん 夕 くな ク わ。 さう すると、 また、 左 巧の 內 部では、 あおな 手段に おへん と 
.する 强巧 がが がをおろ. もう 一な 大巧して 巧し かけて 巧 おかみ まま ホ S 巧說 # 
を 叩き あさう とい ふこと にな ソ た。 

とこ ス が、 一一 罔、 一二 囘乃 お八 罔、 十 凹と •说說 を S もる たびに 押し かけて ねる 
うちに、 W 民れ を 主義の 巧 中を みつつけ るのは 言 ふに おく •わ ふに 難い ことが 分 
つた。 巧し かけて 巧く たびに ホ 色 部 おがが つて 切が されて、 两 おかを ホを の ホ 
ぶになる ものが 横 巧 するとい ふお果 にを つてむ たので あろ。 もこで、 また、 が 
かは かかに 逆 巧 6 をして 『プ "レ タリァ SW 女 同ぶ 謙を、 W 民 かみ ホ義ホ のが 
說 貪へ 巧くな」 とい ふこと になつ た。 
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左 巧を 部の ホ かは かくの かくし どろ もどろ で、 巧ぇず ぐら ツ いてむ々 が、 ホ 
を 新聞の 態が も 同 おに 巧 推 L てむ たので ある。 みめは 我等を 巧 巧し ょうとして 
一巧 もを かを かつた。 纏て もんを ことで 巧 口 たれる 巧 等で をい と々 ると、 今 巧 
は 反 對に巧 等を 無睛矢 おに 攻# した。 一日と し';- 巧 等の 慮 口を# かの 日と ては 
なく、 巧衡 ホに 巧 等の 存 せを かるに 足らの 笑 北な ものと 思 ひ a ま 甘る ことに こ 
れ巧 める にち つた。 ところが、 世 巧と いふ ものは みなもので、 をれ ほど 詰らの 
ものなら 棄 てて 置けば ょから うに、 お 日嘗き 立てる とこ スを 化る とさう でもな 
いに 違 ひない と思ム やうに々 6、 卽も巧 奇ムを かき 立てられて、 今まで 看 巧し 
で ホた も S を更 めて 化 息して ぶる やうになる から、 巧 等に とつて は、 恶口 であ 
らうが、 何で あらう が、 巧 曲で 書き立てられる ことは 少しも 巧で ない。 新曲の 
方で も 巧く すると この ことに W がつ いた。 を こで、 俄かに ぶかを 巧へ て、 今 お 
は、 我等を 古今 無 巧の 極 おの 罪人^な し、 巧 等の 巧が なる ものを かへ 上げ、 を 
き 立て、 一 か- <^4 •までをく は 巧の まを を こしら へて 18 邦 中 巧を 巧て する に ザつ. 
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たが、 巧 もな く かやうな を •も 巧 等に 巧して は 何の 巧き 目 もない ことが々 つた 
らしい。 巧す るに、 かやうな 遺ら 方は 世 巧 一 おの 化を を だんだんと 巧 等の 乂へ 
向けさ 廿る だけで あつた。 

當 時の 自 みは、 嗤 はれよう が、 爲られ ようが、 道化と 言 はれよう が、 罪人と 
ぶら れ ようが、 一向 頓着し々 いこと に 化を かめて むた。 巧 巧が 我等の ことを が 
々6 と專 いて 典れ さへ すれば よい。 巧 等の ホを 一日で も なれないで をき 立てて 
おれさへ すれば よい。 さ すれげ、 夕衡ホ も、 彼等と 現せ 對 立して むる 巧 一の 巧 
力が 巧 等で ある ことを ホ 巧に みがす るに 逢 ひない。 これが 肝 也な 點 である。 巧 
等の ぶな がか 何を る もので あるか、 巧 等の 眞 なが 那る にある かは、 をのう もユ 
ダャ 人の 巧が もい やとい ムぽど 思 ひかる 時が ホよう • 

右に 述べた 如く、 左 巧の 巧が まは 度 •乂擧 して 我等の みおへ 巧し かけて ホた 
が、 彼等が が おお S に扣て A ホを のいた ために 巧說 令が がみ 酱 あにな つたと い‘ 
ふやうホことは一巧もなかつた。 をれにはを々な理由があつたが、 左巧の^ 
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が 甚だを 怯であった こと も 一っの 巧 因で ある •彼等は 化 暴を 衡く巧 6 で ホな が 
ら 、致 手が 手 巧い と 足る と尻这 みして 忙 下の ホ だけを み 巧に 入れ、 化 等は 巧 か 
にあつ て 形を を巧舆 するとい ふやうな ことを して わたので ある。 

のみならず、 巧 等には 左 巧の か 部の 意向が 巧に 手に 化る かく かがて わた。 を 
れ は、 巧 山の 誤 負を ホを 巧 おに 入 6 这 ませて 何も 巧 も 巧っ てな たためで も ある 
が、 一っは、 左 巧の#^ には あ 巧ち" りが 多くて、 訊き もしない のに 巧から べら* 
ベら 巧言つ てし まふから である。 巧 等に とつて はこれ は 其 だが 都合で あつた 
が、 一宿に ド ィヴ 人口 も 巧言り で 困る •巧は 巧を ホむ と 巧き 立てる が、 ドィッ 
人は、 何 か 企てる と « つて 〇られ なくて、 まだ わになら のうちから 巧ぎ 立てる 
# が ある •た 巧 も 巧 多々 に ホれ ずを々 な ことを 巧言る から、 巧 等の 巧說 
みを 巧聲 する かまで も、 を 巧す る 前にが 早く 巧 等の 力に かれる。 もこで 巧 等の 
方では 巧擊 本が の JJT かっかの うちに 巧 ホ 巧 巧 巧 巧の 单 巧を をへ： 手ぐ すね 引い 
て 待も稱 へる ことが が 來 、わべ こぺに ♦を わかして やつた こと もが •であつ 


命 


ち 

こ S 當時 口が 巧會 巧の 化が 6 も 巧等自 々の 手で 巧は ねばならを かつた •を 逝 
の お 簾は 當て にならず、 巧つ て 妨害 まの ためにを る 巧な が 多 かつた •を激 特に 
なおに 化が 6 を賴 むと、 お 局 おみを 命ぜられる のが 脚の 山で、 巧 巧の が說 みを 
阴ぢ をけ む ばなら の。 而も、 巧 等の 满巧會 を W き 巧す のが 妨審 にがる 巧 中の 目 
的で あるか G 、 散み は 彼等の 化ム蒂 だとい ふこと になる。 - 

なして 當時 S 替 おには 其 だを しからぬ 巧 巧が わ 0 た •例へ ば、 巧說 みを 叩き 
ホす 計进 5 あみこと をを かし 半 かに 言つて 狙る 者が あつて、 をれ がが お S 巧に 
入つても 、なおは 叩き 巧し に 巧く 方を お 来せずに、 何 S 罪 もない ホに 巧 哉み な 
どが r をと い 0 て 紫 化を 巧 口せ るので ある。 化を な 話で わるが、 一 おの 巧を け 
これ 今-巧 明な あり A だとぶ つて 其 だが ながつ てむ た •こ S 道 6 乂を 巧して 『化 
律 違反を 防 巧 置』 とい ふ。 

巧 挺が こんなみ 合では 肚の おつた ならず ホが 何時も 轉 をして、 をと なしい ホ 
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はをが巧巧が出ホないといムことにを*^。 两まの權巧をが持すべき辨巧ががま 
が 持の ぶに 隱れ てなら ず まの 肩を持ち、 あとな しい ホに おしてけ ならず ホを な 

ら 甘て 典れ 5 なと 苗 わる。 農れ 會主 袭累苦 替裘に 巧說 おを 閒 
くと 言 ひ、 み 衡 化かの がで をん なら 巧し かけて 巧つ て 妨害 するとい ふ。 さう す 
ると、 證 おは 物 巧な 巧衡 ホを な 束 甘ずに、 きまつて 巧 等 巧 おかみ 主義 ホの おな 
會を 差し 化め た S である •巧說 令を 開くな と 巧 等の 巧へ 通 巧を 巧 越した ことが 
がを も あつた。 巧 おとも わらう ものが 化をから のに も 程が あると いはねば なら 

ち 

巧に々、 左 巧の 巧 中に 暴れられて 巧說 をを 巧され る やうな ことがあ つては 巧 
ら のから、 巧 等と して 口 妨害を 未が に 巧 おする ことに 努め ホければ ならな かつ 

ち - 

晒 ホ、 妨 をを 巧进 する k を つても、 が 等と して 口を おの 力を 借 6 ないやう に 
、ム ヵけ る必 巧が あつた •かおの が 謹の 下に やリ と巧說 をを W い、 て、 む •ん ^ で 
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かかが ネ のか 打 ホ かがが 知で がかが 停 かが 譽 かか' ぃ 。两 民心 下是 なを 
巧 かしてみ 方に 引 入れる には、 何とい つても 巧乂 なお 力が 必お である。 巧 山の 
III をに 巧を して 巧つ て やつと；： 巧を 上げて むる やうな 巧說 みに 大 ホを かかす お 
力の わらう 第がない'* . 

々の 也を 捆み将 る ものは ホ 化な おい 巧でなくて 巧々 しい 强い 巧で ある。 をれ 
と 同じく H 民の ふを がんと する 巧な は强 いを 巧でなくて はなら の。 か 蘇が 巧 摸 
の 巧 謹 にがつて やつと 存立して むる やうな おい ものでは 人、 むを がる ことは 化た 
をい。 

な 上の かきを々 S 理由から ちへ、 义巧 に强 いか 巧で ホ けれげ 大 ホの ムを おみ 
特な いとい ふこと から 考 へて、 巧な に 於て 口 他. 力に W ら ずに 6 立 n がに 巧め、 
.斯 巧を を 巧く 時で もが じて を おに 化 謹を ホめ ず、 み 巧のを 巧け 仲 則の ものが こ 
•わにを り、# 力で やソて ホる ものに おしては お 力で お 削す る ことに 化を かめた 
ので ある。 • 
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を 瑞 S を理 にないては おのかく 二っ S ぶかを がて た •霞 2) 

一、 巧 ホの ム理を 山し くが おして 力强く 司を する こと。 

二、 3巧« をが 巧す る こと。 

かくし VI、 巧 等 W お 巧み まま ホは、 が 巧みを 巧けば 仲 巧で を おを お理 し、 ま 
かして、 他 S をに ぐぅのを も 巧 さ 甘な かった。 一巧と が もみ おを 他の ホの 自ホ 
には さ 甘を か？ た。 が說を 少しで もか樂 する まが あると 化ぐ がんで 巧っ て 巧が 
をく 巧み 出して しま ふので ある •勤 ホが 阿五 巧 人 もむ て 化 力が 十ニ ゴー 人し かむ 
々い 時で も あれずに かって 巧った。 彌 次を 巧 ば廿ば 必ず 巧み ぉされる も のとが 
ひみら 甘て やソ たので わる •をのち ミ？ ン ヘンな ホの 巧で 巧說 みを 閒 くと、 巧 
等 W はなみ 主 お まの 十五 六 人に 致して がは 五， 巧 人ろ 六 巧 人 も、 多い 時に け： J 八 
巧乂も 詰め かけて ホた。 をれ でも 我等 C 巧 乎と して •巧を を 許さな かった。 かに 
♦夕 する くらむ をら a ゥ 合っ て 致された ぶが まし だとい ふの が 我等の ふ 巧へ で 
ん ソた满 巧みへ がし 力け て ザる 逢 中に もこれ がょくみ つて 來た らしい。 を：； 


ち あまら 手ち をし なく ホっ たが、 もれで も、 少 A の 巧が 巧 員が、 度 おを 巧 
んで A 暴 お 巧を タ ホい 輩を 巧手に 巧な に 巧っ て、 彼 f 叩き出し 《こと も 
巧 一二 あった。 

勿論 寡はホに；5^ばのから、 こんな巧合にホい連やがホ巧に戰へば、 十五乂 
か 二十 人し かなない 巧 民 巧を まま ホの 方が 結局 巧ち のめされ るに みって 〇 る 
が、 ホが っく 前に 彼等の ホで も少 くと も ニー ーー 巧の 人間が 頭を 割らむ るに かつて 
& るから 彼等は 巧れ をな してを こまで 暴れる 勇 萬が を かっち 

寡は^ 時 マ；， 主 巧者の 巧說會 とプ； •ァ の巧說 みとを 比 て 
大いに おる 巧が あつた。 

マン ィクス 主義 ネ のな 說會 は、 お前から を 場の 化綺 6 が 非常にょ く 巧き 姑いて 
ミ、 巧して 他の 妨 をを 許さな かっち これを 潰すな ど ミム ことは 少くミ 
フ八ジ ■ァの 巧 中にはぶ ひも ょらのと こス であつ た •をれ だけ こ、 また、 ホの 
•が 方では な •增ぞ して、 赤で ミ 連中の 巧 巧會を 巧す ことばから 考 へる やぅに S 
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6、 從ク て、 また、 だんだん みがして 上手に なり、 果ては、 おんど ドイツを ± 
にの さばつ て、 マ 八 クス 主義者 •な 外の 巧說 をと ぶれば をち にプ p レ タリアに 對 
•する ホ戰で わると いって、 巧ぶ 手を 盞 して 妨害す るに まった。 特に、 ホ S 做 袖 
の 罪 がをおへ 上げ、 因 民を 欺陆 せる 彼等の お 劣な 巧 動を 巧き 立てる やうを 巧說 
會 でも あらう ものなら、 彼等 S 妨害の 仕ぶ は 一と 通ゥ でな く、 さう いふが 說 を 
の 巧が でも あると、 ホの 新 巧は 筆を 捕へ て 一巧に おき 立て、 彼 薄 自み極 おの 罪 
人で ある ことを 棚に あげてを おへな つて か、 6、 事態を 『これな 上 お化さ 甘の 
ため』 にこの 『プ P レタ 9 アに鲜 する ホ戰」 を 差 北め て 巧 ひれいと 謀 じ 込む、 
巧、々 かすので ある •彼等の 使 ふ ♦あの 言 巧は 巧手の 巧 人の 頭の 程度に ょって 
盞ムが お 局 目的を まする。 萬 一、 お 手の 巧 人が 木 おの 坊で なく、 ドイツ人 であ 
な、 ドイツのを 吏で あつて、 ホい 巧 中の かう した 厚が しい-嬰 ホを はねっけょう 
もの をら、 化 等は をら 奥の手を おし、 こんを 『プ P レ タリアに 對 する ホ 巧」 を 
せって ちくわけ には 行かのから、 幾ら 幾らの 人な を 繰ら 出して 會 巧に 巧し をせ 


巧 


『プ "レ タブ ァ のが おだらけのを をで ブ八ジ 3 ァ の 手 化の ホ 劣な 企みを 叩き 巧 
さねげ ホら の」 などと 巧 聞に# きな てて 巧 巧を をが 動す るので わる。 

ブ少ジ -ァの 巧 巧 貪は どうかと いふと、 これが 非常に 慘 めで 其だ不 巧な もの 
である ことをから のまは をら く 有る 4 い ••戊 說 をを 閒 くこと にかめ て むても、 
上に 述べた やうる々 迫を 巧け ると をの ま、 止めて しま ふこと も あつた。 閒 くに 
しても、 巧餐を 受ける のがを しさに を 巧 あ 6 に閒 いたた めしが なく、 かを 八け 
の 巧 會が八 時 四十 五み になら、 九 時に をる こ ともをら しくな かつた。 をれ でも 
どうやら 巧を となると、 司を ホは ホ會 の 『反 載が 諸君』 にが ぴ かけて 『今晚 は 
反 お 派の ぶ々 も 巧 山ぶ ぇてむ る やうで わります が、 みめて 結構を ことで、 司を 
ネをみめ 一 同深く菩んでを6ます (？*を化け)。 怠化のおホるまけ互に話し人り 
ひ、 息ち を 巧は して おるべき で、 さすれば 息 志 もが おしてを のん も 分り、 手た 
化 6 合 ふこと も 出 ホる やうに々 る ホので あります (これでは 姑み から おキ S な 
見は 反教 だとき めて か、 つで むる ことにを る)。 今が の 巧說 貪の 目め は 何も 化 
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共の 意見を を おに 巧し つけ、 を おにを お 固有の 怠ぶ を 案て て 巧 かう とい ふので 
はない ので、 人 巧は み •をの 好む 巧に 化ム べきで わらます 。もれな、 な 共の 乂 
でを を おの 好みを ぶげ ょうとは しないから をな S ホで もな 共の がみを 妨げ々 い 
やうに して 頂きたい 。もれに、 今が の 辯 ±の 柄說口 をれ 程 長くない とな ひ.^ す 
から、 どうか 巧が をいで おりまで 巧いて 巧きたい。 一巧、 巧 巧のを 巧で ドィッ 
人 同志が か 巧みに なつて 巧 ふのは、 两 おの 內輪 巧れ をみ かに おして 鹏らけ おす 

もので、 を だ 見つ ともをい ことで あらます から、 今晚 の巧說 みで け 」 を 

どと 言つ て、 先 づ反教 おの 巧 中に を 世が たらたら 哀 がな 供す る •胸 巧の おい 詰 
である。 

勿論、 左 巧の 巧 中が こんな お 巧に 再を がける をはない。 辯 ± がが‘ W に 立つ と 
なち 四ぶ 八 ホから を 巧を 彌 ホが ホぴ 、辯 ± は 一 こと 一一 こと 馆 言つ たばかり でも 
う 立な 坐で ある •をくな の奇で 長く ぶて &られ ないやうな こ ともお々 あ ソれ。 
かくして プ八ジ ■ァ « なをの 辯 ± 口み 巧い 巧ぎ 5 中を が も闻牛 ± が 巧 牛 巧を 出 
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て-わく かく あ 巧す るので あったが、 無專 にが 巧す るのは 3 だょ い ホで •中には 
頭を 叩き おられて 巧 度を ころがら なち たもの も少 くな かつた。 

マ 八 クス ま お ホな 外の 巧說 みとい へばな てこ A を 具を であっ たから， 巧 等 W 
民巧會 ままを S 巧說 み、 特にを の ありぶ は マ^クス 主義 ホに とって 口 何 か 巧手 
の 違 ふ 巧が あつたら しい。 ブ八ジ ■ァ S 巧說 をを をれ まで 思 ふま、 におして む 
た 化 等は、 かめは、 巧 巧の 巧 說# へ もやは 6 思ふ存 々に をれ る 巧り で やって ホ 
てむゎ。 中には#巧の入口で 『今日こをやつリけてやら^^^ぜ』 などと大口を叩 
く ホ も あつたが、 も A を まけ 二 こと 目の 彌 ホが まだ 口を っいて 化ない う もに、 
もう、# 場 S 前で 叩き S めさむ てむ たので ある。 

第一に、 司# の 化ぶ からして 巧を のが 說 みは 違っ てむ ち 司み をは、 ど ラ ど 
がかに 巧い. て 下さいを どと 菊い ことを 言は ず、 後で ゆつ く 6 話し合つ てみ ょう 
とも 言 口なかった 。このみ 巧は 巧 等が 巧 班す る 巧で あ 6、 を 巧の 主人公は 巧 等 
である •をれ か、 巧で 彌次 をが げす やうな ものが あったら を かなく お 外へ 摘み 
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的す からもの 巧ら で o てな ひたい。 不ム 供な ホが どんな 目にあは うと 巧 等の 由 
つたこと ではない。 また、 討論 も 時間が あれば やる かも 知れの が、 をれ も 巧 等 
のがな ホ 巧で ある。 さて、 こむ からな 貝ぶ 君に 巧說 をを 巧 ひする。 かう いふて 
さぱ きした おを、 これが 巧 等の 巧說 をを 司# する ホの 態度で あつた。 

こむ だけで、 もう、 彼等 マレ ィクス 主義を は 巧 おを 巧 かれて むた。 

巧 二に、 巧 等 S ぶには 化が の 巧を を巧備 曲が あつて、 これが を 巧を 化が クて 
&た 。巧ぶな なでけ 巧を がが のちち が# 巧の 化 巧 ゥに當 つてむ た。 いや、 t お 
を やいて わた。 年寄は ぶかを 巧け でょ いもので、 大抵の まが 若い ホの 言 ふこと 
け_き か々 くても 年夕 S 言 ふこと をら 年齢に を じてきく もの だとい ふ考 へから 更 
ちが 世話を やく ことにな つてむ たので ある。 ところが、 マ^キ シズ ムに かぶれ 
た 大水は 巧手が 年 まだから といつ てぶ 化は 甘ず、 巧ぶ だと かを なゼ とかい ふこ 
とけ まるでを 頭に 置いて むない ので あるから、 旣 成を なのかう した 化 巧り ぶは 
まるで 巧に 立たな かつた。 
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もこで、 自 みは、 黨 の 事 菜と して 巧說 をを 化す ことに かめる と、 苗ぐ、 貪 巧 
を 巧 S ためにを 備 曲を 作った。 曲 員は 大 あは 若い 元 おを ホぶ からで、 一部は 旨 
々とおに 曾て 巧 巧に ねた ことの ある 巧を みの 仲 巧で あら、 一部は 巧 入の おいが 
員で あった。 暴力に おしては 暴力で あがす る ほかな く、 世の中は 常に 强 いま、 
巧 S 為の ある ホが 除を 占める 巧で ある、 とか、 巧 等 巧 民 化を 主義 まは 巧め て髙连 
なる 1 乂理 あのた めに 巧つ てむ るので わるから、 これを がるた めに 最後の 化の 
一滴を も ホす ことを 解して はなら の、 とか、 かう いふ やうな ことを 言つ て、 自 
みは 化 等を か 育し、 彼等を が 曲した。 道理が 通ら々 ければ 巧で 巧く ほか 口な 
い •を A を 時化は 化でから 進んで 攻める ことで ある。 みを ホる に 口先 づ みめる 
におした こと 口ない。 曾備 曲は 討論 俱樂 部で なく、 果敢なる 閒ホ曲 おで あると 
いふ ことを 口つ きりとむ 得て むなければ ならの •自み 口 かやうな ことを 彼等の 
頭に も ふに も 叩き 这ん だので ある • 

若 まの 方で も かやう を 力 强い言 菜を 待ち おれて わた。 元ち な 若 まは 巧ぶ 巧黨 



のを お 化な さ、 巧 a - おなさに すつ か 6 巧 おを つかして わたので ある。 

上に 述べた 言を ごジ •ァの 怠； み 没ない 巧 横を 目 巧した まには、 ドイツ 
て ホを おかの ぶ 巧した 理由が はっき 6 々った 巧で ある。 が 甲斐の た (ブ^:, 
ァヵト イツの 两 民を 誤 3 らしめ たから あんな ことにな つたので ある。 ドイツの 
夏— るべ 嘉ま がむな かった わけでは をい、 た,， もれを キ なる ホが むを か 
つたので ある。 自分は いつもな が 曲の お ホを 顧みて 口、 彼等の 使 かの 寬大 々る 
巧な を說 いた。 か JI ： に 立が な理 がで も、 をれ を捷 護し 巧 おする 力の 伴 S 芝 
け 此の世 S 中で S 忆立 《 S も S で、 平 S 女神と 雖も巧 神 S 俩を がれて 巧ゥ 
立 もけ 曲 ホず、 藉 なるや S 乂 菜* をれ をが かする 武力がなくて はぶかし 将 
ない ものである、 とい ふやぅ々 ことを 言つ て访か 甘る と、 若 ホロい つも 化を 巧 
力 甘て むた H 巧のを なに 视 する 巧 ホが をれ までょ. 〇 もを かに 生き ホき とし々 
ホを 化って 彼等 靑 年の お 中に 涵き 曲で たやぅ であっ た。 巧 其で* 黄な 巧 人の 化 
石した ちへ 方では、 國 巧の 義 巧は 巧 物の かき B をが 巧 物の かき 權 巧に 化へ る こ 



が I 


とで あるが、 巧 ホ Q 曲 中に 巧き 讯た ものは、 もんな ものでは なかつ た。 ホ 人は 

時と 巧と を 問は ず 巧 時隨巧 にがてみ 人の 生かを W 民を 巧の 存立の ために 巧げ ね 

ばなら のとい ふま 巧を 彼等 靑 年は はつき 6 と訟說 したので ある。 

また、 を 赁 にがて 彼等 靑 年け 苗ち を ほ S ためにょ く 巧つ たので ある。 

巧 哉を 妨害す る ホが あると、 巧備 W の 巧 ホは が も 熊 巧の 巧の やうに なつて お 

つて 一打つ たお 手 か 巧 おであら うと、 なから うと、 をん な こと 忆は I かに 巧 若 

しな かつた。 ドィッ W 民の 化 巧と 巧す るが 聖な 化かを 果 すべさ W 巧 化を ホを 運 

巧の 前を を 巧 巧す るの だとい ふ 一大な をに 燃ぇて むた から、 キ 巧を 巧け ょう 

が、 化 命を がさう が、 を A 々ことで あむる ものでは なかつ た。 

巧備曲 tM 九 二 0 ミ-息 S にみ 第に おおが S、 一九二 一年 S まには 貴 

を-白人 巧の 化に々 け、 も S 各が たまた 幾つかぶ さな 化に々 ける ことにな つ 
た 0 

巧 海の 巧巧會 はこ S 巧に がて 時と 共に 愈* 巧 大巧 巧に 行 はれる にち つたゎ 
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ら 、巧が 曲を かくの かくが 钱 する ことは 其だ必 おで あつた。 をの 頃で もな ほ 
ミュン ヒナ I •ホ— フゾ ロィ； ゥスの 乂廣 間を 巧說 のみ 巧に が 用す る ことがあ 
つたが、 もつ と 巧い 巧 巧で 巧 哉を を 巧く ことの 乂 がず つと 多くな つてむ た。 一 
九 二 0 年 S かおから 一九二 一年 S ま 巧に かけて は、 いつも ビュ^ ザ— プ "ィの 
大廣問 や ミュン ヒナ— •キン ド 八 •ヶラ I でが 說 をを 開いて むた が、 巧說 をは 
囘をまねるおに規巧が大きくを6、 巧民かをかをい；，；^か觀かが斯載がピ，ぃ、へ 
ば、 をの 巧で ホ おに 巧を 前にもぅ 巧 員と をり、 を官 がをから を かいがい かが、 る 
巧 ホを 制 化する のに 大 まとなる をの 巧樣 で^、 つた。 

み 

巧備 曲の が 巧と M がして 巧 おを 閒お が一つ 解か 甘ら れる ことにを つた •田 民 
肚會 主義 ドィッ 巧化黨 には、 もれまで 巧の 巧 章 もなければ、 黨の巧 もなかつ 
た。 徽 まや 巧は 黨 のをな である。 これがない とましを りが 合が おい ばからで な 



•く、 牌 ザの ために もを くない •黨 としで これは ホつ て 置けを いこと であつ た。 
黨 H は黨 員で わる ことを 外部に おして 示す 必要が ある •然るに、 微章 もが ホな 
いから これが 出 ホない。 これが を 面 S 不都合で あった。 义 、两 民な みまを 運動 
S 巧紳 をを 巧して 两巧ま 義の椅 神に 掛 がする やうな 巧識 がない と、 必ず 不都合 
を 生じて、 が ホ阁る ことになるに みつて むる • 

を谋 S 徽章 や黨 巧と いふ ものが 大 ホの ふ 理に對 して 非常な 影 巧を 巧へ る もの 
である ことは、 自 々も 早くから 满が ついて むた。 かやうな みなの 息を を 巧 解し 
迈 がする 巧 含が おい 時々 に 度々 あつたの である。 又、 世界 大戰 後の ことで わっ 
たが、 ベ 八 リン S す 巧 前から 八 スト ダ 八 テン 前に かけて マ^クス ホ義 ホの 大示 
’ ぶ 運動の 巧 はれた ことがあった 。ホい 巧、 ホい 巧 章、 赤い 花、 一面に 赤い おで 
あろ •參か 人 貝 おが 十一 蚕 人と 匙せ をた 巧 列が 赤 一 包に をり 巧され てむ た。 
ちた 敝 にはを く 大した もので あった。 かやうな 行列が 恐し い满 をを あげて 進ん 
が で 来ろ のをぶ てむ ると、 誰でも 巧 法に か、 つた やうに をつ てからず 識らず これ 


み に 巧き & 夕れる •自 々は大 ホが たやすく マ 八 クス 主義に 染 つてし まふ わけを 桥 
ク た。 

ブル ジ •ァ のを 成を 巧には ま 張すべき 巧自 のせ ホ 巧が なく、 化っ て 巧 6 の 巧 
巧 もぶ かった。 彼等は 巧が 『巧两 ホ』 をな て 自任し、 何時までもた K を ドイツ 
• 巧 WS 一二 色 巧を 巧ぎ 坦 って & ただけ で、：！ に 笑止 S み 化で あった。 元 ホ こ Sill 
を 巧は 何 巧の 世 巧 巧のを 巧で もなか ソ た。 ドイツ ホ W は ブ八ジ ■ァ S 世話にな 
ら ずして 造られ、 ドイツ SW 巧は 巧 巧で ホれ たので ある。 卽ち ドイツ ホ两 の 一二 
を 巧は W 巧では あったが 特 巧の 世 ホ おを 代な する もので 口なかった。 假 6 にを 
れが 何等かの おなで あったと して、 巧 ホ WS ま お ホが もれを なて 化 等の 世巧觀 
を 化ぶ する ものと なした S なら、 おはかる。 巧が をつ て 0 る。. 田を も W 巧 もな 
薄が もの 世 ホ 巧に 化っ てを った ものと なる からで ある。 がるに 今 言っ たかく ホ 
ザは さぅ でな かった。 化って 巧 ホ WS ま K ホ すら 一二を 巧を がて 彼等の 世 ホ 巧の 
•みなと々 す ことは 出 ホな かつた。 化しで、 自ら 爱圃 ホを なて せじを がら 自ら お 
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證 すべき 世 ホ 巧を 持ちを せて むない 巧 ホを 黨 には、 こ 51 一一を 巧は 何時まで 巧ぎ 
a つた 巧で 彼等の 黨 巧とは ならない ので わる。 

旣 戍巧黨 でな 巧ら しい ものを 持つ てむ たな 巧が ドイツ 辦を W 視 としてむ る 化 
ぶ の 1 つ卽ち ドイツ人 S 才— スト リアに 一つ わつ た。 W 民 ままを 巧 巧す ろゾ八 
ジ-ア の 一部 所謂 ドイツ 黨 がられで、 をの 巧 巧は 巧 赤金の 一二 色 巧で あつた。 こ 
の 一二を 巧は もともと 一八 四 八 年の ザ かに 用 むら パた も S で、 世 ホ觀を 化ぶ する 
ものでは ない が、 ホ かを 巧 示 甘ん としで むる ところに 幾らか かめ 上の な 菜が b 
な、 一 化のを f るを 失は を ミち •い；：； かかい S がか 驚 一一 一 かがい 斯 かい 

し？ J 齊 しか^ぃ i いを？ 6 い繁を § 心 かか 雲が か暮 かか か斯 か. J； 

中 かかで ゎっ ちい かか かいがい Cj かむ いか^い 篇 JJ 。 一九 一八； 牛に ぶむ ぉ 
の 一二を 巧を 下水に 巧げ 这んで 巧 辱した のと 同じ やぅに、 化 等は この 巧 赤を 5 ーユ 
る 巧を もが 斥し、 が 尊した ので ある。 上に 述べた 如くち 才— スト リアの ドイツ 
黨が黨 巧と して 巧んだ 黑ホ 金の 三色 巧は 一八 巧 八 年 5 せみが であろ。 を 時は 巧 
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巧 おかれで 突 巧を 時代で わ 6、 また、 ザ かの 背を には ユダヤ人が 潜んで 眼に 
たのな を 巧 つてね たには まひない が、 を S 後に こむ を黨 旗と して 巧 用した ドイ 
ツ なの 人々 が 何れも « み々 る ドイツ 魂の 持ち主で あソ たことは 確かで ある。 が 
るに、 今日では、 この 黑ホ をの 一二を 巧が ドイツ 共 か WS 巧が となり、 マ 作 クス 
ま 兼 まや 中央な S ま 持を 受けて むる • W を資 6、 巧 巧 化に も ドイツ SW おと ド 
イツの がを とを まく 叩き 《 つてし まつた 彼等が、 今や、 曾て 彼等が 睡を 化き か 
けた 一二 色 巧を ドイツ 共 か 民 SW 巧と なし、 设 もが 盤なる も S として 巧び、 こむ 
をが るた めに 巧自 の 曲 巧を さへ をる に ホつ た S である。 

かくの かく、 一九二 0 年 では、 マ卢キ シズ ム と-比 反 お S 世 ホが をを 巧して 
マ严 クス 主 ま ホの ぶに 巧 巧し 得る 巧と いふ も S は 一つ もなかつ たといつ てょ 
い。 ド イブの ブ八ジ ■ァを 巧の 中で も 幾らかを 巧の あるを 巧 口、 一九 一八が な 
ホ 俄かに ドイツの 因 巧と なつた 黑ホ をの 一二を 巧を 彼等の みなとして 用なる こと 
をち じない が、 さぅ かとい つて ドイツの# ホの ために 獨自 の お 輪を 巧 ふこと も 



か 


化來 ず、 甘い ザい 巧 去の ドイツの が 典を ちへ てむ るに 巧ぎ ぬ。 

黒白 ホの 一二を 巧、 がちを ドイツ ホ 國の因 巧が 所謂 爱田 まを を 巧 巧す るブ少 
ジ ■ァ ななの 黨巧 としてな 巧した の も 畢竟 ロブ 少ジ •ァ なおが 世 巧が なる も 9 
を 有せず、 おに あ 去の ドイツの 化 典を 考へ てむ るに あぎのから である。 

ところで、 ち ドイツは あま 6 自设 にもなら ぬ 事情の 下に 巧に マ八キ シズ ムに 
ょつて 打倒され てし まつた 田で あり、 巧 白 ホの 一二 色 巧は この 打倒され たかがが 
巧である。化つて、 このミ色巧は、 マ^,キシズムと軟ツ?^こいい病沪^!,^い.5,^ 
る ものが を 巧と して 使用すべき もので ない ことは 言は ずして 明かで ある。 舊ド 
イツの 田 巧は 三色の 化合 廿 がか 何にもが かで あつて ましい。 多い W ドイ 
この 田 巧の 下に 巧 ひ、 この 田 巧^ 一^心 心い が レ かので ある。 いいい かがいが；；？ 

泰が •ぃい、 ッ V に宗ぃ がぃ、 ぃ L が、 ひか、 S が、 U いぃご i がぃ；^; J いかい 
展拥 すべき 岛 巧の か徵 としては 相 おい r 々、いがで がが。 

ブ少ジ ■ァ のをを と 違つて、 自 みは、 を ドイツ ホ 田の W 巧が なくなつ たのは 
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ドイツ 画ち にと つて 悲しむべき ことで なく、 单ス 々巧の 幸で あると 信じ、 黨貝 
にち しても 常に この 信を を 誰いて むた •ドイツ お 巧 W がを S 新网 巧の 下で 何を 
巧 さう と、 もれは 巧‘ 等に とつて あが 牛で ある。 併し、 ドイツ 共 巧 两が舊 ドイツ 
巧两の H 巧を 弓き おいで 巧ら 淫資 柄の な 布の 郝く 巧して おれな かつた こと だけ 
はこの 上 も ホく 有ら 難い ことで あつたと いはねば •ホら の。 巧 白 ホの 一一 一色が は 巧 
世に 比 巧な きぶ ホの 巧 巧で あろ こ S 励に 巧く#？ i のがが 巧 y 由 民と を資 
つた 今日の 共和 田の 巧に をつ て ロタら のので ある。 

十一月 巧 かで 出來た 巧は しい ドイツ 共 巧國け 巧は しい 共 巧 W らしく 巧は しい 
巧樓を 下げて むる 方が きいので ある。 ♦れ わる 巧ち 5 ドイツの W 巧を & 巧され 
ては たまらない。 ブ八ジ ■ァ のを をの 中に け、 今でも ホむ ホの ご 一色 巧を ドイツ 
ぶ 巧 田の 國巧 にしょう としてむ る まが わるが、 さやうな ことを する のけが の ド 
イツの 大切を ものを なみ かる ことに 化なら の •なれても 巧すべき ことで 1 を 
い •をゥ し 日の ド イプの 巧は を 6 し 日の ドイツの 巧で あつて、 他の H には 化合 
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けの 巧で ある。 をむ と 同 T 、 ドイツ 共 s け ドイツ 共 か ■によ < 似合 ふ 巧を 
适乂 だつ たから をれ できい 5 であろ 

巧を 賣 化を ま義 まが 巧 ドイツ ホ泛两 巧を 引き 巧が な. かつた 所が もは にわ 
ろぶ 扫ホ つ一奋建 狂 ゥしミ ドイツ S ? わつ vis 行動を 明白に 慧 
する 巧で：； ない。 ち トイ ツホ 3 IS に內 部品 苗に よつ 5 れ た？ もる。 ぉ 
等 K 巧せ を 塞を 5 廣を ころは、 えさを な 巧から をぴ おす ことで なく、 

をく 巧し い W みを をを サ A とする にある ので わる。 

化 巧は をぅな 读 りで 今日 マ； シご と巧ク てむ るので あ をら、 巧ず の 
も 巧 レい W まを をな する もので なけむ ば々 ら の。 

がら ば どん ホ 巧 巧を 作ツ たらよ いか •を 時 巧 等け これに 巧いて 頭を 悅 ましれ 
もので あつた •色* なぶ 面から を完 まが 出た が、 を どと 思 ふやぅな も S 
な 力な々 出て 乂 なかつ ス 巧し い 黨巧 S を 置 化會 主義 ホの 擧 をみ なする 
もので々 だ をら 3 と 12 時に、 恰至； ，《夕 苗く 大ホ 某き をる 


力を みへ てむ をければ をら のので ある。 大ホ勤 手の 運動に 從 本して むる をには 
よくが る ことと ぶふが、 一 おつまら のこと がま 外 非常に 大切な ことで ある 巧な 
がよく わる。 谋 ちがを の 黨 にが ホを 巧ぇ 始めた が 巧を 調べて おる と 化 力 S わる 
か 章に ホき つけられ たためで あつたと いふの が ホ 常に 多い。 ， 
提案の 中には 白 巧を 黨巧 にしようと いふ S があク た。 これにけ 多くの が 化 ホ 
が あつたが、 これは み 党 巧 等の 運動を 落 ドィッが 的と おびつ け A とすろ も S 、 
巧、 巧 等 Q 運 巧を プ八ジ ■ァ 玫黨 S 步期 になは させよう とすろ もので わる。 •ソ 
八ジ ■ァな 驚は あまの 狀 態の 化 巧を 唯 一 S 政が 目的と する もので あつて、； が 魄 
に 乏しい。 もれに、 白は 人ムを 巧を さ 甘る 色で なく、 純が を ホ かとする お々 み 
などの 運が を 巧す にはをから うが、 ザ か 時代 のぞ 巧 連動には 巧應 しくない。 け 
，ホの まは こんな 理由で 巧 けられた ので ある。 

黑 はどう かと 言ム もの も あつた。 巧は 今日の 時代に 巧應 しい 色で あ，^ が、 化 
等の 巧 かの ぶす 巧を 表示 レない S みなもず、 この 色に も 人 ふを 巧 おすろ 力が な 



が 


so 

な 巧基是 はを としては 非常に 类 しいが、 ドィッが 邦 中の ホる 一巧の 巧のを 
であ 6、 ： 而も、 をの 巧は、 かが 上の 態度と して、 进试 ながら 其 だ 面む くないが 
が々 巧 主義を 化つて むる •もれに、 また、 この 色に も 我等の 運動を ぶ 示す る も 
のがない •をれ 化、 こむ もまた ザ けられた 。患む も 同様で ある。 

巧 赤金は もとょり 閒題 になら なかつ た。 

巧む ホ も 巧に 述べた 如き 理由から 閒 おになら ず、 少 くと も從ホ S お 式の ま、 
では 化へ をい。 併し、 か果 とい ふこと から 見る と、 巧 白 ホ S が 合せは 比が なく 
化い もので、 色の が 巧と しては これほど おしい ものは ない。 

円 分と してけ、 こ S 蕉 ドィッ ホ 巧 S 巧の 色を 何とかし でが ぜ したいと ぶつて 
むた。 をて ず 人で あつた 時に 自分が 巧 も 神聖な ものと して 仰いだ がのを でんる 
のみ をらず、 か 何にも おしくて、 自 みの 西 情と ぴ つた 6 なつて むる からで わ 
る •かくして 、患 白 ホ S 奋に 就いても 駕 貝の 間から 色々 な 案が 旧た が、 をい 





中 设も夕 かつた のは、 な 國 巧の 中に 货十 キ卽 ちみを をめ 曲した ホので あつみ • 
併し、 これ も 自分の為に 入らな かつた。 自 みには 一つ 腹案が わつ たが、 巧を た 
る 立 巧に 巧みて 巧 巧を をへ、 化 S 人々 か ない 案の 化る S を恃 つてむ ると、 を 
のう もに シュ タン ノンべ ググの 或るが 持 ホが ーソ S 案を 持つて ホた •もれけ 円か 
の考 へて . Q た S とょく 似て？、 悪く け々 かつた か、 お； い 《鈎 十 ホを 曲い 
む 化に をめ 化して わるの がどう も； みに 入らな かつた • 

を S う もに、 6 みは、 工夫に 工夫を 度ね でが くこれ ならばと 滿 せの お ホる 巧 
を考 へがした •もれは ホ 化に むの 丸を みめが き、 をの 巧ん 中に 患の 约十キ をぶ 
丄 たも S で、 巧の 大きさと 白の 义と约 十字の おや 火き さとの 關 巧に 巧い 

でもょ 

く 釣合の 化れ る やうに 工夫を 巧した ことは 言 ふまで も々 い。 

これが 巧の 乂に 入つ て 巧 等の 巧 巧に なリ た。 

巧 巧 曲 員 SW を も、 同じ 理由で、 ホ 化に 白 5 丸を あめ 巧き、 をの 中に 黑の筑 
十 ザを 近した も S にかつ た。 
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黨貝の1|{#も、 同じ方かに化つて、 ホ化に白の丸をあめ巧き、 をの中に铁十 
字を 項した ものに なつた。 これは ミュンヘンの 巧 尾の フュー スと いふ 巧が ぶネ 
を 作つて おれ々 ので あるが、 巧の なに 乂〇 てな おのな をに する ことにな つたの 
である。. 

かくして 出 巧た 新しい 巧は 一九二 U 年の ぶに 巧め てが 頭に 巧 げられ たが、 巧 
進满銳 S 巧みの 黨巧 として 資に 申し々 のない がで あつた。 巧みが おくして 巧し 
きが かく 誤が も 亦 おくして 巧し かつた。 かくの かく 巧 巧な 巧 巧は ホ だ 曾て 何人 
も 目 お 甘ざる もので あつた。 かめて 巧 頭に 巧れ たこの 满 巧は、 宛..？ 火つ け 松明 
の 吻く働 S て、 忽ち 人々 のムを 燃やし だした •或る 忠 巧な 姑 人な けが かめて W 
ホ 巧 6 の 巧を 作ツで 持つて 巧て おれた 時には、 巧が 子供 S やうに 再んだ もので 
あつ 力。 もれから 二 一二 お 月 も 経たない うちに、 早く も 六本 S 黨 巧が ミュンヘン 
の 町に 巧る やうに なつた が、 を 巧 闻がゼ A だんとな 巧 甘ら れ 、をの 巧 巧が を， 
巧ん になる につれ て、 巧黨の 巧し いみ 巧た る爲 巧は ホ 巧に せ 巧に ホり 出して を 
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のかを かふる にち つたので ある。 ’ 

' 巧爲5黨雷赖か^:誤§4^^かたる 黒むホのミ 

をけ 我等 闻 おかを 主義 まの が 巧して 北 3 ざるを であり、 侃 も、 曾て ドィッ 闲巧 
のために 數 多くの 义 巧をから 化た る 巧のを である。 今 巧 等が この 一一 一色を 逃んだ 
のは 卽も あち S ドィッに おする 巧 等の ずがのを を あした ものに ほか々 ら をい。 
のみならず 、巧な 赤の 一二 色は 巧 等の 運動の おす 巧を かもょ く 具が する をで あ 
る。 巧等闲お化み主義ホか^ r '乂れば、 巧等5な巧には巧おか#まをの綱做が巧 
れ てりる。 卽も篇 巧の ホは かを 主を のぶ あを、 いは 两 はよ をの 化 あを、 獻卜が 
はア— リア 人 巧の お 利の ために 巧 ふべき 化 命 と共にが 頭が を ユグャ ホ おと 巧を 
れ ざる 勒巧 主を S 朦利 をぶ 巧して むる ので ある。 

さで 巧 備曲口 をのを 二 年を 経過す るぅ ちに だ乂 だ乂乂 さく々 つて 早く も 
を 千の 曲な を おする に ザり、 今日 突 巧 巧と 謂 はれて ねる ものに々 ソ たが、 巧し 
い 世 ホ 巧を 蘇 謹す る この 巧 « 巧には、 巧が のをな として 巧 巧の ホに 別に^^を 
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備 へたが よから うとい ふこと になら、 これ もまた 自分が 考 まし、 巧 貝と して 早 
くから 忠實に 傲いて むた 疑屋の ダ— 八が をれ によって をら 上げて おれち 爾ザ 
この おがは 巧を かを 主 ま ホ S 展開す る圃 巧の 榜識 になっ たので ある。 ' 

み 

さ V 、 巧 等闻民 かを ま袭 まの が說 みは 一九二 0 年中に だんだんと 盛んにな 
6、 いよいよ 巧乂 をまして、 終には 一遇 間に 二度 閉 くこと も 珍ら しくない やう 
になっ た。 ポスタ I の 前は 人 だか 6 で 一 ぱいと な 6、 町で 一巧 大きな み 巧を 借 
らても 何時も 滿 貝で あった。 何 巧と も かれの マ 八 クス 主義 まさへ 化 ひから 巧め 
て おかし、 闲 民のを 巧を 取り 巧して、 自由を 明日の ドィッの ために 關± になる 
とい ム姑 ホで、 巧 等の ことは ミュンヘン ではもう 誰からの も S もを くな つた。 
巧 等の ことは 世間の 巧 話に 上る やうに をり、 巧 民 化を お 寒と いふ 言葉は 人口に 
が ホして 巧に 一つのを おと 見られる に まつた。 かう をる とみぶ も 蘇 貝 も 日を あ 
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うてを をに 增化 すを をで、 一九二 3 年のを から 一を 一一 年の ホに をての 
巧 节！； 、巧が 黨口旣 に ミこ こでは 巧し 知 二れ も 廿の巧 力なを！！ ご S 

々つてむ た。 • 

がに も 述べた かく、 當 時で 口 大きな 巧說 々といへ ば 巧て マ 八 クス ホ ま，^ か R 

S . 斯說み ミ 0 で、 ミ 他 S か夕 特に かか 豪を 巧け する 寡で 火き を巧說 

をを 巧き 得た ものは 巧黨 め ほかに 一つ も々 かつた。 ミュン ヒナ— •キン ドン ィ. 
ヶク— とい へげ 巧に 五で 人の 巧 ホを 收 をし がるを 巧で あるが、 巧 巧の 巧說 みで 
は、 ミ 富が 芽と いつも 巧 貝で、 巧 ホが はみ £し さう になつ たこと もが’ 
であつ た 力 やうな. 勢で わつ たから、 大きを 令 巧と いふみ 瑞 口火 あ 借りて を 
つ， たがた こつ、 ツィ；— ス •クロ 1 を S 一 あ も 借りた ことが なかつ 
た。 あま 6 度くて ホ おの 我等 も おなれが して 手が 扣廿 々かジ たので かろ。 

一九二 一年 一月-下句 •ドイツに とつて またしても ホ 常に あか はしい 本件が も 
ち上つた。 ドイツ はおにパ ザ —みをにょつ て 一 で化みがホといふを^もた (巧 
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巧を ま拥 ふこと になつ て 0 たが、 もれが 今度 ロッド ンお定 で 本 お 6 と々 6、 t, 
巧 化せられる ことにな つたので ある。 

これ ょら 化き、 ミュンヘンでは、 巧 巧 民 巧 ま 表 M 巧の 乂巧曲 巧が 巧 はれて 斯 
巧が 出 巧て むた • n ン ドン 協定の 成立を おくと、 このが 盟は諸 M 巧 共同の 一 火 
巧 巧 運 巧を おす ことにな ジた 。ところが、 時は 切る しでむ るに 巧ら で 運 巧の が 
備 はち々 として おまず、 一度を め むらがぐ 巧が に 巧せば ょいのに、 何時.^ でも 
る闺 々々しで 0 て 一向に 巧が 明かない。 り 分け 化て むても 巧れ つたくて しやう 
がな かつた。 かめは ヶ I ニ ヒス プ う， ッで大 みを 閒く とい ふやう々 おで かソた 
が、 ホの 連中に 巧 6, 込みを やられる のが あし さに これは 化 ルめ になつ た。 次い 
でが 巧み お前の 巧 巧で 巧 かう とい ふこと に々 つたが、 これ も 取 A めじ々 6、 お 
お ミュン ヒナー •キンド^ •ヶク I でな 同大 巧說 みを 開く ことにな つたが、 を 
の 巧に 時は 1 日一日と 經 ち、 聯 巧の 中で も 大き々 巧黨 が、" ン ドン 協を とい >s 
このを るべき まかに 巧して 一 かに 關 也を 示さな かつた ため、 閒 をの 日 化ゥけ C . 





つ で經 つても からを かつた • 

たまらなくな 0 た 自分は、 一九二 一年 二月 一日の 乂嗎 日に 聯融 にお ぢ こん 
で、 を 後の かぶを； 巫 求す ると、 水嗯 日に かを するとい ふ •がるに、 水拖 日に な 
つで もやつ ば 6 みらない 。もこで 自分は また 扳ぢ こんで、 1 挺が 說 をを 開く の 
かどう か、 開く のなら 何時 開く のかと、 が 詰めでは ツき 6 したお 巧を あると、 
もの おを がまた 巧 巧證れ の 其だ暖 ホな も S で、 蹄盟 では 巧 遇 S 水蹈 日に 乂 みを 
催す 『穂ら だ」 とい ふので ある • 

自 かけた うとう 巧 巧が 扣 ザを くを ソて 、他 S 巧 蘇と 脚 係々 く 巧駕巧 おで 巧诚 
乂 みを 巧が する ことに 化を かめ、 水 頃日の 午 巧、 廣 がの 文句を 卜 々問で 口 化し 
て タイプライタ— で 打たせる と共に ツイ 八 ク—ス •ク "—ネ に 人を 进ソ て濟日 
卽ち 二月 一二 日 木 巧 日に# 巧と して 借りを ける ことに 話を つけさ 甘た。 

'こがは を 時に あツ ては かふぶ ずの 大冒 おで あつた。 ツィ八 ク—ス •クロ I ネ 
ロ ホ 常に 巧い お 巧で ゎるから、 巧說 みを 明いて ぶ 巧 ホで 一 ぱいになる かどう ゎ 
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な 口し かった。 のみならず、 反 おの 巧 中の 巧ら 这 みを 巧 ふ ぶれ も あったの であ 

ろ 

巧练 の 脊備 曲は 當時 巧に 人 かが 夕 くな ってむ たには 違 ひない が、 こんなにみ 
巧が 巧くて はとても 手が 担り かねる。 をれ 故、 巧^ 这 みを なつた 巧な はどうし 
たら 菁 いか、 自 々にも 見 當がソ かな かった •この やうな 火き なを 巧の かがらけ 
巧 巧 S み 巧の 化締ら よら もよ ほどを が 巧れ るで あらう とあツ でむた ので ある。 
ところが、 段々 资 化に 當ソて みると これが まるで わべ こべで、 煤 6 这 みの 巧 ド 
を 化 鎮める のには 巧い み 巧よ 6 も 巧い み 巧 のん がよ ほど 巧な である ことが々 っ 

ち . 

とにかく、 閒 みして 見る では ム 化で あった。 失 化したら 巧く は巧ぴ おも k 
れ ない にみ クて むる。 これ だけは 確かで 間違 ひは をい。 一 おで も# 巧の 化が り 
がっ かなくて がに 思 ふま、 に 暴れられたら、 巧 等の 巧な は 一巧に 化に 巧ち てし 
まひ、 もれから 後は、 がは 巧に のって 我等の 巧說 みと 見れば 必ずが しかけて 恭 


れ るに 違 ひない。 かう し 巧され てば かりなて 口、 をに 巧說 みを 賄く ことが 尚 
ホな くなら、 巧 等は をく 屛息サ ざるを 得 なくならう •かやうな 巧 巧から 巧び 立 
ち 上る には 何 お 月 も か、 6、 田 難な 巧が をが ホければ なるまい。 

さて、 ビラは 出來 わが、 もれを おつて 巧吿 する 時 脚が たつた 一日、 卽 ちな 說 
み S を 日た る 木赌日 一日し かな かつた。 をの 上、 をの 日は 巧 おしく 巧から •怖で 
あつた。 これで も聽 ホが 來る だら うか。 巧 人 や 保 我人 SW で 兼ね々 いな 巧みへ 
-贿や 雪を 巧して まで 出かける ょりも 家で なて むた ぶが 無事 だと 考 へる S が 巧 巧 
では あるまい か。 かう いク てふ记 する ホが もつ たが、 これは ム记 する のが 巧ゥ 
がで あつたか ホ かれない • 

木 巧 日 S 午前に なると 自 々も ひどく 不 をに々 つて ホち ホして を 巧 ロー ぱい 

になる だら うか •がらを きで でも あらう もの をら、 自分は 笑 ひみに々 つで、！^ 

♦ 

巧の み 中に ちして 巧 かけが 出 ホなくなる •を こで、 自分は まで 乂 なぎで 別な ピ 
ラの 义 巧を 黨 員に 口 巧し、 的ぐ に 脚ら せて 午後に « 巧 させた。 ビラは み 論 一反 
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ホ 民 s ホな をの 巧した ものである • 

ピラ S 用 念が 化來 ると、 ちみは 二な の 円か 巧 单を化 ひ、 車 巧を 赤い 巧で 包 
み、 ザ t におな をれ 本立て、 一堪に 十五 六 人から 二十 人の 黨貞を ホせ、 おかに 
巧 上を 朵 6 担して ザ 上から ビラを ばらが か 甘た。 ソ まら、 夕方の 巧が 火み のま 
W を させた S である。 ミュンヘン のがで け、 もれまで 自動 巧 巧に 巧を なでたり 
などして 巧 上を み 6 巧した ものけ マ^クス ホ お ホな かにな かつた。 をれ か、 が 
巧を ホい 布で： 3 み、 鈎 十 ホ S 巧を « へした ぉ 動 巧 車が 町を ホろ と、 一 おの ホに 
けを 驚した • b しく、 口を あけて 化を る ばか 4 で わつ たが、 がムを 離れた 巧 ホで 
は、 夕かの巧のホがかんかんに怒つで夕闲をおり上げてむた。 化等か. J ^化れ 
ば、 巧等い '円 巧 巧 ホは 「プロレタリァに 巧す ろが たなる ホ 巧 J に ほか々 ら のか 
ら であろ。 りか 巧 車で ホら 巧す のは r 巧 說# を 明く のと 同じく、 をれ，^ で マ 八 
クス ま 菜 ホ S 特 巧と 甘ら れて むて、 他の ものが も A ホ ことを すると、 マ^クス 
主義 ホは をれ をな てみ 資 の 特 巧を かする 彼等に おしで ホ 巧す る ものと お化して 
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むた ので ある。 C 荘 4】 

夕义 のと 時に なつて ホみ 巧 ツィ^ク I ス の 座が はま だ 十々 にを がらな かソ 
た。 自分は 十み おに 馆 話で 貪 巧の お 子を 問 ひなせ てむ たが、 巧 心 聊か 不ぞ でん 
つた。 他の 貪 巧では、 お 時 かお 時 十五々 には 少く ともを 巧の 半 かは 始 ホで がま 
つてし まふの が 巧 あで、 おんど 滿巧 になつ てむ たこ ともかくな いので あるか 
ら 、入 6 が おいのを 见 ると 不ま になら ざるを がを かつた。 を S ぅち じ、 こ 
自 々の 考へ違 ひで ある ことが かつた。 ち 分けみ 巧 S な A もな く廣 いのを 勘を じ 
入れて むな かつた ので ある。 ホ I プグ ロィ’ ィ ゥス あたりで け 卞人も 巧 ホが 來れ 
ばもぅ 1 ぱいで大乂らでわるが、 ツィ八ク1ス.ク"— ネではで人やをこ，.：^^ 
人間は 何 巧に 入つ たか 分らの くらわの ものである •果せる かを、 をれ から 閒も 
をく 巧みいで お W の 好 い巧吿 がわり、 八 時 十五々 前には、# 巧の！： 分の 三は お 
ホで 埋ま 6、 ぶ ほ 外にけ 巧 山の 巧 ホが 切符 巧 巧に 詰れ かけ V ：； むろと いふ ことで 
わつ た。 を こで 自 みも^!^ へがを 巧ぶ した。 



ッィ/八 ク I ス にを いたのは 八 時 二々 であ ツ たが、 を 巧の 前には 3 だ大 おの 人 
巧が たかっ てむ た。 一部の まは 巧なる がを ム から やって •ホた もので あらう が、 
巧 ホの 閒 には 巧 等の がで あって 巧 外で お 努を観 祟して むょうと する 巧 中 ホ かか 
らず むた。 

一年 前に ミュン ヒナ I •ホ— フゲ け ィ 'ィ ゥスで 化かの 巧說乂 みを 催した 時、 
自 々は 巧 ホの 多い のに 嬉しくて 路 しくて がら. なかった ものであった が、 ッィ八 
ク—ス •ク P I ネ の 大きな を 巧に がを 路み 入れた 白々 はが 度 もの 時と 巧 じ薛び 
を 巧 じた。 をれ でも、 人垣を！： しかけて 一啟髙 くし つらへ たが 巧の 巧へ 巧く ま 
では、 これほどまでに 巧 ホが 詰め かけて ゐ ょうとけ 化はなかった。 火き々 乃 巧 
の やうな がが をした がいを 巧には、 か 千 人の 人間が 館 詰と なら、 が 巧の 巧 さへ 
人 問で 眞黑 にがめ られ てむ た •きれた 入 巧が は 五で 六 巧 枚を がぇ てむ たから、 
無 巧 入 巧の 失業を や 巧 さを 生や 巧黨 のな 俯 WS ホを もな せて 勘定す ろと、 入 巧 
約 まけ ざつと 六 千 五 巧 人と いふ ことになる。 • 
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が おは 『巧 巧 かな ホ か』 とい ふの でんった •自分け 目の あた. 〇 に# 巧の お； 材 
を 化め て、 ドィッ もま だち てた もので をく、 ドィッの 未 ボを時 示户る ものが こ 
こに 化つ てむ ると 化 ひ、 むの おる S を 誤 じがな かつた。 

白 かは 巧 哉を 始めた •巧 哉の 時 問は み 一一 時閒ザ ばかりで あったが、 一二 十み も 
巧言 ソ てね るう もに、 これなら 占めた、々 夜^を け 必ず 大ぶ巧 だと 化つ た。 白 
みとれでの お ホとの； 一^々 がしつく 6 なって ぶたの でんる。 一時 閒も經 った 明に 
はがれる やう々 巧 义が円 巧に 巧 ホ S 間に 担な、 もれが だ A だ A がしく をっ て 《 . 
おも か 來の ほどで わっ わ。 二 時 巧も經 っと、 •今が はを 巧が 水を がっ たやう にし 
•いんと してが かにな つた •をのが けさに け 何 かしら 非常に お 魚な ものが あつ 
わ。 をの 後 もり 分は こ S を 巧で 佑 •かやうな W 々を かは つたこと がんる が、 を 
なのな ホ も あらく はょ く かそて むる ことで あらう。 巧い# おけが まりかへ，^ 

て 胡 ゆる も S とては ただ* ホの 化く 息 引く 息 S 一を ばか 6 であつ た。 やがてが 
器の-巧 後 9 言葉が 接る と、# ホけ 巧 かにが なして 巧 立と なら、 聲を 張ら わ f て 


ム ゆく ばか 6 『ドイ ，チュ ランド』 の 巧を 巧 ひ 出した。 

やがて、 大きな 會 場が だ乂だ A とを になら かめた。 巧 ホロき がれを 打つ で 中 
央の 太き ホ 出口から 化て 行つ たが、 ずつ かゥ 出て しま ふまでに は 二十 かも か、 
つたら ぅと 化 ふ •自 々口 巧 巧に 巧 ホが 一人 も& なくなつ たのを お屆 けてから、 
なし さに ムも輕 くを 巧を 出で 家に 巧つ た。 

自分け この ミュンヘン 5 ッ ィ八ク I ス •クロ！ ネ にがけ る 巧 かの 大 をを を莫 
にがらせて もいた •をれ を ぶれば、 當 巧の 巧 說 みのお 大を 有が が 千 一 胃 お前に e 
< ょ らもょ ふろ ごジ ■ァの 巧 S この 裏を のな 具を がち 馨 もみい 

たが、 みだ 『W 民主 ま』 S な巧會 であつ たと 言 ふだけ で、 いつものる 6 巧 まし 
く 巧へ て 何 巧の 主催と も 言 口な かつた。 

このな 巧大 をを おぞ こて、 巧が 置 化を 主を ドイッ 巧 寡は 有 文れ た 小 
黨 の 稱を 巧き、 一確し てで も 押され もせの 大巧 巧に なつた。 何人と が も 掌 
が • や巧黨 を無規 する ことは 化來 ホく ホつ た。 ッィ^ク— ス .ク P I ネの大 みは か 
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くの かき 成 巧を 化め たので ある。 ちれで も、 惡く すると、 ツィグ ク—ス •クロ 
I ネの成 巧は かれ をら にあぎ ない とい ふ ものが 出て ホる かも かれを い •もれを 
防 C ために、 自分は 政 C ホの 遇 も 同じ ツィ八 ク—ス で 二度目の が說 をを 閒 くこ 
とに 肚を かめ^ •巧い. てみ ると これが' までぶ 巧で、 廣 いを 巧は 破れ 乂 ばかりの 
大乂滿 員で あつた •もこで、 自分は、 ホの 週 も 同じ 巧で 同じが 說 をを 閒 いてみ 
た。 すると、 この 一一 一度 目では、 ツィ 八ク— スの廣 いを 巧 口下から 上まで お 詰の 
人で 身 巧き もなら の ほどで あつた。 

一九二 一年に 口、 自 々は 右の かき 成 巧を 收 めた 大 をを 手始めと して、 を •資 
說 をに 力を 化ぎ、 ミュンヘン ボ內 でを々 これを 巧いた。 一迎 に一囘 どこ ス か、 
二囘も 大會を 巧いた ことがあ 6、 夏から 巧へ かけて は、 一週 問に) 一一 囘も 開いた 
こと さへ を々 であつ た。 をの 巧で 口を 巧は いつもを つて ツィ^ク— ス •クロ， 
.ネ であつ. たが、 巧黨 の乂會 といへ ば、 ツ ィ八ク ，ス •ク "—ネ はが 時 も 必ず 大 
入 巧 員で、 我等と しては がる ホ 快で わクた • 
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かう をる と巧黨 にを 巧し 共 取す る まは 巧 化する 一 A で、 お 封 もが 增 する げか 
6 であった。 、 

ダ 

巧な の 巧說會 がか やうを 成 巧を 收 める にソれ て、 かの 連中が 不お をが じだし 
たのは 無理 もを いこと である。 彼等は これまで 、或る時は を 力、 ホる 時け が 
•巧と、 手を かへ なを かへ、 どう 心 かしてが 痛の みおを 巧 ルし ょうとし で ホたい 
であるが、 どうしても いかのと おる や、 今度は を， み 巧に を 力を 化 クで巧 おに 
二を と 巧 說會を 開く ことが 出 ホの やうに してやら うと 化を かめる に ザつ た。 

を 時、 巧會 お主黨 S 代議 丈で ユ ^ ^ 卜 •ァゥ ユ八 をる も S が 装 巧に お 
たと. いふが る ホを を 事件が あつた。 が 5 方で 口 これを 口 巧に して おけを か A だ 
ので ある。 せ會 民主 巧 側の 巧 巧で け、 H 八 八^ 卜 .ァゥ ユ八 はれみ 民 ホ 瑞の谢 
巧で あつて、 ホる がかぶ のを 巧に 化 巧され てな 巧した とい ふので ある ド、 さう 
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でを く、 ホ 漢に巧 はれ かけた とい ふの が本當 らしい。 話で け、 ァゥエ 八け 『が 
にも おれな 巧 若 W おみ 巧』 であつ たらしく 、無法な 巧隹 をを けても なけて む 
ず、 ザっ てを 巧 どもを 手 おひ 目に 逢は せて 追 ひがらした S ださぅ で、 装が も 通 
げ 足が 速くて、 をを S ホる 前に 茲 くへ 逃げて しま ひ、 が S 手 お 6 を も 巧 さなか 
ったた め 今にを S 化 人が 分らのと いふ S である。 實 にを 巧々 聲 かでんる か、 

ミ ュンへ Ss かを 民主 巧の 巧 脚 新聞は これを 巧に して、 恰もを の 化 人が 巧 器の 
黨 員で あったかの かくを き 立てて 大 ホを W 巧す ると 共に、 例にょって 例い かく 
わ 巧言ら を 巧む ことが 化 ホず、 田を 社を ままの 连 中口 危 おだから 、まだみ 力を 
化へ 2 巧に プ "レ タブ ァ S 夕 がで 叩き 巧すべき だ、 などと いソで 彼等 5 をんで 
むる ことを ほのめかした。 

こん々 ことを 巧 胡に 鲁き 立てて 置いて から 二 S 日す ると、 化 等け 货 巧に 巧り 
这 みを やった。 - 

巧黨 では、 がの 日に i ュン ヒナ—. ホ I ソゾ "ィ^ ゥスの 大巧 間で 巧說 みを 
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化し、 自 々がが 說 する ことにな つて わたが、 かの 力では これを 化 ひ、 み 場に A . 
入して 巧黨 を一擧 にがぶ 的に 叩き ホ さう と 企てた ので ある。 

もれは 一九二 一年 十一月 四日の ことで あつた •午を ハ 時から と 時の 問で あっ 
たと 思 ふが、 なの 力では 巧な の巧說 みを 是 ホと ホ 叩き潰す 積 6 で、 あちら こち 
ら S 赤を エ 巧から 巧 山 S 巧 エを巧 6 巧め てを 巧へ 押し かけよう としてむ ると い 
ム椎 がが かめて 自分 S 巧に 巧いた。 

この 報吿が もソと 早く 自分の 巧に 入れば よかった ので わるが、 巧恶 しくが 巧 
を 9 日に 巧 等は ミュンヘン S シュ テ八ン 王， ク 小路の 神聖々 舊 ホみ 巧から 巧 李 
巧 巧へ 引が しを しれ。 _ 巧、 巧は 舊事巧 巧，^ 引き 巧っ ただけ で、 巧 ホ 巧 巧の ぶは 
まだ 內 がの 手入れが# ん でむなくて、 けいれ なかっ たので ある。 巧 話 も 巧 ま 巧 
所 S を 外しの ま、 で、 巧 事 巧 巧には まだ 化り 附 けでなかった。 

を こで、 を 日、 

巧 おが 巧り 这 みのこと をからせ ようとして 外から 何度も 電話を かけたがる じ々 
かつた とい ふわけ で わる • 


3*0 


報が をを けた わが 遲 かった ため、 化 ホでは 替備曲 貝を 巧が する 時間が ホく、 
み 巧の 巧 備は其 だ 手 巧に をらざる を 巧な かった。 居 合せた を備 W としては 巧 人 
化が 一っ だけで、 をむ も 人 あは 揃ってむ ず、 僅かに 四十 六 人であった。 を I 
に、 巧 報巧關 もこの 當 時化け. まだ 俯は ソて むず、 夜 だら うが、 何時 だら うが、 
来 巧と いふ 巧みに 一時 問の うらに 十 かの^ 劈を 巧び 集める とい ふやうな ことは 
出 ホない 巧谋 であっ た。 のみ ホらず、 段り 这 みの 呀話口 これまで にも 何 巧 か 傅 
け ソて來 た 力 をの 都 おが 別の こと もなかつ たため、々 おも 聊か 商を 巧つ て 〇 
た。 がから 『前 巧れ の あったが 命で 巧 巧に おきた 例がない』 とい ふが、 巧り 込 
みの 哺話 もこれ までけ 何時も 增話 ばか 6 に. 北 まって 0 たので ある。 

巧 みが 本 常に 巧 はれる ものと かったら、 此ぶも 赏日巧 か 6 なく 巧！！ の ホ 
化を おへろ 巧で あつた。 もれを 巧 さ々 かつた のは、 やは 6、 增話 をた <增 話と 
聞き ホして、 巧く 满に 巧め てむな かつた からで ある。 

をれ から、 3 た、 巧 等の 方では、 ミュン ヒナ—. ホ— フブ ロィ パ ゥスの 大巧 
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閒は 巧ら 这 みには 最もが をの 良くを い 巧 巧 だと 思っ てね た。 これ も 巧 等の 方で 
油斷 した 一っの 原因で あらぅ •巧 6 这 みには 大きな 巧が ほど 便 巧で あるから、 
大きな 會巧 特に ッィ^ク— ス •クロ— ネ では 巧 等の 方で も 常に 用 ふして 0 た。 
併し、 このせ 亲 な敎訓 にょっ てこの 考 へぶ の必 でも 當 をが た玄 でを いこと 
が 分り、 をに 巧 等は これを 巧を 的に (巧で 言 ふが、 巧を 的に) 硏究 じて 色々 な 
お 論を 得る に まっち をの 中には、 をれ まで 巧 等の あ ひも 及ばな かった こと も 
あれば、 面白い こと も ある。 を 日、 巧黨 の 突夕 おはが 禄や戟 法に ないて を々 エ 

夫を か へられた か、 をれ 喜 こ 5 硏資お 果に基 ごて &ミ であ ミ- 
が て、 自分が ホ— フブ n イ' ，ゥスのを をに 若いた のはと 時 四十 五 かであった 
が、 敵の ホに 不替な 目論ぶ の ある ことは 最早 やな ふか 地がなかった。 み 巧は 巧 
に滿 貝で、 かでは 替官が お ホを 制止して むた。 敵のを 中は 早くから やって 巧た 
とぶ をて 巧 內に巧 かつてむ たが、 ホ 方の ま 中は まだ 大部分 かにむ て お 內に乂 
れな いとい ふ 有が である。 小人 かの 突 g おはを 室で 自分を 待って むた。 自み a 
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巧を と乂巧 巧と s 巧の おを 巧め させ、 四十 五六 人 もむ たかと な 口れ るが 員を み 
のまけ 6 におめ て ホ S やうな 訓示を 巧へ わ。 今日 こを を 等が 巧を 化して 巧の た 
めに 忠 がを 盡 すべさ 日 だ。 巧が とる つて 運ぴ阳 される までは 何人も このを 巧を 
去つ ては ホら の。 自 々も 巧 じて 去らの 巧 6 だ •君 等の 中には こ S 自 々をが てて 
巧 かに 逃げ 化す ネけ 一人 も&な いと 化 ふが、 巧し 单 ななお 巧を ずる ホが あつた 
ら 、化 人の 手を 借 6 るまで も々 く、 この 自分が 手づ からが おの 腐 章を がぎ 取 
6'、 微 をを もぎ 化る からさう 思へ。 若し、 少しで も か S お 薄の 巧ぎ さうな 
が见 ぇたら 化ち に 蘇 A で 巧つ て やつつ けろ。 か 餐は妓 きの 防 巧 だとい. 5 ことを 
なれるな よ、 よい か。 

巧 貝は これに 巧して 巧 萬を ミ唱 したが、 も S 巧は いつもの もれより 一ん お々 し 
くて、 かすれて むた • 

をれ から、 自分は 會 巧に 入つ て 巧 巧を おちした。 なのな 中は 巧內 にぎつ しり 
詰ツ て、 请 上の 自 みを 巧め わくは どぶつ めて むた •自 みを さもが らし さう に啼 
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みつけて むる まも 巧 山に むた。 さう かとぶ ふと、 がを しかめ、 巧 巧のを を 現し 
て、 言葉は 違 ふが 意 ホは 同じな 彌 ホを 满 ばす ホ も 巧 川に むた。々 石 こを はやつ' 
つける ど、 とか、 生 手つな に 某を つけろ、 とか、 舌の 巧を 止めて やる ど、 とか 
彼等は 多勢を 恃ん でが 手 巧 巧 S 恶馬 をぶ ちまけ てむ た。 

ちれで も會を 明く ことは 出 ホた。 ち々 はが 說を 姑め た。 ホ I フブ ロイ-ゥス 
で巧說 をす る 時に け、 自分は いつも 會 巧の お 巧で なくが 侧に 立ち、 ビ I 八 5 ホ 
をを •お W にす る ことにして なた。 かう すると、 自 かは まるでが ホに 取ら まかれ 
たやう をが 好になる。 をのせ ねか も かれのが、 ホ— フブ P イ' ィ タスで 巧 哉# た 
閒 くと、 他の み 巧では ホ はれの：； 1¢ 々がが し 化さ；；^ てがた もので あつた。 

をのな もい つもの 巧 巧で 巧說を 姑め た S であるが、 自 々 S 前、 特に ホが 9 乂 
に、 立ツ たら ホつ たらして をへ てむ るのは 化の 巧 中げ か 6 で わつ た。 何む も膊 
つ 節 S 强い谎 くれ ネ ばか 6 で、 大部々 は マ， フ 7 イエ 巧、 クステ^ マン エ 巧、 
イザ リア エ巧 などの 巧エ であつ たが、 た 手の おに 巧つ でが 巧の 下まで おめか 
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け が ゥにビ I グを かりを 甘て はがみ ほし、 をに を クたジ ■，キ を さ 子の 下にを 
ば 甘て ねた。 を 巧の 巧 意に 大き ぷジ ミキを おかて むる ので ある。 物な 千 おな ミ 
で自 はこれ で 今夜の 巧 說會が 無事に 话ん だら をれ こを 奇巧 だとが つた。 

彌 次ら れ 々がら 凡を 一時間 半も嗓 言る と、 巧內 はどう やらが かにを つてが 讀 
に 巧を がけ かけ、 うまく 巧き 3 うにを つで 巧た。 お 力 W のまだつた 連中 もを^ 
をが ツた らしく、 ホ 巧に を わち わし だした。 庵を 立つ て 外へ 出て 巧つ たかと ぶ 
ふと、 また おつて ホたり、 目に おぇて 种准 巧に なつて、 部下の 賊 エに衍 やら 巧 
いたりして むた。 

をの 時 - iq - サば善 かつた ので あるが、 ホる 彌 ホに 應酬 する のにち ょつ とした 
巧を-冒して 羣 ぶを 巧？ る やうな ことを 言つ てし まつ 《。《計な ことを 言 
つたと おがつ いた 時は もう 巧 かつた。 自分の 冒した 巧が をの ま、 化 巧の な 田に 
なつた ので ある。 - 

ゴ ーニの おなお 巧が 拍そ 《と あ ふ も 巧が 一人の 巧が 巧 子の 上に まつ 立つ て 巧. 
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內の巧 中へ 『自由』 SFreihe ミと どなつ たこす ると 巧謂自 もの 巧 ± が これを 合 
W に ホれ だした ので わる。 ， ' 

巧內は 忽ち あ 巧の おにな つた。 唯 t る、 が々 る。 頭の 上では 巧 巧の やうに 無 
かの ジ ■ッキが がぶ。 持 子のを のがれる 音、 ジ ■，キ のがれる 音、 おが、 規 巧、 叫 
巧。 仓乂 天地が ひつく 6 かへ つた やうな なかで あつた。 

ちみけ 巧が になつ たま、 動かず、 突 おお S を まが 遺が をく をの 義 巧を 果すお 
樣をじ 0 と 眺めて 0 た。 

〇 々けこれ が 巧 巧巧黨 のが 說 をで あつたら どうで あらう と思ク た。 これほど 
のな 動 も 化ないで 怖がに 叩き 清され たに 違 ひなから うと 化つ た。 

巧な の 巧備 曲は この 日から ま 巧 巧と 巧 ばれる ことにを ツ たが、 巧钢 ホの 化暮 
が 始まろ と 巧ぐ まつし T らに 突進して 巧つ た。 八 人 乃ち 十 人が 一 かたま 6 にな 
つてな S かく かにな ひか、 ら 、ホ 巧に がを 巧 外に 叩き 曲した が、 五々 も おつた 
巧には、 お 貝は 一人と して 化み どろに なつて むない 者は ホ かつた。 この 時に 巧 
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めて 自 みの 見 苗した 人間が 巧 山になる •先頭に 立って 巧いて 0 たのが 巧な々 る 
モ— ブス、 今日 自か のがみ をして むる ヘスな どで、 をの 他の 除 員 もが 手に 加サ 
ず、 お 9 立ツ 限り がれで 口 おき、 倒れて はおき して、 ぶっかって 巧った。 化が 
のなかけ 二十々 もがいた。 かは よ 八げ 人 もむ たやぅ であ ツ たが、 五十人に もせ 
らの おおが と 太刀が もが 町 ホず、 乂 部み はお ホに 叩き 的され、 巧 段を 轉が 6 ホ 
ちて しまつ わが、 た俩 の々 まソ たがに 睐化ソ てむ た I かたま ろの 速 中 だけ かな 
ほ もは み 巧 ソて必 巧の あがを 賴 けて むた。 恰度を S 時で あった。 不 おに々 巧の 
入口から が 巧へ かけて 二 巧、 巧な をが っみ ものが あった。 もの 一巧は あしい を 
を 立てて ホ 巧した が、 こ A 々ことに 驚く 巧 等では々 かツ た。 戰 巧を 巧 ホした こ 
との ある 巧 等 口 巧 丸のを を M くと をの ホを ぶ ひ 出して ザつ てムの 巧る のを 巧 そ 
たので ある。 

誰が 短が をぅ ツの S かを に 分ら々 かヴ たが、 巧 丸の 音が してから、 血み どス 
な巧貞の巧：^か巧おしたことは巧かで、 巧强にあ巧してむた巧中もをに叩きの 
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みされ て 巧 外に 通げ 出さざる を铅 なくなつ た* 

巧 かは 化を 二十 五々 も續 いたで わらう。# んだ 後の 貪 巧は まるで 化 巧で も 打 
ち这 まれた やうに ながを 巧め てむ た。 ホん にもが 鄰を 化して がつ た ホが 巧 川に 
むた。 中には 单 でを けれげ かか 甘 2 ほど おい 傷を 巧け てむ た ホ もあゾ たが、 巧 
に 巧、 巧 等は かう して 说 を まを 悉ぐ追 ひ 出しで、 み 巧を 巧 等 5 手中にが 化する 
ことが 出 ホた S であ. る。 やがて 當巧 S 司み ホへ 八 マン. エ ，ャ— が おソて 『こ 
れ か，-:' 巧說 をを が 巧し ます、 辯 ±は 巧 班を？ V - けて 下さい』 よ 言つ た。 n 々け 
巧ぴ 口を がいた • 

やがて、 が說 を もが ソ て、 巧が 歸 をに おかう としてむ ると、 一人の 巧を が亢 
をしながら 會巧 へがけ 这んで ホて、 臟をお 6 お. 〇 『解 巧、 がが』 とおが ソ た。 

自 々口 思は ず 巧き 曲した。 が 說も喧 巧 ももう がくに かんで むる のでん ろ。 か 
く警 をら しい 巧 おり 力で、 巧 巧で わるが、 掌せ は 小人なる がかに 巧 おつで 偉く 
なせた がるので わる。 
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をの 晚 、巧 等は 色々 のこと を學 A で 巧る 巧が 多 かつた が、 が S ぶで もがぶ 巧 
が少 からず あつた •がの 方では 當 夜の お訓 をち く おれな かソ たやぅ でんる。 

少 くと もこの 時な 巧 一九 一ニ ニ 年の 巧までは r ミュン ヒナ— •ポスト： 巧もゾ 
< ロン タブ ァ の 夕 がを どを ほのめかさの や 手に をソ た。 

を 1 寝には 『ドイッ 斑 巧 巧の 巧規會 にも 斤けば、 パイ ユ ルン J おない 〇こ A には 霞に 規 つて 
扉 出して わいた 0 ( R ホ〕 

巧 2 SiS には 『二つの』 おない 0 (W 者〕 

巧 3 白靑は バイち ルンの がのを、 おおは グ a イ センの 巧の 01 ホ〕 

な 4 幕には 『特灌 とせられて ゐて 、化の ものが」 から 『を 巧し でゐ たので ある』 までが 巧 じ 
f 特宙 とせられて ゐ たので もる J となつ てゐる 0 (—ホ) 
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第 八章强 いを は 巧り でが る 時が 最も 强い 

前章で ドィッ 民な 主 まを 巧 巧す る 諸 曲 ほの 大即曲 おがが のこと を 述べ わ 
が、 本までは この 巧 巧の 問 越に おいて 極く 巧 巧に 述べて あきたい。’ 

元 ホ 研がと いふ も S は、 色々 な M おが 化 事 S 便宜上が 提 巧し、 巧を 巧が ある 
本 巧を 設け、 をのが 巧の 下にが 協力して 共通の ことを 巧ム 大同 W 結の ことで も 
つて、 また、 この 色々 な 曲 想とは、 目的に がても、 目的 速戍 S ホを に 於ても、 
互に 徐ゥ ぶく かけ 離れて むない 協を とか、 化合と か、 ホは 致黨 をい ふ S でんる。 
また、 を 巧に 世 巧では さぅ ぶつて ねる。 を こで 迂閱 なを 中は、 かやぅな 谢 ほが 
ぶに 『巧 通ず る もの』 をな 化し 『巧 をれ ざる も S をが け』 て 『大间 W お』 をけ 
つたと M くと 滿足 もし、 まふ もす る ものである。 これは、 互に 分れて をれば お 
い 小さな 曲 巧で も、 集ツて 一巧に なれば 非常に 强く なつて 俄かに 火き なか 力を 



s» 


併る とい ふ考 へが 一 おに 一れ はれて むる からでん るが、 これが 巧 •大きな 問を ひ 

で 

主張を 同じく し、 目的を 同じく する のに どぅしてを みな w 俺 や 協を などが 出 
ホる のか。 こ S おを 明かに する ことは、 が 白く も あら、 た硫 班の 閒 擅を 理が 
する 上に 大切で あると あ ふから、 化づ これにが いて 述べる が、 巧が からい へ 
げ 、主を が一つなら 、をのた めに 巧 ふ 曲は も 一つ あれげ 巧 山で、 间 じ 目的の た 
めに 何も 夕 かの 曲 治を をる 必要は ない 巧 でんる。 をの 目的に しても、 ホ おにし 
て も、 みみは 確かに 一つの 曲 おが 化を をけ たも S に 違 ひない。 一人の 人物が 何 
所 かで がら かの 巧理 をを ベ、 がら かの 巧 おの 解み をが 望し、 目め をを め、 目的 
まぶ S 手段た る 巧 動を おす。 かくして、 ホは 現が のな みの 戚 巧を' 除き、 ホけ 特 
ホの 巧 旅を が 巧の なをに 造ら 旧す こ •とを な 網と する か窝 とか 協を とかい ふ もの 
が一つ 化 ザ わがる ので ある • \ 
化つ て、 かぅ して 曲 ホた 巧 巧 S 巧げ てむ るを 網には » ホ權が ある。 もれれ、 
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ま菅 的が 同じで あつたら 、別 •に黨 を 立てないで 旣に存 をし でむる 巧 助に を か 
すべきで、 をの 方が* 動の 勢力を 增 し、 共 みの 目的を ま 成す るに が 合が 善い の 
である。 これは 更 めて 言 ふまで もない ことで、 かし 頭の 化く 人 巧なら、 化來か 
ら存 なする* 巧 忆化乂 すん ことが お 同の 岛 巧に 本當 のが 巧を もたらす 巧が であ 
る ことが みる 答で わる， 目的が 一つな ち* かも 一つで をくて はなら のとい ふの 
がわの 巧理 で、 もれが みつて むを がら 別に 黨を 巧て るのは、 後に も 述べる 通 
6、 實 口人 巧が 蓮く 正な でない からで わる。 

主義 巧 綱を 同じく してむな がら 別* に黨 巧を がて て& るのに は 二つの 原因が 
ある 一つは 乂 巧の おが 的 巧 かと も 謂 ふべき もので わり、 一つは を だ お 巧を も 
の 乂 問の 巧點に 基づく もので あろで、 この 二つの 原因の 中に もを の 根 巧 
には 人間の A 化を 化す ものが おんで むる。 黨を 立てて をへ ば あがが 6 合 ひ、 を 
力と 意力と が戰 ひ、 巧き ネが がれて 强きネ が 巧 •巧くなら、 もれが をに 巧 がを 
巧 現して 理 おを ホな する ことにを る。 - 
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なて、’ 目的は た K 1 つし かないのに、 目的の 達成に 當る曲 措が 一っで がま 
ず、 巧 山に wv ホる のには、 今 言っ たかく 二っの 原因が あるが、 を S 中、 乂閒 
の 悲劇と も 謂 ふべき 原因とは どんな ことかと いふと、 をれ はか ぅでわる。 凡を 
ホ ホの 大事 業なる ものは、 巧 巧 巧の 人 巧が ム 中に 抱いて むた ホ努 をぶ 巧した も 
ので あり、 巧 百 萬の 人 巧が 巧 かにない てな た 巧 おを 巧 現した ものである。 来ょ 
り、 人 巧の ホ 望の 中には、 幾な 年に 互って 堪へ 難き 現 巧に 巧 ざっ、、 を S 巧 側 
に 巧れ つ だけて むて、 而もを ほ 成就し がない もの も あるの でんる。 併し、 かや 
ぅ々 おがから 何時までも お 巧す るを 将 ず、 をの ホ 塞を をに 巧が する をがない W 
ちは 共を 巧すな きの 巧 民で ある。 巧 も元氣 にして あ 巧なる 网 民なら ば、 例へ ば 
か BS 巧 制を をけ たり、 巧內が 非常に 巧を したら、 ホロ 巧 民 S 巧 神が 不安が が 
したりす ると、 天は 必ず お 人を 巧して 外 化を 除き、 巧 巧を 株 ひ、 巧 民の 巧が を 
まきに がめ 、 H をを 率む てを にもげ を 望を ぶ 巧せ しむる も S である。 

巧 雨 時事 問 厘なる ものが 生じる と、 化づ 、巧 こもは 時局 解 ホの 還 手を 6 とぶ 
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♦る ものが 一人 や 二人で なくが 千乂も 現れて ホる。 さぅ すると、 この 望の かく 
が 扣 したが 巧の 巧に なしい 巧爭が 巧は た强 いちお 巧なる まがを にがを ぉめ 
て坡 後まで 巧 6、 時局 解かの 巧に をる ことにを る。 こ、 にも 円 然のお 化が-わは 
れる S である。 

おか ホの なを 運 巧で も 同じ ことで ある •人々 がぶ お 巧 S 現が にんき わらず、 
が 十 年 も 何百 年 も 何ら か のぞ 巧を 求め おけて なると、 こ S 魂 S . が 求に おられ 
て、 巧 こを な 敎のお 厄を お ふ 使 巧な 6 と 义采る ものが 何十 人 も 何巧乂 もが 出 
し、 ホる おはみ 言 ホを なて 自らな じ、 ホる をは すらせ ホの ぶかを かがし、 が々 
あ ひ あ ひに を 自 の お識 やみ 識を 基に して 巧が する やぅになる。 

併し、 度が 劣化は 自 がの 法則で あるから、 斯く夕 をの 巧 化が が 山しても、 ぶ 
も改が S 大使 命を おしなる ホロを の 中の 玻も 歷れ たる ホで ある。 み < 誰が 本 當 
にを の 人で あるかと いふ ことは なかなか々 ら ない。 誰もが 巧 こを 改ぞ の 大使 命 
を おす ものな 6 と 思つ て 0 て、 をに 執つ て！！ ら のから、 ホが 巧 人の 支持すべき 
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本 當のホ 言 ホで わるの か、 巧く はものを々 けがつ かなくな ク てがる。 

かくの 如くに して、 をを の 方面で も、 ホは ながの 方面で も、 何な 年 かの 間 
に、 巧、 どうかす ると 同じ 時代に、 を 々 s 人 問が 出 近して 色々 の 運 巧を おすに 
本る ので あるが、 をの 目め をる ものは、 少 くと もま 張 S 上では 何れも 同じで も 
る。 少 くと も大 ホから ぶれば 同じで ある。 乂ホ 自身は ム 中に 梅 然とした ホ おを 
抱き、 若 表を 持つ てむ るが、 主義の 本 巧 も 分らな けれげ、 ホ 望の 內を もみら 
ず、 また、 もの ホ 望 も 果してな 巧し がる もの かを かすら 一 艦には々 ら をい。 さ 
うい ムホ望 や 主義を 化 6 上げて 蓮 巧を おす S で わるから、 目め は 同じで も违巧 
はかを にはれ ざるを 得ない 道理で ある • 

目的を 问 じくし ながらを々 な 人 問が 夫み 別々 S おを ホむ 巧に 人 問の 悲脚 がわ 
る •を ひに 说 おもな く、 た < 巧 こを 巧 命を おすべき 化 巧な りと 信じ、 他人の あ 
には 頓 若しないで R をに 己の 還んだ 迸を •わかう とする 巧に おがが あるので も 
る 《 
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一巧 s 巧が として 口、 戍 巧を 巧實に 且ゾ巧 巧に 收 める みがは 力を かけずに 一 
巧 巧に おめ るに あるに 巧らず、 ホの かくを が 方面で も、 ぶな ホ而 でも、 時代の 
•巫 求から 色々 な 巧が や W 巧が 生れて、 をれ が 目め を 同じく しながら 夫々 別々 に 
巧 巧す るのは 一ぶ おかに 悲しむべき ことで ある。 併し、 ょくちへ ると 必ずしも 
さぅ では ホい •みなは これ も 天な であつ て、 を々 を 曲 巧を 互に おがさせ > 最も 
正しく、 坡も 近く、 又报も 確かな 道を 選んだ ホに が 巧を がさせょぅ とする 假俏 
なきが 理が こ、 に 倒いて むる ので ある。 

似た 6 をつた 6 のか 黨 やぶ 板が 巧 川に 现れで ホる と、 何れが 本 巧に 保れ たも 
ので あるか、 ちれを 專ら かから 判別す る ことは 困難で ある。 あの かれた 人間の 
言 ふこと を 聞いて 0 ただけ では 何れが 巧 物で 何れが お 物 か 識別が つき かねる。 
をれ を 見々 ける には、 思 ふま、 に 巧 ホ さ 甘て 巧つ た ホを 優 まと 定める かに 乂巧 
はない •便 ホ なれば こを 巧つ ことが 出來 たので わつて、 巧つ たとい ふまを は 巧 
らもを さず » ホの 巧 ホた るかれ ホな き赶 巧で ある • 
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かやう に考 へれば， 目的を 同じく しを がらを々 の 曲 巧が 夫々 別々 に 巧 かする 
とい ふこと も 悲しむ には 當ら ない。 己 等と 同じ 目的を を ふ ものが 他に も あると 
悟れば、 如何なる 曲 おもな けでは をら れず 、目的 巧 ホの 方が に 工夫を ならし、 
力を 巧め て 互に 化けまい と 巧め る やうになる。 

この 躲 巧が 卽も 自然 前 化で あつて、 これ i 膀も 巧つ たも S が 思まで ある。 凡 
を乂 がの 進步は あまにが ける 色々 を 失 化の お訓 にな ム 巧が 夕 いもので、 色々 の 

期巧グ 巧れ ると いふ こと もこの 點か らおれば 人が の 進 步にホ 巧して むる ので わ 
る 0 

をれ か、 同じぶ お ホは 同じ あが 5 かが 運 かの 內に 色々 の異 つたぶ 波 やな 派が 
.化 ホて、 を S ために ぷ敎 やを 治 巧 巧が 巧く々 巧す るに ボ るのは 一見 おしむべき 
こと S やうで あるが、 れ 意の 作 巧に ょる もので ホければ これ 口が つて 巧 巧 運 お 
を 促進す る 坂 善の ホを であると もい へる， 

これを おおに ないて 化れば、 曾て ドん ッ のが 一とい ム閒留 を 度つ て才— スト 
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リアと プロイセン とが 致 立した ことがある •が一の ホが としては 二つし かな 
く、 をの 一つを 代ました のが-， プス ブググ をで、 他の 一つを 代表した のが ホ 
I ヘンツ* グレ 八ン 家であつた。 當 時、 世間では、 兩 まは 確執を 止めて 須く互 
に 協力すべき であると 考 へて むた。 このを へ 方は 間違 ひで あるが、 假 りに 兩お 
が 互に 協力した としても、 結局は や はりあ 力で あつた 方に ドイツの が一を を 甘 
る ことにを つたに 違 ひなく、 若し、 巧 望を 抱いて むた ォー スト リアが が一の 業 
にあた つたと すれば、 ドイツ 帝 巧なる ものは 果して 巧設 された かどぅ かかつ た 
ものでは をい。 

巧ホ戰 巧は ドイツの が一を 巧ム 巧な 萬の ドイツ人を し';^ 化淚を 流さし かかい 
ので ある。 彼等は この 戰爭 をな て 骨 巧 巧を か で 化を 巧 ふお慘 な、 職 巧-^ い Cj 

繁ぃが。 &ぃ、 

であつた。 ド イブの 帝冠は 本當 ロヶ I ニ ヒグい パ^の 戰 おで、 得、 た％^ のか 如ツ 
て、 後世 巧ぶ まなの 考へ るに まつた やぅに パリ 巧 かの® 萌で 得た ホので かか 



かくの かく， ドイツ ホ w も ホ ホ遵を 同じく する プロイセンと 才— スト リアと 
のみ 力に ょつて 出來 たもので をく、 巧 巧が ホは 忘 謙し ホは な識サ ずして 巧つ わ 
巧热 の 巧 お出 現した もので わる。 プ P イ センが この 班 ホで をに おを 占めて ドイ 
ツ巧两 をを 設 したので わる。 巧 巧みを は自 がの お理 、生きた 眞 のか 赴で あつ 
て、 功 巧を 巧が と 現 巧たら しめてむ る鐵 則で ある。 人間の か 話は 自然 5 お理に 
及ばず、 をの 巧す 巧は 自然 S 巧す 巧に 劣ろ 先入の お 見に 囚 はれて 巧 巧の 前に 
化を 阳ぢる 者なら いざからず、 巧ム坦 がの ホなら 何人と 雄 もこの 事 巧を 鼓め ざ 
るを がを いを である。 おか 二な 年 前の ドイツに がて、 他日 ドイツが 一 Q 偉 案を 
巧 巧し、 ドイツ ホ W を连 なし 巧 導す るに 幸る ものが ホ— ヘンツ* 八 レ^ン まの 
ま记 する プロイセンで あつて、',， プスブ 八グタ のま おず る才— スト リアで な 
いとい ふこと を豫 がし 稱 たもの が あらぅ か。 3 た、 » か々 日に 於て、 巧て 自が 
のが 理を揉 ひ、！# 化 巧 落サる パ， プス ブ卢グ 家に ょつ で ホーホら れた ドイツ ホ 



田のぶがホ >へンッ*八レ少ン 家にょつ て統 一 甘られたド ィ ッホ两ょりも立お 
であつた かも かれのと 考へ 得る ものが わらぅ か。 

■ 

有る 3 い •プ n ィ センと ォー スト リアとの ず 巧は あ 巧が にぶ ジ たが、 巧が ゴ 
をに プ p ィセ ンに歸 した。 6 がが 優 ホに @ 化を 巧へ たので ある。 

巧 巧 劣化は 白が のが 則で あり、 あ 去に がて 然 6 しが 如く 现耗に 於ても がり、 
明日に がても 亦が 6 で、 永久に 不 をで わる。 

かく 考 へれば、 同じ 目 巧を 目が けて 巧 川の 人 閒が叛 巧を する のはが も惡 いこ 
とでは をい。 誰が 一巧 强 く、 誰が 一巧 速い かを かるには 、族で を させで 化ろ じ 
おした ことは をく、 族 巧では 最も 强 いを、 姑 も 速い ホが 徐ゾ にかつ でむる。 

まを ま 張を 同じく しながら 色々 な 誤 破が 出來 で 巧 內で封 ホす るに ボる いじけ 
々ほ 一つ 巧 因が ある。 この 巧 二の 原因は 巧に 人 閒の悲 勘と いつて ょい ばかりで 
をく、 タスを だ お慘な もので、 を S おくと ころは 人閒 の巧點 にある。 卽も 人間 
の おな とが 無と 化 巧が せとに ある。 巧を ながら 人 問の 中に け これらの 性 巧を 兼 
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ねがへ て わる ホが 多い。 

例へ ば、 こ、 に 一 人の 人物が わろ。 巧く 网巧の 親 錐を を ひ、 賄 因を 巧め てを 
の 艾 除を ぶし、 根本の 鲜 策を 定めて をのな 巧に 朵り 山した とすろ。 かめの 閒は 
誰も い みに もがめ をい が、 このぶ ±の 化 事が がく 化 間の 化な を おく やうになる 
と， ホ 巧の がが 忽も 眼を むいで、 もう、 一巧 手 一巧 足を も 見 おさ々 い。 ホと い 
ふかけ あれで なかなか 終い 所が あつて、 仲間の ホが 運ょくな おがを 化ツ けて を 
つてむ ろと、； にも 巧め ない 風を 裝 ひながら 巧は 加が なく 氣を がり、 隙を 化て 
不 なにが 合 ひから 巧つ て 巧つ てし まふ。 人 問の 化 巧に も かやうな おに 似た 人 問 
がむ る。 誰かが 新しい 道を 步き 出す と、 巧 山の おけ ホが はつと かめて 满が つい 
て、 化づ みを ぴく つか 甘る。 この 新しい 道を 巧けば 何 か御馳 まが あるか も かれ 
ない。 確かに 何 か あると みると、 彼等は おめ て 本 おにを り、 成る 可く 近が を 化 
つて 己 一 人が 规 走に あづか らうと、 巧 ♦別々 の 道を 走ら 曲す ので わる。 

かやうな 人 巧は、 誰かが 新しい 巧 動を おし、 稱 がを もを めた のを 見る と、 を 

# • 
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ち 頭を おげ て 巧て、 巧 等の 主張 も 同じ だと 言 ひだす。 を A なら、 お 巧に 新しい 
蓮 かに か 入して をの 度 化 巧を 認める かとい ふと、 さう でな く、 彼等は 新しい 運 
動の！！ 锁 をを のま、 をんで、 もれを 基に して 新 巧を 化 おする 5 である。 ちれは 
iw だょ いとして、 化 等け 期 抑に 巧げ て あろ 主張の 本家が 彼等で あるかの 抓く か 
巧す ろ。 巧々 しいと も 何とも 言 ひやう がな、 いが、 世間は 巧な な もので、 なかに 
はもれ をを のま、 信 巧す 义ホも あら、 巧棄 すべき まが 巧つ てが がを 巧した こと 
も少く ホい。 巧に 他 あで’ 巧げ てむ るな 巧を 己 等 S 巧 印と し、 巧に 他黨 S か 期と 
なつて むる ものを なんで ホて 新 巧を 組 緑し、 旗印 も か 網 も 热て己 等 S 削 息に W 
づるも S であるか のかく かなす ろに 至つ てけ 巧が お 化も菩 だしいで はを いか。 
をむ にも 巧らず、 他 蘇の 勢力が 日に 巧し 大 を. か へで、 己 等の おを が 振は ず、 と 
でも 追 ひつけ さう もを いと 分る と、 彼等は きまつて 乂同曲 結 だ S、 共同 戰載だ 
のと 言 0 て 巧ぎ 化す。 最 巧に ホ 用の 巧黨を 作つ て戰 おの々 嫂を ホ さしめ たもの 
が 彼等で あつた ことを なへ ば、 巧が 無恥 もみれ りと いふべき ではない か。、 
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所謂 『民な 主義 巧が s み 巧 j も 斗 巧の 聲が 無用の 新 巧を 作つ たからで わツ 
た。 

尤も、 一九 一八 おから 一九 一九 おに かけて、 巧 謂 民族 主 まを 巧 巧す る 用 巧 や 
を あがが々 出現した S け內 外の 巧 巧が これを がらし めた もので あつて、 必ずし 
も 設立 ホ S なをに ょつ たもので けない •巧が 闻民 巧み まま ドイツ 巧 街黨も 常時 
にが ホた もので、 巧に 一九二 0 がには 早く も 頭 巧を 巧して ホ 巧に 押し も 押さむ 
もせの 巧 カホを 巧に ホつ たが、 もれは、 一つは、 常時が 化しみ を々 な巧满 のを 
巧の 間に ホ 常に 正が ホ 人物が 少 からず わて、 りな S 前を におみ の 少い S を桥る 
と、 织 みの 多い W おかを 主義 ドイツみ 衡お S ために あ ひ 切りょ く自 巧を 解か 
しまは W 民 かみ ホ ま ドイツ 巧 巧 巧へ 無が かにみ 巧した からで ある。 これな ど 
はを 時のを 巧の 設立 ホが 必ずしもを 怠を 巧んで む ホ かつた 賴 巧で わる。 

當 時、 ニユ グン ベ^グに ドイツれ か 黨 ホる も S がわつ て、 ものを がは ユブゥ 
ス •シ ••トライ へ^と いふ 人み であつ たが、 この 人が 先づ «巧 巧を まを ドイツ 
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夕働黨 へ 飛 ぴ这ん で ホた • w 巧肚 みま ま ドイツ 巧 巧黨と ドイツれ を 黨 とは まま 
ホ おを 同じく してね たが、 出来た のけ 别 々であつ た。 ユ ブ ゥス. シュト クイへ 
八は 常時 ニ ュ少ン べ少グ でかが をして むた。 化 もみめ はち 分で 造つ た ドイツ か 
み 谋 S 化かを 信じて これを ホら 宵て る 積り でむた が、 两民 かを ま お ドイツ 巧 做 
が S 乂が巧 力 も强く •生長 も 目 ざまし いと かると、 的ち に ドイツな み おやこ；；；！^ 
を ま 持す る 巧 巧 M 货 のために 钢 くこと を ルめ、 お 貝を 說き 伏廿 、これを 李む 
で、 巧 巧に 巧 もがつ、 た W 民れ みま ま ドイツが 巧筑 にか 入し、 W 來 共同？ 目め の 
ために 抵 つた。 これ 口前に 立 嵌な み 也で あつたが、 この ことたる や 巧ぶ S 人 問 
には 首 ふべ くして なかなかを みには 出來 ない 巧當 である。 

巧な とおん ど 時を 同じく して 出現した を 巧で 巧 巧に 合な しな かつた も S け お 
んど 一つ もない •をが をな を 削 立した 人み は、 をの 志に がて 諷 巧で、 公明 お乂 
であつ たから、 をの 巧す 巧 も 誠を で、 公明正大 におつ たので ある。 をれ 故、 巧. 
夕 とを 張を 巧 じくした ホの 閒 にはみ 夕 なる ものは W 來 をせ しない •今日の 巧 巧 
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「お 巧 ホを 戟叛 の 分裂』 をる ものは おて 上に 述べた 第一 is 原因に なくん ので、 
卽 も巧ム 家が 巧ムど をげ ようとして 自黑を 固持した から ホ じた S でんる。 彼等 
は 元 ホホ義 もま おもを い 蓮 中で あツ て、 ただ 闻 ちれみ まを ドイツ 巧 做 無が どう 
やらぶ 巧し さう になつ て來 たのを 化ろ と忽も 『天 喊』 を 曲 じた だけ でんる。 

もこで、 彼等は 俄かに 新谋 をを ソ たが、 を S を 網なる も 9 け 巧 等 S め納 をを 
S ま、 なし 取つ たも S である。 彼等の ホ 張す る理 おは 巧 等から を乂 だもので お 
-^、 彼等の 目 巧は 我等が 旣 にがが も 追及して ホた をが 目 巧 でんる。 をして、 化 
等 S 選 A だ 道は 巧 民 かみ まま ドイツ 巧備 森が 巧に 久しく ホ A で ホみ おでんる。 
かが も 理がも 目ち もぶ を も おて 巧 等 S ものと 同じで あれば、 何も 新 おを 作る 必 
巧け々 く、 W 民 かを 主 菜 ドイツ 巧俩黨 とい ふ も S ががくに 出 ホて むるいで もる 
から、 もれに 參 かすれば よい 巧で あるが、 彼等は 合流 甘ず、 巧 0 て 巧な お 立 S 
巳む を将 ざる 所な を說 明し、 巧 尙をか 巧を か 巧し ようとして 中味 S をつ ぽなホ 
巧 度 句を 並べ立てる • ： 
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本を は 設立 ホ自 をの® 巧な 外に 何の 理由 もを いので わる。 彼等は 一巧 巧つ。 
出て 世 酒から やん やと 持て g されたい ので あるが、 元 ホが ホ 巧、 S、 ル •ん かか か 
V 歌い5^いかぃ、 がツ；.がががいかか&いかぃか賢が；し、さ、だ、け'で、，^-か 
ら 、他人の 思 あを 巧 取 6 し V 自 みのも の の やうに 裝 如が でかる。 か 如 W 世邮か 
はこん な 巧 かまし いこと をす るのを おがと いつて ねる。 

彼等は 謂は ば 巧が 化 保で あ 0 て、 他人 S 化 あだら うが、 理 あだら うが、 巧資 
にを ると ぶたら 忽ちが かりして 〇 々の 巧 化へ 並べて しま ふ 速 中 でんる。 .5^た， 

'巧 巧に 彼等は 當時こ A を ことを した。 がるに、 をの 彼等が 今にな つで 泣きが を. 
しながら 『民な 主を 戰 おの々 裂』 を慨き 『が 一 S 必 嬰』 を 叫 A で 化まない のけ、 
これほど 叫ぶ のを 巧 けげ、 かがを るを 欺で もからの がは してむ ら^な くを つて 
仙 閒に乂 るに 莲 ひなく、 仲間に なつたら 隙を 化て をの 幾を もを ィ でみ う、 と 
い ム下ム が あるから である。 がする に、 巧 等を 欺き、 巧 等^ 理化 をを A だ 上に 
をほ理 あま 現の ために •巧 等のを つた 两民 かを 主を ドィッ 巧 做 端を もが 化り しょ 
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.うとい ふので わる。 

頭の おい 巧 巧 人は、 巧資が 昔く ゆかな くで 目論 おお 6 がからの と、 品物 SW 
を ホして まく 巧 6、 をれ でもい けない と 所謂 企 菜 合同を 企てる •两民 巧み ホ義 
ドィッ 巧め 巧 S ホツ からを 巧して 失 化した 彼等け、 ひとま づ 彼等の 伸 脚 だけで 
か 巧を 化 巧ず るに 苯 った。 

を 時、 この かおに 化 入した のは、 何れも 巧 6 立 も S 出 ホない お ホの やうな も. 
のの みであった。 巧 ホ も 八 人 をれば 一人の 巧 ± に をれ ると でもち へたの でん 
ら ラ。 

八 人の がまの 中に 一人で も 足腰の 立っ ホが わると しても、 勘 ± に 立 も かふな 
どは が ひも 海らず、 仲 巧の がまを 巧け おす だけで 手 一 ぱいで、 お 巧、 自身は を • 
自由が きかなくなる であらう。 

巧 巧 W 巧は 黨 人の 巧 引と 見るべき もので、 か 巧の ことを ホへ る 巧 合には おに 
次の かきが 本 原則を 巧れ の やうに しを ければ なら 2* 
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かかい'ぃ^かい？^狀いかいがザ 震か^|か；，&歡以いか；^挪ツ；^斯いか 
る 巧れ が夕 々にある •躲 いもので も おれげ 强 くなる とい ふが が 邮齡ツ かが^か 

かか。 i いかい い、 擊か输 新品 4 い ii がで かかが かがが が' にがが い 和 

^5い&於か聲かか。 雜秦豁げか誓驚韶驚が嘗がか移幕以 
いか 若 かが い ふ；/ は 磬が东 がが' にがが で」' る' を譽 、ぃ。 ；， か、 か,^ 繫い 
かツ Cj かいな か斯 が一 醉かツ 。いがへ 沪 、か 斯哪か 獻斬か だで かいかぃ 

かかい雾非繫’か貧お、 &1す 篆^^かホかが资新いか心：〇か 

みが 永久になくなる。 をれ 故、 政 撰の 大同 喊結 などは 円が S 法則に 反する もの 
とい ム べきで、 火 お S 瑞なボ 新 蓮が の 邪が にけ な 0 て も 助けには々 ら 々い。 

閒 おにょ つてけ、 か满 の 首臘 部が なのが 巧を ちへ て椎 おを 化 6、 同じ おおの 
他 巧と 一時 提 巧し ホは 共同 動作に W る こと も わ. 〇 得る。 併し、 をれ 口が 巧まで 
も 一時 S 巧 おで わるから 必 ぶが なくなつ たら 巧 もに 手を切るべく、 ザ 時まで も 
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巧が を績 ける とい ふやぅな ことがあ つてけ ならの。 さもなくて、 何時までもで 
を繫 いでむ ると、 黨の义 でか 世 巧 おの 使命を 新を 甘ざる をがざる じ お 6、 円が 
の 法則に 從 つて 自力を 化ふ存 々に 巧が し、 族 ホに がち かゾて 所期の 目的を 化 巧 
するとい ム ことが 出 ホな くを る。 

かぃか 泉 か 蒙 i ぃ か^か i ぃ ツい柴 がぃ 冷 かぃ、、 一が ぃぃ； J 齡 
立 巧巧ネ W か ぃ？ か' ぃ 。复ぃ & か 4 かぃ 每 かが。 蘇 W がが がぃ 

か證繫ぃか麥^?。 か、 か4^か4ぃ蘇か4ぃ^へ驚だがが^1;が 
を 得を' ぃ W 心 i • iii 备を* S 藏繫 歡款 か 驚 i ぃが V か が い 
かがで かツ？ J 、 歡 5 か 數か帮 かい。 

が&が繁 か\泰 ぃ ぃ が i ； ぃ が で が ^ 。 影か繁 實 がががが抓§| 

とい ふを 合 世耶を 張つ てりる 連中のを おにょ つて 出 ホる もので ない、 卽 ，へがが 

を かがが が •ぃ^ 备 i 繁 が^ 备 若が；^ 聲 、歡ぃ が' っ； J が ぃ％ 

おするな 黨 の！！ かの 化き をぶ におた を ii いかい か、 ぃ。 
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